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「
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こ
と
の
詩
人
」
の
淵
源
を
考
え
る―

修
士
論
文
題
目
及
び
内
容
の
要
旨

　
中
原
中
也
の
詩
の
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て

　「
古
代
文
学
に
お
け
る
禁
忌
」　
要
旨

　
韓
国
人
日
本
語
学
習
者
に
お
け
る
カ
タ
カ
ナ
語
の
習
得
と
学
習
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー

　
何
故
ハ
ト
シ
ェ
プ
ス
ト
は
長
期
に
わ
た
っ
て
統
治
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
か

　
青
年
期
に
お
け
る
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
傾
向
と
自
尊
感
情
に
つ
い
て
　―

愛
着
の
関
連
か
ら―

　PTSD

／
抑
う
つ
傾
向
と
自
己
開
示
と
の
関
連
の
検
討
　―

東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
半
時
点
で
の
被
災
大
学
生
を
対
象
と
し
て―
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福
島
県
会
津
地
方
、
喜
多
方
市
慶
徳
町
の
新
宮
熊
野
神
社
は
、
前
九
年
合
戦

（
安
倍
貞
任
・
宗
任
）、
後
三
年
合
戦（
清
原
武
衡
・
家
衡
）に
あ
た
り
、
源
義
家

が
勝
利
を
願
い
、
紀
州
の
熊
野
神
社
を
勧
請
し
た
と
の
由
来
を
も
つ
神
社
で
あ

る
。『
大
日
本
地
名
辞
書
』（
明
治
三
十
九
年
）に
は「
会
津
熊
野
神
社
」と
立
項
さ

れ
、『
新
編
会
津
風
土
記
』『
会
津
旧
事
雑
考
』を
も
と
に
、
源
義
家
に
よ
る
勧
請

と
社
殿
の
規
模
、
銘
文
の
中
に
刻
ま
れ
た
年
号
等
が
解
説
さ
れ
て
い
る
。

会
津
熊
野
神
社

新
記
云
、
会
津
熊
野
三
所
は
、
初
め
源
義
家
、
之
を
河
沼
郡
代
田
組
の
熊

野
堂
に
勧
請
し
、
応
徳
二
年
、
小
松
村
へ
新
宮
を
建
移
す
、
慶
長
年
中
、

蒲
生
秀
行
、
当
社
の
来
由
を
尋
し
に
、
神
職
創
建
の
始
末
を
告
げ
、
且
義

家
の
鞍
鐙
を
呈
進
す
、（
旧
事
雑
考
に
、
鞍
鐙
を
呈
せ
し
を
、
寛
永
中
の

事
と
し
、
蒲
生
忠
郷
、
上
洛
供
奉
の
時
、
此
物
を
用
ゐ
し
か
ば
、
洛
中
の

貴
賎
目
を
驚
せ
し
と
伝
ふ
）　

同
六
年
再
封
の
時
、
社
産
五
十
石
を
附
す
、

同
十
六
年
、
地
震
あ
り
て
、
拝
殿
既
に
傾
倒
せ
ん
と
す
、
仍
て
修
理
を
加

ふ
、
寛
永
年
中
、
加
藤
氏
封
に
就
し
よ
り
、
社
産
を
失
ひ
、
殿
屋
漸
々
に

廃
圮
せ
り
、
古
鐘
の
銘
に
、

奉
冶
鋳
、
奥
州
会
津
、
熊
野
山
新
宮
社
之
鐘
一
口
、
一
山
之
衆
徒
三
十

人
、
大
檀
那
従
□
大
姉
、
同
地
頭
平
朝
臣
明
継
、
結
縁
衆
百
余
人
、
大

工
景
政
、
貞
和
五
己
丑
年
七
月
二
十
一
日

拝
殿
は
十
三
間
半
に
六
間
、
も
と
鎮
座
以
来
の
拝
殿
有
り
て
、
漸
漸
に
頽

髙　

島　

一　

美

破
せ
し
か
ば
、
旧
材
を
用
て
修
補
せ
し
と
て
、
今
に
結
構
巨
宏
な
り
、
三

社
は
、
拝
殿
よ
り
石
階
を
登
り
、
御
前
山
の
麓
、
森
の
内
に
あ
り
、
三
社

共
に
東
向
に
て
、
中
央
を
新
宮
西
御
前
速
玉
神
と
し
、
北
の
社
を
本
宮
証

誠
殿
と
し
、
南
の
社
を
那
智
中
宮
結
御
前
と
云
ふ
、
文
殊
堂
は
神
宮
寺
の

側
に
在
り
、
文
殊
の
木
像
を
安
ず
、
別
当
神
宮
寺
、
本
社
の
南
に
あ
り
、

開
基
詳
な
ら
ず
、
意
ふ
に
、
当
社
勧
請
の
時
、
建
立
あ
り
し
な
る
べ
し
、

大
永
の
頃
、
雄
仁
と
云
僧
住
せ
り
、
宝
物
、
相
撲
力
士
木
像
一
対
、
運
慶

作
と
云
ふ
、
大
般
若
経
写
本
、
残
欠
、
処
々
に
奥
書
あ
り
、
第
二
百
三
十

五
巻「
延
文
三
年
、
正
月
一
日
、
大
旦
那
沙
弥
妙
雲
」第
五
百
二
十
四
巻
、

四
櫃
に
納
め
ら
る
、
鉄
鉢
一
口
、
其
銘
に
曰
く
、

陸
奥
国
会
津
、
山
郡
、
熊
野
山
新
宮
、
証
誠
殿
御
鉢
、
大
旦
那
妙
悟
、

暦
応
四
年
辛
巳
六
月
三
日
、
大
勧
進
比
丘
尼
明
月

大
旦
那
平
内
次
郎
、
大
工
円
阿
、
同
子
息
定
能
、

結
縁
衆
十
万
人

御
正
体
丸
鏡
、
一
面
、
其
銘
曰
く
、

新
宮
、
弥
勒
元
辛
卯
、
二
月
廿
日
、
大
勧
進
僧
浄
尊
、
証
一
、
会
津
地

頭
代
、
左
兵
衛
少
尉
藤
原
知
盛
、
小
守
宮
預
所
代
、
右
兵
衛
少
尉
平
国

村
、旧

事
雑
考
云
、
太
歳
辛
卯
、
朱
鳥
五
年
辛
卯
よ
り
、
慶
安
四
年
辛
卯

ま
で
、
十
余
回
あ
り
、
其
中
改
元
の
年
に
当
る
も
の
、
承
平
元
年
と

会
津
・
新
宮
熊
野
神
社
『
新
宮
雑
葉
記
』
諸
本
研
究

　
　

―
付
・
翻
刻
紹
介　

い
わ
き
明
星
大
学
図
書
館
蔵
『
新
宮
譜
』
―
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承
安
元
年
の
み
、
承
安
の
前
、
庚
寅
の
年
に
、
九
月
の
頃
、
桜
梅
桃

李
の
花
盛
り
に
開
け
る
よ
し
、
旧
記
に
見
ゆ
れ
ば
、
世
俗
、
弥
勒
出

世
の
先
兆
な
ど
云
ふ
に
よ
り
、
私
に
此
の
如
き
年
号
を
作
り
た
る
も

知
れ
ず
、
即
、
承
安
の
も
の
か
。
雑
考
に
よ
れ
ば
、
弥
勒
の
号
あ
る

も
の
猶
在
り
し
な
り
、

「
大
勧
進
僧
浄
尊
、
横
三
郎
、
壬
部
広
末
、
会
津
新
宮
、
弥
勒
元
辛

卯
、
二
月
廿
二
日
」

南
宮
の
鰐
口
の
銘
に
曰
く
、

在
□
□
慶
、
彫
字
高
頼
、
小
旦
那
御
子
、
別
当
吉
原
、
大
工
願
倩
、

敬
白
、
奥
州
会
津
熊
野
山
両
所
、
鰐
口
一
口
、
大
旦
那
沙
弥
正
宗
、

康
応
二
年
閏
三
月
三
日

又
、
御
正
体
の
銘
あ
る
も
の
、
数
多
の
中
に
、

「
敬
白
、
会
津
新
宮
、
奉
懸
若
王
子
御
正
体
、
先
達
吽
慶
、
物
部
氏

女
、
永
仁
四
年
丙
申
、
正
月
十
五
日
、
藤
原
氏
」

「
熊
野
山
新
宮
、
西
宮
結
御
前
御
正
体
、
願
主
城
仙
坊
、
元
亨
三
年

癸
亥
、
十
二
月
二
十
四
日
、
妙
性
尼
」

「
会
津
熊
野
新
宮
、
証
誠
殿
御
宝
前
、
奉
懸
三
尺
御
正
体
一
面
、
右

志
趣
、
云
々
、
別
当
所
、
地
頭
、
御
家
繁
昌
、
元
亨
四
年
甲
子
、
六

月
二
十
八
日
、
大
旦
那
比
丘
尼
従
満
、
同
右
衛
門
尉
平
時
明
、
住
持

栄
雲
」

「
敬
白
、
奥
州
会
津
新
宮
、
御
宝
殿
、
奉
懸
十
二
面
御
正
体
一
体
、

右
奉
鋳
懸
、
十
一
面
御
正
体
、
意
趣
者
、
為
当
庄
惣
地
頭
、
平
時
明
、

并
一
族
等
、
云
々
、
別
者
、
大
旦
那
比
丘
尼
観
全
、
云
々
、
正
中
二

年
乙
丑
、
十
月
十
五
日
、
兵
衛
尉
助
成
、
大
旦
那
比
丘
尼
観
全
、
同

比
丘
尼
道
観
」

こ
の
源
義
家
に
よ
る
勧
請
の
由
来
や
熊
野
の
本
地
譚
、
あ
わ
せ
て
、
会
津
の

旧
跡
、
会
津
に
関
わ
る
歴
史
、
新
宮
熊
野
神
社
周
辺
の
地
名
な
ど
を
ま
と
め
た

書
物
と
し
て
、『
新
宮
雑
葉
記
』が
あ
る
。『
国
書
総
目
録
』に
立
項
は
な
い
が
、

大
正
六
年
、
菊
池
研
介
に
よ
っ
て『
会
津
資
料
叢
書　

第
二
』に
活
字
翻
刻
が
収

め
ら
れ
て
い
る（
注
一
）
。

ま
た
、
菊
池
研
介『
会
津
資
料
叢
書　

第
二
』に
て
、『
新
宮
雑
葉
記
』は
、
渡

辺
直
昌
に
よ
っ
て
元
禄
十
五
年（
一
七
〇
二
）に
ま
と
め
ら
れ
た
テ
キ
ス
ト
と
、

中
条
度
泰
に
よ
っ
て
明
和
六
年（
一
七
六
九
）に
再
編
纂
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
が
あ

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
元
禄
十
五
年
に『
新
宮
雑
葉
記
』が
編
纂
さ
れ
る
五
十
九
年
前
、
寛
永

二
十
年（
一
六
四
三
）に
三
代
将
軍
徳
川
家
光
の
弟
・
保
科
正
之（
慶
長
十
六
年

～
寛
文
十
二
年
）が
会
津
へ
入
部
す
る
。
三
浦
氏
の
佐
原
義
連
を
祖
と
す
る
蘆

名
氏
が
、
伊
達
政
宗
に
よ
っ
て
天
正
十
七
年（
一
五
八
九
）に
滅
ぼ
さ
れ
て
以
来
、

会
津
は
伊
達
政
宗
、
蒲
生
氏
郷
・
秀
行
、
上
杉
景
勝
、
蒲
生
秀
行
・
忠
郷
・
忠

知
、
加
藤
嘉
明
・
明
成
と
領
主
が
次
々
と
交
代
し
て
い
た
。

こ
の
保
科
正
之
の
入
部
の
後
、
寛
文
三
年（
一
六
六
三
）七
月
二
十
五
日
に
は

「
御
政
治
御
執
行
之
御
趣
意
」が
示
さ
れ
る
。「
御
趣
意
」の
う
ち
、
宗
教
に
関
し

た
政
策
に
つ
い
て
は
、
以
降
の
新
し
い
寺
院
取
立
の
禁
止
、
奇
怪
な
禰
宜
巫
祝

の
禁
止
が『
家
世
実
紀
』に
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
寛
文
年
間
に
行
わ
れ
た

寺
社
へ
の
主
な
政
策
を
み
て
い
く
と
、
御
黒
印
の
改
め
、
神
社
縁
起
御
改
、
余

吾
将
軍（
平
維
茂
）や
中
世
会
津
の
領
主
で
あ
る
佐
原
義
連（
注
二
）
・
蘆
名
盛
氏
・

盛
隆
ら
三
浦
氏
の
碑
文
の
作
成
、
会
津
風
土
記
編
集
の
成
就
、
延
喜
式
に
記
載

の
あ
る
古
社
の
保
護
や
再
興
、
源
義
家
勧
請
の
八
幡
社
の
保
護
、
キ
リ
シ
タ
ン

改
方
之
定
な
ど
が
あ
る
。
幕
府
に
よ
る
諸
宗
寺
院
法
度
、
諸
社
禰
宜
神
主
法
度

の
発
布
と
合
わ
せ
、
会
津
藩
内
に
お
い
て
も
寺
社
の
統
制
が
行
わ
れ
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
会
津
藩
の
政
策
の
中
、『
会
津
旧
事
雑
考
』（
寛
文
十
二
年
）が
編

纂
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の『
会
津
旧
事
雑
考
』の
白
河
院
の
応
徳
二
年
条
を
見
る
。
新
宮
熊
野
神
社

が
、
熊
野
堂
村
か
ら
現
在
の
場
所
へ
移
さ
れ
た
と
さ
れ
る
時
代
の
記
述
で
あ
る
。

応
徳
二
年
乙

丑

、
或
記
ニ

曰
、
會
津
新
宮
建
ツ
ト

云
、
傳
曰
、
天
喜
之
頃
、
源

ノ

賴
義
、
及
義
家
、
征
レ

賊
時
ニ

、
陰
ニ

祈
リ
テ

二

于
熊
野
神
一

、
有
レ

應
、
故
ニ

觀
二

請
於
三
社
一

也
、
今
河
沼
郡
熊
野
神
堂
邑
是
也
云
、
又
此
歳
、
新
宮

建
ツ
ト

云
、
民
間
ニ

亦
傳
フ

、
源
氏
始
觀
二

請
於
熊
野
一

者
、
河
沼
郡
熊
野
堂

邑
是
ナ
リ

也
、
後
遷
二

于
新
宮
一

也
ト
云
、
事
多
ク

似
レ

不
レ

睽
カ

、
故
今
俗
説
、

與
二

舊
史
一

取
合
ノ

爲
レ

解
ヲ

焉
、
按
ス
ル
ニ

二

舊
史
ニ

一

、
所
レ

謂
、
後
冷
泉
院
永

承
二
年
丁

亥

、
奥
州
安
倍
賴
時
及
子
貞
任
宗
任
等
叛
ム
ク

矣
、
安
倍
者
、
安
東
カ

裔

也
、
詳
崇
神
記
、

源
賴

義
任
二

陸
奥
守
一

、
兼
鎭
守
府
將
軍
來
テ

征
レ

賊
、
義
家
亦
相
從
ヘ
リ

也
、
父

子
在
ル

レ

奥
者
、
十
有
五
年
自
二

永
承
二
年
一

、

至
二

康
平
五
年
一

、

中
間
與
レ

賊
會
戦
者
數
囘
、
康
平
五

年
九
月
十
七
日
、
貞
任
等
軍
潰ヘ

イ

被
ル

レ

戮
セ

、
翌
年
二
月
、
梟
二

賊
首
ヲ

於
洛

一

、
賴
義
亦
任
終
リ
テ

歸
レ
リ

レ

洛
ニ

也
、
所
レ

謂
、
當
郡
數
社
八
幡
、
及
動
二

請

於
熊
野
三
社
一

者
、
可
二

此
ノ

頃
ナ
ル

一

、

後
經
二

二
十
餘
年

一

、
永
保
之
始
、
義
家
亦
任
二

鎭
守
府
將
軍
陸
奥
守
一

、
入
ル

レ

府
ニ

、
故
國

士
皆
從
テ

也
、
有
二

清
原
家
衡
一

者
、
據
二

于
羽
州
金
澤
柵
一

叛
ク

也
、
義
家

率
レ

兵
ヲ

雖
レ

攻
焉
、
固
ク

不
レ

降
、
故
暫
ク

退
還
ス
ト

二

軍
ヲ

於
奥
ニ

一

云
、
疑
ク

ハ

此
歳
、
南
ニ

去
テ

還
シ

二

軍
ヲ

於
當
郡
ニ

一

、
暫
ク

據
二

于
尾
山
邑
御
館
山
一

、

傳
ニ

曰
、
義
家
曾
テ

來
テ

館
二

此

峯
一

後
世
崇
曰
二

御
館
山
ト

一

、

或
還
ス

二

河
沼
郡
熊
野
社
ヲ

於
耶
麻
郡
一

乎
、
今
繹
タ
ツ
ヌ
ル
ニ、
耶
麻
郡

三
社
、
那
智
ハ

者
、
宇
都
野
ナ
リ

也
、
事
跡
未
レ

詳
ナ
ラ

、
本
宮
ハ

者
、
岩
澤
也
、

往
昔
、
制
巨
宏
ニ
シ
テ

而
衆
徒
十
二
宇
在
リ

焉
ト

云
、
曰
、
櫻
木本

、
杉
本
、
梅

本
、
柳
本
、
谷
本
、
瀧
本
、
藤
本
、
岩
本
、
峯
本
、
池
本
、
山
本
、
吉
本

坊
也
ト

云
、
今
一
宇
モ

亦
不
レ

存
、
唯タ
ヽ

社
磌
石
、
及
ヒ

二
王
像
耳ノ
ミ

存
セ
リ

也
、

新
宮
ハ

者
、
今
存
ス

、
拜
殿
巨
宏
、
榱ス
イ
タ
イ題
數

タ
ル
キ

尺
者
、
實
非
二

常
人
之
所
一
レ

爲
、

源
君
之
制
、
必
セ
ル
ヤ

乎
、
往
昔
、
祝
子
等
亦
神
主
、
別
當
大
夫
、
及
長
吏

在
廳
、
申
口
、
四
員
、
伶
人
亦
大
藏
大
夫
太鼓

、
和
泉
大
夫
笛

、
伊
賀
大
夫
鼓

、

佐
渡
大
夫
、
筑
後
大
夫
、
民
部
大
夫
、
掃
部
大
夫
等
、
社
僧
者
、
別
當
熊

野
山
新
宮
寺
、
及
ヒ

神
宮
寺
ノ

衆
徒
、
又
三
十
六
宇
、
曰
、
安
濟
坊
、
龍

藏
坊
、
瀧
本
坊
、
杉
本
坊
、
寶
藏
坊
、
梅
本
坊
、
駿
河
坊
等
、
其
他
失
レ

名
ヲ

也
、
祭
禮
者
、
六
月
十
五
日
、
社
僧
梵ホ
ン
ハ
イ唄
、
伶
人
鼓
吹ス
イ

、
或
營
シ

二

於

田
樂
相
撲
一

、
擧
郡
往
來
絡
繹
ナ
リ

也
ト

云
、
且
往
昔
、
義
家
所
レ

駕
ス
ル

鞍
、

與
レ

鐙
相
傳
フ

、
山
形
ニ

置
二

義
家
ノ

二
字
一

、
寛
永
獻
ス
ル

二

蒲
生
忠
郷
一

云
、

慶
長
之
頃
、
主
秀
行
細
ニ

聞
ヒ
テ

二

社
ノ

舊
因
ヲ

一

、
附
ス
ト

二

於
税
五
十
斛
一

云
、

応
徳
二
年
条
に
は
、『
新
宮
雑
葉
記
』の
来
由
部
と
共
通
す
る
内
容
が
記
さ
れ

て
い
る（
い
わ
き
明
星
大
学
図
書
館
蔵
本
、
１
丁
オ
モ
テ
～
９
丁
オ
モ
テ
）。
寛

文
年
間
に
行
わ
れ
た「
御
改
」の
際
に
、
新
宮
熊
野
神
社
側
が
会
津
藩
へ
提
出
し

た
縁
起
が『
会
津
旧
事
雑
考
』へ
と
採
ら
れ
、
ま
た
、
元
禄
十
五
年
に『
新
宮
雑

葉
記
』が
編
纂
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
も
と
の
史
料
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る（
い
わ
き
明
星
大
学
図
書
館
蔵
本
、
62
丁
ウ
ラ
～
64
丁
ウ
ラ
）。

（
注
三
）
な
お
、『
新
宮
雑
葉
記
』の
寛
文
四
年
条（
い
わ
き
明
星
大
学
図
書
館
蔵
本
、

60
丁
オ
モ
テ
～
61
丁
ウ
ラ
）に
は
、
新
宮
熊
野
神
社
へ
藩
主
・
保
科
正
之
の
命

を
受
け
た
友
松
氏
興（
注
四
）
が
訪
れ
、「
御
糺
」の
た
め
に
神
社
の
神
扉
を
開
け
る

よ
う
も
と
め
ら
れ
て
、
別
当
と
村
長
が「
神
罸
」に
あ
た
っ
て「
瞽
」に
な
る
と
難

じ
る
や
り
と
り
が
記
さ
れ
て
い
る
。

熊
野
の
本
地
に
つ
い
て
は
、「
熊
野
権
現
御
垂
跡
縁
起
」（『
長
寛
勘
文
』）に
語

ら
れ
て
い
る
、
唐
の
天
台
山
の
王
子
信
か
ら
日
本
で
の
遊
幸
と
熊
野
の
新
宮
神

蔵
へ
の
天
下
り
、
狗
飼
の
熊
部
千
与
貞
に
よ
る
熊
野
神
発
見
譚
が
記
さ
れ
て
い

る
。こ

れ
ら
の
点
か
ら
、『
新
宮
雑
葉
記
』は
、
熊
野
神
社
の
本
地
譚
が
在
地
化
し

て
い
く
中
で
編
纂
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト（
注
五
）
で
、
か
つ
、
中
世
か
ら
近
世
幕
藩
体

制
が
整
え
ら
れ
て
い
く
過
程
に
お
け
る
在
地
側
の
立
場
が
み
ら
れ
る
テ
キ
ス
ト

で
も
あ
る
と
考
え
る
。
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一
、『
新
宮
雑
葉
記
』諸
本
の
二
つ
の
系
統

　
　
　
　
　

―
渡
辺
直
昌
系
統
と
中
条
度
泰
系
統
―

『
新
宮
雑
葉
記
』は
、
ま
ず
、
大
正
六
年
に
菊
池
研
介
に
よ
っ
て『
会
津
資
料

叢
書　

第
二
』に
収
め
ら
れ
、「
解
題
」が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

新
宮
ハ
今
耶
麻
郡
慶
徳
村
ノ
大
字
ナ
リ
。
コ
ヽ
ニ
鎮
座
セ
ル
熊
野
神
社
ハ

源
義
家
ノ
勧
請
ナ
リ
ト
云
フ
。
爾
来
星
霜
八
百
年
、
此
間
ニ
於
ケ
ル
沿
革
、

及
宝
器
等
ヲ
詳
記
セ
ル
モ
ノ
即
チ
本
書
ナ
リ
。
書
中
、
開
闢
記
ノ
如
キ
ハ
、

本
地
垂
跡
説
ニ
因
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
信
憑
ス
ル
ニ
足
ラ
ズ
ト
雖
モ
、
其
来

歴
部
ハ
、
新
宮
ヲ
中
心
ト
シ
テ
会
津
ニ
起
レ
ル
史
上
ノ
事
実
、
天
変
、
地

妖
等
ヲ
詳
記
セ
ル
ガ
故
ニ
、
会
津
研
究
ノ
好
資
料
ナ
リ
。
而
シ
テ
、
本
書

ヲ
会
津
旧
事
雑
考
ニ
対
照
ス
ル
ニ
、
事
実
月
日
符
合
シ
、
彼
ニ
無
シ
テ
此

ニ
在
ル
モ
ノ
ア
リ
。
且
彼
ハ
寛
永
二
十
年
ニ
筆
ヲ
止
メ
タ
ル
モ
、
此
ハ
宝

永
七
年
マ
デ
ノ
事
実
ヲ
載
セ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
六
十
七
年
間
ニ
於
ケ
ル
事
件

ヲ
見
ル
ベ
シ
。
本
書
ノ
撰
述
ハ
、
元
禄
十
五
年
ノ
秋
ナ
ル
ベ
シ
。
而
シ
テ

珠
盤
氏
ノ
序
、
及
自
序
、
自
跋
、
並
ニ
追
記
ニ
因
テ
考
フ
ル
ニ
、
宝
永
二

年
ニ
至
ル
三
年
間
之
ヲ
改
訂
シ
、
宝
永
七
年
追
書
セ
ル
モ
ノ
ト
思
ハ
ル
。

本
書
ノ
底
本
ハ
著
者
原
本
ノ
転
写
ニ
シ
テ
、
明
治
初
年
ノ
筆
ナ
リ
。
自
跋

ニ
ヨ
レ
バ
、
原
本
ハ
熊
野
神
社
ニ
奉
納
シ
タ
ル
由
ナ
レ
ド
、
今
亡
失
シ
テ

見
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
熊
野
神
社
宝
庫
ニ
現
存
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
明
和
六
年
ニ
中

條
度
泰
ノ
筆
写
補
綴
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
村
老
ノ
口
碑
ニ
ヨ
レ
バ
、
昔
時
祝

融
氏
ノ
為
ニ
原
本
失
セ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
中
條
氏
筆
写
シ
テ
奉
納
セ
リ
ト
イ

フ
。
之
ヲ
対
照
ス
ル
ニ
、
本
文
甚
ダ
異
同
ア
リ
。
子
細
ニ
検
ス
レ
バ
、
中

條
氏
筆
写
ニ
当
リ
、
サ
カ
シ
ラ
ニ
書
キ
加
ヘ
、
或
ハ
本
文
ヲ
改
作
セ
シ
處

モ
見
ユ
。
而
シ
テ
宝
庫
本
ニ
ハ
、
珠
盤
ノ
叙
、
及
著
者
ノ
自
序
、
自
跋
ナ

ク
シ
テ
、
中
條
氏
ノ
序
及
跋
ア
リ
。
同
氏
ノ
跋
文
ニ
ハ
著
者
自
序
ノ
整
文

ヲ
其
儘
用
ヰ
且
ツ
序
跋
中
ニ
曾
テ
本
書
ノ
撰
ア
リ
シ
コ
ト
ヲ
イ
ハ
ザ
ル
ノ

ミ
ナ
ラ
ズ
、
却
テ
己
ガ
撰
ト
ナ
セ
リ
。
是
ニ
由
テ
之
ヲ
観
レ
バ
、
中
條
氏

ハ
甚
ダ
不
徳
ノ
人
ト
謂
フ
ベ
ク
、
著
者
地
下
ニ
在
リ
テ
切
歯
セ
シ
ナ
ラ
ン
。

中
條
度
泰
ハ
新
宮
村
ノ
人
ニ
シ
テ
、
医
ヲ
業
ト
セ
リ
ト
云
フ
。
序
跋
ニ
ヨ

リ
テ
考
フ
レ
バ
、
和
漢
ノ
学
モ
相
当
ニ
修
メ
タ
リ
ト
見
ユ
。
和
歌
ヲ
能
ク

シ
、
仮
名
書
キ
ニ
妙
ナ
リ
キ
。

宝
庫
本
ハ
楮
紙
ノ
大
本
ニ
シ
テ
百
四
十
三
枚
ア
リ
。
表
紙
ハ
菊
ヲ
織
出
シ

タ
ル
錦
ニ
テ
、
見
返
ニ
ハ
金
箔
ヲ
散
シ
タ
リ
。
書
中
安
永
六
年
マ
デ
ハ
中

條
氏
ノ
筆
ニ
シ
テ
、
以
下
住
職
ノ
次
第
ニ
追
書
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
中
ニ
光

源
氏
系
図
一
巻
ヲ
載
セ
タ
レ
ド
、
コ
ヽ
ニ
要
ナ
キ
ヲ
以
テ
省
キ
、
参
考
ト

ナ
ル
ベ
キ
資
料
ヲ
巻
末
ニ
附
載
セ
リ
。
本
書
ノ
著
者
ハ
渡
邊
直
昌
、
通
称

傳
六
郎
、
風
月
堂
盧
帆
ト
號
ス
。
河
沼
郡
砂
村（
今
広
瀬
村
大
字
沼
越
）ノ

人
ナ
リ
。
子
孫
断
絶
シ
テ
伝
記
知
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

大
正
六
丁
巳
年
八
月
一
日　
　

菊
池
研
介
識

こ
の「
解
題
」に
は
、
①
著
者（
渡
辺
直
昌
）原
本
か
ら
明
治
初
年
に
書
写
さ
れ

た
テ
キ
ス
ト
が
底
本
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
②
原
本（
渡
辺
直
昌
）は
神
社
に
奉

納
さ
れ
た
が
、
村
老
の
口
碑
か
ら
焼
失
し
て
い
る
こ
と
、
③
焼
失
に
あ
た
っ
て
、

明
和
六
年
に
中
条
度
泰
が
筆
写
補
綴
し
た
テ
キ
ス
ト
が
神
社
に
奉
納
さ
れ
て
い

る
が「
本
文
甚
ダ
異
同
ア
リ
」と
い
う
、
三
点
の
指
摘
が
見
出
さ
れ
る
。

続
い
て「
例
言
」に
は
、
以
下
の
七
点
が
し
め
さ
れ
て
い
る
。

一
、
本
書
ノ
底
本
ハ
、
耶
麻
郡
慶
徳
村
大
字
豊
岡
武
藤
敬
次
郎
氏
の
蔵
本

ニ
シ
テ
、
著
者
原
本
ヨ
リ
数
次
転
写
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

二
、
底
本
ハ
魯
魚
焉
馬
ノ
誤
多
シ
。
蓋
シ
転
写
ノ
際
生
ジ
タ
ラ
ン
ト
思
ハ

ル
。
今
著
シ
キ
モ
ノ
ハ
之
ヲ
改
メ
タ
リ
。

三
、
本
書
ハ
一
切
句
読
ヲ
施
サ
ズ
。

四
、
熊
野
神
社
宝
庫
中
ニ
一
本
ア
リ
。
之
ト
対
照
ス
ル
ニ
、
彼
我
異
同
不
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尠
、
即
チ
本
文
中
△
符
ヲ
附
シ
テ
異
同
ヲ
弁
ジ
、
短
文
ハ
括
弧
内
ニ
記
セ

リ
。

五
、
宝
庫
本
中
長
文
ニ
テ
本
書
ニ
書
キ
入
レ
ガ
タ
キ
モ
ノ
二
十
八
箇
所
ア

リ
。
△
符
ノ
下
ニ
イ
ロ
ハ
番
号
ヲ
施
シ
、
該
文
ハ
宝
庫
本
所
載
之
分
ト
シ

テ
巻
末
ニ
掲
ゲ
タ
リ
。

六
、（
補
）ト
シ
テ
記
シ
タ
ル
ハ
、
予
ガ
補
記
セ
ル
ナ
リ
。

七
、
本
書
所
載
ノ
宝
物
現
存
ノ
モ
ノ
ト
差
ア
リ
。
参
考
ト
シ
テ
巻
末
ニ
附

載
ス
。

先
の
①
明
治
初
年
に
書
写
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
は
、
耶
麻
郡
慶
徳
村（
現
在
は

喜
多
方
市
慶
徳
町
）の
武
藤
敬
次
郎
氏
の
蔵
本
で
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
菊
池

研
介
が「
数
次
転
写
シ
タ
ル
モ
ノ
」が
、
底
本
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
、
平
成
七
年『
喜
多
方
市
史　

第
四
巻　

考
古
・
古
代
・
中
世
資
料
編

Ⅰ
』（
注
六
）
の
解
題
で
あ
る
。

新
宮
雑
葉
記　

喜
多
方
市
慶
徳
町
新
宮
に
鎮
座
す
る
熊
野
神
社
の
縁
起

を
中
心
に
、
古
代
か
ら
近
世
初
期
の
い
た
る
会
津
地
方
各
地
に
お
こ
っ
た

事
件
等
を
記
し
て
い
る
。

大
正
六
年（
一
九
一
七
）菊
池
研
介（
重
匡
）が
、「
会
津
資
料
保
存
会
」の

名
の
も
と
に『
会
津
資
料
叢
書
』第
弐
と
し
て
刊
行
し
た
渡
辺
直
昌
著『
新

宮
雑
葉
記
』は
、
耶
麻
郡
慶
徳
村
大
字
豊
岡（
喜
多
方
市
慶
徳
町
豊
岡
）の

武
藤
敬
次
郎
蔵
の
写
本
を
底
本
と
し
た
。
こ
の
底
本
と
思
わ
れ
る
喜
多
方

市
慶
徳
町
豊
岡
の
武
藤
恵
紀
氏
蔵
の『
新
宮
雑
葉
記
』（
恵
紀
本
）に
は
、
明

治
二
十
二
年（
一
八
八
九
）正
月
、
大
木
村（
耶
麻
郡
塩
川
町
大
字
大
田
木
）

辺
見
茂
吉
所
蔵
の
写
本
よ
り
筆
写
し
た
旨
と
、
辺
見
氏
の
写
本
は
大
木
村

の
門
脇
寅
吉
所
蔵
の
写
本
よ
り
筆
写
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
重
匡
本
＝
敬
次
郎
本
」の
原
本
は
、
渡
辺
直
昌
が
元
禄
十
五
年（
一
七

〇
二
）に
著
述
し
て
、
宝
永
二
年（
一
七
〇
五
）ま
で
改
訂
を
加
え
、
さ
ら

に
宝
永
七
年
ま
で
追
書
し
た
も
の
で
、
熊
野
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
と
い
う

が
現
存
し
な
い
。
菊
池
研
介
に
よ
れ
ば
、
祝
融
氏
の
た
め
に
失
せ
た
と
村

老
が
伝
え
て
い
る
と
い
う
。
祝
融
と
は
、
火
を
つ
か
さ
ど
る
神
と
か
火
災

の
こ
と
で
あ
る
。
…
（
中
略
）
…

前
述
の
如
く
、
渡
辺
直
昌
が
熊
野
社マ

マ社
に
奉
納
し
た
と
さ
れ
る『
雑
葉

記
』（
直
昌
本
）の
原
本
は
亡
失
し
て
い
る
の
で
、
非
編
年
史
料　

一
新
宮

雑
葉
記
で
は
、
菊
池
研
介
に
よ
る『
会
津
資
料
叢
書　

第
弐
』「
新
宮
雑
葉

記
」（
大
正
六
年
十
一
月　

会
津
資
料
保
存
会
発
行
）を
底
本
と
し
、
武
藤

恵
紀
氏
蔵
の
写
本
に
よ
っ
て
校
訂
を
加
え
た
。「
恵
紀
本
」を
底
本
と
し
な

か
っ
た
の
は
、
菊
池
研
介
が
底
本
と
し
た
武
藤
敬
次
郎
蔵
の
写
本
と
同
一

で
あ
る
の
か
疑
問
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の「
解
題
」で
は
、
渡
辺
直
昌
系
統
の
諸
本
に
つ
い
て
、
三
つ
の
点
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
一
点
目
、
菊
池
研
介『
会
津
資
料
叢
書
』所
収
の
底
本
の
指
摘
、

・
耶
麻
郡
慶
徳
村
・
武
藤
敬
次
郎
写
本（
底
本
）→
菊
池
研
介『
会
津
資
料
叢
書
』

所
収『
新
宮
雑
葉
記
』

二
点
目
、
現
在
、
所
蔵
者
が
明
確
で
あ
る
、「
喜
多
方
市
慶
徳
町
・
武
藤
恵

紀
氏
所
蔵
明
治
二
十
二
年
正
月
写
本
」の
親
本
に
つ
い
て
、

・
大
木
村
・
門
脇
寅
吉
所
蔵
写
本
→
大
木
村
・
辺
見
茂
吉
所
蔵
写
本
→
喜
多
方

市
慶
徳
町
・
武
藤
恵
紀
氏
蔵
明
治
二
十
二
年
正
月
写
本

三
点
目
、
菊
池
研
介『
会
津
資
料
叢
書
』の
底
本
の
耶
麻
郡
慶
徳
村
・
武
藤
敬

次
郎
写
本
と
、
喜
多
方
市
慶
徳
町
・
武
藤
恵
紀
氏
蔵
・
明
治
二
十
二
年
正
月
写

本
に
つ
い
て
は
、「
同
一
で
あ
る
の
か
疑
問
」が
あ
る
と
の
指
摘
で
あ
る
。

中
条
度
泰
系
統
の
諸
本
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
通
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
熊
野
神
社
の
宝
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る『
雑
葉
記
』（
宝
庫
本
）は
、

明
和
六
年（
一
七
六
九
）に
新
宮
村（
喜
多
方
市
慶
徳
町
新
宮
）の
医
師
中
条
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度
泰
が
奉
納
し
た
も
の
で
、
そ
の
後
、
天
保
十
四
年（
一
八
四
三
）に
至
る

歴
代
住
職
の
追
書
や
、
明
治
三
十
九
年（
一
九
〇
六
）熊
野
神
社
に
大
小
二

振
を
寄
進
し
た
新
宮
村
の
村
民
の
名
と
、
そ
の
時
の
新
宮
村
の
区
長
が
詠

ん
だ
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
直
昌
本
」と「
度
泰
本
＝
宝
庫
本
」に
は
、
か
な
り
異
同
が
あ
る
。「
宝

庫
本
」に
は「
熊
野
山
旧
記
序
」（
珠
盤
の
序
文
）と
風
月
堂
盧
帆（
渡
辺
直

昌
）の「
序
文
」お
よ
び「
跋
文
」が
な
く
、
中
条
度
泰
の「
序
文
」お
よ
び「
跋

文
」が
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
中
条
度
泰
は『
雑
葉
記
』を
己
の
著
作
で

あ
る
か
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
直
昌
本
」の
本
文
は
、「
由

来
之
部
・
開
闢
記
・
新
宮
旧
跡
之
部
・
新
宮
地
頭
系
譜
・
神
体
仏
像
之

部
・
宝
器
之
部
・
村
老
伝
・
鎮
守
下
邑
郷
」の
九
部
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、

「
度
泰
本
＝
宝
庫
本
」は「
新
宮
地
頭
系
譜
」が
欠
け
て
い
る
。
な
お「
直
昌

本
」の
目
次
で
は
、
何
故
か「
新
宮
地
頭
系
譜
」が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
他
、「
度
泰
本
＝
宝
庫
本
」に
は
中
条
度
泰
が
書
き
加
え
た
り
、
改
作
し

た
り
し
た
部
分
も
あ
る
。

こ
こ
で
は
、「
熊
野
神
社
の
宝
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る『
雑
葉
記
』（
宝
庫
本
）」

は
、

・
明
和
六
年
の
中
条
度
泰
の
奉
納

・「
天
保
十
四
年
に
至
る
歴
代
住
職
の
追
書
」、「
明
治
三
十
九
年
熊
野
神
社
に

大
小
二
振
」が
寄
進
さ
れ
た
時
の
村
民
の
名
と
歌
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る

と
、
二
つ
の
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
、
二
つ
の
解
題
か
ら
、
渡
辺
直
昌
本
系
統
の
諸
本
は
、
さ
か
の
ぼ
る

よ
う
に
並
べ
る
と
、
以
下
の
通
り
と
な
る
。

・
菊
池
研
介『
会
津
資
料
叢
書
』所
収『
新
宮
雑
葉
記
』

・
耶
麻
郡
慶
徳
村
・
武
藤
敬
次
郎
写
本

・
喜
多
方
市
慶
徳
町
・
武
藤
恵
紀
氏
所
蔵
明
治
二
十
二
年
正
月
写
本

・
大
木
村
・
辺
見
茂
吉
所
蔵
写
本（
武
藤
恵
紀
氏
所
蔵
明
治
二
十
二
年
正
月
写

本
・
奥
書
に
よ
る
）

・
大
木
村
・
門
脇
寅
吉
所
蔵
写
本（
武
藤
恵
紀
氏
所
蔵
明
治
二
十
二
年
正
月
写

本
・
奥
書
に
よ
る
）

前
述
の
う
ち
、
耶
麻
郡
慶
徳
村
・
武
藤
敬
次
郎
写
本
と
喜
多
方
市
慶
徳
町
・

武
藤
恵
紀
氏
所
蔵
明
治
二
十
二
年
正
月
写
本
は
、「
同
一
で
あ
る
の
か
疑
問
」が

あ
る
。

中
条
度
泰
本
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
一
本
で
あ
る
。

・
熊
野
神
社
宝
庫
所
蔵（
宝
庫
本
）

な
お
、
渡
辺
直
昌
に
つ
い
て
は
、『
喜
多
方
市
史　

第
四
巻
』の
解
題
に
て
、

『
福
島
県
耶
麻
郡
誌
』に
医
師
で
あ
り
、
和
歌
を
学
ん
だ
旨
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
注
七
）
。
中
条
度
泰
に
つ
い
て
は
、『
会
津
資
料
叢
書　

第
二
』の
解
題
に
お
い
て
、

新
宮
村
の
医
師
で
、
序
文
跋
文
か
ら
、
和
漢
の
古
典
も
和
歌
も
学
び
、
た
く
み

な
人
物
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

二
、
い
わ
き
明
星
大
学
図
書
館
所
蔵『
新
宮
譜
』の
分
類

現
在
、
確
認
で
き
る『
新
宮
雑
葉
記
』の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
活
字
化
さ
れ

て
い
る
も
の
で
は
、
左
記
の
三
本
が
あ
る
。

・
菊
池
研
介『
会
津
資
料
叢
書
』所
収『
新
宮
雑
葉
記
』

・
喜
多
方
市
史
編
纂
委
員
会『
喜
多
方
市
史　

第
四
巻　

考
古
・
古
代
・
中
世

　

資
料
編
Ⅰ
』所
収『
新
宮
雑
葉
記
』

・
喜
多
方
市
教
育
委
員
会『
喜
多
方
市
史
資
料
叢
書　

第
７
集
』所
収『
新
宮
伝

記
』

菊
池
研
介
が
底
本
と
し
た
テ
キ
ス
ト
は
渡
辺
直
昌
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
、『
喜

多
方
市
史　

第
四
巻
』所
収
の
テ
キ
ス
ト
は
菊
池
研
介『
会
津
資
料
叢
書
』を
底
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本
と
し
て
武
藤
恵
紀
氏
本
で
校
訂
し
た
テ
キ
ス
ト
、『
喜
多
方
市
資
料
叢
書
』に

翻
刻
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
は
中
条
度
泰
に
よ
る
再
編
纂
、
熊
野
神
社
に
奉
納
さ
れ

た
テ
キ
ス
ト（
宝
庫
本
）で
あ
る
。
渡
辺
直
昌
本
と
中
条
度
泰
本
の
二
つ
の
系
統

の
本
文
が
確
認
で
き
る
。

そ
こ
で
、
今
回
、
翻
刻
を
付
し
た
い
わ
き
明
星
大
学
図
書
館
蔵
の
テ
キ
ス
ト

と
本
文
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
い
わ
き
明
星
大
学
図
書
館
蔵
の
テ
キ
ス
ト
は
、

中
条
度
泰
の
再
編
纂
に
な
る
熊
野
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
の
系
統
で
あ

っ
た
。

中
条
度
泰
系
統
の
熊
野
神
社
蔵
本（
宝
庫
本
）の
内
容
は
、
以
下
の
通
り
と
な

る
。

叙（
明
和
六
己
丑
龍
集
姤
月
无
辰
中
條
度
泰
再
拝
稽
首
）

新
宮
伝
記
目
録（
来
由
之
部
・
開
闢
記
・
来
歴
之
部
・
仏
像
之
部
・
宝
器

之
部
・
村
老
之
伝
・
鎮
下
之
邑
郷
）

由
来
部

同
開
闢
記
・
新
宮
社
七
不
思
議
之
事

新
宮
旧
跡
部

来
歴
部（
元
明
天
皇
～
桜
町
院
・
宝
暦
十
二
壬
午
年
）

当
時
之
仏
像

宝
器
之
図

村
老
之
伝

鎮
守
下
邑
郷

跋（
明
和
六
己
丑
年
鶉
月
吉
辰
松
梅
堂
中
雲
斉
度
泰
謹
言
）

追
加宝

暦
十
三
癸
未
年
冬
～
明
和
八
辛
卯
年
卯
月（
※
近
衛
信
基
卿
御
筆
光

源
氏
の
御
系
図
巻
軸
の
写
し
）「
光
源
氏
系
図
」

拾
遺
二
ヶ
条

今
上
皇
帝（
明
和
八
辛
卯
年
四
月
十
八
日
～
明
和
九
壬
辰
年
～
安
永
二

癸
巳
年
～
同
三
甲
午
年
・
同
四
乙
未
年
・
同
六
丁
酉
年
）

安
永
九
庚
子
年
～
天
保
七
年

鐘
楼
堂
再
建（
天
保
九
戊
戌
年
）

天
保
十
四
年
癸
卯
八
月
九
日
吉
辰
請
雨
祈
祷

明
治
廿
九
年
七
月
同
廿
七
八
年
日
清
戦
役
ニ
於
ケ
ル
戦
利
品

明
治
丗
九
年
十
月
大
小
二
振
奉
納
セ
リ

い
わ
き
明
星
大
学
図
書
館
蔵
本
に
は
、「
来
由
部
」、「
同
開
闢
記
」、「
新
宮

七
不
思
議
」、「
新
宮
旧
跡
之
部
」、「
来
歴
部
」、「
鎮
守
下
邑
郷
」が
書
写
さ
れ

て
い
る
。
熊
野
神
社
蔵
本（
宝
庫
本
）の「
由
来
部
」、「
同
開
闢
記
・
新
宮
社
七

不
思
議
之
事
」、「
新
宮
旧
跡
部
」、「
来
歴
部
」、「
鎮
守
下
邑
郷
」に
あ
た
る
。

書
写
の
年
代
と
し
て
は
、
複
数
箇
所
に「
今
年
安
政
七
年
」と
書
き
入
れ
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
安
政
七
年（
一
八
六
〇
）と
判
断
で
き
る
。（
注
八
）

次
に
、
い
わ
き
明
星
大
学
図
書
館
蔵
本
と
、
熊
野
神
社
蔵
本（
宝
庫
本
）の
関

係
で
あ
る
。

い
わ
き
明
星
大
学
図
書
館
蔵
本
は
熊
野
神
社
蔵
本（
宝
庫
本
）を
親
本
と
し
て

写
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
と
す
る
に
は
異
な
る
本
文
も
あ
り
、
す
ぐ
に
は
判
断
が
で

き
な
い
。
い
わ
き
明
星
大
学
図
書
館
蔵
本（
23
丁
ウ
ラ
）に
は「
言
誹
雙
句
餘
あ

れ
と
略
す
」と
明
記
さ
れ
、
四
首
以
外
の
和
歌
が
書
写
さ
れ
て
い
な
い
。
来
歴

部
に
お
い
て
は
、
熊
野
神
社
蔵
本（
宝
庫
本
）に
は
桜
町
院
の
宝
暦
十
二
壬
午
年

条
ま
で
あ
る
が
、
い
わ
き
明
星
大
学
図
書
館
蔵
本
に
は
桜
町
院
の
元
文
三
戊
午

年
条
ま
で
し
か
書
写
さ
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、
い
わ
き
明
星
大
学
図
書
館
蔵
本
に
は
、
新
宮
熊
野
神
社
の「
神
威
」

を
語
る
箇
所
が
二
つ
あ
る
。
享
保
十
六
年
九
月
十
日
条
と
元
文
二
年
六
月
廿
一

日
条
で
あ
る
。

同（
享
保
）十
六
年
九
月
十
日　

太
守
正
容
公
薨
給
奉
号　

徳
翁
霊
神　

八
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月
晦
日
三
社
神
鏡
無
故
倒「
有
凶
事
変
三
所
太
守
君
薨
シ
玉
ふ
」

元
文
二
丁
巳
年
…
（
中
略
）
…
六
月
中
旬
よ
り
雨
風
烈
所
々
山
崩
谷
埋
る

事
多
…
（
中
略
）
…
同
廿
一
日
大
風
雨
同
日
辰
下
刻
宮
山
自
半
腹
竪
十
間

余
横
南
北
十
八
間
抜
崩
神
木
十
九
本
倒
る
證
誠
殿
前
、
五
尺
余
押
出
本
柱

二
本
折
其
外
長
押
高
楼
等
悉
破
壊
南
宮
前
ヱ
九
尺
余
押
●
●
柱
七
本
折
る

及
大
破
雖
然
神
殿
穏
ニ
し
て
幣
束
神
鏡
無
倒「
社
僧
神
威
ニ
在
る

〱
」

享
保
十
六
年
九
月
十
日
条
で
は
、
理
由
も
な
く
神
鏡
が
倒
れ
る
と
い
う
凶
事

が
あ
り
、
藩
主
の
正
容
の
薨
去
を
知
ら
せ
、
元
文
二
年
六
月
廿
一
日
条
で
は
、

山
崩
れ
が
お
き
、
神
木
が
折
れ
る
等
の
自
然
災
害
の
中
、
神
殿
は
穏
や
か
で
神

鏡
は
倒
れ
ず
、
社
僧
が
そ
の「
神
威
ニ
在
る

〱
」と
、
熊
野
神
社
の「
神
威
」を

語
る
。
宝
庫
本
に
は
、
こ
の
カ
ギ
括
弧
で
示
し
た
本
文
が
な
い
。

熊
野
神
社
の「
神
威
」を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
熊
野
神
社
で
蔵
し
て

い
る
テ
キ
ス
ト
に
も
あ
っ
た
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、

宝
庫
本
で
は
、
い
わ
き
明
星
大
学
図
書
館
蔵
本
と
記
述
の
順
番
が
異
な
る
。
宝

庫
本
の
享
保
十
六
年
条
で
は
、

同
十
六
年
辛
亥
八
月
晦
日
新
宮
三
社
神
鏡
無
故
倒

同
年
九
月
十
日　

太
守
君
正
容
公
薨
給　

奉
号

徳
翁
霊
神

八
月
晦
日
に
神
鏡
が
理
由
な
く
倒
れ
た
、
九
月
十
日
に
藩
主
正
容（
徳
翁
霊

神
）が
薨
去
し
た
と
記
載
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
元
文
二
年
条
で
は
、
六
月

廿
一
日
に
土
砂
災
害
の
中
に
あ
っ
て
鏡
が
倒
れ
な
か
っ
た
と
の
み
記
し
、
二
十

二
日
条
へ
続
い
て
い
る
。『
家
世
実
紀
』の
寛
文
七
年
九
月
二
十
五
日
条
に
、

九
月
廿
五
日
、
依
御
凶
事
打
続
候
、　

上
々
様
御
安
全
御
長
久
之
御
祈
祷
、

加
判
之
者
共
申
合
諸
寺
社
へ
申
付
、
当
年
者
度
々
之
洪
水
、
加
之
御
不
幸

事
有
之
候
ニ
付
、
高
田
伊
佐
須
美
・
塔
寺
八
幡
・
滝
沢
八
幡
・
猪
苗
代
磐

椅
・
新
宮
熊
野
・
郭
内
諏
方
・
御
城
内
稲
荷
・
鳥
居
町
八
角
・
柳
津
虚
空

蔵
ニ
而
、　

中
将
様　

奥
様　

若
殿
様　

御
新
造
様　

市
正
様
御
安
全
御

長
久
之
儀
、
…
（
略
）
…

ま
た
、
保
科
正
之
の
為
の
御
祈
祷
を
記
す
寛
文
十
二
年
十
二
月
十
日
条
に

十
二
月
十
日
、　

中
将
様
御
病
気
不
被
成
御
勝
候
ニ
付
、
寺
社
江
御
祈
祷

被
仰
付
、
中
将
様
御
病
体
御
勝
無
之
、　

殿
様
よ
り
御
意
を
以
御
祈
祷
之

儀
吉
川
惟
足
江
被
成
御
頼
、
尤
伊
勢
神
明
江
御
立
願
在
之
、
於
会
津
者
猪

苗
代
磐
椅
明
神
・
同
磐
梯
明
神
・
飯
豊
山
権
現
・
新
宮
熊
野
社
・
小
川
庄

八
幡
社
・
塔
寺
八
幡
宮
・
滝
沢
八
幡
社
・
御
山
八
幡
社
・
羽
黒
山
権
現

社
・
小
平
潟
天
神
社
・
高
田
伊
佐
須
美
社
・
柳
津
虚
空
蔵
堂
・
郭
内
諏
方

社
・
鳥
居
町
八
角
社
・
町
分
蚕
養
社
・
南
町
稲
荷
社
江
御
立
願
ニ
而
御
祈

祷
、
…
（
略
）
…

と
あ
る
。
会
津
藩
よ
り
祈
祷
を
命
じ
ら
れ
る
新
宮
熊
野
神
社
は
、
保
科
正
之
が

禁
じ
た「
淫
祠
」で
は
な
い
。
む
し
ろ
、「
神
威
」を
求
め
ら
れ
る
神
社
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
い
わ
き
明
星
大
学
図
書
館
蔵
本
の
み
が
持
つ
本
文
の
特
徴
で
あ
る

の
か
。
そ
れ
と
も
、
中
条
度
泰
の
奉
納
の
も
と
か
ら
の
テ
キ
ス
ト
に
は
な
か
っ

た「
神
威
」を
語
る
一
文
が
あ
る
時
、
加
え
ら
れ
た
写
本
が
あ
ら
わ
れ
、
そ
の
本

文
を
引
き
継
い
だ
の
か
。
現
時
点
で
は
判
断
で
き
な
い
。

三
、
い
わ
き
明
星
大
学
図
書
館
蔵『
新
宮
譜
』の
翻
刻

以
下
、
い
わ
き
明
星
大
学
図
書
館
に
て
所
蔵
す
る『
新
宮
譜
』を
翻
刻
す
る
。

・
書
誌

所
蔵:
い
わ
き
明
星
大
学
図
書
館
蔵

装
丁:

袋
綴
じ（
帙
入
り
）

寸
法　

縦:
26.3cm
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横:
16.4cm

外
題:

新
宮
譜　

完（
題
箋:

あ
り
）

内
題:

新
宮
譜　

完（
扉
）

表
紙:

楮
紙（
藍
染
）

遊
紙:
な
し

本
文:

楮
紙

丁
数:

83
丁

綴
じ:

四
ツ
目
綴
じ

蔵
書
印:

あ
り（
１
丁
オ
モ
テ
、
ノ
ド
側
上
に
朱
印
、
ノ
ド
側
下
に
墨
印
）

序
文　

及
び　

奥
書:

な
し

行
数:

お
よ
そ
10
行

書
入
れ:

頭
注
、
脚
注
の
位
置
に
複
数
個
所

１
、
異
体
字
は
元
の
文
字
を
残
す
よ
う
つ
と
め
た
が
、
難
読
の
文
字
は
改
め
た
。

２
、
略
字
と
合
字
は
改
め
た
。

３
、
句
読
点
を
付
し
、
一
行
の
終
り
に 

」、
丁
の
オ
モ
テ
／
ウ
ラ
の
終
り
に 

」」、

（
数
字
オ
／
ウ
）と
付
し
た
。

４
、
一
行
あ
い
て
い
る
場
合
に
は
、（
一
行
あ
き
）と
付
し
た
。

５
、
黒
丸（
●
）は
虫
食
い
部
分
で
あ
る
。
文
字
の
一
部
が
残
り
、
推
察
で
き
る

文
字
は
横
に
付
し
た
。
ま
た
、
汚
れ
に
よ
っ
て
判
別
で
き
な
い
文
字
も
黒
丸

（
●
）に
お
き
か
え
、「
汚
」と
し
、
推
察
で
き
る
文
字
を
横
に
付
し
た
。
カ
ス
レ

等
に
よ
っ
て
判
別
で
き
な
い
文
字
も
同
じ
く
黒
丸（
●
）に
お
き
か
え
、「
不
鮮

明
」と
し
た
。

６
、
誤
記
と
思
わ
れ
る
箇
所
等
に
つ
い
て
は
、
マ
マ
と
付
し
た
。

７
、『
新
宮
伝
記
』（
喜
多
方
市
教
育
委
員
会『
喜
多
方
市
資
料
叢
書　

第
７
集
』

所
収
・（
宝
庫
本
））に
あ
る
が
い
わ
き
明
星
大
学
図
書
館
蔵
に
お
い
て
欠
落
し

て
い
る
本
文
と
い
う
、
大
き
な
異
同
に
つ
い
て
は
※
を
付
し
た
。
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新
宮
譜　

完　
（
外
題
・
題
箋
）

新
宮
譜　

完　
（
内
題
・
扉
）

来
由
部
」

陸
奥
国
會
津
縣
耶
麻
郡
熊
野
山
新
宮
三
社
大
権
現
開
興
」

の
昔
を
傳
へ
侍
る
に　

人
皇
七
十
代
後
冷
泉
院
の
御
宇
安
倍
貞
」

任
王
威
を
背
し
時
鎮
守
府
将
軍
伊
予
守
源
頼
義
公
同
八
幡
太
郎
」

義
家
公
彼
を
追
討
の
た
め
に
天
喜
康
平
に
及
び
多
く
の
春
秋
を
」

経
玉
ひ
て
い
と
む
つ
か
し
か
り
し
に
然
に
南
紀
の
熊
野
三
所
に
信
心
」

を
凝
し
此
軍
勝
利
あ
ら
ん
に
お
ゐ
て
は
東
奥
に
三
所
を
遷
し
奉
ら
ん
」

と
祈
り
玉
へ
る
し
る
し
に
こ
と
ゆ
へ
な
く
東
夷
た
い
ら
か
に
來
り
ぬ
」

こ
れ
に
因
て
天
喜
三
乙

未
年
願
ひ
も
三
つ
の
御
社
を
当
州
に
」

移
し
今
河
沼
郡
熊
野
堂
村

の
地
な
り
と
云
々

南
紀
の
例
に
任
せ
て
宇
ゐ
黨
鈴
木
黨
」」（
１
オ
）

を
警
固
の
士
に
附
し
玉
ひ
ぬ
、
其
後
ま
た
二
十
四
年
を
経
て　

」

七
十
二
代
白
川
天
皇
の
御
宇
永
保
の
始　

源
義
家
公
鎮
守
府
将
軍
」

陸
奥
守
に
任
し
玉
ひ
再
ひ
奥
州
に
下
向
し
玉
ひ
し
時
国
士
皆
従
へ
り
」

●清
カ

原
武
衡
家
衡
羽
州
金
澤
の
城
に
據ヨ
リ

て
叛
ソ
ム
ケ
り　

義
家
公
攻
め
」

玉
ふ
と
い
へ
と
も
堅
ふ
し
て
降
ら
す
、
故
に
暫
く
軍
を
当
郡
に
退
き
」

尾
山
村
の
御
舘
山
の
城
に
據
玉
ひ
け
る
時
に
霊
夢
を
感
し
玉
へ
」

て
應
徳
二
乙

丑

年
重
て
三
つ
の
御
社
を
此
所
に
築
き
玉
へ
て
」

熊
野
山
新
宮
と
號
け
霊
山
の
左
右
に
十
二
所
を
安
置
し
鎮
護
」

せ
し
め
東
門
に
第
六
天
南
嶺
に
神
の
藏
其
外
末
社
霊
堂
を
五
」

葉
の
花
に
連
ら
ね
別
当
太
夫
長
吏
在

サ
イ
チ
ヨ
ウ廳
申
口
四
員イ
ン

の
伶レ
イ

人
」」（
１
ウ
）

ま
た
大
内
藏
の
太
夫
太
皷

和
泉
の
大
夫
笛

伊
賀
の
大
夫
皷

佐
渡
の
」

太
夫
筑
後
太
夫
民
部
太
夫
掃
部
太
夫
其
外
百
餘
人
の
神
職
社
僧
は
」

熊
野
山
新
宮
寺
及
ひ
神
宮
寺
安
済
坊
龍
藏
坊
瀧
本
坊
杦
本
坊
」

寶
藏
坊
梅
本
坊
桜
本
坊
駿
河
坊
等
三
百
餘
宇
の
衆
徒
を
置
き
」

三
密
偸ユ

伽カ

の
道
場
を
建
、
修
法
ノ

今
楽
勝
て
計
へ
か
た
く
祢
宜
神
主
」

は
し
ら
ゆ
ふ
花
を
大
床
に
捧
け
神
楽
男
●

汚
、は
カ拝
殿
に
候
し
巫
は
乙
女
」

●
裙
帯
を
ひ
ゐ
て
透ス

キ

廊
に
舞
遊
ひ
護
摩
の
煙
は
院
内
に
」

充
満
し
振
鈴
の
音
は
碧ヘ

キ

天
に
響
き
颯
々
た
る
鈴
の
音
心
身
を
澄
」

し
天
長
地
久
国
家
安
全
の
祈
祷
を
な
し
玉
へ
は
誠
に
和
光
同
」

塵ヂ
ン

の
月
の
影マ
マ

同
悟
の
花
の
匂
ひ
香
し
く
翠
ミ
ド
リ
の
瓦
天
に
晄
カ
ヽ
ヤ
カし
」」（
２
オ
）

朱
の
玉
垣
は
御
手
洗
川
に
移
り
て
利
生
方
便
の
御
誓
ひマ

チ區〱
之
」

奥
州
の
熊
野
と
號
し
遠
近
の
緇シ

素ソ

信
を
発
し
貴
賎
の
男
女
」

袖
を
つ
ら
ぬ
、
毎
歳
弥
生
中
の
五
日
六
日
花
祭
り
と
定
、
小
布
瀬
」

奥
川
の
両
郷
の
役
と
し
て
庄
民
花
を
携
へ
來
り
、
社
地
の
四
壁ヘ

キ

に
」
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花
垣
を
か
こ
ふ
、
こ
の
と
き
児
童
の
舞
侍
り
し
と
な
ん
其
装
束
の
」

み
今
に
残
れ
り
、
又
水
無
月
十
五
日
よ
り
廿
一
日
迄
連
日
七
日
の
大
祭
有
」

初
日
に
は
本
社
末
社
の
御
正
躰
御
神
躰
に
あ
ら
す

寶
鏡
な
り　
　

五
十
餘
座
を
渡
す
」

其
様
先
東
門
馬
場
小
路
を
出
て
鎧
目
第
六
天
を
經
て
塩
川
を
」

休
と
し
遠
田
貝
沼
を
過
て
本
坂
よ
り
南
門
に
帰
て
本
社

〱
に
安
」

置
す
、
こ
の
時
●鎮

カ

下
の
地
頭
領
家
氏
子
等
其
役
々
を
初
め
供
奉
の
」」（
２
ウ
）

の
花
麗ソ

ウ

を
●尽
カ

せ
り
、
第
二
日
に
舞
樂
有
、
第
三
日
に
児
童
の
舞
、
第
」

四
日
に
笠
懸
、
第
五
日
に
流ヤ

ブ
サ
メ

鏑
馬
、
第
六
日
に
相
撲
、
第
七
日
に
」

田
楽
を
興
行
し
て
祭
禮
と
な
せ
り
、
其
後
百
餘
年
を
経
て
」

養
和
壽
永
の
頃
越
後
城
ノ
四
郎
長
茂
木
曽
殿
追
討
の
為
に
信
州
」

へ
向
わ
る
時
會
津
の
勢
を
駈
催
す
、
此
時
当
社
は
彼
の
催
促
に
應
を
」

せ
さ
る
事
を
に
く
み
大
寺
と
心
を
あ
は
せ
社
領
多
は
押
領
せ
ら
る
」

亦
文
治
五
年
の
秋
奥
州
の
泰
衡
亡
て
後
會
津
を
佐
原
十
郎
」

左
衛
門
義
連
賜
り
始
て
武
家
の
征
道
と
成
り
し
か
は
都
て
寺
社
」

の
領
を
没モ

ツ
シ
●収
せ
ら
れ
て
大
寺
髙
寺
を
初
め
数
箇
の
寺
社
是
よ
り
」

衰
へ
て
長
く
栄
●華

カ

を
失
へ
り
、
因
茲
当
社
の
別
当
田
部
長
吏
」」（
３
オ
）

鎌
倉
に
登
り　
　

●右
カ

大
将
頼
朝
公
の
公
聞
に
達
し
重
て
社
」

供
二
百
町
を
賜
り
ぬ
、
其
上
公
常
に
信
を
深
ふ
し
玉
へ
る
文
殊
薩
」

埵タ

の
軀
像
を
当
社
の
列
堂
に
安
置
し
玉
へ
り
、
是
運
慶
の
」

刻
め
る
尊
容
之
、
建
久
三
壬
子
年
の
御
創ソ

ウ

立
慶
長
の
地
震
」

に
堂
宇
倒
れ
り
、
元
禄
十
三
庚
辰
年
秋
再
興
所
一
万
宮
の
本
尊
」

是
之
、
建
久
よ
り
又
二
百
年
を
展
て
百
一
代
後
小
松
院
の
御
宇
世
大
」

大
に
乱
れ
て
鯨ト

キ

ノ

ロ

シ

波
狼
煙
一
日
も
止
時
な
く
萬
民
山
野
に
逐
隠
る
、
当
」

庄
の
地
頭
芦
名
新
宮
次
郎
平
盛
俊
應
永
九
壬
午
加
納
の
地
頭
佐
」

原
氏
を
討
亡
し
北
田
の
地
頭
北
田
上
総
守
と
心
を
合
黒
河
を
窺

ウ
カ
コ
ふ
、
黒
」

川
の
太
守
芦
名
修
理
大
夫
盛
政
是
を
憤

イ
キ
ト
ウり
闘ト
ウ
ソ
ウ諍
に
及
ひ
挑
イ
ト
ミ

みマ
マ

戦
」」（
３
ウ
）

事
又
急
之
、
同
十
癸
未
新
宮
落
城
し
て
盛
俊
高
舘
小
布
瀬
の
城
」

に
楯
籠
り
黒
河
へ
和
議
を
請
ひ
け
る
、
大
城
を
修
理
し
叛ソ

ム

く
、
同
十
七
」

庚
寅
北
田
落
城
し
て
上
総
守
討
死
す
、
同
二
十
七
庚
子
六
月
新
宮
落
」

城
盛
俊
越
後
へ
走ハ

シ

る
、
永
享
五
癸

丑

年
十
月
廿
三
日
小
川
庄
谷
沢
の
奥
」

人
か
谷
と
云
所
て
盛
俊
兄
弟
父
子
三
人
尾
張
守
参
河
守
等
主
従
自
害
ス
」

主
従
十
人
を
祭
り
十
首

霊
社
と
崇
め
野
村
ニ
有

前
後
二
十
二
年
の
兵
亂
に
萬
民
手
足
を
置
に
所
な
し
、
群
盗
」

神
領
を
掠カ

ス

め
或
は
佛
閣
を
没モ
ツ
ト
ウ倒
し
当
社
悉
く
衰ス
イ
ヒ微
し
て
春
夏
の
祭
」

堂
社
の
會
式
も
断
絶
せ
り
、
同
七
乙

卯
年
よ
り
一
統
静
謐
に
帰
し
万
民
」

●
平
を
呼
ふ
、
是
よ
り
当
社
旧
例
に
返
り
て
繁
栄
永
禄
天
正
に
及
ふ
と
」

い
へ
と
も
悉
く
衰
へ
り
、
此
時
又
天
下
大
に
乱
て
闘

ト
ウ
シ
ヨ
ウ諍
更
に
止
時
な
く
諸
」」

（
４
オ
）

人
所
々
に
迯
け
走
る
、
当
宮
の
山
徒
社
家
の
●
皆
法
務
を
忘
れ
て
寶
殿
」

を
破
り
重
寶
を
奪
ひ
取
て
戦
士
に
與
ふ
、
剰

ア
マ
ツ
サ
イ三
別
当
相
論
の
事
出
來
」

何
某
と
か
や
云
り
神
主
會
津
の
危
き
を
見
て
一
山
の
開
記
證
判
を
盗
み
と
」

●
伊
達
政
宗
へ
降
参
し
別
当
三
人
に
申
賜
ら
ん
と
せ
し
に
神
明
の
い
ま
し
め
」

に
や
出
羽
國
置
賜
郡
に
し
て
山
賊
の
為
に
害
せ
ら
れ
ぬ
、
是
よ
り
庄
氏
」

祭
例
を
省
き
社
領
は
隠
田
と
な
し
て
公
府
へ
も
納
め
す
供
料
に
も
備
へ
」

す
、
又
兵
乱
う
ち
も
ら
さ
れ
し
夜
盗
と
も
神
器
を
う
は
ひ
と
り
て
喝カ

ツ

を
う
」

る
を
さ
ん
と
す
、
此
時
迄
は
あ
ら
ゆ
る
重
寶
い
く
は
く
そ
や
、
是
よ
り
当
宮

弥
」

衰
ひ
社
職
ち
り

〱
に
な
り
ぬ
、
然
り
と
い
へ
と
も
心
あ
る
庄
氏
は
供
産
も

備
」

へ
残
る
僧
徒
社
人
な
と
も
半
は
侍
り
し
か
は
六
月
の
花
祭
り
月
並
」」（
４
ウ
）

の
堂
社
の
會
式
な
と
い
と
な
み
侍
り
し
に
慶
長
六
辛
丑
年
秋
九
月
」

廿
六
日
蒲
生
飛
騨
守
秀
行
公
再
ひ
此
国
を
し

マ
マ
・
知
行
の
誤
写
か

り
玉
ふ
時
社
職
を
そ
し
て
」

源
君
創
草
の
來
由
並
其
印
證
を
尋
玉
へ
る
に
よ
り
昔
時　
　
　
　

」
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義
家
公
東
夷
追
討
の
時
戦
場
に
駕
玉
ふ
そ
の
鞍
と
鐙
と
を
呈
上
す
」

鞍
の
前
輪
に
義
家
の
二
字
あ
り
、
後
輪
に
心
如
明
鏡
臺
と
金
に
て
」

鏤
む
、
因
茲
同
十
月
十
八
日
社
領
五
十
斛
を
寄
附
し
玉
ひ
て
廃ハ

イ

宮
を
修
復
」

し
玉
へ
は
昔
の
春
に
も
か
へ
り
な
ん
と
衆
人
愴
ひ
の
眉
を
ひ
ら
き
け
る
に
い

か
」

な
る
時
そ
同
十
六
辛

亥
年
の
秋
八
月
廿
一
日
己
巳
の
刻
よ
り
大
地
俄
に
」

●動
カ

て
月
を
●
し
て
数
日
更
に
震
ひ
止
す
、
十
三
間
の
拝
殿
を
は
し
め
」

四
所
の
明
神
五
所
の
宮
勧
請
十
五
所
の
本
地
堂
一
万
宮
の
南
殿
八
所
」」（
５
オ
）

の
廊
閣
瀧
の
宮
禅
八
幡
の
両
宮
小
寺
勝
手
の
奥
院
三
多
計
明
神
大
」

山
袛
麓
山
●
●神

カ

社
神
の
藏
天
満
天
神
の
宮
四
天
王
の
東
門
金
剛
力
士
の
」

南
門
大
黒
天
の
北
ノ
門
補
陀
洛
寺
の
千
手
堂
文
殊
堂
十
王
堂
三
所
宮
の
」

本
地
堂
北
堂
護
摩
堂
東
浄
堂
西
惠
堂
粧
厳
塔
此
外
僧
坊
三
十
餘
」

院
唯
三
所
の
高
閣
の
み
残
て
其
外
一
宇
も
の
こ
ら
す
顛テ

ン
ト
ウ倒
す
、
見
る
人
肝
」

を
い
た
ま
し
め
聞
人
袖
を
う
る
を
さ
つ
と
い
ふ
こ
と
な
し
、
粤
に
お
ゐ
て
前

太
」

守
蒲
生
下
野
守
忠
郷
公
拝
殿
を
再
興
し
且
廃ハ

ヒ

宮
を
修
補
し
玉
ふ
、
斯
」

て
星
月
を
経
る
所
に
寛
永
九
丁

卯
年
加
藤
左
馬
介
嘉
明
公
此
由
を
し
り
」

玉
ふ
時
五
月
十
七
日
一
日
を
以
て
舊
例
に
準
し
供
産
を
国
中
の
国マ

マ
中
の
諸
」

寺
諸
社
へ
賜
ふ
へ
き
と
の
貴
命
候
へ
た
り
て
●各

カ

拝
受
す
、
折
ふ
し
」」（
５
ウ
）

霖
雨
頻

シ
キ
リ
に
し
て
濁
川
の
水
溢ア
フ

れ
て
往
來
を
絶
し
兔
角
に
公
聞
に
達
」

す
る
事
遅
か
ゆ
へ
に
舊
例
空
し
く
成
ぬ
、
ま
た
も
ろ

〱
の
堂
社
傾
カ
タ
ム
き
落
」

立
へ
き
力
も
な
く
甍

イ
ラ
カ
破
れ
て
は
霧
不
断
の
香
を
焼
き
扉
落
て
は
」

月
常
住
の
燈
を
排

ヲ
シ
ヒ
ラく
と
か
や
、
住
僧
社
職
も
絶
て
神
社
仏
閣
の
例
な
く
跡
は
」

野
人
の
所
営
に
汚
し
神
躰
仏
像
は
爰
か
し
こ
に
散
乱
し
草
露
に
朽
て
」

往
來
の
人
も
眺ナ

カ

し
め
に
見
な
り
、
参
詣
の
人
も
断
絶
し
て
雨
凄
セ
ヒ
リ
ヨ
ウ凉
と
す
さ
」

ま
し
く
風
蕭

シ
ヨ
フ
サ
ク索
と
も
の
す
こ
く
国
中
の
末
社
末
寺
は
旧
例
を
省
」

て
他
の
法
を
継
き
庄
民
い
つ
と
な
く
鎮
守
の
尊
崇
を
忘
れ
た
り
」

●
●延

カ

行
●院
カ

宥
慶
と
云
行
者
三
社
の
傾
カ
タ
ム
クを
憂
ウ
レ
ヘ
て
自
ら
供
田
を
開
」

き
正
保
年
中
に
破
壊
を
修
復
し
朽
残
●
神
像
仏
像
を
聚
て
假
り
に
」」（
６
オ
）

拝
閣
の
傍
に
納
な
り
し
に
心
あ
る
人
は
是
を
乞
て
諸
寺
の
本
尊
に
」

仰
か
●
此
時
従
●
な
か
り
し
か
は
宥
慶
自
然
と
新
宮
寺
の
住
職
と
成
」

て
若
松
弥
勒
寺
の
法
を
續
し
か
は
是
よ
り
し
て
弥
勒
寺
の
末
寺
と
成
る
」

其
後
寛
文
三
癸
卯
年
住
僧
玄
長
希キ

ボ
フ望
を
玄
長
坊

重
慶

」

土
津
神
君
の　

公
聴
に
達
す　

源
君
創
立
の
來
由
を
御
糺
し
有
て　

貴
命
に
」

依
て
友
松
氏
興
参
詣
し
玉
へ
内
殿
に
入
て
尊
躰
を
拝
し
鎮
座
を
明
ら
め
」

尊
躰
六
尊
各
寸
尺
を
改
め
玉
へ
り
、
こ
れ
よ
り
破ハ

壇イ

を
修
覆
し
且
舊
」

例
に
準
し
て
御
祈
禱
所
に
な
さ
し
め
ら
れ
社
地
賑
ひ
の
た
め
御
花
」

畑
よ
り
若ソ

ク
ハ
ク干
の
杦
苗
を
下
し
賜
り
社
地
四
壁
に
こ
と

〱
く
植
さ
せ
ら
」

る
、
同
五
乙

巳

年
六
月　

御
社
参
ま
し

〱
き
、
同
七
丁

未

年
秋
九
月
」」（
６
ウ
）

會
陽
七
太
社
の　

鎮
座
を　

御
糺
し
あ
り
て
玉
山
講
義
御
附
録
を
御
奉
」

納
な
さ
し
め
ら
る
、
難
有
哉
、
尓
し
よ
り
以
來
七
年
に
至
て
指
萱
十
」

四
年
に
及
て
葺
替
と
定
さ
せ
玉
ひ
諸
人
夫
鎮
下
よ
り
可
勤
に　

貴
命
を
下
し
」

玉
へ
て
享
保
六
丑
年
ま
て
御
修
復
な
さ
し
め
ら
れ
宮
殿
廊
閣
昔
の
春
」

に
●帰

カ

れ
り
、
ま
た
新
宮
寺
は
慶
長
十
七
壬

子

年
造
立
し
て
星
霜
を
」

経
、
棟
梁
朽
修
補
を
敉
々
加
へ
ぬ
れ
と
も
零
々
落
々
に
し
て
壁
疎

ヲ
ロ
ソ
か
」

に
し
て
風
常
に
般
若
を
轉
し
苫
薄
ふ
し
て
雨
お
の
つ
か
ら
仏
像
を
」

浴ア
ロ

ふ
、
住
僧
實
宥
こ
れ
を
歎
き
」

徳
翁
神
君
の　

公
聴
に
達
し　

御
惠
み
を
以
て
享
保
八
癸

卯

年
造
立
」

成
就
し
侍
り
ぬ
、
又
慶
長
の
地
震
に
●ト

リ
ヒ表

華
カ

顛テ
ン
ト
ウ倒
し
て
建
●立
も
カ●
な
」」（
７
オ
）

ら
さ
り
し
社
に
第
一
の
鳥
居
な
く
て
は
宮
墻カ

キ

の
闕カ
ケ

た
る
●こ
と
カ●
を
」

歎
き
享
保
十
四
己

酉

年
建
立
成
就
し
侍
り
ぬ
、
則
往
古
大
鳥
居
三
の
鳥
」

居
は
鎧
目
村
東
に
あ
り
、
貞
享
二
年
村
民
往
古
大
鳥
居
の
柱
根
を
掘
出
」
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畜
類
を
服
せ
す
、
ま
の
あ
た
り
其
汚
ケ
カ
レ
を
い
と
は
さ
る
も
の
は
口
腫ハ
レ
コ
シ
ヌ
ケ

腰
脱
て
」

惑
す
る
も
の
幾
人
そ
や
、
然
に
其
過
を
改
て
精
を
な
す
に
其
愁
る
所
」

の
愈
る
こ
と
又
速
な
り
、
世
既
に
澆キ

ヨ
キ季
ニ

及
ふ
と
い
へ
と
も
此
外
に
七
不
思

儀
」」（
８
ウ
）

の
跡
な
に
事
誠
に
霊
神
の
威
光
名
将
の
遺
跡
な
り
、
い
か
に
い
わ
ん
や
」

国
家
擁
護
の
鎮
座
哀ア

イ
レ
ン愍
納
受
の
利
益
霊
験
常
に
竒
な
る
事
を
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
行
あ
き
）」

　
　
　
　

同
開
闢
記
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
行
あ
き
）」

夫
熊
野
山
大
権
現
は
吾
朝
開
闢
の
祖
神
と
し
て
国
家
擁
護
の
霊
」

跡
な
り
、
遠
く
垂

ス
イ
シ
ヤ
ク跡
の
む
か
し
を
侍
る
に
此
界
い
ま
た
鷄
卵
の
如
く
」

に
ま
る
か
れ
遊
魚
の
こ
と
く
に
漂
し
世
は
混
沌
い
ま
た
わ
か
た
す
」

乾
坤
い
ま
た
あ
ら
わ
れ
す
、
其
後
清
濁
天
地
と
な
り
二
儀
既
に
備
り
」

三
才
●は

カ

し
め
●て
カ

立
し
よ
り
天
神
地
祇
あ
ま
ね
く
光
り
を
此
秋
津
」

洲
に
和
ら
け
て
瑞
穂
の
國
に
跡
を
垂
れ
四
海
八
埏テ

ヒ

の
か
な
め
と
之
」」（
９
オ
）

利
益
方
便
の
御
誓
ひ
之
、
其
初
國
常
立
尊
と
申
奉
る
は
天
地
開
け
始
め
て
」

の
時
空
中
一
氣
生
し
て
則
神
と
な
る
、
是
今
の
熊
野
本
宮
の
御
事
な
り
」

其
次
に
國
狭
槌
尊
豊
斟
渟
尊
ま
て
は
芦
芽
の
こ
と
く
に
し
て
器
界
」

未
タ

み
て
玉
は
す
、
其
次
に
泥
土
煮
尊
沙
土
煮
尊
大
戸
道
大
戸
間
邊
尊
」

面
足
尊
惶
根
尊
ま
て
六
神
三
代
は
男
女
の
御
姿
顕
れ
さ
せ
玉
ふ
と
い
へ
と
も
」

其
儀
式
い
ま
た
お
は
し
ま
さ
す
、
其
次
に
伊
弉
諾
尊
伊
弉
冊
尊
此
二
」

柱
の
御
神
天
の
浮
橋
の
上
に
て
倶
に
あ
ひ
名
の
り
こ
の
下
に
国
な
か
ら
ん
」

や
と
天
の
御
鉾
を
さ
し
お
ろ
し
海
底
を
捜
り
玉
ふ
時
に
鉾
の
滴
り
」

凝
り
堅
り
一
つ
の
嶋
と
成
ぬ
、
今
の
磤
馭
盧
嶋
是
な
り
、
二
柱
の
尊
」

此
所
に
天
く
た
り
玉
ひ
て
先
淡
路
洲
を
初
と
し
て
大
日
本
の
国
八
洲
」」（
９
ウ
）

を
う
み
次
に
山
河
草
木
を
産
成
せ
り
、
又
此
國
に
あ
る
し
な
か
ら
ん
や
と
」

せ
り
、
両
柱
の
間
四
間
有
、
今
造
立
し
侍
る
所
も
又
然
り
、
是
を
基
と
し
て
」

建
立
せ
り
、
し
か
る
に
元
文
二
丁

巳

年
五
月
初
旬
よ
り
霖
雨
降
り
続
」

き
六
月
中
旬
よ
り
い
や
ま
し
に
雨
風
烈
し
く
一
日
も
お
や
み
な
か
り
け
る
」

程
に
所
々
山
崩
谷
を
埋
る
こ
と
多
か
り
き
、
同
廿
一
日
の
辰
の
刻
斗
に
」

宮
山
半
腹
よ
り
下
に
て
南
北
へ
十
八
間
餘
抜
崩
、
本
宮
證
誠
殿
東
」

へ
五
尺
余
押
出
し
奈
智
宮
東
、マ

マ

九
尺
餘
押
出
し
悉
く
破ハ

エ壊
に
及
ひ
ぬ
る
」

こ
そ
浅
ま
し
け
れ
、
此
両
社
は
明
應
九
庚
申
年
六
月
朔
日
文
亀
二
壬

戌
」」（
７

ウ
）

年
二
月
七
日
芦
名
修
理
大
夫
盛
高
公
再
興
修
補
し
玉
ひ
し
に
星
霜
四
百
餘
」

歳
の
年
暦
を
経
て
破
壊
に
及
け
る
こ
と
う
た
て
け
れ
、
見
る
人
毎
に
肝
」

魂
を
い
た
ま
し
む
、
因
茲
住
僧
會

ク
ワ
ン
シ
ウ秀
希
望
を
」

土
常
神
君
の　

公
聴
に
達
し
厚
き　

御
恵
を
得
て
再
興
成
就
し
て
昔
」

の
春
に
帰
れ
り
、
其
後
住
職
移
替
り
又
々
宮
殿
拝
殿
寺
倶
に
大
破
」

に
及
へ
り
、
住
僧
弘
秀
寛
延
三
己

巳

年
秋
入
院
し
て
三
度
こ
れ
を
修
復
し
」

神
輿
神
器
祭
具
を
悉
く
造
立
し
絶
て
久
し
き
祭
り
を
興
し
そ
の
」

う
へ
神
宮
寺
を
建
立
す
、
在
住
の
間
肺ハ

イ
カ
ン行
を
マ
マ

く
た
き
都
て
絶
た
る
を
継
き
」

廃
●れ

カ

●
る
●を
カ

中
興
せ
り
、
難
有
哉
、
当
社
創
草
の
始
應
徳
二
乙

丑

年
」

よ
り
今
明
和
六
己

丑

年
に
至
て
星
霜
既
に
六
百
●八
十
カ●
五
歳
い
ま
●
火
難
」」（
８

オ
）

の
愁
を
聞
す
、
是
當
社
七
不
思
議
の
そ
の
●
な
り
、
三
所
の
神
躰
●
六
尊
」

往
古
よ
り
深
●秘

カ

に
し
て
別
當
社
職
と
い
へ
と
も
直
に
尊
形
を
拜
し
奉
る
」

事
な
し
、
宮
殿
修
補
の
時
に
は
別
當
七
日
の
精
を
な
し
夜
更
丑
の
刻
」

を
待
て
灯
を
消
し
白
布
を
以
て
面
目
を
隠
し
新
菰
を
身
に
ま
と
ふ
て
」

南
宮
北
宮
と
遷
宮
し
奉
る
往
古
よ
り
田
部
氏
中
条
氏
別
當
と
一
同

に
七
日
の
精
を
な
し
出
る
旧
例
之
そ
の

餘
出
る
こ
と
を
許
し
玉
は
す　
　
　

こ
と
な
れ
は
」

お
ほ
ろ
け
の
人
の
さ
う
な
く
拝
し
奉
る
へ
き
様
な
し
、
押
て
拜
す
る
」

古
人
神
罸
遠
か
ら
す
と
傳
へ
り
、
さ
れ
は
新
宮
に
産
る
も
の
鳥
族
」

13



い
な
お
ふ
せ
鳥
に
千
代
の
契
を
し
ろ
し
め
し
て
五
行
の
神
を
産
み
玉
へ
り
」

い
わ
ゆ
る
雅
日
霊
大
日
霊
月
讀
蛭
子
素
盞
鳴
の
み
こ
と
ゝ
成
ん
、
第
一
の
」

御
神
は
あ
ま
り
に
御
姿
す
く
れ
さ
せ
玉
ひ
そ
と
て
天
に
の
ほ
り
た
」

ま
へ
ぬ
、
第
二
の
御
神
は
女
神
と
し
て
陽
德
の
御
神
に
お
は
し
ま
し
玉
へ
は
」

と
て
御
世
を
此
御
神
に
譲
り
玉
へ
ぬ
、
是
は
こ
れ
天
照
皇
太
神
宮
の
御
」

事
、
熊
野
に
は
若
一
女
皇
子
と
あ
か
め
奉
れ
り
、
今
奈
智
と
申
し
」

奉
る
は
伊
弉
諾
尊
事
解
男
命
、
相
殿
な
り
、
新
宮
と
あ
か
め
奉
る
」

は
伊
弉
冊
尊
結
速
玉
男
命
、
相
殿
な
り
、
所
謂
熊
野
十
二
所
と
申
奉
る
」

は
先
本
宮
新
宮
奈
智
を
以
三
所
と
し
国
狭
槌
尊
豊
斟
渟
尊
泥
土
尊
」」（
10
オ
）

沙
土
煮
尊
大
戸
道
尊
大
戸
邊
尊
面
足
尊
惶
根
尊
ま
て
を
四
所
の
明
」

神
と
號
し
天
照
皇
太
神
正
貮
吾
勝
々
速
日
天
忍
穂
耳
尊
天
津
彦
々
」

火
瓊
々
杵
尊
彦
火
々
出
見
尊
彦
波
瀲
武
鵜
鷀
羽
草
葺
不
合
尊
迄
」

を
五
躰
王
子
と
號
し
奉
り
て
天
神
七
代
地
神
五
代
十
二
代
の
御
神
に
事
」

解
男
命
速
玉
男
命
を
そ
へ
て
熊
野
十
二
所
大
権
現
と
號
し
奉
れ
り
、
其
」

先
神
代
の
時
伊
弉
冊
尊
を
熊
野
の
有
馬
の
里
に
納
め
祭
り
て
世
々
の
」

天
子
御
崇
敬
ま
し

〱
き
、
し
か
れ
と
も
所
悪
處
及
依
て
人
皇
十
代
崇
神
」

天
皇
始
て
本
宮
證
誠
殿
を
建
改
め
祭
り
玉
へ
り
、
尓
時
崇
神
天
皇
六
十
」

五
戊

子

の
年
な
り
、
新
宮
は
十
二
代
景
行
天
皇
建
改
め
祭
り
玉
へ
り
、
尓
時
」

景
行
五
十
八
戊

辰

年
な
り
、
ま
た
奈
智
は
十
七
代
仁
徳
天
皇
建
改
め
祭
」」（
10
ウ
）

ら
せ
玉
ふ
霊
山
な
り
、
こ
の
三
社
の
神
魂
を
祭
る
に
花
の
時
は
花
を
以
て
」

祭
り
鼓
吹
幡
籏
歌
舞
し
て
神
代
の
昔
よ
り
祭
ら
せ
玉
ふ
と
な
り
」

中
尊
伊
弉
冊
尊
左
ハ
事
解
男
命
右
ハ
速
玉
男
命
也
」

事
解
男
速
玉
男
ハ
伊
弉
諾
尊
乃

生
志

給
所
也
神
代
巻
曰
」

伊
弉
諾
尊
追
至
伊
弉
冊
尊
乃

所
在
處
中
略

因
出
歸
中
略

」

乃
所
唾
乃

神
號
曰
速
玉
男
止

次
仁

掃
之
神
於

號
弖

曰
泉
津
事
」

解
男
止

凢
弖

二
神
生
矣
止

出
多
利

伊
弉
諾
尊
根
乃

国
与
利

還
」

羅
世

玉
伊

解
除
乃

祓
於

為
玉
比

中
道
於

悟
羅
世

給
比

乃
速
仁

」

玉
乃

德
於

得
又
根
乃

国
乃

事
物
於

明
玉
布
乃

御
德
用
之
御
」

名
義
也
尚
深
々
之
意
味
口
傳
ニ
有
之
又
社
家
之
記
ニ
叓
」」（
11
オ
）

解
男
ヲ

造
速
玉
男
ト

云
康
頼
之
祝
詞
ニ

速
玉
男
ト

書
リ

」

或
は
又
紀
州
の
熊
野
に
侍
る
所
の
縁
起
の
趣
往
昔
紀
州
那
智
浄
学
坊
よ
り　
　

三
山
の
縁
起
を
送
れ
り
と
記
す
る

」

こ
と
左　

の
こ
と
し

を
取
て
本
地
垂
跡
の
因
縁
を
承
る
に
神
代
の
む
か
し
甲

寅

の
年
唐
」

の
天
台
山
王
子
信
の
舊
跡
よ
り
吾
朝
豊
前
國
彦
山
の
巌
に
天
降
」

り
玉
ふ
、
其
形
八
角
の
水
精
石
高
さ
三
尺
六
寸
、
次
に
十
三
年
を
経
て
」

丙
寅

年
淡
路
洲
諭ユ

ツ

ハ

鶴
羽
の
峯
に
あ
ま
く
た
り
次
に
五
ヶ
年
庚
午
」

歳
紀
伊
國
牟
楼
郡
切
月
山
の
西
海
北
峯
玉
郡
木
の
渕
の
上
松
の
」

下
に
あ
ま
く
た
り
其
次
六
十
一
年
庚

午

三
月
十
三
日
庚
午
の
日
熊
野
新
宮
」

神
の
蔵
に
あ
ま
く
た
り
次
に
八
十
五
年
甲

午

歳
本
宮
大
湯
原
に
櫟
イ
チ
ヒ
三
」

本
三
つ
の
枝
に
三
つ
の
明
月
に
て
天
降
玉
ふ
、
其
後
九
千
歳
を
経
て
人
」」（
11

ウ
）

皇
の
は
し
め
神
武
天
皇
治
天
第
四
千
二
年
壬

寅

の
歳
石
田
川
の
住
人
」

熊
部
千
与
貞
と
云
狗ク

ガ
イ飼
熊
の
長
一
丈
五
尺
な
る
を
射
て
跡
を
尋
て
」

行
程
に
彼
の
木
の
も
と
に
し
ゝ
倒
た
り
、
千
与
貞
是
を
喰
し
て
櫟
の
」

本
に
一
宿
す
、
梢
に
明
月
の
有
を
見
て
千
与
貞
問
て
云
、
い
か
な
者
雲
上
の

月
」

梢
に
有
に
こ
す
ゑ
答
曰
熊
野
三
所
権
現
、
一
月
は
證
誠
大
菩
薩
地
主
」

な
り
、
む
か
し
西
海
西
方
佛
生
國
の
鎮
守
な
り
、
二
月
間
両
所
號
す
」

西
の
御
前
は
伊
弉
諾
尊
、
中
の
御
前
は
伊
弉
冊
尊
と
て
其
後
ま
た
」

人
皇
一
千
三
百
餘
歳
を
経
て
役
の
行
者
小
角
熊
野
三
所
に
祈
て
正
身
」

の
御
形
を
拝
し
神
勅
に
任
せ
て
本
地
の
垂
跡
の
御
姿
を
内
外
に
」

わ
か
ち
両
部
神
道
の
法
を
た
て
四
●明

カ

の
道
を
ふ
み
わ
け
参
詣
の
」」（
12
オ
）

緇シ

ソ素
を
み
ち
ひ
玉
へ
り
、
所
謂
熊
野
十
二
●所
カ

は
胎
蔵
界
ま
ん
た
ら
十
」
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二
所
を
表
せ
り
、
ま
つ
本
宮
證
誠
殿
は
国
常
立
尊
、
本
地
は
弥
陀
の
垂
」

跡
な
り
、
西
の
御
前
は
奈
智
之

伊
弉
諾
尊
事
解
命
相
殿
之
、
本
地
は
」

千
手
観
音
、
中
ノ
御
前
は
新
宮
之

伊
弉
冊
尊
速
玉
男
命
相
殿
な
り
」

本
地
は
瑠
璃
光
薬
師
如
来
、
是
を
三
所
の
権
現
と
崇
す
、
若
一
王
子
は
」

天
照
太
神
、
本
地
は
十
一
面
観
世
音
、
禅
師
の
宮
は
忍
穂
耳
尊
、
本
地
は
地
」

蔵
薩
埵
、
聖
宮
は
瓊
々
杵
尊
、
本
地
は
龍
樹
菩
薩
、
児
宮
は
彦
火
」

々
出
見
尊
、
本
地
は
如
意
輪
観
音
、
小
守
宮
は
鸕
鵜
草
葺
不
合
尊
、
本
地
は
」

聖
観
音
の
垂
跡
た
り
、
以
上
若
一
王
子
迄
を
五
躰
王
子
と
號
く
、
一
万
宮
は
」

國
狭
槌
尊
、
本
地
は
文
殊
師
利
菩
薩
、
十
万
宮
は
豊
斟
渟
尊
、
本
地
は
普
」」

（
12
ウ
）

賢
菩
薩
な
り
、
此
両
殿
は
相
殿
に
崇
む
、
勧
請
十
五
所
は
泥
土
煮
尊
、
本
地
は

釋
」

迦
牟
尼
如
来
、
飛
行
夜
叉
は
大
戸
道
尊
、
本
地
は
不
動
明
王
之
、
米
持
金
剛
は

面
」

足
尊
、
本
地
は
大
悲
多
門
天
、
是
を
四
所
の
明
神
と
號
す
、
以
上
十
二
所
権
現

也
、
其
外
」

満
山
の
護
法
善
神
社
は
鎮
守
少
彦
名
命
、
瀧
の
宮
は
飛
龍
権
現
な
り
、
垂
跡
」

は
大
己
貴
尊
、
是
を
地
主
権
現
と
號
す
、
本
地
千
手
観
音
之
、
神
の
蔵
は
愛

染
」

明
王
、
湯
の
峯
は
虚
空
蔵
菩
薩
、
濱
の
宮
は
大
山
祇
命
、
補
陀
洛
堂
は
」

千
手
千
眼
並

丹ニ

シ

キ

ト

ベ

敷
戸
畔
の
明
神
、
御
祈
祷
護
摩
所
は
不
動
明
王
、
八
」

所
の
宮
は
八
陣
の
か
た
め
八
百
万
の
神
た
ち
を
宮
造
の
用
法
陰
陽
の
」

二
儀
天
地
人
の
三
才
四
季
五
行
を
表
し
十
幹
十
二
支
是
皆
熊
野
十
二
所
」

の
御
誓
ひ
に
洩
る
事
な
し
、
い
か
に
い
わ
ん
や
、
此
土
に
生
を
得
る
も
の
山
河

草
」」（
13
オ
）

木
に
至
る
ま
て
是
皆
こ
の
神
の
恩
に
あ
ら
す
と
い
ふ
こ
と
な
し
、
信
す
へ
く
」

尊
ふ
へ
く
日
本
第
一
大
霊
権
現
の
御
號
実
に
神
德
の
深
き
事
を
や
」

　
　
　
　

新
宮
七
不
思
議
」

一　
　

三
社
前
殿
に
雀
巣
を
か
け
さ
る
事
」

一　
　

三
社
の
棟
へ
鳥
留
ら
さ
る
事
」

一　
　

新
宮
領
分
に
一
年
生
の
栗
実
生
事
」

一　
　

前
殿
軒
下
迄
夜
蚊
居
候
得
共

内
へ
一
切
入
さ
る
事
」

一　
　

前
殿
の
内
乾
の
隅
二
間
の
間
板
敷
候
儀
不
成
事
」

一　
　

新
宮
村
に
出
火
あ
り
て
も
二
斬マ

マ
、軒
の
誤
写
カ

と
不
焼
失
事
」

一　
　

同
疫
癘
に
類
病
な
き
并

當
社
へ
熊
折
々
來
る
事
」」（
13
ウ
）

　
　
　

新
宮
舊
跡
之
部
」

本
宮　
　

證
誠
殿　

神
山　

熊
野
清
水　

熊
野
の
池　

神
杦
」

　
　
　
　

老
松　
　

一
本
桜　

銀
杏　

地
主
の
櫻
」

三
ツ

の
山
の
中
の
森
な
り
、
む
か
し
は
山
上
に
宮
造
り
ま
し

〱
き
と
な
ん
、

今
三
所
」

と
も
に
こ
の
山
の
麓
に
移
せ
り
、
三
社
各
三
間
半
四
面
東
向
な
り
、
杦
高
ふ

し
て
」

松
枝
を
た
れ
た
り
、
慶
長
の
地
震
迄
は
此
山
の
麓
に
十
二
所
の
宮
居
本
」

地
の
佛
殿
八
幡
の
社
建
り
、
今
は
前
殿
の
み
な
り
、
将
軍
義
家
公
三
山
開

興
」

の
時
諸
山
の
僧
に
仰
て
経
巻
を
書
写
し
宮
地
を
築
き
玉
ふ
と
な
ん
、
寛
永

年
」

中
此
山
よ
り
郷
民
壷
を
多
く
掘
出
せ
り
、
経
巻
を
入
し
壷
に
や
、
往
古
の
」

宮
地
東
は
第
六
天
源
野
林
を
限
り
西
●は

カ

雨
池
南
は
山
崎
北
慶
德
な
り
」」（
14

オ
）

舊
跡
今
猶
有
、
庄
園
有
、
塩
川
高
館
極
入
杦
を
限
り
百
餘
村
鎮
下
は
耶
」

麻
郡
の
内
二
百
一
村
と
云

〱
、
此
山
の
南
東
の
麓
に
伊
勢
の
社
跡
有
東
西
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四
間
」

南
北
三
間
、
今
猶
あ
り
」

花　
　
　

咲
花
も
神
世
の
春
や
匂
ふ
ら
し
」

　
　
　
　
　

け
し
き
こ
と
な
る
真
熊
野
の
も
り　
　

直
昌
」

對
花

思
昔　
　

誓
ひ
て
し
春
や
む
か
し
の
春
な
ら
ぬ
」

　
　
　
　
　

け
ふ
み
く
ま
の
ゝ
花
の
い
ろ
香
も　
　

仝
」

月　
　
　

月
も
け
に
心
と
す
ま
む
真
熊
野
の
」

　
　
　
　
　

み
な
の
清
水
に
影
を
と
ゝ
め
て　
　

仝
」

依
月
知
秋　

う
ち
向
ふ
月
の
光
し
あ
か
け
れ
は　
　

貞
宜
」」（
14
ウ
）

　
　
　
　
　

常
葉
も
し
る

マ
マ
、累き
み
マ
マ
、三熊
野
の
秋
」

社
頭
雪　
　

真
熊
野
の
神
の
宮
ゐ
の
松
の
枝
に
」

　
　
　
　
　
　

し
ら
ゆ
ふ
か
ゝ
る
雪
の
あ
け
ほ
の　
　

素
林
」

祝
言　
　
　

真
熊
野
の
神
の
居
垣
の
ゆ
ふ
し
て
や
」

　
　
　
　
　
　

か
け
て
そ
祈
る
千
代
よ
ろ
つ
世
を　
　

慮マ
マ

帆
」

樹
経
年　
　

う
こ
き
な
き
神
の
ま
に

〱
み
く
ま
の
ゝ
」

　
　
　
　
　
　

森
の
常
葉
木
幾
世
経
ぬ
ら
む　
　

昌
雅
」

　
　
　
　
　

國
も
た
て
世
も
た
て
初
て
真
熊
の
ゝ
」

　
　
　
　
　
　

誓
ひ
あ
ま
ね
き
あ
め
の
み
は
し
ら　
　

直
昌
」

　
　
　
　
　

汲
て
し
れ
お
と
な
し
川
の
音
た
て
ぬ　
　

仝
」」（
15
オ
）

　
　
　
　
　
　

常
世
の
な
み
の
ふ
か
き
ち
か
ひ
を
」

結
御
前　
　

奈
智　
　

中
の
御
前
と
も
云
　々
み
た
け
山
の
ふ
も
と

末
社
御
嵩タ
ケ

権
現
社

跡
東
西
弐
間
半

南
北
四
間

」

三
つ
の
山
の
南
の
森
な
り
、
御
嶽
山
と
も
云
、
往
古
は
此
山
に
中
の
御
前
建

り
と
」

中
の
御
前
と
は
新
宮
な
り
、
宮
造
に
は
三
社
の
東
を
新
宮
右
を
奈
智
中
を
」

本
宮
と
す
へ
し
、
疑
し
き
に
因
て
記
せ
り
、
此
山
の
北
に
て
東
の
麓
に
御

嶽
」

明
神
の
社マ

マ

有
、
む
か
し
は
此
山
を
花
と
い
ふ
よ
し
、
今
此
山
の
桜
余
山
に

勝
」

て
花
を
ゑ
け
り
、
紀
州
の
縁
あ
る
に
や
又
都
て
新
宮
領
分
の
山
栗
一
年
生
」

に
実
の
る
な
り
、
是
又
紀
伊
本
宮
に
年
に
三
度
み
の
る
栗
あ
り
、
皆
縁
を
引

に
や
」※
１

　
　
　
　

神
垣
や
ゆ
ふ
し
て
か
け
て
真
熊
野
の
」

花
盛
久　

花
も
常
葉
の
名
に
や
た
ゝ
ま
し　
　

直
昌
」」（
15
ウ
）

　
　
　

奈
智
の
山
瀧
川
く
た
け
て
ち
る
月
に
」

　
　
　
　

光
り
を
わ
く
る
誓
ひ
と
を
し
へ　
　

仝
」

天
文
十
二
年
三
月
十
五
日
花
祭
の
日
風
い
た
ふ
吹
け
れ
は
」

　
　
　

花
に
今
日
い
た
く
な
吹
き
そ
諸
人
の　
　

兵
衛
佐
」

　
　
　
　

い
の
る
願
を
み
つ
の
や
ま
か
せ　
　
　
　

勝
直
」

新
宮　

速
玉
の
宮　

西
の
御
前　

駿
河
山　

補
陀
洛
堂　

稲
荷
」

是
三
つ
の
山
の
北
の
森
な
り
、
む
か
し
奈
智
勧
請
の
山
な
り
、
麓
に
補
陀
洛

寺
建
」

り
と
い
へ
り
、
其
跡
に
今
大
同
寺
建
り
、
こ
の
山
を
駿
河
山
と
い
ふ
事
は
近

来
」

の
名
に
や
侍
ら
ん
、
新
宮
山
門
の
守
護
職
文
亀
の
頃
は
西
海
枝
駿
河
守
、

此
」

山
の
麓
に
住
し
て
居
舘
の
跡
今
猶
あ
り
、
因
て
名
付
に
や
、
若
一
王
子
」」

（
16
オ
）

を
初
て
五
所
の
王
子
此
山
に
移
し
奉
る
と
い
へ
り
、
今
塚
な
と
築
て
山
上

に
」

社
跡
あ
り
、
三
社
の
北
の
御
前
の
鰐
口
若
一
王
子
と
有
り
、
こ
れ
は
寄
宮
ニ

」

し
て
今
の
地
に
移
し
奉
る
時
若
一
王
子
の
御
神
躰
を
北
の
宮
に
安
置
し
」
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奉
り
鍔
口
を
か
け
し
成
へ
し
、
若
一
王
子
は
三
所
の
外
な
り
、
南
の
宮
」

の
鰐
口
も
結
の
宮
と
あ
り
、
惣
し
て
紀
州
に
し
ゆ
ん
す
へ
き
こ
と
な
れ
と

も
」

末
々
取
違
ひ
た
る
成
へ
し
、
此
外
古
例
を
取
違
ひ
た
る
事
多
し
、
此
山
の
」

麓
に
稲
荷
の
社
あ
り
」

祈
恋　
　

い
か
に
せ
ん
ゑ
に
し
む
す
ふ
の
神
垣
も
」

　
　
　

頼
む
か
ひ
な
き
身
と
も
な
り
せ
は　
　
　

讀
人
し
ら
す
」

発
句　

富
士
な
ら
て
神
の
尊
し
駿
河
山　
　
　

智
圓
」」（
16
ウ
）※
２

　
　

甲
寅
秋
過
于
越
後
州
借
路
於
會
津
」

　
　

之
次
拜
詣
三
社
之
神
前
上
詩
」

　

茅ホ
ウ

宇ウ

嘗カ
ツ
テ

無
二

連レ
ン-

璧ヘ
キ
ノ

粧
ヒ

一　

神-
風
古コ-

樸ボ
ク

鎮シ
ツ
ム

二

津シ
ン
ト
フ湯
ニ

一

」

　

吾ワ
ナ
ミ儕
登ト
ウ-

詣ケ
イ
セ
ハ

感カ
ン

レ
ス
玉
フ

如
レ
ク
ヲ

在
イ
マ
スカ　

環
ク
ワ
ン二

遶
キ
ヨ
ウ㊁
シ
テ

峰ホ
ウ
ハ
ン巒

一

浮
ウ
カ
ズ二

瑞ク
ン
コ
ウ光
ヲ

一

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

臥
雲
林
艸
」

発
句　

霧
は
れ
て
三
社
新
た
や
宮
柱　
　
　
　
　

瓏
山
」

　
　
　

拾
題
奉
納
和
歌
四
季
恋
離
」

春
」

連
峯
霞　

真
熊
野
や
あ
け
ゆ
く
空
に
た
ち
別
れ
」

遠
近
か
す
む
み
ね
の
長
閑
さ　
　
武
州
江
戸
横
山
氏

清
乗
」」（
17
オ
）

　
　

春
」

簾
外
梅　

し
つ
け
し
な
降
る
と
し
も
な
き
春
雨
に
花
の
紐
と
く
朝
の
梅
の

枝　
越
後
長
岡
伊
藤
氏
女

信
女
」

仝
」

暁
思
花　

時
は
や
と
お
も
ふ
も
の
か
ら
寐
さ
め
し
て
は
な
に
ま
た
る
ゝ
し

の
ゝ
め
の
空　

保
定
」

　
　

夏
」

夜
時
鳥　

郭
公
待
出
し
空
の
雲
間
よ
り
初
音
と
ゝ
も
に
も
る
ゝ
月
か
け　

武
州
江
戸
靱
負
頭

賀
忠
」

仝
」

遠
夕
立　

鈴
鹿
山
ふ
ら
す
も
空
に
鳴
神
の
ひ
ゝ
き
や
い
つ
こ
夕
た
ち
の
雨

　
越
後
村
松
野
口
氏
女

橘
女
」

秋
」

初
秋
風　

秋
來
ぬ
と
云
斗
に
や
身マ

マ

そ
し
む
同
し
邊
な
る
松
の
嵐
し
も　

直

昌
」仝

」

名
所
月　

雲
霧
は
浪
間
に
消
て
さ
や
か
な
る
月
昭マ

マ

の
こ
す
須
广マ
マ
、磨
カの
浦
風　

越
後
柿
崎
相
沢
氏

栄
貞
」

仝
」

翫
紅
葉　

日
に
添
て
心
や
染
る
俤
に
見
る
も
立
田
の
山
の
も
み
ち
葉　

定

寛
」冬

」

暁
時
雨　

宿
る
か
と
見
れ
は
時
雨
て
幾
度
か
袖
に
し
ほ
る
ゝ
有
明
の
月　

定
利
」※
３

夕
立
恋　

山
鳥
の
お
ろ
の
鏡
の
身
に
し
あ
ら
は
隔
る
中
の
影
は
見
ま
し
と

　

直
儀
」

寄
糸
恋　

し
ら
せ
は
や
心
ひ
と
つ
に
賎
は
た
の
い
と
ゝ
乱
る
ゝ
よ
る
の
思

ひ
を　

奈
津
女
」」（
17
ウ
）

雑
」

山
家
嵐　

お
の
つ
か
ら
心
に
積
る
落
も
な
し
深
山
颪
に
軒
を
ま
か
せ
て　

睦
月
」

仝
」

神
祇
祝　

動
し
な
豊
芦
原
の
国
津
世
は
神
の
立
に
し
天
の
み
は
し
ら　

洗

雲
」
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春
」

浦
霞　
　

時
わ
か
ぬ
浪
も
か
す
み
て
真
熊
野
浦
の
千
里
に
春
や
見
す
ら
ん

仝
」

仝
」

村
栁　
　

春
雨
や
み
と
り
の
糸
も
長
き
日
に
ぬ
れ
て
色
そ
ふ
里
の
春
柳　

羽
州
鶴
岡
田
中
氏

一
敬
」

仝
」

待
花　
　

さ
か
ぬ
間
も
幾
重
の
春
の
山
ふ
み
に
心
を
は
こ
ふ
花
の
木
の
も

と　

俊
英
」

夏マ
マ月　
　

軒
端
も
る
月
は
霜
か
と
た
と
る
ま
て
夏
の
夜
な
か
ら
袖
そ
さ
え

行　
京
都
水
無
瀬
川

学
翁
」

夏
」

慮
橘　
　

な
つ
か
し
き
花
橘
の
匂
ひ
か
な
む
か
し
ふ
れ
け
ん
袖
は
知
ら
ね

と　

増
兒
」

秋
」

暁
露　
　

月
草
の
夜
半
に
ひ
ら
け
て
有
明
の
光
り
に
み
か
く
露
の
し
ら
玉

　

宗
利
」

仝
」

初
鳫　
　

い
つ
か
●は

カ

●
わ
か
松
の
戸
も
し
ら
雲
の
よ
そ
に
過
ゆ
く
峯
の
は

つ
鳫　
江
戸
青
山

位
関
」※
４

仝
」

搏
衣　
　

真
葛
は
ふ
磯
か
ふ
せ
屋
の
秋
風
に
夜
寒
む
の
衣
う
ら
み
て
や
打

　

洗
雲
」」（
18
オ
）

冬　

川
氷　

し
た
む
せ
ふ
水
は
音
せ
て
谷
川
の
軒
端
よ
り
立
雪
の
し
ら
浪　

重

一
」

歳
暮　

い
つ
も
き
く
音
と
も
な
し
や
一
と
せ
の
暮
る
ゝ
名
残
の
入
相
の
か

ね　
駿
州
安
部
川
渡
瀬
氏

宗
二
」

祈
恋　

い
か
に
せ
ん
む
そ
ふ
の
神
の
ゆ
ふ
た
す
き
か
き
て
も
つ
ら
き
人
の

心
を　

露
葉
」

契
恋　

頼
む
か
な
人
の
こ
と
の
葉
波
こ
さ
ぬ
末
の
松
山
千
代
を
か
け
て
も

　

佐
和
女
」

隔
恋　

と
け
て
ふ
る
夜
半
こ
そ
な
け
れ
心
か
ら
隔
る
中
の
下
紐
の
関　

小

満
女
」※
５

旅
暁　

雨
露
に
な
れ
て
も
つ
ら
し
旅
衣
あ
か
つ
き
お
き
の
床
の
山
こ
ゑ　

嘉
時
」

祝
言　

和
哥
の
浦
に
拾
ふ
玉
藻
は
萬
代
に
つ
き
せ
ぬ
波
の
花
の
言
の
葉　

越
後
押
付
三
好
氏
女

奈
世
女
」

相
撲
捕
場
」

前
殿
の
う
し
ろ
北
の
御
宮
の
東
に
て
下
な
り　

源
君
東
夷
追
討
の
御
祈
願
有
、

相
」

撲
に
て
軍
の
吉
凶
を
見
玉
へ
り
、
軍
兵
の
内
力
量
勝
れ
た
る
者
を
撰
源
氏
か

た
家
衡
」」（
18
ウ
）

武
衡
か
た
と
●三

カ

つ
に
分
ち
南
北
に
群
居
し
て
相
撲
あ
り
し
に
源
氏
方
皆
勝
た

り
、
其
こ
と
く
」

凱カ
イ
カ歌
を
揚
玉
ふ
、
毎
年
六
月
大
祭
り
に
役
相
撲
を
定
玉
ふ
と
云
り
、
則
此
所

に
ニママ
て
相
撲
の
」

神
事
を
行
ふ
と
云

〱
」

流
鏑
馬
場
」

前
殿
の
東
南
土
手
際
に
て
東
西
へ
長
く
十
王
堂
迄
と
云

々

、
六
月
大
祭
り
の

時
往
昔
神
」

事
流
鏑
馬
を
行
へ
り
と
」

笠
懸
場
」
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前
殿
の
北
東
に
て
今
的
場
な
り
、
往
古
大
祭
の
時
笠
懸
的
あ
り
し
所
之
と

云
々

」

石
神
」

大
門
の
入
口
大
鳥
居
の
左
右
に
各
大
石
二
つ
あ
り
、
由
来
詳
な
ら
す
、
往
昔

よ
り
暴ヤシ
メ眼
」」（
19
オ
）

を
愁
る
も
の
又
力
た
ら
さ
る
も
の
此
石
に
祈
願
す
れ
は
し
る
し
有
と
い
え

り
」

瀧
の
宮　

地
主
権
現　

地
主
の
櫻　

石
階
の
南
脇
な
り
」

四
所
の
明
神　

三
所
の
右
の
廊
閣
也
」

一
万
宮
十
万
宮
相
殿
な
り
、
勧
請
十
五
所
飛
行
夜
叉
米
持
金
剛
是
之
、
本
地

堂
第
一
」

文
殊
普
賢
相
殿
な
り
、
第
二
釋
迦
堂
、
第
三
不
動
、
第
四
多
門
天
之
、
堂
跡

今
新
宮
寺
」

屋
敷
四
所
の
跡
也
、
佛
像
或
は
み
く
し
斗
或
は
朽
損
し
佛
形
不
明
之
、
勧
請

十
」

五
所
の
神
器
今
な
を
有
り
、
年
代
の
部
並

寶
器
の
部
に
委
し
」

五
所
の
王
子　

五
躰
王
子
也
、
五
所
の
宮
と
も
云
、
三
所
の
左
に
建
り
」

垂
跡
の
宮
は
北
の
廊
之
、
若
一
王
子　

禅
師
宮　

聖
宮　

児
の
宮
」

小
守
の
宮
こ
れ
な
り
」」（
19
ウ
）

本
地
堂
第
一
殿
十
一
面
観
音　

第
二
地
蔵　

第
三
龍
樹　

第
四
如
意
輪
」

第
五
聖
観
音
な
り
、
堂
跡
駿
河
山
の
東
西
と
い
へ
り
、
今
大
同
寺
は
千
手
堂

の
跡
」

な
り
、
こ
れ
は
奈
智
の
前
殿
之
、
地
蔵
堂
は
大
同
寺
と
今
拝
殿
の
間
な
り
」

其
外
堂
跡
を
不
知
、
又
残
て
如
意
輪
千
手
地
蔵
龍
樹
等
或
は
御
頭
斗
り
或

は
」

御
手
足
散
乱
し
て
ま
し
ま
す
之
、
小
守
の
宮
の
神
器
今
猶
あ
り
、
年
代
の
」

部
に
委
し
」

阿
弥
陀
堂
山　

あ
み
た
か
池　

西
恵
堂　

伏
拝
の
宮
二
座
」

三
つ
の
山
の
西
な
る
山
也
、
慶
長
の
地
震
の
後
御
堂
造
営
な
し
、
慶
安
年
中

此
」

山
よ
り
金
銅
一
尺
手
半
の
弥
陀
を
掘
出
せ
り
、
傳
に
恵
心
僧
都
の
作
と
云
り
、

い
ま
神
」

宮
寺
の
本
尊
な
り
、
新
宮
山
門
全
盛
の
時
此
山
は
奥
院
な
り
、
明
應
年
中
」」

（
20
オ
）

に
千
日
念
佛
施
主
な
と
宮
殿
再
興
の
棟
札
に
も
見
ゆ
め
り
、
本
地
堂
」

の
弥
陀
●と

カ

奥
院
の
弥
陀
は
別
堂
に
て
本
尊
は
何
れ
も
金
銅
同
作
之
と
い
へ
り
、

又
」

ふ
し
お
か
み
の
宮
な
と
ゝ
云
所
奥
の
院
の
な
り
と
云

々

、
此
山
の
東
麓
あ
み

た
か
池
」

と
て
有
鯉
魚
の
形
に
掘
れ
り
、
南
は
山
田
あ
り
、
田
毎
の
月
を
よ
め
り
」

さ
ら
し
な
や
伯
母
捨
山
の
名
に
よ
せ
て
た
れ
み
候
へ
ま
の
当
の
月
影　
伊

勢
守

光
助
」

発
句

皆
人
の
こ
そ
る
心
や
あ
み
た
や
ま　
　
　

露
圓
」

一
乃
寺　

入
り

寺
と
も
」

古
し
へ
山
門
全
盛
の
時
三
百
六
十
坊
の
其
一
寺
な
り
、
中
の
森
と
北
の
森
の

間
よ
り
西
」

へ
入
て
四
百
五
十
歩
計
の
寺
跡
あ
り
、
あ
み
た
山
の
北
之
、
入
口
に
蓮
池
と

て
あ
り
、
此
池
」

に
見
明
の
橋
と
て
侍
り
と
な
ん
、
今
は
水
か
れ
寺
跡
も
浅
茅
の
み
多
立
り
、

元
亨
」」（
20
ウ
）

●正
カ

中
の
寶
器
に
筆
者
入
り
寺
の
住
持
希
雪
と
記
せ
り
、
此
寺
の
住
僧
之
、
又

見
明
」
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の
池
は
大
城
の
東
に
あ
り
、
蓬
莱
ゑ
ひ
し
う
の
三
嶋
も
見
明
の
池
に
侍
り
」

※
６星

霜
年
積
テ

一
之
寺　

亂
後
無
レ

僧
境
亦
空　
　

珠
盤
」

只
有
二
リ

飛ヒ
キ
ン禽

一

栖セ
イ
チ遲
ス
ル

處
ト
コ
ロ　

艸
花
依
レ
テ

舊
フ
ル
キニ

綻
ホ
コ
ロ二
フ

春
風
一
ニ

」

　

又
」

三
百
社
僧
曾

カ
ツ
テ
所
レ
ロ

憩
イ
コ
ウ　

殿
堂
泯ホ
ロ
ヒ

絶タ
エ
テ

艸ソ
ウ

莱ラ
イ

生セ
イ
ス　
　

永
流
」

就
レ

中
此
境
應マ
サ
ニ

為ベ

レ
シ

長
タ
ル　

強
ヲ

到
イ
タ
ツレ
テ

今
ニ

呼ヨ

二
ブ

一
寺
ノ

名
ヲ

一

」

尋
こ
し
袖
そ
し
ほ
る
ゝ
一
の
て
ら
あ
と
な
き
庭
の
露
わマ

マる
と
て　

直
昌
」

一
の
寺
の
秋
さ
り
尼
き
て
問
へ
は
萩
の
上
葉
に
風
そ
こ
た
ふ
る　

昌
春
」

一
の
寺
の
あ
れ
に
し
あ
と
に
ま
ふ
て
々
」」（
21
オ
）

跡
た
へ
て
問
は
れ
ぬ
庭
の
蓬
生
も
花
の
色
香
は
智
ら
さ
り
け
り　

次

房
」

誹
發
句　

あ
れ
は
て
ゝ
名
の
み
は
か
り
や
一
乃
寺　

琴
松
」

仝　
　

一
の
寺
問
へ
は
あ
る
し
は
か
つ
こ
鳥　

智
円
」

薬
師
堂　

速
玉
の
宮
の
本
地
佛
な
り
、
東
浄
堂
の
事
之
」

今
新
宮
寺
東
の
や
し
き
之
、
薬
師
は
慈
覚
の
作
、
十
二
神
将
は
定
朝
の
作
之
、

各
」

朽
損
し
て
お
わ
し
ま
す
を
寶
永
四
年
に
再
興
す
」

十
王
堂
」

石
神
の
南
薬
師
堂
續
き
な
り
、
慶
安
年
中
堂
倒
れ
り
」

辻
地
蔵
」

か
う
ら
い
橋
の
北
に
堂
跡
有
、
各
六
躰
と
云

々

、
今
失
せ
り
、
北
堂
の
地
蔵

は
又
別
」」（
21
ウ
）

な
り
、
北
堂
は
十
二
所
の
本
地
堂
也
」

補
陀
洛
堂
」

今
大
同
寺
の
地
な
り
、
大
同
寺
は
旧
記
に
堀
内
と
云
者
高
野
大
師
に
帰
依

し
」

て
布
瀬
山
大
同
寺
を
建
大
日
を
安
置
す
と
い
へ
り
、
是
今
小
布
瀬
郷
寺
内
村

の
」

地
之
、
い
つ
頃
か
此
地
に
移
す
、
も
と
眞
言
三
密
の
寺
近
來
曹
洞
の
僧
住
せ

り
」

大
同
寺
の
跡
は
十
王
堂
の
西
な
り
、
近
來
今
の
地
に
移
せ
り
」

文
殊
堂　
　
　

一
万
宮
の
本
地
な
り
と
い
へ
り
」

今
新
宮
寺
の
所
也
、
年
代
の
部
に
委
し
」

誹
發
句　

月
な
る
か
文
殊
の
智
恵
の
丸
鏡　
　
　

瀧
山
」

中
堂　

本
尊
釈
迦　

勧
請
十
五
所
の
本
地
之
」」（
22
オ
）

東
浄
堂
と
文
殊
堂
の
間
之
と
い
へ
り
、
本
尊
失
し
玉
へ
り
、
今
塩
川
阿
弥
陀

寺
」

の
本
尊
也
弥
陀
に
造
り
替
と
云

々

」

荘
厳
堂　

虚
空
蔵
森　

塔
の
庭
」

本
尊
虚
空
蔵
菩
薩
、
運
慶
の
作
也
、
舊
跡
今
天
神
免
の
西
の
山
虚
空
蔵
」

森
と
云
所
あ
り
、
是
な
る
へ
し
、
し
か
し
あ
み
た
堂
山
の
東
麓
に
荘
厳
塔
の

跡
」

と
云
所
有
、
湯
の
峯
の
本
尊
と
云
傳
へ
り
、
今
新
宮
寺
の
東
に
湯
屋
の
池
と

て
」

あ
り
、
む
か
し
温
泉
有
瘡
煩
の
汚
を
悪
み
山
徒
祈
り
し
つ
む
、
因
て
湯
絶
し

と
」

俗
説
あ
り
、
し
か
れ
は
阿
弥
陀
堂
山
の
東
の
邊
り
な
る
へ
し
、
今
天
神
免
の

東
」

に
も
出
湯
田
と
云
所
在
と
な
り
、
堂
今
倒
れ
て
造
営
な
し
、
湯
屋
の
池

熊ユ

ヤ野
」

の
池
の
訓
●
あ
や
ま
れ
る
●歟

カ

」」（
22
ウ
）
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神
の
蔵
」

こ
く
う
藏
森
の
續
也
、
天
神
免
の
西
の
山
上
之
、
本
尊
愛
染
明
王
、
堂
宇
倒

本
」

尊
も
朽
損
せ
り
、
堂
跡
無
雙
の
景
地
な
り
」

發
句　

入
る
人
よ
寶
の
山
と
神
の
蔵　
　
　

智
圓
」

天
神
」

神
の
く
ら
の
東
の
麓
な
り
、
今
其
処
を
天
神
免
と
い
ふ
、
社
跡
有
、
古
し
へ

は
手
向
」

松
み
き
の
梅
な
と
あ
り
、
手
向
の
松
は
枯
れ
み
き
の
梅
の
み
残
れ
り
、
寛

文
」

十
二
乙

亥
年
山
崎
の
民
居
を
移
し
天
神
免
新
田
と
い
ふ
今
年
安
政
七
年
迄
百

八
十
九
年　
　
　

」

千
早
振
神
に
手
向
の
松
な
れ
は
八
百
よ
ろ
つ
世
の
春
や
重
ね
ん　

讀
人
知

ら
す
」

天
神
」」（
23
オ
）

お
と
な
し
の
天
神
と
云
、
薬
師
堂
の
續
き
民
家
の
内
に
あ
り
、
み
き
の
梅
」

若
木
の
桜
あ
り
、
尊
躰
衣
冠
魏
々
然
た
り
」

音
な
し
や
あ
つ
ま
も
に
ほ
ふ
み
き
の
梅　
　

浦
風
」※
７

み
ち
の
く
に
行
脚
し
て
此
所
に
立
よ
り
拝
詣
し
て
」

か
み
や
川
な
か
れ
の
す
ゑ
も
に
こ
り
な
く
す
み
て
北
の
ゝ
敷
嶋
の
道　

上
州
藤
岡

放
誉
上
人
」

万
代
と
河
と
な
れ
そ
む
る
し
る
し
に
や
色
香
久
し
き
み
き
の
梅
か
枝　

度
泰
」※
８

夜
桜　

か
ほ
れ
る
は
そ
れ
と
し
ら
れ
て
朧
夜
の
月
に
ま
か
へ
る
軒
の
梅
か
枝

　

同
」※
９

言
誹
雙
句
餘
多
あ
れ
と
略
す
」

は
や
ま　

麓
山
権
現
の
社
跡
山
上
に
有
、
四
方
八
間
宛
、
寛
文
年
中
松
野
へ

寄
社
に
成
」

み
た
け
山
の
西
あ
み
た
堂
山
の
南
西
の
山
之
、
社
跡
有
、
鰐
口
あ
り
」」

（
23
ウ
）

時
な
れ
や
紅
葉
も
青
き
は
や
ま
哉　
　
　

貞
宜
」

大
山
祇
」

山
の
か
み
山
と
云
、
的
場
山
の
東
の
ふ
も
と
な
り
、
社
跡
在　

寛
文
年

中
松
野
へ
寄
社
ニ

成
ル

」

ま
ね
き　

招
き
坂　

ゆ
や
小
路
よ
り
東
へ
一
道
あ
り
、
民
家
の
後
に
畑
中
稲

荷
有
、
寛
文
年
中
松
」

野
村
ヘ

寄
社
ニ

成
ル

」

み
く
ま
野
ゝ
す
そ
の
に
た
て
る
は
な
す
ゝ
き
ま
ね
か
は
ゆ
か
ん
秋
の
夕
へ

に　

讀
人
し
ら
す
」

畑
中
稲
荷　

社
地
東
西
二
間
南
北
一
間
二
尺
」

ゆ
や
小
路
」

あ
み
た
堂
山
に
向
て
東
西
の
町
な
り
、
今
新
宮
寺
の
前
に
ゆ
や
と
云
清
水

有
、
古
し
へ
温
」

湯
涌
き
出
る
と
て
名
付
と
云
り
、
神
前
の
け
か
れ
を
い
た
ふ
て
祈
り
し
つ

む
と
民
」」（
24
オ
）

間
の
説
な
り
、
も
し
熊ゆ

や野
の
訓
あ
や
ま
る
歟
、
ま
た
村
に
わ
さ
は
ひ
あ
ら

ん
時
に
は
狐
鳴
」

り
、
往
古
よ
り
ゆ
や
狐
と
云
傳
へ
侍
り
」

馬
場
町　

神
前
へ
の
本
道
な
り　
　

山
浦
小
路　
　

山
浦
坂
」

高
麗
橋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
此
所
北
の
入
口
に
神
明
の
社
跡
東
西
四
間
南
北
六
間

な
り
寛
文
年
中
松
野
寄
社　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

三
ヶ
所
有
、
馬
場
町
ま
ね
き
山
浦
小
路
に
あ
り
、
馬
場
招
き
は
入
口
に
あ

り
、
山
浦
は
大
門
の
」

脇
に
あ
り
、
何
れ
も
死
人
并

汚
れ
た
る
も
の
を
わ
た
さ
す
」
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高
野
町　

古
し
へ
の
寺
町
な
り
、
道
場
小
路
よ
り
南
へ
の
町
と
云
り
、
又
み
た

け
山
の
東
」

と
も
云
説
あ
り
」

北　

小
路
町　
　

二
所
有
、
高
舘
の
南
に
も
あ
り
、
本
小
路
は
城
北
の
町
也
、

慶
德
村
は
城
北
の
」

町
●
今
の
地
●
移
せ
り
」」（
24
ウ
）

道
場
小
路　

北
の
沢
の
南
之　
　

神
明
村
北
入
口
に
社
跡
有
寛
文
年
中
に
松
野
村
へ
寄

社
ニ
成
ル　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

今
若
松
の
北
小
路
町
馬
場
町
高
野
町
道
場
小
路
な
と
ゝ
云
、
皆
新
宮
落

城
」

の
時
移
し
て
本
名
を
呼
と
之
、
文
亀
天
文
永
禄
の
頃
書
置
る
も
の
に
も
門

田
」

の
庄
を
祭
り
の
役
者
に
載
な
り
、
故
郷
の
ゆ
へ
有
を
以
て
な
る
へ
し
」

大
城　

見
明
の
池　

三
嶋
」

社
家
町
と
城
の
間
を
今
北
の
沢
と
い
ふ
、
此
城
新
宮
芦
名
六
郎
左
衛
門
尉

時
連
建
」

暦
二
壬

申
年
築
玉
ひ
て
流
葉
新
宮
次
郎
盛
俊
迄
六
代
住
せ
り
、
應
永
二
十
」

七
庚
子
年
落
城
、
是
時
連
は
佐
原
十
郎
左
衛
門
尉
義
連
の
子
遠
江
守
盛
連

の
」※
10

六
男
之
、
今
城
の
跡
東
西
二
百
二
十
歩
余
南
北
二
百
歩
に
余
り
本
丸
東
西

七
十
二
間
」

南
北
八
十
六
間
、
本
丸
の
北
に
犬
追
も
の
ゝ
馬
場
と
て
有
、
城
の
東
に
見

明
の
池
と
て
あ
り
」」（
25
オ
）

池
の
内
に
三
嶋
を
築
り
、
蓬
莱
方
丈
瀛
州
、
熊
野
三
嶋
の
古
事
あ
れ
は

城
」

主
よ
り
以
前
に
あ
る
な
る
へ
り
」

古
舘　

大
城
の
丑
寅
な
り
、
元
和
八
壬

戌
年
に
村
居
と
す　
今
年
安
政
七
申
迄
二
百
三
十
九
年

な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

北
の
沢　

神
所
と
城
の
間
之
、
近
來
か
け
入
て
沢
深
く
な
れ
り
」

は
い
塚
山　

古
し
へ
の
墓
所
な
る
に
や
古
き
歌
に
」

た
ち
の
ほ
る
は
い
塚
山
の
煙
と
も
き
へ
は
や
人
を
思
ひ
わ
す
れ
ん　

讀
人
不

知
」

小
山
新
田　

は
い
塚
山
の
麓
な
り
、
寛
永
二
乙

巳

年
村
居
と
す
今
年
安
政
七
甲
年
迄
二
百

三
十
六
年　
　
　
　
　

」

牛
王
の
宮　

護
法
の
宮
と
も
」

は
い
塚
山
の
ひ
か
し
大
城
外
堀
の
ほ
と
り
之
」

駿
河
舘
」」（
25
ウ
）

す
る
か
山
の
麓
な
り
、
東
西
三
十
四
間
南
北
四
十
四
間
、
山
門
の
守
護
職

の
居
舘
」

な
り
、
文
亀
明
應
の
頃
西
海
枝
駿
河
守
、
永
禄
に
は
平
田
氏
を
置
玉
ふ

之
」

駿
河
守
は
太
守
の
一
門
に
し
て
此
頃
威
勢
あ
る
人
な
り
、
棟
札
に
見
ゆ
め

り
」

地
こ
く
沢　
　

ふ
み
ま
よ
ふ
心
の
鬼
や
地
こ
く
沢　
　
　
　
　
　
　
　

貞
宜
」

天
神
と
神
山
と
の
間
を
東
へ
流
れ
出
た
り
、
新
宮
城
下
の
時
科
の
者
を
罸

す
る
所
之
」

方
丈
谷　
　

霧
か
窟
の
下
な
り
」

新
宮
山
門
全
盛
の
時
の
方
丈
の
地
と
い
へ
り
」

霧
か
窟　
　

神
の
蔵
の
西
之　

春
風
や
霞
は
し
つ
む
霧
か
窟　

琴
松
」

草
鞍
山　
　

霧
か
窟
續
の
山
之　

月
や
召
す
草
鞍
山
の
萩
の
露　

慮
帆
」

経
塚
山　
　

山
崎マ

マ

西
に
高
き
山
之
」」（
26
オ
）

昔
時
高
寺
全
盛
の
時
鬼
門
に
當
て
此
山
上
に
経
塚
を
築
り
と
い
へ
り
、

寛
」

文
年
中
此
塚
を
穿
て
石
櫃
を
掘マ

マ

せ
り
、
此
山
の
東
南
麓
に
青
木
の
」

森
聖
徳
寺
の
古
跡
と
云
所
あ
り
、
又
一
遍
上
人
新
宮
に
來
歴
し
て
」
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此
山
に
一
宇
を
建
と
云

〱
、
其
寺
今
若
松
當
麻
山
東
明
寺
な
り
、
此
所
」

よ
り
移
せ
り
と
い
へ
り
、
高
寺
は
欽
明
天
皇
元
庚

申

年
建
と
云

々

」

山
崎
村　
　

神
の
藏
南
の
麓
な
り
」

慶
長
十
六
年
の
大
地
震
に
此
村
の
南
大
川
地
形
ゆ
り
あ
け
て
水
湛
へ
」

新
湖
と
な
れ
り
」

會
津
川　
　

山
崎
の
南
を
流
る
、
六
帖
集
の
う
た
に
」

心
に
も
あ
ら
て
わ
た
り
し
会
津
川
う
き
名
を
水
に
流
し
さ
る
哉
」」（
26
ウ
）

桜
か
瀬　
　

山
崎
よ
り
下
也
、
浪
岩
に
せ
か
れ
て
泡
花
を
な
せ
り
」

眞
木
村
」

村
の
上マ

マ

り
會
津
川
な
り
、
十
景
あ
り
、
泡
巻
屏
風
岩
白
糸
の
瀧
御
稷
神
二

本
」

の
杦
平
野
高
原
岨
渓
上
漁
窓
前
渓
流
定
林
暮
鐘
な
り
、
肥
前
国
無
為
居マ

マ

」

作
せ
り
、
記
す
こ
と
左
の
こ
と
し
」

泡
巻
屈
曲　

櫻
か
瀬
の
下
之
此
渕
に
應
永
年
中
大
蛇
浮
ふ
と
旧
記
ニ

有
」

蒼
龍
巻
沫
幾
千
尋
屈
曲
終
無
測
浅
深
危
岸
足
寒
潭
底
」

影
何
人
不
起
恐
懼
心
」

き
え
も
せ
す
な
か
れ
も
や
ら
て
幾
と
せ
か
た
ゝ
よ
ふ
泡
の
巻
か
へ
る
ら
ん
」

南
岸
瀑
布
」」（
27
オ
）

一
練
瀑
泉
懸
碧
岸
飛
流
濺
沫
對
窓
竒
素
絲
長
不
染
」

紅
緑
到
此
那
生
墨
子
悲
」

む
す
ふ
ね
の
雫
も
涼
し
色
ゝ
に
染
む
所
な
き
瀧
の
し
ら
い
と
」

屏
岩
倒
松
」

一
株
畫
出
古
岩
前
根
向
峯
頭
標
向
川
生
質
既
違
天
地
位
」

清
風
何
必
送
千
年
」

直
な
る
代
を
さ
か
さ
ま
の
松
な
れ
は
い
か
て
千
と
せ
の
秋
を
ゝ
く
ら
ん
」

窓
前
渓
流
」

万
派
同
歸
入
一
川
急
流
日
夜
對
牕
前
古
来
逝
者
」

●如
カ

斯
耳
努
力
青
春
諸
少
年
」」（
27
ウ
）

た
れ
か
ま
た
ゆ
く
影
惜
き
年
月
と
流
る
ゝ
水
に
た
く
ひ
そ
め
け
ん
」

渓
南
帰
商
」

満
目
風
光
満
目
情
暮
鴉
飛
尽
暮
雲
生
村
前
山
下
一
條
」

路
満
水
歸
商
酩
酊
聲
」

是
か
た
に
世
の
は
か
な
さ
は
し
ら
れ
け
り
お
く
れ
先
た
つ
岨
の
市
人
」

高
原
躑
躅
」

緑
野
欲
燃
紅
躑
躅
浅
深
争
色
満
東
西
孤
筇
相
伴
艶
揚
」

日
行
尽
春
風
北マ

マ

渡
渓
」

野
も
山
も
も
ゆ
る
は
か
り
の
岩
つ
ゝ
し
い
は
ね
は
人
の
し
る
よ
し
も
な
し
」

渓
上
漁
翁
」」（
28
オ
）

溪
風
山
雨
簑
衣
日
擲
漁
竿
遶
名
磯
欲
乃
夢
中
寒
」

月
落
孤
舟
捲
得
釣
熊
歸
」

身
の
つ
み
の
む
く
ひ
有
と
も
し
ら
な
み
の
う
を
ゝ
は
つ
ら
て
魚
に
つ
ら

る
ゝ
」

稷
社
二
杉
」

御
稷
神
霊
小
社
存
二
杉
并
縁
交
其
根
水
南
水
北
去
來
」

客
只
見
樹
頭
不
見
村
」

三
輪
の
山
そ
れ
に
は
あ
ら
て
二
本
の
杦
を
し
る
し
の
真
木
の
む
ら
立
」

平
野
草
花
」

小
田
香
原
の
内
之
、
東
の
山
を
笠
松
と
云
、
北
を
高
原
と
云
、
西
南
を

平
野
と
」

い
ふ
、
川
よ
り
西
は
長
月
村
千
咲
原
代
衣
原
堅
石
山
之
、
原
の
内
に
草

井
の
沢
」」（
28
ウ
）
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新
宮
沢
銭
神
沢
な
と
云
、
み
な
此
原
の
續
之
」

紅
蓼
紫
萩
美
女
郎
野
花
交
色
各
芬
芳
吟
懐
無
限
」

秋
風
裹
胡
蝶
亂
飛
一
夢
長
」

わ
け
過
る
千
種
の
花
の
い
ろ

〱
に
お
も
ひ
み
た
る
ゝ
野
へ
の
秋
風
」

定
林
暮
鐘
」

峰
泄
暮
雲
泄
峰
群
鴉
歸
宿
嶺
頭
松
真
村
城
遠
無
名
」

刹
只
聽
定
林
禅
寺
鐘
」

あ
す
は
又
雨
に
な
る
へ
き
折

〱
の
こ
ゑ
ほ
の
か
な
る
入
相
の
か
ね
」

發
句　

さ
ひ
し
さ
の
い
ろ
こ
そ
見
え
ね
真
木
の
村　

廢
翁
」

竪
石
山　

神
山
よ
り
一
里
斗
西
、
高
原
の
北
之
」」（
29
オ
）

西
は
會
津
川
に
し
て
数
百
丈
崩
落
て
け
ん
そ
な
り
、
此
山
や
ゝ
も
す
れ

は
」

崩
て
大
川
を
せ
き
留
、
會
民
の
憂
と
な
る
、
此
山
の
所
は
高
舘
猿
戻
り

鼬
」

か
馬
場
大
黒
岩
蛇
巌
山
、
東
は
大
中
そ
ね
に
中
そ
ね
舘
の
越
的
場
山
」

的
場
山　

舘
の
こ
し
の
乾
に
高
き
山
な
り
」

發
句

入
る
月
の
失
こ
ろ
の
へ
り

〱
的
場
山　
　

慮
帆
」

蜂
火
山
」

舘
の
こ
し
な
り
、
神
山
の
西
に
高
き
山
也
、
新
宮
城
下
の
時
狼
煙
を
焼

し
所
之
」

備
中
山　

横
打
山
共
云
」

新
宮
城
下
の
時
家
老
大
竹
備
中
守
山
之
、
其
後
新
宮
次
郎
盛
俊
高
舘
籠

城
」

の
時
此
山
に
い
し
弓
を
張
り
材
木
を
落
し
横
打
し
た
る
所
之
」」（
29
ウ
）

土
橋
山
」

盛
俊
籠
城
の
時
は
か
り
て
土
橋
を
か
け
お
と
し
穴
に
て
敵
多
く
亡
し
」

と
な
り
、
故
に
名
付
る
と
、
此
山
の
北
の
谷
小
布
瀬
本
道
之
此
道
を
切

ふ
」

さ
き
瀧
の
沢
藤
沼
沢
を
湛
て
大
堀
と
し
う
し
ろ
は
竪
石
大
川
の
」

険
岨
を
頼
て
籠
城
す
と
云

々

」

天
池　

雨
こ
ひ
峠
共
云
、
舘
の
越
續
き
な
り
」※
11

往
古
よ
り
旱
魃
の
時
新
宮
三
別
当
此
山
に
登
り
て
雨
乞
の
法
あ
り
」

む
か
し
は
山
上
に
清
龍
の
池
と
て
あ
り
、
雨
の
宮
あ
り
と
云

々

」

高
舘
山
」

盛マ
マ

俊
籠
城
の
山
な
り
東
西
目
の
下
に
見
え
て
無
双
の
景
地
な
り
」」（
30

オ
）

昔
の
井
の
跡
今
猶
存
す
、
此
城
應
永
十
年
對
陣
し
て
同
二
十
七
年
」

七
月
二
日
に
落
去
云

々

、
此
山
の
西
に
火
付
な
み
と
て
平
場
一
段
あ
り
」

其
頃
木
立
繁
り
合
た
る
に
西
風
烈
き
を
得
て
寄
手
火
を
ハ

な
つ
猛
火
」

山
上
に
焼
上
り
て
此
城
落
と
い
へ
り
」

盛
俊
築
城
雖
憩
茲　

會
軍
蜂
起
日
攻
随　

勇
威
起
世
却
遭
禍
」

火
放
置
松
風
烈
時
」

蛇
崩
山　
　

高
舘
の
乾
之
」

享
禄
四
年
三
月
朔
日
此
山
ぬ
け
あ
ゆ
み
て
大
川
を
せ
き
留
、
大
蛇
出
て

飛
」

た
り
云
、
一
日
一
夜
下
流
を
一
滴
も
通
さ
す
と
云

々

」

西
明
寺
坂
」」（
30
ウ
）

越
後
へ
の
通
路
之
、
む
か
し
鎌
倉
西
明
寺
殿
行
脚
の
御
時
此
●
●
や
す

ら
へ
急
」

雨
を
凌
き
玉
ふ
と
て
名
付
と
云
り
、
天
正
年
中
迄
や
す
ら
ひ
の
松
と
て

古
き
」

松
有
、
今
此
道
慶
徳
へ
の
本
道
と
成
ル

、
古
し
へ
は
高
舘
の
北
葭
沼
を
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沢
に
付
て
」

新
宮
へ
出
て
鎧
目
第
六
天
塩
川
を
経
て
黒
川
順
道
と
す
、
是
越
後
へ

の
」

一
道
な
り
、
又
越
後
へ
の
本
道
は
羽
賀
の
わ
た
り
を
こ
へ
て
高
寺
よ
り

宇
内
」

の
わ
た
り
を
こ
へ
青
木
佐
野
を
経
て
黒
川
順
道
之
、
往
古
の
本
道
は
青

木
」

よ
り
曲
沢
砂
越
北
田
を
経
て
大
寺
へ
順
道
之
、
天
文
五
年
六
月
廿
八
日

世
に
」

今
年
安
政
七
甲
年

へ
三
百
二
十
五
年

白
飛
希
水
と
云
、
此
時
佐
野
の
村
中
を
押
切
て
大
川
日
橋
川
に
合
せ
り
、

是
」

よ
り
此
道
宇
内
の
渡
り
は
橋
と
成
て
佐
野
の
渡
と
す
、
其
後
慶
長
の
地

震
に
」

山
崎
前
水
湛
へ
菖
蒲
沢
高
寺
街
道
廢
て
今
坂
下

を
本
道
と
せ
り
、
然
る

に
」」（
31
オ
）

又
片
門
の
渡
り
舩
頭
今
西
明
寺
殿
御
印
證
並

芦
名
家
先
太
守
の
」

添
状
持
り
、
し
か
れ
は
西
明
寺
殿
片
門
の
渡
り
を
越
て
新
宮
へ
出
玉
ふ

か
」

舊
記
に
西
明
寺
の
わ
た
り
と
あ
れ
は
此
所
に
て
も
舟
わ
た
し
有
し
に
や
、

天
正
」

年
中
平
田
輔
範
茸
狩
に
来
て
こ
の
松
の
本
に
て
」

な
れ
も
ま
た
思
ひ
出
ら
め
古
し
へ
を
雨
の
や
と
か
せ
や
す
ら
へ
の

松
」

比
丘
尼
平
」

新
宮
の
神
所
と
慶
徳
の
間
の
山
之
、
若
狭
国
小
濱
に
住
す
八
百
比
丘

の
」

舊
跡
之
、
元
亨
建
武
の
頃
を
は
新
宮
の
城
主
平
の
時
明
の
母
従
満
大
」

師マ
マ

此
寺
を
再
興
し
て
住
せ
り
、
明
星
の
井
と
て
山
門
の
と
こ
ろ
に
今
も

あ
り
、
こ
の
」

水
い
か
な
る
旱
魃
に
も
不
滅
、
霖
雨
に
も
不
増
と
云
り
、
開
基
の
尼
此

水
を
飲
て
」」（
31
ウ
）

八
百
年
の
壽
を
た
も
つ
と
て
延
壽
水
と
も
號
り
」

尼
祖
曾
茲
修
念
佛　

道
場
自
涌
箇
霊
泉
」

天
神
所
感
浴
之
後　

齢
寿
長
延
八
百
年
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

智
延
艸
」

不
動
た
い
ら
」

佛
像
運
慶
刻
め
り
、
新
宮
城
下
の
時
堰
の
水
上
た
る
故
に
伏
拝
の
本

尊
」

を
此
所
に
安
置
し
奉
る
な
り
、
今
慶
徳
村
に
移
せ
り
」※
12

濁
川
」天

文
五
年
六
月
廿
八
日
示
現
寺
川
濁
川
に
合
し
て
是
よ
り
川
瀬
」

荒
て
新
宮
の
舊
地
多
は
欠
落
た
り
と
云

々

、
其
後
又
濁
川
の
水
上
」

大
平
の
山
慶
長
十
六
年
八
月
の
地
震
に
ぬ
け
落
て
沼
と
な
れ
り
」」（
32

オ
）

此
川
一
の
御
手
洗
川
な
り
、
示
現
寺
川
は
天
文
六
年
迄
は
一
ノ
堰
源
太

の
方
へ
流
」

れ
り
、
然
し
間
往
古
は
今
の
こ
と
く
な
ら
て
川
の
東
西
皆
在
家
之
川
も

橋
有
」

と
云

々

、
此
川
参
詣
の
人
精
を
な
す
所
之
」

發
句　

ほ
ん
の
ふ
の
垢
や
流
る
ゝ
濁
川　
　
　

貞
祇
」

樒
川　
　

大
檀
二
の
鳥
居
」

濁
川
の
東
に
有
り
、
大
木
と
大
沢
の
間
南
へ
流
た
り
、
西
岸
に
大
檀
、

25



鎧
召
」

の
西
に
当
る
、
此
所
新
宮
二
の
鳥
居
建
し
と
之
、
往
昔
六
月
大
祭
の

時
」

樒
の
御
假
屋
建
り
と
な
り
、
此
川
岸
迄
新
宮
在
家
町
云

々

」

發
句　

御
手
洗
や
実
に
名
に
し
を
ふ
樒
川　
　
　

是
拙
」

三
の
鳥
居
」」（
32
ウ
）

今
鎧
召
の
東
に
鳥
居
田
と
云
所
有
、
貞
享
二
年
此
所
●
り
大
成
柱
根
」

を
ほ
り
出
せ
り
、
二
本
の
柱
の
間
四
間
あ
り
と
、
是
古
し
へ
の
鳥
居
柱

之
と
云
り
」

此
所
に
土
中
に
鳥
居
石
と
て
大
石
あ
り
と
云

々

」

第
六
天　
　

蓬
生
原
の
東
に
あ
り
」

新
宮
社
よ
り
東
へ
行
程
五
十
余
丁
有
り
、
新
宮
全
盛
の
時
一
の
大
門

と
」

す
、
今
第
六
天
村
と
云
、
又
塩
川
の
北
、
新
宮
三
の
鳥
居
、
鎧
召
の
東

は
二
の
」

鳥
居
と
云
説
も
あ
り
、
或
説
に
第
六
天
は
行
基
建
り
と
云

々

」

駒
形　
　

馬
頭
観
音
」

傳
に
云
、
此
駒
形
原
創
立
は
新
宮
に
同
し
、
源
君
東
夷
追
討
の
後
に
」

戦
場
に
駕
玉
ふ
馬
を
神
馬
に
ひ
き
玉
へ
り
、
此
馬
を
つ
な
き
草
飼
所

駒
」」（
33
オ
）

形
原
と
云
、
此
馬
天
上
し
て
空
中
に
い
はマ

マ

へ
失
た
り
と
、
其
繋
け
る
桜

木
を
」

以
て
馬
頭
観
音
を
刻
み
駒
形
と
崇
め
公
命
に
随
て
塩
川
に
馬
市
を
」

た
つ
と
い
へ
り
、
又
本
流
の
観
音
と
云
説
有
、
舊
新
宮
は
河
沼
郡
熊
野

堂
」

村
の
地
な
る
を　

源
君
陸
奥
守
に
任
ん
し
玉
ひ
御
下
向
の
時
今
の
地

に
」

三
所
を
移
し
造
立
ま
し

〱
き
と
な
れ
は
此
時
に
駒
形
原
神
馬
所
に

な
」

せ
り
と
、
上
江
村
東
な
り
、
延
寶
年
中
に
塩
川
に
移
す
と
い
へ
り
、
来

歴
の
部
」

に
委
し
、
此
馬
空
中
嘶
聲
あ
る
こ
と
七
日
、
遠
近
是
を
聞
く
、
後
に
磐

梯
」

山
に
跡
を
留
と
、
其
所
を
厩
か
た
け
と
い
ふ
と
云

々

」

大
沢
村
」

此
村
新
宮
の
舊
記
に
東
大
木
と
有
り
、
所
謂
内
大
木
は
今
大
木
村
、
西

大
木
は
」」（
33
ウ
）

今
の
田
原
な
り
と
、
今
大
沢
村
観
音
堂
の
跡
村
の
旧
記
●
會
津
川
」

の
北
岸
に
あ
り
、
此
本
尊
今
羽
州
米
沢
笹
野
の
権
現
と
崇
む
と
」

い
へ
り
、
乱
世
の
時
此
本
尊
失
せ
り
」

名
に
し
あ
ふ
か
ひ
こ
そ
な
か
れ
大
沢
の
人
を
見
る
め
の
な
し
と
お
も

へ
は　

大
沢
次
房
」

鶴
塚　
　

大
木
と
田
原
と
の
間
な
り
」

む
か
し
大
木
村
に
一
人
の
長
者
あ
り
、
万
寶
に
あ
き
み
つ
と
い
へ
と
も

子
な
し
、
一
」

の
鶴
を
飼
へ
り
、
其
鶴
千
年
の
境
に
至
れ
る
に
や
失
せ
り
、
夫
婦
悲
し

み
の
」

餘
り
に
僧
を
供
養
し
一
の
塚
と
な
せ
り
、
有
夜
其
鶴
彼
の
妻
の
夢
に
」

ま
み
へ
て
云
、
夫
婦
前
生
に
悪
業
有
て
い
ま
た
子
な
し
、
わ
れ
妙
法

の
」

と
く
に
よ
り
人
身
を
う
く
、
汝
か
胎
内
に
や
と
り
家
を
さ
か
や
か
さ
ん
、

ひ
と
へ
に
」」（
34
オ
）
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観
音
の
誓
へ
を
頼
む
へ
し
と
な
り
、
果
し
て
其
と
し
夫
婦
奇
異
の
」

思
ひ
を
な
し
一
院
を
造
立
し
観
音
を
安
置
し
導
師
に
徳
一
大
師
」

を
頼
み
奉
り
是
を
初
と
し
會
津
三
十
三
所
順
礼
、
観
音
を
世
に
み
ち
」

ひ
き
玉
へ
り
と
な
ん
、
大
木
観
音
開
眼
の
時
徳
一
大
師
の
歌
に
」

よ
ろ
つ
世
の
願
ひ
大
木
の
観
世
音
ま
よ
ひ
の
や
み
を
照
し
た
ま
へ

や
」

限
り
あ
る
う
き
世
を
さ
と
れ
鶴
塚
の
千
と
せ
の
跡
も
同
し
道
芝　

直

昌
」」（
34
ウ
）

来
暦
部
」

元
明
天
皇
四
十
三
代　

六
癸
丑
年
會
津
郡
山マ
マ

之
郡
ト
分
ツ
」

聖
武
天
皇
四
十
五
代　

天
平
元
己

巳

年
行
基
到
耶
麻
郡
松
野
村
、
一
笈
」

之
間
於
弥
陀
観
音
地
藏
三
像
營
一
宇
安
置
、
慈
福
山
千
光
寺
號
」

又
寺
以
北
三
森
山
西
蓮
寺
営
為
奥
院
僧
坊
三
百
六
十
宇
也
」

光
仁
天
皇
四
十
九
代　

高
寺
廃
矣
、
往
昔
僧
坊
三
千
余
宇
在
、
此
山
三
十
代
」

欽
明
天
王マ

マ

庚
申
建
云

云

、
開
山
教
師
惠
隆
南
岳
之
惠
慈
弟
子
也
」

河
沼
宇
内
村
之
山
中
舊
跡
有
之
」

桓
武
天
皇　

五
十
代

延
暦
十
二
癸

酉
年
小
川
荘
西
村
八
幡
艸
創
」」（
35
オ
）

平
城
天
王マ

マ　

五
十
一
代
」

大
同
丙
戌
年
徳
一
建
於
野
沢
村
金
剛
山
如
法
寺
安
置
観
音
像
、
此
頃
」

堀
内
ト
云
者
建
於
耶
麻
郡
小
布
瀬
郷
布
瀬
山
大
同
寺
安
置
大
日
像
」

同
二
丁
亥
年
空
海
建
於
磐
梯
山
麓
惠
日
寺
自
刻
丈
六
之
薬
師
安
」

置
之
、
此
頃
徳
一
柳
津
円
藏
寺
ヲ
建
」

同
三
戊

子
年
坂
上
田
村
丸
因
弘
法
ノ
勧
化
建
高
寺
惠
隆
寺
、
千
手
」

観
音
於
山
上
長
二
丈
八
尺
、
脇
士
二
十
八
部
衆
長
六
尺
七
寸
也
」

同
五
年
釈
勝
道
上
人
日
光
ニ
入
」

宇
多
天
皇　

五
十
九
代
」

寛
平
五
癸

丑
年
萬
葉
集
成
」」（
35
ウ
）

安
比
豆
祢
能
久
尓
乎
佐
杼
把
美
安
波
奈
波
婆
」

斯
努
比
尓
世
牟
止
比
毛
牟
須
婆
左
祢
」

醍
醐
天
皇　

六
十
代
」

延
長
二
甲

申
年
三
月
十
三
日
左
下
観
音
祢
無
頭
観
音
」

同
五
丁
亥
年
延
喜
式
成
献　

帝
神
名
帳
所
謂
會
津
郡
二
座
」

伊
佐
須
美
神
社
蚕
養
国
神
社
耶
麻
郡
磐
椅
神
社
也
」

村
上
天
皇　

六
十
二
代
」

康
保
元
甲
子
年
空
也
上
人
建
河
沼
郡
冬
木
沢
八
葉
寺
」

後
冷
泉
院　

七
十
代
」

天
喜
三
乙

未
年
伊
豫
守
源
頼
義
征
於
凶
賊
安
陪
氏
在
奥
州
感
霊
」」（
36
オ
）

夢
勧
請
於
稲
川
荘
塔
寺
八
幡
宮
同
勧
請
於
熊
野
三
所
、
今
河
沼
郡
」

熊
野
堂
村
之
地
也
」

同
五
丁
酉
年
六
月
三
日
源
義
家
修
造
於
塔
寺
八
幡
宮
也
」

康
平
五
壬
寅
年
九
月
十
七
日
安
陪
貞
任
亡
又
十
一
月
二
十
九
日
云

々

」

傳
曰
、
義
家
皈
洛
之
時
會
津
社
戦
場
駕
玉
フ

所
ノ
連
銭
葦
毛
馬
献
神
」

鞍
ト
鐙
新
宮
社
之
重
宝
也
、
神
馬
原
株
櫻
ニ
ツ
ナ
ク
、
後
馬
嘶
上
天
去
」

空
中
有
聲
、
七
日
遠
近
聞
之
、
此
馬
磐
梯
山
ニ
跡
ヲ
留
、
故
謂
厩
カ
嶽

ト
」

又
神
馬
株
所
ヲ
駒
形
原
ト
云
、
人
奇
異
ノ
思
ヲ
ナ
シ
櫻
ノ
木
ヲ
取
」

テ
馬
頭
観
音
ノ
像
ヲ
刻
ミ
一
宇
ヲ
造
立
シ
テ
安
置
ス
、
是
今
ノ
木
」

流
村
ノ
観
音
也
、
又
或
記
塩
川
村
ノ
観
音
也
ト
云
、
又
同
木
也
ト
云
」」

（
36
ウ
）

今
ノ
新
宮
移
時
塩
川
ニ
移
カ
不
詳
、
恐
ク
ハ
同
木
ノ
説
ナ
ル
ヘ
シ
、
駒
」

形
原
ト
云
地
鹽
川
木
流
両
所
ニ
ア
リ
」
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白
河
院　

七
十
二
代
」

應
德
二
乙

丑
年
源
義
家
公
建
熊
野
三
所
于
耶
麻
郡
始
名
新
宮
」

也　

傳
曰
、
頼
義
公
義
家
公
最
初
勧
請
者
河
沼
郡
熊
野
堂
村
之
地
」

也
、
後
経
二
十
餘
年
永
保
之
始
義
家
公
又
任
鎮
守
府
将
軍
陸
奥
守
」

入
府
故
国
士
皆
従
也
、
有
清
原
武
衡
家
衡
者
據
羽
州
金
澤
城
叛
也
」

義
家
雖
攻
焉
固
不
降
、
故
暫
退
軍
於
當
郡
暫
拠
于
尾
山
村
御
舘
」

山
時
感
霊
夢
自
河
沼
郡
熊
野
堂
村
今
耶
麻
郡
新
宮
ノ
地
移
造
」

営
玉
フ
故
新
宮
ト
云
、
今
年
造
営
始
寛
治
三
年
云

々

又
曰
社
領
百
」」（
37
オ
）

余
村
東
塩
川
北
高
額
西
極
入
杉
山
ヲ
限
、
社
僧
三
百
六
十
宇
祢
宜
」

神
主
百
餘
人
云

々

」

堀
川
院　

七
十
三
代
」

長
治
二
乙

酉
年
八
月
義
家
公
六
十
五
歳
而
薨
玉
フ

」※
13

高
倉
院　

八
十
代
」

治
承
三
己

亥
新
宮
前
殿
鰐
口
鑄
造
」

銘
曰　

熊
野
山
新
宮
寶
前
奉
施
入
円
四
尺
五
寸
鰐
口
一
口
」

治
承
三
年
八
月
日　
　
　
　
　
　
　

僧
伊
勢
」

承
安
元
辛
卯　

新
宮
寶
器
銘
此
年
カ
」

銘
曰　

勧
請
新
宮
小
守
宮　
　

地
頭
代
左
兵
衛
少
尉
藤
原
知
盛
」」（
37
ウ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頭
所
代
右
兵
衛
少
尉
平
国
村
」

　
　
　
　

弥
勒
元
年
辛
卯
二
月
廿
二
日
」

又　
　

勧
請
十
五
所
宮
」

　
　
　
　
　
　

會
津
新
宮　
　
　
　
　

大
勧
進
僧
浄
尊
證
一
」

　
　
　
　

弥
勒
元
年
辛

卯
二
月
廿
二
日　

横
三
即
玄
戸
廣
末
」

此
年
号
未
知
、
此
年
ノ
前
年
梅
桃
九
月
花
咲
、
故
ニ
世
俗
弥
勒
ノ
出
」

世
ト
云
ニ
ヨ
リ
私
ニ
作
リ
書
ナ
ル
ヘ
シ
、
寛
喜
三
辛

卯
ハ
新
宮
地
頭
相
」

續
ノ
頃
也
、
天
永
二
辛
卯
ハ
鈴
木
田
部
頭
所
ナ
ル
ヘ
シ
、
後
考
ヲ
待
ツ
」

安
德
天
皇　

八
十
一
代
」

養
和
元
辛

卯
九
月
二
日
越
後
国
城
四
郎
長
茂
會
津
出
羽
越
」」（
38
オ
）

後
之
勢
ヲ
起
向
木
曽
、
同
九
日
信
州
横
田
河
原
ニ
テ
惠
日
寺
ノ
僧
」

浄
丹
戦
死
、
此
頃
大
寺
高
寺
ト
相
論
ス
、
長
茂
大
寺
ト
心
ヲ
合
高
寺
」

ヲ
亡
ス
、
此
序
掠
新
宮
梜
社
領
是
向
信
州
時
不
應
催
促
コ
ト
ヲ
」

憤
テ
也
」

後
鳥
羽
院　

八
十
二
代
」

文
治
五
庚

亥
年
右
大
将
頼
朝
公
奥
州
秀
衡
子
泰
衡
ヲ
亡
シ
玉
フ
、
此
」

時
會
津
四
郡
ヲ
佐
原
十
郎
義
連
ニ
賜
ル
、
因
茲
社
領
悉
没
収
」

建
久
三
壬

子
新
宮
ノ
長
吏
鎌
倉
上
リ
由
来
并
社
領
没
収
ノ
旨
ヲ
」

右
大
将
家
ノ
達
高
聞
、
社
領
二
百
町
ノ
印
證
ヲ
賜
、
同
年
有
信
故
」

頼
朝
公
文
殊
ノ
影
像
ヲ
新
ニ
為
刻
安
置
也
、
是
運
慶
作
也
」」（
38
ウ
）

同
六
年
岩
沢
ノ
二
王
造
立
銘
曰　
　
　
　
　

大
佛
工
僧　

仁
助
」

　
　

奉
造
立
金
剛
力
士
形
像
各
一
軀　
　
　

木
圖
像
僧　

杲
成
」

　
　

建
久
六
大
歳
乙
卯

二
月
吉
祥
日
始
之　
　
　
　

大
旦
那
僧　

琳
覚
」

土
御
門
院　

八
十
三
代
」

正
治
元
己

未
年
正
月
十
三
日
頼
朝
公
薨
玉
フ
、
御
年
五
十
三
」

順
德
院　

八
十
四
代
」

建
暦
二
壬
申
一
交
了
新
宮
大
般
若
経
書
加
」

同
年
芦
名
六
郎
左
衛
門
尉
平
時
連
新
宮
築
城
、
新
宮
氏
ト
ス
」

後
堀
河
院　

八
十
五
代
」

嘉
禄
三
丁
亥
隆
寛
律
師
謫
于
奥
州
也
、
其
地
耶
麻
郡
加
納
荘
上
三
」」（
39

オ
）

ノ
村
願
成
寺
也
、
同
十
二
月
十
三
日
隆
寛
化
于
飯
山
故
移
骸
骨
来
而
」

葬
于
上
三
宮
也
」

後
宇
多
天
皇　

九
十
代
」

28



建
治
三
丁
丑
一
遍
上
代ヒ ニ
ン

新
宮
来
歴
南
嶺
ニ
建
一
宇
、
今
山
崎
村
北
」

嶺
ニ
寺
跡
ア
リ
、
又
黒
川
東
時
寺
建
」

伏
見
院　

九
十
一
代
」

永
仁
二
甲
午
黒
川
ニ
信
州
下
之
諏
訪
ヲ
勧
請
ス
」

同
四
年
新
宮
寶
器
之
銘
曰
」

　
　

奉
懸
會
津
新
宮
證
誠
社
御
正
躰
一
宇
」

　

永
仁
四
丙

申
正
月
十
五
日　
　
　

物
部
友
安
」」（
39
ウ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
氏
女
」

　

新
宮
若
一
王
子
神
器
施
主
同
断
」

　

同
中
ノ
御
前
神
器
同
断
」

右
藤
原
氏
女
者
太
守
芦
名
修
理
大
夫
盛
員
之
妣
也
、
寶
積
寺
殿
金
」

峯
尊
公
大
姉
也
、
盛
員
中
前
代
蜂
起
之
時
於
片
瀬
父
子
討
死
矣
、
高マ

マ

」

十
八
歳
幼
年
成
立
間
女
主
ヲ

立
、
物
部
氏
摂
叓
由
也
」

花
薗
院　

第
九
十
四
代
」

新
宮
牛
王
形マ

マ木
裏
曰
」

　

奉
寄
進
牛
王
判
形
木　
　
　
　
　
　

願
主　

知
城
房
」

　

文
保
二
年
戊

午
十
一
月
二
日　
　
　
　
　　
　

禅
覚
房
」」（
40
オ
）

●後
カ

醍
醐
天
皇　

九
十
五
代
」

元
亨
三
新
宮
神
器
銘
曰
」

　

熊
野
山
新
宮
證
誠
殿
御
正
躰　
　

願
主　

城
仙
房
」

　

元
亨
三
年
癸

刁
十
二
月
廿
四
日　
　
　
　
　

妙
性
房
」

又
熊
野
山
新
宮
両
宮
結
御
前
御
正
躰
願
主
右
同
断
」

又
中
御
前
御
正
躰
願
主
年
号
右
同
」

同
四
年
新
宮
神
器
銘
曰
」

　

敬
白
奥
州
會
津
熊
野
山
新
宮
證
誠
殿
御
寶
前
奉
鑄
懸
」

　

三
尺
御
正
躰
一
面
事
」

右
奉
鑄
懸
三
尺
御
正
躰
一
面
、
志
趣
者
為
天
長
地
久
御
領
圓
満
」」（
40
ウ
）

別
者
當
荘
地
頭
領
家
山
門
繁
昌

〱
〱
殊
者
先
長
吏
尊
性
龍
華
」

々

〱
々
必
開
覺
悟
被
〵
敬
奉
鑄
懸
文
也
而

巳
」

　

元
亨
四
年
甲

子

晩
夏
廿
八
日　
　
　
　

願
主
比
丘
尼
法
明
敬
白
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
旦
那
比
丘
尼
従
満
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
旦
那
左
衛
門
尉
平
時
明
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

助
成
結
縁
衆
一
万
三
百
三
十
三
人
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
勧
進
比
丘
尼
道
仙
并

道
観
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筆
者
入
寺
住
寺
希
雪
」

傳
曰
、
時
明
者
芦
名
六
郎
左
ヱ
門
尉
時
連
之
孫
也
、
所
謂
時
連
宗
明
」

時
明
明
継
也
、
此
頃
時
明
母
従
満
大
姉
比
丘
尼
寺
再
興
、
又
入
寺
ノ
希
」」

（
41
オ
）

雪
者
一
之
寺
ノ
法
務
也
云

〱
」

　

正
中
二
乙

丑
新
宮
神
器
銘
曰
」

　
　

敬
白
奥
州
會
津
新
宮
御
寶
前
奉
鑄
懸
十
一
面
御
正
躰
」

　
　
　

正
中
二
年
晩
冬
十
五
日　
　

鑄
師
兵
衛
尉　

助
成
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
旦
那
比
丘
尼　

観
全
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
勧
進　
　
　
　

道
観
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
勧
進
比
丘
尼　

観
々
」

　
　
　

元
弘
元
辛

未
年
芦
名
遠
江
守
盛
宗
綾
金
村
観
音
堂
建
」

　
　

建
武
三
丙

子
新
宮
大
般
若
末
書
曰
」

　
　
　
　
　

建
武
三
丙

子　
　
　
　

筆
者　

三
位
日
俊
郷
筆
」」（
41
ウ
）

光
明
院　

九
十
七
代
」

暦
應
四
辛

巳
新
宮
神
器
銘
」

　
　

陸
奥
国
會
津
山マ

マ

郡
熊
野
山
新
宮
證
誠
殿
御
鉢
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
旦
那
妙
悟
」
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暦
應
四
年
辛

巳
六
月
三
日　
　

大
勧
進
比
丘
尼
明
月
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
旦
那
平
内
次
労
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
工　

円
阿
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
子
息
定
能
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

結
縁
衆
十
万
人
」

貞
和
五
年
新
宮
大
鐘
鑄
」」（
42
オ
）

　
　
　

銘
曰
」

　
　

奉
冶
鑄　

奥
州
會
津
熊
野
山
新
宮
社
鐘
一
口
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
山
衆
徒
三
十
人
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
旦
那
従
満
大
姉
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
地
頭
平
朝
臣
明
継
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
闍
梨
覺
賢
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

結
縁
衆
百
余
人
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
工　

景
政
」

　
　
　

貞
和
五
己

丑
年
七
月
二
十
一
日　
今
年
安
政
七
庚
申
マ
テ
三
百
九
十
二
年

」

後
光
厳
院　

九
十
九
代
」」（
42
ウ
）

文
和
二
癸

巳
五
月
八
日
勝
常
寺
鐘
成
」

同
三
甲
午
下
野
国
那
須
金
丸
八
幡
宮
鰐
口
成
、
故
有
新
宮
八
幡
」

宮
懸
、
今
三
所
之
前
殿
ニ
有
」

延
文
元
丙

申
正
月
新
宮
大
般
若
経
修
補
、
願
主
大
旦
那
妙
空
書
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
是
地
頭
左
ヱ
門
尉
宗
明
也

」

後
圓
融
院　

第
百
代
」

應
安
元
戊

申
源
翁
和
尚
新
宮
来
歴
北
山
麓
結
庵
、
郡
主
狩
来
入
室
」

深
感
威
風
建
一
宇
、
號
紫
雲
山
慶
德
寺
」

　

伏
按
會
津
之
郡
主
者
芦
名
弾
正
少
弼
詮
盛
也
、
然
慶
德
者
新
宮
」

　

之
、
些

ス
コ
シ
以
北
則
概
新
宮
氏
所
建
也
、
又
按
経
德
者
新
宮
城
下
之
内
」

　

而
小
字
ヲ
村
名
ト
ス
、
詮
盛
他
領
来
有
レ

建
レ

寺
有
又
狩
新
宮
」」（
43
オ
）

　

氏
開
基
必
乎　

此
時
新
宮
氏
者
芦
名
新
宮
左
ヱ
門
尉
時
明
也
」

同
八
年
四
月
廿
三
日
黒
川
東
明
寺
鐘
成
、
同
七
月
十
四
日
源
翁
示
」

現
寺
入
院
」

康
暦
元
己
未
正
月
晦
日
新
宮
地
頭
芦
名
氏
於
北
田
討
死
」

同
二
年
新
宮
中
宮
鰐
口
成
銘
曰
」

奉
施

入
奥
州
會
津
新
宮
荘
熊
野
山
鰐
口
一
口
」

　
　

康
暦
二
年
庚

申
正
月
十
一
日　
　

願
主
伊
豫
阿
闍
梨
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筆
主
直
指
敬
書
之
」

康
應
二
庚

午
年
新
宮
南
宮
鰐
口
成
銘
曰
」※
14

　

奥
州
會
津
新
宮
熊
野
山
両
所
鰐
口
大
旦
那
沙
弥
正
宗
」」（
43
ウ
）

　
　
　

康
應
二
年
壬
三
月
三
日
」

　

沙
弥
政
宗
ハ
太
郎
丸
河
内
守
入
道
也
云

云

」

明
德
五
甲

戌
年
良
鏡
袒
心
二
人
之
僧
新
宮
大
般
若
経
書
加
、
六
百
」

巻
之
内
此
筆
者
多
シ
」

應
永
二
乙

亥
年
正
月
十
一
日
源
翁
到
那
須
密
破
於
殺
生
石
」

垂
示
曰
」

　

汝
元
来
石
頭
喚
殺
生
石
、
霊
従
何
處
来
、
性
自
何
處
起
、
現
今
證
據
」

　

成
佛
性
真
如
全
躰
、
三
摩
曰
會
麼
去
々
結
句
曰
」

　
　

法
々
塵
々
端
的
底　

本
来
面
目
未
曾
藏
」

　
　

現
成
公
案
大
難
事　

異
類
中
行
任
度
量
」」（
44
オ
）

應
永
三
丙

子
年
春
源
翁
到
于
慶
德
寺
夜
坐
、
至
三
更
之
頃
一
女
現
」

面
前
問
曰
是
何
人
、
答
曰
先
受
済
度
於
那
須
野
、
謝
恩
自
今
為
擁
」

護
神
頓
為
白
狐
巻
尾
跪
居
、
少
焉
奔
南
山
、
故
號
山
稻
荷
山
又
称
」

巻
尾
山
」

同
九
年
新
宮
次
郎
盛
俊
加
納
荘
領
主
亡
、
佐
原
氏
同
年
北
田
氏
ト
」
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心
ヲ
合
黒
川
ヲ
窺
フ
」

同
十
癸
未
正
月
晦
日
盛
俊
新
宮
城
ヲ
落
去
、
而
小
布
瀬
ノ
城
ニ
籠
」

同
五
月
黒
川
ヱ
和
ヲ
乞
フ
」

同
年
處
海
新
宮
ニ
細
字
法
華
経
ヲ
納
経
筒
銘
曰　
妙
法
蓮
華
経

筆
者
處
海　

」

　
　

新
宮
熊
野
山
経
筒　
　
　
　
　
　
　

作
者
禅
藤
」」（
44
ウ
）

　
　
　

應
永
十
年
癸

未
二
月
廿
九
日　
　

申
口
所
弘
尊
収持

」

同
十
六
己

丑
河
沼
郡
垂
川
禅
定
寺
炎
上
、
此
寺
月
堂
和
尚
艸
創
七ヒマ
マ

」

七
堂
伽
藍
之
地
也
」

穪
光
天
皇　

百
二
代
」

同
二
十
年
新
宮
盛
俊
謀
叛
自
黒
川
所
被
置
郡
代
ヲ
討
、
高
舘
ニ
籠
」

同
年
新
宮
軍
塩
坪
軍
遠
田
軍
」

同
二
十
二
乙

未
年
十
一
月
廿
一
日
夜
黒
川
ノ

兵
圍
新
宮
高
舘
ノ
」

城
攻
、
自
是
毎
年
戦
有
テ
大
ニ
亂
ル
」

同
二
十
三
丙
申
年
黒
川
興
德
寺
鐘
成
」

同
二
十
五
年
三
月
廿
五
日
惠
日
寺
炎
上
、
丈
六
薬
師
像
又
燼
」」（
45
オ
）

同
二
十
六
年
己

亥
年
六
月
廿
九
日
夜
自
新
宮
小
川
城
攻
落
、
同
七
月
」

廿
八
日
夜
小
布
瀬
城
自
黒
川
攻
」

同
年
七
月
黒
川
々
自
今
羽
黒
押
切
ル
」

同
廿
七
庚

子
年
七
月
二
日
夜
盛
俊
高
舘
城
落
去
、
奥
川
城
ニ
籠
ル
」

又
自
黒
川
攻
落
之
盛
俊
奥
川
城
落
去
、
越
後
国
五
十
公
野
住
ス
」

同
二
十
八
辛

丑
年
傑
堂
能
勝
天
寧
寺
ヲ
建
、
勝
者
楠
正
成
子
」

也
云

云

」

後
花
園
院　

百
三
代
」

新
宮
熊
野
山
牛
王
印
曰
」

　

新
宮
熊
野
常
住
之
牛
王
寶
印
」」（
45
ウ
）

　
　

永
享
二
年
庚

戌
正
月
吉
日　
　

作
者
山
岸
坊
上
野
」

永
享
五
癸

丑
年
十マ
マ

月
廿
三
日
盛
俊
兄
弟
拠
小
川
城
谷
沢
奥
人
々
」

谷
ニ
テ
自
害
、
此
時
相
伴
テ
死
者
参
河
守
尾
張
守
等
凡
十
人
也
」

同
七
乙

卯
年
新
宮
若
一
女
王
子
御
前
鰐
口
成
銘
曰
」

　

奥
州
會
津
熊
野
山
若
一
王
子
御
前
鰐
口
也
」

　
　

永
享
七
年
乙

卯
十
二
月
廿
七
日　

旦
那
申
口
所
毫
順
彫
工
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

裏
ニ
若
一
王
子
旦
那
熊
宮
秀
家
」

　

右
若
一
王
子
五
所
ノ
王
子
ノ
一
也
北
ノ
御
前
ニ
懸
リ
」

文
安
四
丁
卯
年
塔
寺
鐘
成
」

長
禄
二
戊

寅
年
六
月
廿
日
日
輪
二
ツ

並
出
、
同
八
月
廿
四
日
芦
名
氏
欲
」」

（
46
オ
）

攻
於
伊
達
氏
起
七
千
余
騎
之
勢
金
上
氏
大
将
也
」

寛
正
三
壬

牛
年
四
月
八
日
日
三
ツ
並
出
」

同
四
年
正
月
元
日
日
三
ツ
並
出
」

後
土
御
門
院　

百
四
代
」

文
明
六
甲

牛
年
六
月
廿
一
日
法
用
寺
鐘
成
」

同
十
六
甲

辰
年
八
月
廿
四
日
盛
髙
磐
瀬
合
戦
」

明
應
元
壬

子
黒
川
乱
盛
高
入
于
伊
藤
氏
宅
、
九
月
塔
寺
八
幡
華
表
」

ヨ
リ
血
流
出
為
禳
災
自
官
府
令
誦
般
若
」

同
三
甲

寅
年
五
月
十
五
日
盛
高
卒
兵
三
千
餘
騎
入
長
井
経
二
十
」

余
日
事
平
矣
、
此
年
四
月
晦
日
ヨ
リ
八
月
迄
旱
シ
諸
穀
草
木
枯
也
」」（
46

ウ
）

同
八
年
己

未
正
月
盛
高
圍
綱
取
城
、
二
月
五
日
落
城
、
是
松
本
勘
解
」

由
居
城
也
、
同
六
日
松
本
對
馬
被
戮
今
年
大
饑
饉
」

同
七
戊

午
八
月
二
十
五
日
巳
刻
大
地
震
」

同
九
庚

申
年
六
月
一
日
新
宮
若
一
王
子
再
興
成
就
」

　
　
　

棟
札
曰
」
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多
聞　

持マ
マ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

諸
成
事
大
梵
天
王
」

　
　

聖
衆
天
中
天　
　
　
　
　
　
　
　
　

諸
戒
事
阿
弥
陀
如
来
」

　
　

迦
陵
頻
伽
声　
　
　
　
　
　
　
　
　

碍
文
師
文
殊
師
利
菩
薩
」

　

上　
　
　
　

答
参
誠
戒
師
釈
迦
牟
尼
佛
」

　
　

哀
愍
衆
生
者　
　
　
　
　
　
　
　
　

戒
行
事
普
賢
菩
薩
」」（
47
オ
）

　
　

我
等
今
敬
禮　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
行
叓
観
世
音
菩
薩
」

　

増
長　

廣
目　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

諸
行
事
釋
天
王
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
一
行
あ
き
）」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

當
寺
守
護
西
海
枝
駿
河
守
」

　
　
　
　
　

芦
名
修
理
大
夫　
　
　
　
　
　

大
旦
那
行
次
子
申
口
所
」

　

新
宮
北
御
前
若
一
王
子
奉
造
立　
　
　

同
大
旦
那
之
祖
母
同
母
廿
二
歳

」

　
　

明
應
九
年
大
歳
庚
申

六
月
一
日　
　
　
　
　
　

新
田
筑
後
守
」

　
　
　
　
　
　

本
願
祐
尊
聖
十
穀　
　
　
　
　

熊
鶴
丸
之
母
新
宮
千
日

」

中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
次
子
長
吏
所
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
次
子
五
郎
」」（
47
ウ
）

ニ
ク
コ
イ
ヤ
コ
ト
ラ
コ
●
●
ヤ
か
し
写

不
解　
　
　

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
工
越
後
国
鯖
瀬
住
人
祝
藤
貞
吉

　
　
　

右
ノ
方
下　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

其
子
亦
五
郎
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

其
子
德
四
郎
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
マ
次
郎
」

次
東
サ
ヘ
モ
ン
次
郎
ヒ
コ
四
郎
小
次
郎
小
五

郎
」

右
マ
次
郎
ヒ
コ
五
郎
イ
ヤ
太
郎
大
工
祖
父
ヒ
コ

四
郎
」

鍛
冶
大
工
黒
川
住
人
右
馬
太
郎　

杣
取
五
十
人
」

左
ノ
方
下　
　
　
　

申
口
弟
子　

山
城　

土
佐　

式
部　

栄
厳　

近

江
」

少
貮　

佛
阿
弥　

少
貮　

四
位　

三
位　

定
寸

　

尾
張
」」（
48
オ
）

申
口
之
擁
護
三
合
左
エ
モ
ン
五
郎　

流
寸
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

其
外
下
人　

百
余
人
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筆
者
了
通
」

後
柏
原
院　

百
五
代
」

文
亀
元
辛

酉
十
二
月
十
日
大
地
震
」

同
二
年
新
宮
證
誠
社
再
興
棟
札
文
曰
但
佛
ノ
文
ハ
若
一
王
子
ニ
同
」

末
書
如
左
」

　

奉
造
立
新
宮
證
誠
社
二
間
一
面
一
宇
」

　
　

文
亀
二
大
歳

壬
戌
天
二
月
五
日
」

　
　
　
　
　
　

芦
名
修
理
大
夫
」」（
48
ウ
）

　
　
　
　
　
　
　
　

當
寺
守
護
西
海
枝
駿
河
守
」

　
　
　
　
　
　
　
　

祐
尊
聖
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
旦
那
簗
田
右
京
亮
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
大
旦
那
ノ
母
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旦
那
ノ
子
申
口
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
子
長
吏
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
子
五
郎
」

　
　
　
　
　
　

鍛
冶
大
工　

右
馬
太
郎　
其
子
源
四
郎

同
イ
マ
太
郎

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヒ
コ
四
郎
サ
ヘ
モ
ン
五
郎
太
郎
五
郎
三
郎
次

郎
」

　
　
　
　
　
　

大
工
越
後
国
鯖
瀬
住
人
祝
藤
貞
吉
其
子
又
五
郎
」」（
49
オ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
工
ヒ
コ
三
郎　

サ
ヘ
モ
ン
四
郎
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旦
那
ノ
眷
属　
　

近
江
」
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両
對
靍
子
ヱ
モ
ン
五
郎　

大
イ
三
郎　

又
五

郎
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
鍬
引
マ
コ
五
郎　

杣
取
百
四
人
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筆
者
了
通
」

右
棟
札
ニ
芦
名
修
理
大
夫
ト
有
ハ
大
守
盛
髙
公
也
、
寺
守
護
西
海
」

枝
氏
ハ
大
守
ノ
一
門
ニ
シ
テ
此
頃
威
勢
ア
ル
人
也
、
天
文
九
年
黒
」

川
諏
訪
社
再
興
ノ
棟
札
ニ
其
頃
四
天
宿
老
ノ
旗
下
ノ
地
頭
地
連
」

名
ノ
中
ニ
モ
西
海
枝
宮
内
大
輔
ト
筆
頭
ニ
載
タ
リ
、
是
駿
河
守
ノ
」

息
盛
輔
ノ
叓
也
、
又
此
時
簗
田
右
京
亮
行
次
嫡
子
申
口
所
ヲ
續
、
次
男
」」

（
49
ウ
）

長
吏
所
ヲ
續
リ
、
故
ニ
長
吏
ヲ
末
ニ
書
ナ
ル
ヘ
シ
、
在
廳
ハ
南
宮
速マ

マ

」

守
護
シ
申
口
ハ
北
宮
結
御
前
ヲ
守
護
ス
、
長
吏
一
山
ノ
長
ニ
シ
テ
」

中
ノ
宮
證
誠
殿
ヲ
守
護
セ
リ
ト
云

云

、
舊
記
ニ
宮
山
ヲ
長
吏
山
、
駿
」

河
山
ヲ
申
口
山
、
ミ
タ
ケ
山
ヲ
在
廳
山
ト
云

云

、
按
ル
ニ
三
別
當
ノ
名
」

紀
州
本
宮
ヲ
移
ス
ナ
ル
ヘ
シ
、
長
吏
在
廳
申
口
迚
今
猶
本
宮
ニ
有
」

昔
時
六
條
判
官
為
義
ノ
聟
熊
野
別
當
教
眞
之
孫
葉
三
家
ニ
分
レ
」

テ
三
所
ヲ
守
護
ス
ト
云

云

、
今
紀
州
新
宮
奈
智
共
ニ
此
名
ア
ル
別
」

當
ナ
シ
、
又
棟
札
ニ
有
所
ノ
祐
尊
聖
是
何
人
ソ
、
新
宮
寺
ノ
法
務
ニ
」

シ
テ
一
ノ
寺
ニ
住
セ
リ
、
貞
和
ニ
覚
賢
阿
闍
梨
康
暦
ニ
伊
務
」

阿
闍
梨
ナ
ト
書
ル
此
寺
ノ
法
務
也
、
社
職
皆
當
山
開
興
ノ
時
義
」」（
50
オ
）

家
公
被
立
置
所
也
、
熊
野
ノ
社
僧
者
天
台
眞
言
相
交
レ
リ
、
弥
宜
神
」

職
モ
往
古
者
又
然
リ
ト
云

云

」

同
年
十
二
月
十
六
日
常
世
氏
被
戮
勝「

氏
勝
常
氏
ナ
ラ
ン

三
橋
氏
小
荒
氏
追
放
」

同
三
癸

亥
七
月
廿
日
黒
川
発
兵
陣
于
本
宮
山
内
兵
士
到
于
長
井
」

口
、
同
年
新
宮
大
般
若
経
修
補
経
匣
書
曰
」

文
亀
永
正
ノ　

支
幹
相
違
見
ル　

文
亀
三
甲
子
伍
月
日
大
旦
那
簗
田
右
京
亮
行
次
」

永
正
元
甲
子
年
大
雨
雪
天
下
大
鐖
饉
、
同
二
年
盛
高
父
子
有
隙
也
」

同
三
丙
寅
年
慶
德
寺
僧
清
源
建
眞
木
村
清
源
寺
」

同
十
三
丙

子
十
二
月
十
八
日
辰
刻
日
三
ツ

出
白
虹
吐
焉
、
晦
日
大
水
」

同
十
四
丁

丑
十
二
月
八
日
盛
高
薨
、
同
十
八
年
辛

巳
二
月
盛
滋
薨
」」（
50
ウ
）

同
年
五
月
二
日
盛
舜
被
攻
南
山
城
、
同
六
月
猪マ

マ代
ト
黒
川
ト
戦
」

大
永
壬

午
佐
瀬
安
石
建
見
頃
村
長
泉
寺
住
法
相
従
林
光
也
、
此
頃
」

新
宮
寺
雅
仁
阿
闍
梨
住
シ
テ
宗
綱
ヲ
立
ト
縁
起
ニ
有
、
未
詳
」

同
四
甲
申
年
山
内
乱
、
同
年
百
日
旱
ス
」

後
奈
良
院　

百
六
代
」

享
禄
四
辛

卯
年
三
月
朔
日
一
蛇
出
于
西
明
寺
渡
一
日
一
夜
不
流
」

下
流
」

天
文
二
癸

巳
慶
德
寺
一
峯
建
於
宮
在
家
村
長
傳
寺
」

同
三
甲

午
會
津
伊
達
磐
瀬
白
川
ノ
四
将
岩
城
石
川
二
将
ト
戦
」

同
五
丙

申
六
月
廿
八
日
大
洪
水
大
川
佐
野
ノ
北
ヲ
押
切
新
橋
川

ニ
合
ス

」」

（
51
オ
）

此
時
迠
ハ
金
上
ノ
南
ヲ
西
ニ
流
、
世
俗
是
ヲ
白
鬚
水
ト
云
、
此
時
又
」

示
現
寺
川
濁
川
ニ
合
ス
」

同
七
年
三
月
十
五
日
或
書　
　

廿
一
日
ト

黒
川
諏
訪
社
炎
上
」

同
八
年
八
月
五
日
耶
麻
郡
亂
、
同
十
年
猪
苗
代
謀
叛
、
同
十
二
年
七
」

月
廿
一
日
盛
氏
卒
兵
到
于
伊
南
伊
北
」

同
年
新
宮
社
大
祭
礼
相
撲
田
楽
日
記
曰
」

一
番　

か
ん
の
う
下
三
宮
か
事　
　
　
　
　

十
三
番　

な
か
を
」

二
番　

か
い
ぬ
ま　
　
　
　
　
　
　
　

十
四
番　

つ
か
は
ら
」

三
番　

か
の
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
五
番　

も
ん
て
ん
」

四
番　

あ
う
き
に
し　
ひ
か
し

う
ち
ち
か
ひ　

定
本
庄
東
庄　

加
納
庄
松
野

六
月
會
相
撲
日
記
」」（
51
ウ
）

五
番　

あ
か
ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　

一
番　
右
か
い
ぬ
ま

左
ま
つ
の

」
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六
番　

よ
ろ
い
の
め　
　
　
　
　
　
　

二
番　
右
●不
鮮
明
●
●
き

左
ふ
し
さ
は

」

七
番　

あ
ら
わ
け　
　
　
　
　
　
　
　

三
番　
右
ま
ん
り
き　

貞
享
以
前
一
切
経
と
云

左
お
く
か
は　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

八
番　

中
村
一
の
せ
き　
　
　
　
　
　

四
番　
右
つ
か
は
ら

左
な
か
を

」

九
番　

あ
や
か
ね　
　
　
　
　
　
　
　

五
番　
右
ひ
か
し
あ
ら
き　

今
大
沢

左
た
か
よ
し　
　
　
　
　

」

十
番　

た
ら
ふ
ま
る　
　
　
　
　
　
　

六
番　
右
に
し
あ
ら
き　

今
田
原

左
あ
や
か
ね　
　
　
　

」

十
一
番　

た
か
き　
　
　
　
　
　
　
　

七
番　
右
あ
か
ふ
し　

貞
享
以
後
赤
星

左
あ
ら
わ
き　
　
　
　
　
　

」

十
二
番　

お
ふ
き　
　
　
　
　
　
　
　

八
番　
右
よ
ろ
ひ
の
め　

貞
享
以
後
鎧
召

左
た
か
き　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
番　
右
あ
ら
わ
き

左
た
か
き

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
番　
右
あ
ら
わ
け

左
の
ふ
り
き

」」（
52
オ
）

十
一
番　
右
ひ
か
し
な
か
を

左
の
ふ
り
き　

　
　
　
　
　
　
　

右
一
所
定
如
件
」

十
二
番　
右
一
の
せ
き

左
け
い
と
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
楽
日
記
」

十
三
番　
右
か
の
ふ　

今
上
三
宮
之

左
け
い
と
く　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

万
力
能
力
高
木
経「
德

今
慶
德

よ
り
衆
徒
」

十
四
番　
右
か
ん
の
ふ　

今
下
三
宮
之　
　
　
　

左
も
ん
て
ん　

庄
の
名
之
若
松
の
邊
之　
　
　

四
人
数
合
八
人
」

　

十
五
番　
右
か
ん
の
ふ

左
も
ん
て
ん　
　
　
　
　
　
　

奥
州
會
津
新
宮
熊
野
長
吏
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
文
十
四
乙
巳
正
月
吉
日
写
之
」

右
神
前
之
役
相
撲
當
社
ニ
用
事
ハ
義
家
公
武
衡
追
討
之
時
計
略
」

ノ
故
有
テ
ヨ
リ
毎
歳
六
月
祭
禮
ニ
用
ユ
、
勝
コ
ト
十
五
番
ニ
及
者
ニ
」

ハ
長
吏
名
乗
ヲ
与
テ
在
名
ト
ス
、
今
万
力
能
力
ト
云
村
名
是
往
昔
」

相
撲
ノ
名
乗
ニ
因
テ
也
、
往
古
ヨ
リ
會
津
七
太
社
ニ
分
ツ
テ
鎮
守
」」（
52

ウ
）

祭
新
宮
社
ハ
耶
麻
郡
ノ
大
鎮
守
ニ
シ
テ
東
ハ
金
川
北
ハ
檜
原
南
ハ
」

大
川
ヲ
境
ト
シ
テ
西
ハ
奥
川
郷
極
入
杉
山
ヲ
限
ト
ス
、
然
ニ
右
ノ
」

記
ニ
門
田
ア
リ
、
門
田
ノ
荘
ハ
黒
川
諏
方
社
ノ
鎮
守
ニ
シ
テ
然
モ
河
」

沼
郡
ヲ
隔
テ
ハ
ル
カ
ニ
此
祭
ニ
加
コ
ト
如
何
ト
ナ
レ
ハ
新
宮
落
城
」

シ
テ
新
宮
ノ
民
家
居
ヲ
黒
川
ニ
移
ス
、
因
テ
古
郷
ヲ
不
忘
此
時
迄
」

役
者
ニ
加
フ
ト
云

云

、
今
黒
川
ニ
有
町
名
北
小
路
馬
場
道
場
小
路
高
野
町
」

等
ノ
名
新
宮
ノ
田
畠
ニ
呼
也
、
又
松
野
ヲ
荘
ノ
並
ニ
一
村
別
ニ
書
」

コ
ト
故
ア
ル
ニ
ヤ
、
今
モ
大
晦
日
ニ
市
ア
リ
、
往
昔
會
津
七
社
ハ
耶
麻
」

新
宮
熊
野
神
社
同
郡
猪
苗
代
磐
椅
神
社
會
津
郡
蚕
養
神
社
同
郡
」

八
角
伊
舎
須
弥
神
社
同
羽
黒
神
社
大
沼
郡
髙
田
ノ
伊
佐
須
弥
神
」」（
53
オ
）

社
河
沼
郡
塔
寺
八
幡
宮
是
ヲ
七
大
社
ト
云
也
、
黒
川
ノ
諏
訪
社
ハ
」

門
田
ノ
荘
ノ
鎮
守
ト
ス
、
是
永
仁
以
来
也
」

天
文
十
六
丁
未
八
月
八
日
盛
氏
長マ

マ

合
戦
、
今
年
盛
興
誕
生
」

弘
治
三
年
耶
麻
郡
宮
在
家
古
四
王
建
棟
札
曰
」

　
　
　
　
　
　
　
　

大
納
言
伊
藤
藤
原
義
貞
」

　
　

弘
治
三
丁

巳
年
八
月
吉
日　

大
工
越
前
国
浅
倉
太
郎
左
衛
門
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

檀
那　
　
　
　

三
瓶
常
實
」

正
親
町
院　

百
七
代
」

永
禄
元
戊

午
年
京
知
恩
院
岌
刕
上
人
下
向　

天
子
御
皈
依
僧
也
」

太
守
盛
氏
除
爵
之
綸
旨
携
来
、
青
木
村
示
現
山
聖
德
寺
ニ

五
種
ノ
」」（
53

ウ
）

霊
寶
ヲ
置
」

同
六
癸
亥
年
新
宮
社
葺
替
棟
札
曰
」

奉
葺
社
一
宇
」

夫
當
社
熊
野
三
所
権
現
霊
神
也
、
伺
本
地
無
量
壽
尊
醫
王
薄
伽
観
」

在
薩
埵
三
舁
也
、
為
衆
生
守
和
光
日
域
垂
跡
為
群
族
利
仝
塵
東
土
」

現
化
貴
可
崇
此
神
敬
合
此
廟
也
、
積
星
霜
香
久
移
居
諸
稍
遥
棟
梁
」

朽
損
軒
禄
破
壊
、
而
當
社
申
口
隠
居
時
尅
簗
田
左
京
兆
政
秀
且
報
」

恩
且
為
意
願
飽
足
励
無
二
懇
篤
被
奉
上
葺
者
仰
願
當
所
静
謐
」

傳
家
門
榮
花
子
孫
郷
内
安
全
流
寺
中
豊
饒
末
代
令
獲
二
世
安
楽
」

願
望
給
敬
白
」」（
54
オ
）

　

永
禄
六
年
癸

亥
四
月
十
日
」
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奉
選
宮　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
常
寺
住
寺
賢
性
」

　
　
　
　
　

當
時
屋
形
盛
氏
嫡
男

盛
興
」

　
　
　
　
　
　
　
　

社
寺
奉
行　
　

平
田
常
範
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
葺
求　
　
　
　

政
秀
」

　
　

右
ノ
方　
　
　
　

三
別
當　
　

長
吏
寛
成
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

在
廳
真
空
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
口
勝
秀　

荘
内
役
人
宗
右
ヱ
門　

仁
兵
衛　
　

三
郎
左
ヱ
門

」

　
　
　
　
　

申
口
弟
子
大
円　
　

寶
藏　

文
識　

祐
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
位
申
口
内
儀
ノ
母
」」（
54
ウ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
田
駿
河
守　

同
内
儀
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

簗
田
仁
九
郎　

同
内
儀
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
部
中
兵
衛　

經
德
孫
九
郎マ

マ

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
塚
彦
兵
衛　

同
内
儀
宇
都
木
小
太
郎
同
内
儀
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
江
平
八
郎
母　

佐
野
治
部
少
輔　

同
内
儀
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

簗
田
左
京
亮　

同
忠
兵
衛　

同
次
郎
五
郎
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
口
乳
長
吏
弟
子
民
部
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
藏
院　
　

經
德
殿
武
藤
和
泉
守
」

元
亀
三
壬
申
新
宮
社
領
ト
地
頭
領
ト
境
目
相
論
ア
リ
、
黒
川
家
ノ
臣
」

富
田
氏
實
和
談
之
状
曰
」」（
55
オ
）

　
　
　

今
般
新
宮
田
原
問
答
之
河
原
某
為
取
噯
免
御
領
所
下
地
田
原
」

　
　
　

之
分
相
付
申
候
、
雖
然
従
新
宮
無
相
違
彼
河
原
江

被
入
従
田
原
」

　
　
　

被
防
間
敷
之
由
申
理
候
、
其
上
彼
地
互
田
留
聊
成
不
可
相
」

　
　
　

起
候
、
平
左
固
弾
御
間
敷
歎
存
候
故
御
異
見
候
所
御
納
得
祝
」

　
　
　

着
之
至
ニ

候
、
為
後
日
如
此
一
筆
相
渡
申
候
恐
々
敬
白
」

　
　
　
　

元
亀
三
年
壬

申
七
月
十
三
日　
　

富
田
氏
実
判
」

　
　

寛
文
其
記
ニ

詳
ニ

出
ス　
　

新
宮
三マ
マ

別
當
進
覧
」※
15

天
正
三
乙

亥
年
六
月
五
日
盛
興
薨
同
年
知
恩
院
岌
州
僧
正
来
歴
」

同
八
庚

辰
六
月
十
七
日
盛
氏
薨
、
号
瑞
雲
院
竹
岩
居
士
」

同
十
二
甲

申
十
月
六
日
盛
隆
寵
臣
大
場
ニ
シ
イ
セ
ラ
ル
」」（
55
ウ
）

同
十
三
乙

酉
五
月
十
日
夜
政
宗
入
田
附
口
ヨ
リ
乱
入
、
同
十
一
日
関
」

柴
合
戦
政
宗
無
利
帰
」

同
十
四
丙

年
十
二
月
廿
二
日
亀
王
丸
早
世
、
盛
隆
ノ
子
也
」

後
陽
成
院　

百
八
代
」

同
十
五
丁

亥
年
三
月
佐
竹
義
廣
會
津
ノ
家
督
續
改
ア
ラ
タ
ム二

盛
重
一

」

同
十
六
戊

子
夏
新
宮
神
山
ノ
神
木
数
十
本
枯
、
同
年
秋
熊
野
ノ
」

池
又
一
ノ
寺
ノ
泉
水
旱
」

同
十
七
己

丑
六
月
五
日
政
宗
摺
上
原
合
戦
、
盛
重
無
軍
利
常
州
佐
」

竹
ヱ
落
去
」

同
月
新
宮
ノ
社
士
某
一
山
ノ
證
判
ヲ
盗
テ
政
宗
ヱ
降
参
、
新
宮
ノ
」」（
56

オ
）

長
官
ヲ
乞
、
三
別
當
嗷
訴
、
因
之
社
士
會
津
ヲ
逃
去
、
米
沢
ニ
テ
山
賊
」

ニ
被
害
云

云

、
此
時
自
頼
朝
公
所
賜
ノ
二
百
町
ノ
印
證
并

開
記
等
」

ヲ
失
ス
、
是
當
山
衰
困
ノ
初
也
」

同
十
八
庚

寅
七
月
十
三
日
政
宗
米
澤
ヱ
移
、
同
九
月
五
日
蒲
生
宰
」

相
氏
郷
黒
川
ニ
打
入
玉
フ
」

文
禄
元
壬
辰
氏
郷
黒
川
ヲ
名
若
松
」

同
三
甲

午
鎮
下
稻
初
穂
施
入
」

同
四
乙

未
二
月
七
日
氏
郷
於
京
都
逝
去
、
同
年
七
月
十
三
日
蒲
生
」

秀
行
會
津
ヱ
入
部
、
今
年
新
宮
稻
初
穂
無
施
入
訴
之
官
府
糺
」

明
鎮
下
両
年
分
今
年
施
入
」」（
56
ウ
）

慶
長
三
戊

戌
秀
行
野
州
宇
都
宮
ヱ
移
玉
フ
、
上
杦
景
勝
會
津
ニ
」

入
部
」
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同
六
辛
丑
八
月
廿
五
日
景
勝
羽
州
長
井
ニ
移
玉
フ
」

同
年
九
月
廿
六
日
蒲
生
秀
行
宇
都
宮
ヨ
リ
會
津
イマ

マ

再
入
、
此
時
」

新
宮
社
衰
困
而
破
壊
ヲ
訴
フ
、
来
由
ヲ
糺
玉
フ
、
往
昔　

源
君
奉
納
」

シ
玉
フ
鞍
鐙
ヲ
呈
上
ス
、
修
補
ヲ
加
社
供
ヲ
寄
附
シ
玉
、
其
文
曰
」

　

會
津
於
領
分
御
知
行
五
十
石
寄
進
候
全
可
令
収
納
者
也
」

　
　
　

慶
長
六
」

　
　
　
　
　
　

十
月
十
八
日　
　

秀
行
判　
御
黒
印
古
文
字
ニ
テ
秀
郷
ト
有

蒲
生
氏
ハ
俵
藤
太
ノ
裔
也
ト

」

　
　
　
　
　
　
　
　

新
宮
別
当
坊　
　
　
　
然
レ
ハ
先
祖
ノ
印
ヲ
用
ヒ
来
リ
玉
ヘ

シ
ト
見
ユ　
　
　
　
　
　
　
　
　

」」（
57
オ
）

同
十
乙

巳
年
自
檜
原
山
石
森
山
黄
金
出
ル

」

同
十
一
丙

午
五
月
十
一
日
蒲
生
忠
郷
誕
生
シ

玉
フ
」

同
十
六
辛

亥
八
月
廿
一
日
巳
剋
大
地
震
、
是
ヨ
リ
月
ヲ
越
テ
不
止
、
此
時
」

新
宮
ノ
神
社
佛
閣
倒
テ
三
所
ノ
神
殿
計
残
、
此
後
三
社
ノ
前
殿
ノ
」

外
無
造
営
、
此
時
山
崎
前
大
川
ノ
地
形
ユ
リ
上
テ
流
水
湛
四
方
七
」

里
ニ
横
流
シ
テ
新
湖
ト
成
ル
、
青
木
聖
德
寺
観
音
堂
湖
水
倒
、
越
後
」

海
道
高
寺
通
ス
タ
レ
テ
坂
下

ニ
移
ス
」

同
十
七
壬
子
五
月
十
四
日
秀
行
薨
、
号
弘
真
院
殿
前
拾
遺
覚
山
」※（
別

筆
）

静
雲
大
居
士
」

同
十
九
甲
寅
年
蒲
生
忠
郷
新
宮
三
所
ノ
神
殿
前
殿
修
補
」」（
57
ウ
）

シ
玉
フ
、
棟
札
文
曰
」

夫
當
山
由
緒
者
熊
野
三
所
権
現
奉
勧
請
三
所
権
現
是
也
、
本
」

宮
者
弥
陀
如
来
應
用
摂
取
不
捨
大
願
光
明
遍
照
威
光
世
、
神マ

マ

」※（
別
筆
・

終
）

宮
者
医
王
逝
化
現
一
經
其
耳
衆
病
悉
除
如
来
、
那
智
千
手
」

観
音
分
身
示
現
衆
生
福
聚
海
無
量
尊
主
也
、
然
處
慶
長
十
六
」

天
八
月
廿
一
日
巳
尅
大
地
震
、
故
悉
以
大
破
依
去
雖
五
濁
乱
」

満
澆
季
太
守
修
造
給
依
、
而
當
村
衆
并
耶
麻
郡
々
類
道
俗
男
女
」

蒙
衆
力
集
材
木
石
俄
従
卯
月
至
當
月
造
畢
也
、
依
之
今
月
今
日
」

新
造
長
床
供
養
、
會
津
郡
中
参
詣
群
類
人
々
續
踵
如
稲
麻
」

竹
葦
数
萬
詣
衆
無
雲
外
郭
土
同
證
佛
果
起
因
也
、
尚
以
神
」」（
58
オ
）

前
参
詣
万
人
永
家
門
榮
花
子
孫
攘
災

與
樂
德
益
積
万
代
不
朽
珎
」

寶
倉
庫
孕
溢
基
也
、
殊
當
所
静
謐
安
穩
無
為
社
内
安
全
百
姓
人
」

民
如
意
飽
足
如
件
、
従
往
昔
任
先
例
醫
王
山
勝
常
寺
法
務
日
道
上
」

人
、
催
諸
衆
理
起
三
昧
法
事
并

本
願
長
吏
在
廳
申
口
大
同
寺
養
林
」

房
龍
藏
院
滝
本
坊
別
當
太
夫
安
済
老
」※
16

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

當
時
御
屋
形
下
野
守
殿
、
天
下
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

将
軍
家
康
公
之
御
孫
也
、
并

三
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奉
行
町
野
長
門
守
稲
田
数
馬
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

助
岡
越
後
守
、
御
城
取
次
内
堀
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
豫
守
當
所
給
人
廿
七
人
、
肝
」」（
58
ウ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

煎
三
人
、
大
工
七
郎
左
衛
門
、
葺
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
掃
部
助
、
鍛
冶
彦
七
郎
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
常
寺
常
住
日
道
上
人
」

寛
永
三
壬

刁
再
在
公
所
新
宮
寺
之
重
寶
呈
上
官
府
、
其
中
ニ

八
幡
太
郎
」

義
家
公
昔
年
東
夷
追
討
之
時
戦
場
乗
玉
ふ
所
の
鞍
と
鐙
有
、
鞍
の
前
」

山
形
に
以
金
義
家
之
二
字
同
後
ノ
山
形
ニ
置
心
明
鏡
如
臺
と
有
、
當
」

社
第
一
寶
也
、
無
返
與
」

同
四
年
正
月
四
日
忠
郷
薨
」

同
年
丁

卯
五
月
五
日
加
藤
左
馬
介
喜
明
公
會
津
入
部
シ

玉
フ
、
同
」

十
七
日
国
中
ノ
寺
社
任
先
例
賜
供
産
、
此
時
霖
雨
頻
ニ
シ
テ
洪
水
溢
及
」」

（
59
オ
）

遅
参
ス
、
遅
参
ノ
不
義
ヲ
以
奉
行
終
不
判
談
、
徒
ラ
ニ
此
時
失
社
領
」
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法
職
暫
絶
」

同
八
辛

未
九
月
十
二
日
喜
明
於
江
府
薨
、
号
松
花
院
殿
」

後
光
明
院　

第
百
十
一
代
」

同
二
十
癸

未
年
太
守
明
成
貶
石
見
吉
長
」

同
年
八
月
八
日　

保
科
肥
後
守
正
之
公
會
津
ニ
入
部
シ
玉
フ
」

正
保
元
甲

申
秋
延
行
院
新
宮
社
修
補
ス　
棟
札
冩
追
加
ニ
在
リ

」※
17

同
二
乙

酉
三
月
廿
四
日
新
宮
社
萱
供
養
、
此
時
迄
別
當
絶
タ
ル
コ
ト
十
」

九
年
、
末
社
末
寺
皆
他
山
ノ
法
ヲ
續
テ
宗
旨
ヲ
改
流
寺
ヲ
離
、
延
行
」

院
自
然
ニ
新
宮
寺
ノ
住
職
ト
成
、
若
松
弥
勒
寺
ノ
法
流
ト
成
ル
」」（
59
ウ
）

新
院　

第
百
十
三
代
」

寛
文
四
甲

辰
年　

太
守
公
新
宮
社
ノ
来
歴
ヲ
有　

御
糺
依
」

貴
命
友
松
氏
興
有
社
参
内
殿
ニ
入
テ
鎮
座
ヲ
明
シ
テ
尊
躰
各
寸
尺
ヲ

」

改
メ
ラ
ル
」

傳
曰
、
氏
興
依　

貴
命
参
詣
シ
玉
ヒ
當
社
ノ
来
由
ヲ
詳
ニ
糺
シ
玉
ヒ
」

社
僧
ニ
向
テ
曰
今
度
鎮
座
ヲ
可
糺
蒙　

貴
命
ヲ

内
殿
ノ
神
扉
」

ヲ
開
カ
ル
ヘ
シ
、
重
慶
曰
往
古
ヨ
リ
秘
密
ニ
テ
別
當
社
司
ト
云
」

ト
モ
直
ニ
尊
体
ヲ
拜
ス
コ
ト
ナ
シ
宮
殿
修
補
ノ
時
ニ
ハ
七
日
ノ
精
」

ヲ
ナ
シ
深
更
丑
刻
ヲ
得
テ
燈
ヲ
滅
シ
白
布
ヲ
以
面
目
ヲ
隠
シ
」

新
菰
ヲ
身
ニ
マ
ト
ヒ
遷
宮
ヲ
奉
ス
ル
例
也
、
押
テ
拜
ル
者
神
罸
」」（
60

オ
）

遠
か
ら
す
瞽
と
な
る
の
み
傳
へ
侍
り
、
氏
興
曰
瞽
と
成
る
は
輕
事
之
」

即
時
に
死
と
も
君
命
之
、
何
を
い
と
ふ
へ
き
、
速
に
扉
を
開
く
へ
し
、

村
長
何
」

そ
存
し
当
り
無
き
や
否
謹
曰
御
戸
開
田
と
云
あ
り
、
此
内
殿
を
開
た

る
」

者
の
領
か
又
外
陣
を
開
た
る
者
の
領
か
、
其
叓
を
不
弁
旨
言
上
す
、
氏

興
の
云
」

汝
か
言
然
り
、
如マ

マ
ニ

當
社
は
御
戸
開
の
神
事
有
、
其
者
の
領
に
必
せ
り
、

別
當
」

速
に
御
扉
を
開
へ
し
と
な
り
辞
す
る
に
詞
な
く
神
扉
を
開
く
、
即
」

内
扉
に
入
玉
へ
寸
尺
を
改
玉
へ
前
方
御
糺
の
時
弥
陀
薬
師
観
音
の
」

像
之
と
云
と
有
り
、
固
之
某
貴
命
を
蒙
れ
り
、
御
束
帯
の
神
躰
六
尊
」

※
18

ト
一
々
指
教
玉
へ
神
扉
を
閉
さ
せ
外
陣
に
退
き
玉
ふ
時
證
誠
殿
の
」

御
鉢
の
内
に
四
五
寸
計
の
白
き
小
蛇
あ
り
、
氏
興
曰
當
社
は
霊
社
に

て
」」（
60
ウ
）

座
す
故
臣
今
日
の
糺
し
不
直
有
や
と
白
蛇
を
出
し
給
へ
り
、
汝
等
近

く
」

居
寄
り
能
々
是
を
可
見
置
、
近
士
の
曰
至
小
な
る
是
白
蛇
か
、
對
曰
白

蛇
」

白
龍
に
等
し
、
変
形
す
る
時
は
至
大
と
成
り
て
雲
を
凌
く
、
至
小
な
る

時
は
」

粟
粒
に
等
し
、
鰭
に
障
る
事
な
か
れ
、
障
る
時
は
忽
害
を
為
す
」

と
戒
玉
へ
汝
等
是
を
見
ヨ
と
宣
ひ
小
刀
の
み
ね
を
以
て
頭
よ
り
尾
に

及
て
撫
玉
ふ
事
二
三
遍
、
金
石
に
當
る
如
き
響
有
り
、
少シ

ハ
ラ
ク馬
あ
り
て
か

き
」

消
如
く
見
へ
す
と
云

々

、
又
氏
興
村
長
に
曰
往
昔
前
殿
高
さ
を
問
」

玉
ふ
、
村
長
謹
て
縁
の
下
馬
上
に
有
も
障
ら
す
と
、
氏
興
曰
汝
能
知

れ
」

如
此
の
大
社
に
下
馬
あ
り
、
禮
を
知
る
者
可
駕
成
、
武
士
は
丈
尺
に
疏

し
」

早
く
曉サ

ハ

さ
し
め
ん
為
其
器
を
以
譬
を
言
也
、
其
義
を
誨
ん
か
、
譬
へ
」」
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（
61
オ
）

て
可
云
事
は
一
言
を
揚
る
時
は
不
乗
事
明
々
け
し
と
云

々

、
又
社
領
と
」

地
頭
領
と
出
入
あ
り
し
時
芦
名
の
家
臣
富
田
氏
實
元
亀
三
年
」

自
筆
和
談
の
状
證
誠
殿
内
陣
の
神
扉
の
内
の
方
に
張
付
置
け
り
」

知
る
者
な
し
、
氏
興
自
ら
剥
し
玉
へ
是
後
世
の
重
器
と
も
可
成
者
也
、

不
」

可
漫
と
て
渡
し
玉
へ
り
」

同
年
新
宮
社
從　

宦
府
修
復
シ
玉
フ
」

同
年
新
宮
社
為
賑
御
花
畑
ヨ
リ
杉
苗
若
干
下
シ
賜
リ
社
地
ノ
四
壁
」

ニ
植
サ
セ
ラ
ル
、
同
菅
勝
兵
衛　

御
代
参
」

同
年
新
宮
寺
法
務
重
慶
ニ

有　

貴
命
祈
願
所
ヲ
帰
舊
例
」

從
宦
府
御
書
付
曰
」」（
61
ウ
）

　
　
　

覺
」

殿
様　
　
　

御
年
五
十
七
」

奥
様
」

筑
前
守
様　

御
年
廿
二
」

同
御
新
造
様
」

市
正
様　
　

御
年
十
六
」

今
猶
御
所
労
気
ニ
被
成
御
座
候
間
其
旨
を
被
存
別
而
御
息
災
御
延
候
所

之
御
祈
禱
専
一
ニ
候
」

右
御
安
全
灝
長
久
之
御
祈
祷
抽
丹
誠
一
候
被
遂
行
者
也
」

　
　

九
月
吉
辰　
　
　
　
　
　

菅
勝
兵
衛
」

　

新
宮
村
熊
野
三
所
権
現　
　

赤
羽
市
右
ヱ
門
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
深
茂
右
ヱ
門
」

　
　
　
　
　
　
　

新
宮
寺
」」（
62
オ
）

同
五
乙

巳
年
国
中
舊
記
ヲ
糺
シ
玉
ヒ
有
於
風
土
記
御
撰
、
此
後
舊
事
」

雑
考
御
編
集
、
新
宮
ノ
遺
記
两
書
ニ
悉
載
玉
フ
、
同
年
諸
山
ノ
遺
記
」

可
呈
上
有
貴
命
其
時
ノ
大
意
曰
」

東
奥
會
津
耶
麻
郡
熊
野
山
新
宮
者
津
陽
城
行
程
三
十
五
里
而
今
」

當
郭
之
乾
也
」

當
宮
者
昔
時　

後
冷
泉
院
之
御
宇
多
田
満
仲
之
孫
裔
源
頼
義
公
」

同
八
幡
太
郎
義
家
公
東
征
、
而
赴
奥
州
欲
於
夷
賊
安
陪
貞
任
宗
任
」

討
、
天
喜
康
平
間
爭
闘
之
時
祈
于
熊
野
三
所
権
現
而
願
誉
揚
於
精
」

鋭
中
意
遊
皈
洛
、
則
築
三
社
於
東
奥
将
成
其
誓
願
、
而
到
奥
州
觸
軍
」

威
於
四
圍
抜
武
勇
於
甲
兵
悉
撃
殺
於
貞
任
宗
任
之
一
簇
平
治
国
」」（
62
ウ
）

家
、
東
国
之
群
士
恐
懼
於
義
家
之
武
威
而
竟
畏
服
矣
、
義
家
帰
洛
陽
」

後
賜
賞
叙
任
従
五
位
出
羽
守
也
、
於
茲
東
面
築
於
三
所
権
現
廟
基
」

康
平
五
年
定
地
得
此
郡
號
名
熊
野
山
新
宮
附
供
産
也
、
加
施
宮
前
」

創
高
閣
藩
籬
中
霊
堂
末
社
東
薬
師
堂
文
殊
堂
西
有
阿
弥
陀
堂
」

南
虚
空
藏
堂
北
有
十
王
堂
又
末
社
會
諸
神
列
其
間
也
、
社
僧
務
」

職
奉
従
而
祭
此
神
魂
表
祝
禮
奏
舞
楽
于
殿
上
以
治
神
事
之
制
也
」

偉
哉
、
霊
瑞
應
現
鳴
世
年
々
六
月
十
五
日
貴
賎
運
心
不
遠
数
百
里
」

之
風
烟
来
詣
于
宮
前
及
今
矣
、
時
世
推
移
霊
蹤
大
半
穿
破
、
而
供
産
」

之
断
矣
越
慶
長
中
前
津
陽
太
守
蒲
生
秀
行
公
命
社
職
問
於
義
家
」

創
建
之
證
来
社
職
諾
告
舊
因
呈
上
銘
義
家
姓
名
鞍
鐙
於
公
殿
矣
」」（
63
オ
）

故
太
守
感
得
、
而
属
為
先
之
例
附
社
供
五
十
斛
也
、
同
十
六
年
秋
地
」

震
連
日
振
動
、
而
岳　

摧
河
水
涌
溢
宮
社
間
欲
没
倒
達
于
太
守
之
」

高
聽
奉
命
修
壊
宮
廃
社
也
、
寛
永
年
中
加
藤
喜
明
公
就
封
于
津
陽
」

時
准
舊
例
賜
供
産
於
諸
寺
社
専
受
其
税
也
、
於
是
當
宮
從
者
又
要
」

獻
於
先
矩
之
證
判
赴
城
下
、
恨
暴
雨
頻
々
河
水
激
湛
行
程
判
断
尚
」

矣
、
故
時
移
不
達
公
聞
、
又
闕
於
社
領
舊
例
也
、
自
尓
以
来
霊
堂
末
社
」

自
氓
絶
而
唯
有
三
社
高
閣
而
已
、
然
後
寛
文
三
年
僧
申

某

要
修
廃
」
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社
奏
宦
府
達
希
望
於　

當
位
貴
太
君
之　

公
聴
奉
禄
興
營
宮
殿
」

高
閣
重
肇　

始
也
、
是
非
所
謂
神
之
遺
風
乎
、
吾
寺
院
者
從
来
社
」

僧
職
冠
社
僧
中
故
號
熊
野
山
新
宮
寺
、
雖
然
年
暦
遥
而
住
職
之
階
」」（
63

ウ
）

数
又
社
絶
矣
、
大
永
中
雄
仁
阿
闍
梨
住
吾
寺
續
、
其
絶
起
宗
綱
新
謂
」

是
中
興
之
宗
師
也
、
其
後
嗣
次
亦
断
矣
、
近
来
日
道
宥
林
養
宥
慶
」

野
釈
某

唯
四
世
附
属
寺
院
恭
敬
宮
殿
奉
従
者
也
、
列
于
津
陽
弥
」

勒
寺
之
末
流
宥
慶
稟
密
灌
於
前
弥
勒
寺
宥
盛
法
印
自
是
歸
」

弥
勒
寺
裔
也
、
當
社
開
闢
以
往
至
當
稔
暦
算
五
百
四
年
欤
、
當
」

寺
中
興
後
百
四
十
餘
年
也
、
艸
創
是
同
當
社
洪
基
今
茲
春
之
」

孟
依
鈞
命
往
々
顕
着
於
諸
山
之
舊
記
當
社
是
年
代
阻
隔
而
雖
序
」

次
不
明
略
述
来
由
之
大
意
以
呈　

官
府
謹
而
監
焉
」

維
時
寛
文
五
乙

巳
年
二
月
下
幹
」

　
　
　

當
社
別
當
熊
野
山
新
宮
寺
三
光
院
」」（
64
オ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
言
沙
門
阿
闍
梨
重
慶
」

同
年
六
月　
　
　

太
守
君
新
宮
三
所　
　

御
社
参
」

同
九
己

酉
年
八
月
十
六
日
筑
前
守
正
經
公
會
津
ヱ

御
入
部
」

同
十
二
壬

子
年
三
月
新
宮
社
御
修
復
有
リ

」

延マ

マ宝
七
丁

未
年
會
津
七
太
社
之
鎮
座
ヲ

糺
玉
イ
友
松
氏
興　

御
代
参
」

玉
山
講
義
御
附
録
御
奉
納
上
中
下

三
巻
有

」

貞マ

マ享
元
甲

子
十
二
月
十
八
日　
　

太
守
公
於
江
戸
薨
給
、
猪
苗
代
磐
梯
山
」

麓
見
称
山
ニ
葬
奉
號　
　

土
津
霊
社
」

霊
元
院　

第
百
十
三
代
」

延
寶
二
甲

寅
年
六
月
新
宮
社
有
御
修
復
、
大
奉
行
山
田
利
兵
衛
」」（
64
ウ
）

舩
尾
九
右
衛
門
小
奉
行
也
、
同
年
九
月
十
五
日
雪
降
二
尺
許
」

同
四
丙

辰
年
自
四
月
至
八

月
不
雨
降
」

同
年
新
宮
社
大
祭
田
楽
相
撲
日
記
天
正
年
中
兵
乱
時
紛
失
百
年
ニ
シ
テ

」

今
年
出
、
同
八
庚

申
年
閏
八
月
六
日
諸
國
大
風
、
別
シ
テ

坂
東
烈
髙ツ
ナ
ミ潮
江
戸

霊
巌
」

嶋
深
川
本
庄
佃
島
家
流
人
多
溺
死
、
東
海
道
悉
禿
吉
原
戊
渕
往
還
絶
回
二

」

富
士
根
方
一

越
レ

舩
、
横
須
賀
城
下
人
馬
溺
死
、
荒
井
舞
坂
大
変
驛
路
並

木
吹
」

倒
、
同
十
月
下
旬
ヨ
リ
至
十
一
月
下
旬
長
庚
星
現
、
自
西
至
東
幅
三
尺
長

三
十
間
」

許
、
十
一
月
十
八
日
有
一
星
吐
白
気
、
自
坤
至
艮
長
如
布
引
」

同
九
辛

酉
年
十
月
三
日　

太
守
正
経
公
薨
給
」

天
和
元
辛

酉
年
六
月
五
日
新
宮
社
御
修
復
有
、
大
奉
行
舩
尾
久
太
夫
」」

（
65
オ
）

小
奉
行
山
田
利
兵
衛
也
」

同
年
三
月
朔
日　
　

太
守
正
容
公　
　

御
入
部
」

同
年
春
新
宮
文
殊
像
紛
失
、
同
四
月
北
ノ
澤
ヨ
リ
出
」

同
三
癸

亥
年
九
月
二
日
南
ノ
山
塩
屋
郡
三
依
郷
五
十
里
村
山
崩
湛
」

水
成
湖
水
」

同
年
四
月　

太
守
君　

御
元
服
、
同
十
七
日
日
光
山　

御
代
参
」

貞
享
二
乙

丑
年
三
月
鎧
召
村
鳥
井
田
ト
云
所
ヨ
リ
大
成
柱
根
二
本
」

堀
出
、
两
柱
ノ
間
四
間
餘
、
是
昔
年
新
宮
全
盛
ノ
時
二
ノ
鳥
居
建
リ

」

ト

石
場
土
中
ニ
ア
リ
ト
云

々

」

東
山
院　

第
百
十
四
代
」」（
65
ウ
）

同
四
丁

卯
年　
　

太
守
公
四
月
十
日　
　

御
上
洛
」

元
禄
四
辛

未
年
九
月
廿
四
日
雪
降
コ
ト
三
寸
許
」

同
年
新
宮
寺
住
僧
文
雅
福
島
般
若
寺
移
寺
移
轉
、
後
住
塩
庭
村
塩
庭
」

寺
ヨ
リ
入
院
正
意
ト
云
、
當
年
迄
新
宮
寺
住
左
ニ
記
、
正
保
元
年
宥
慶
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万
」

治
二
年
ヨ
リ
玄
長
房
重
慶
ナ
リ
、
貞
享
二
年
ヨ
リ
真
慶
也
」

同
五
壬

申
六
月
新
宮
社
御
修
復
有
、
小
奉
行
塩
田
助
之
焏
也
」

同
七
甲

戌
年
四
月
廿
七
日　
　

太
守
君
新
宮　

御
社
参
」

同
年
五
月
八
日
午
尅
松
野
村
観
音
炎
上
也
、
行
基
菩
薩
創
立
從
天
平
元
」

己

巳
至
今
年
九
百
六
十
六
年
也
、
脇
士
共
ニ
三
十
三
躰
灰
燼
矣
」

八
乙

亥
年
九
月
金
銀
吹
替
曰
二

世
ニ

元
禄
判
一

」」（
66
オ
）

同
四
月
廿
日
御
太
夫
西
郷
氏
有　

貴
命
、
小
川
庄
岩
屋
平
惟
持
」

加
納
庄
半
在
家
村
義
連
碑
新
宮
村
時
連
塁
蹟
改
玉
ヒ
新
宮
社
参
ア
リ
」

同
十
二
己

卯
年
五
月
新
宮
文
殊
像
猊
座
共
若
松
再
興
始
」

同
十
三
庚

辰
六
月
新
宮
文
殊
堂
柱
建
、
同
七
月
朔
日
文
殊
像
弥
勒
寺
」

迁
ス
、
同
八
月
廿
三
日
新
宮
迁
、
同
廿
五
日
開
眼
供
養
、
導
師
弥
勒
寺

宥
」

眴
僧
都
、
讀
經
僧
廿
八
人
」

同
十
四
辛

巳
年
文
殊
戸
帳
掛
願
主
大
澤
村
外
島
重
玄
」

同
年
八
月
文
殊
堂
鰐
口
成
銘
曰
」

　

恭
惟　

文
殊
師
利
法
王
子
者
諸
佛
智
毋
久
遠
導
師
也
、
徧
」

満
身
於
法
界
接
引
生
於
覚
路
矣
、
曰
若
直
昌
之
妻
女
信
心
頓
発
」」（
66

ウ
）

　

而
為
現
當
二
世
安
穩
抉マ

マ

樂
令
鑄
箇
法
噐
収
掛
着
宝
樓
、
就
余
請
其
」

　

銘
余
不
獲
辞
叨
綴
拙
語
充
」

　
　
　
　

厥
銘
曰
」

鱷
象
噐
也　

中
虚
外
円　

跳
出
炉
韛　

掛
在
宝
前
」

音
透
兜
卒　

響
徹
黄
泉　

一
切
生
類　

醒
煩
惱
眠
」

十
方
魔
種　

破
増
上
謾　

其
劫
無
尽　

其
德
無
辺
」

何
以
較
矣　

何
以
量
焉　

仍
為
之
銘　

令
冶
工
鐫
」

　
　
　
　
　
　
　

別
當
阿
闍
梨　

宥
見
」

　
　
　
　
　
　
　

願
主
砂
越
渡
辺
直
昌
妻
」

　
　
　
　
　
　
　

冶
工
江
州
住
」」（
67
オ
）

于
時
元
禄
十
四
年
辛

巳
八
月
廿
五
日
」

　
　
　
　
　
　
　

現
住
少
林
釋
沙
門　

浄
智
謹
銘
焉
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
一
行
あ
き
）」

文
殊
菩
薩
再
興
記　
但
銅
盤
彫
薹
座
入
納
三
所
来
由
社
領
等
之
文
誤
所

有
之
是
別
當
之
頓
語
不
詳
因
用
也　
　
　
　
　

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
一
行
あ
き
）」

維
時
元
禄
十
二
己

卯
之
歳
夏
五
月
、
田
部
左
次
兵
衛
吉
延
高
橋
半
右
衛
門

吉
」

平
拜
歴
會
津
三
十
三
處
観
音
堂
之
次
進
臻
于
耶
麻
郡
熊
野
山
」

新
宮
別
當
宥
見
楫
二
子
語
曰
、
曩
時
寛
治
年
中
源
将
軍
義
家
」

公
奉　

勅
征
東
奥
逆
賊
清
原
武
衡
家
衡
之
時
遥
致
懇
祈
於
南
紀
」

熊
野
山
、
唱
凱
歌
之
時
遂
勧
請
三
山
於
當
州
矣
今
之
新
宮
其
一
也
、
而
」」

（
67
ウ
）

寄
附
以
南
鹽
川
北
高
額
西
極
入
杉
山
邑
都
百
餘
村
二
百
町
烏　

」

具
載
于
公

府
風
土
記

及
、
其
後
元
暦
文
治
之
際
于
戈
茲
戢マ
マ

四
海
属
曻
平
鎌
倉
右
」

幕
下
授
賜
會
津
於
佐
原
義
連
、
當
此
時
舉
郡
寺
社
領
悉
遭
没
収
、
吾
」

住
僧
某
抱
憤
怨
而
自
詣
鎌
倉
詳
述
當
山
創
業
之
由
来
而
直
訴
庭
」

右
司
加
糺
察
、
而
聿
達
公
聽
其
言
昭
晰
莫
可
疑
於
是
乎
拜
載
元
領
」

完
復
之
御
印
矣
、
公
素
有
故
信
文
殊
菩
薩
聞
我
山
濫
觴
如
斯
不
耐
」

歆
羨
即
下
賜
、
運
慶
之
所
刻
師
利
薩
埵
像
并

猊
座
、
是
廼
公
平
日
所
」

尊
崇
之
霊
佛
也
、
僧
某
拜
鈎
恩
之
辱
而
歸
即
安
置
于
當
山
、
以
降
星
」

霜
五
百
許
歳
、
寺
基
之
久
至
堂
宇
蕪
滅
之
像
傷
廃
如
斯
然
而
窮
巷
」

貧
衲
力
難
奈
何
之
従
思
過
耳
、
二
子
喟
然
歎
曰
、
吁
有
謂
哉
吾
輩
」」（
68

オ
）
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素
早
微
雖
力
不
足
荷
大
事
是
之
耐
忍
之
宜
修
補
之
力
所
不
及
、
募
」

衆
加
助
之
師
夫
思
焉
、
宥
見
喜
気
溢
眉
宇
二
子
退
矣
、
於
是
夏
六
月
」

荷
駄
像
并

猊
座
来
假
安
置
、
彌
勒
寺
教
衆
拜
視
且
従
志
投
施
銭
財
」

矣
、
高
橋
了
故
者
吉
平
之
父
也
、
嘗
教
孫
児
為
僧
為
祈

其
學
惠
進
為
願
」

主
與
大
澤
邑
郷
長
外
嶋
次
重
曁
砂
越
邑
渡
部
直
昌
勠
力
相
議
課
」

佛
工
勝
茂
修
造
一
年
餘
、
竟
以
元
禄
歳
次
庚
辰
秋
八
月
十
五
日
佛
體
」

円
成
猊
座
又
具
足
焉
、
同
廿
三
日
復
于
舊
山
先
是
別
當
宥
見
発
憤
」

扣
遐
邇
檀
門
普
乞
寸
鐵
尺
寸
施
與
而
營
建
一
宇
、
同
廿
五
日
恭
徙
」

猊
座
新
唱
開
堂
之
儀
矣
、
四
方
雲
集
瞻
仰
称
賛
也
、
願
以
此
功
德
帰
」

仰
之
老
弱
結
縁
之
緇
素
共
蒙
現
當
之
利
益
二
世
之
悉
地
焉
記
」」（
68
ウ
）

以
貽
後
日
云
爾
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　
　
　
　

了
故
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
部
左
次
兵
衛
吉
延
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
半
右
衛
門
吉
平
」

元
禄
十
五
壬

午
之
歳
秋
八
月
廿
五
日　
　
　

外
島
惣
左
衛
門
次
重
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
傳
六
郎　

直
昌
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

別
當
比
丘　
　

宥
見
」

寶
永
三
丙

戌
十
二
月
上
旬
大
寒
シ
テ
諸
木
多
ク
シ
ミ
割
ル
、
同
十
八
日
ヨ

リ
東
」

風
大
雨
、
同
廿
日
洪
水
」

同
四
丁

亥
年
四
月
十
日
卯
尅
新
宮
ノ
西
堅
石
山
崩
落
、
大
川
上
下
三
」」

（
69
オ
）

百
八
十
余
間
築
留
下
流
一
滴
モ
不
通
、
是
ヨ
リ
下
モ
下
ヶ
縄
ト
云
渕
迄
往

来
ノ
」

道
ト
ナ
ル
、
川
上
ハ
北
ハ
田
原
村
、
南
ハ
舟
越
笊
篱
屋
敷
村
、
東
ハ
下
遠

田
村
ノ
東
迄
」

水
横
流
シ
テ
如
湖
、
十
一
日
朝
ヨ
リ
崩
ル
岩
石
ノ
間
ヲ
如
堰
掘
テ
滴
ラ
シ

ム
抜
山
和
メ
」

十
二
日
卯
尅
一
度
ニ
抜
湛
水
引
テ
如
元
、
同
年
六
月
十
五
日
新
宮
藥
師

同
」

十
二
神
将
再
興
成
就
シ
テ
若
松
ヨ
リ
皈
堂
、
又
同
日
金
銅
弥
陀
モ
帰
堂
也
、

此
」

弥
陀
ハ
先
年
堂
宇
顛
倒
ノ
時
失
シ
テ
五
十
餘
年
ニ
シ
テ
今
日
歸
堂
也
、
惠

心
」

僧
都
ノ
作
ニ
シ
テ
往
古
本
地
堂
ノ
弥
陀
ト
云

々

」

同
年
八
月
十
八
日
新
宮
如
意
輪
観
音
同
湯
峯
塔
佛
虚
空
藏
再
」

興
成
就
シ
テ
皈
堂
」

同
月
廿
五
日
再
興
ノ
諸
佛
開
眼
供
養
、
施
主
為
祈
禱
大
般
若
」」（
69
ウ
）

轉
讀
又
金
銅
如
来
像
中
ニ
納マ

マ

有
リ
如
左
」

　
　

耶
麻
郡
新
宮
金
銅
如
来
御
腹
籠
覚
書
」

む
か
し
八
幡
太
郎
義
家
公
貞
任
を
亡
し
玉
ひ
御
願
圓
満
の
と
き
」

此
所
に
熊
野
三
山
を
移
し
善
美
を
尽
し
御
建
立
有
し
事
精
し
く
」

旧
記
に
見
へ
侍
り
け
れ
は
略
之
、
其
社
地
に
弥
陀
薬
師
十
二
神
将
虚
」

空
蔵
観
音
文
殊
地
蔵
其
外
賓
頭
盧
大
黒
二
王
大
師
の
像
た
う
と
く
」

な
ら
ひ
御
座
し
ま
し
け
る
に
そマ

マ

霜
年
経
り
て
あ
る
ひ
は
み
く
し
斗
り
」

残
り
又
は
御
手
足
散
乱
し
け
る
を
は
集
め
積
置
け
る
を
是
を
見
る
」

人
悲
し
め
と
も
心
の
み
に
て
誰
取
立
る
人
も
な
か
る
ゝ
に
、
元
禄
二マ

マ

」

年
の
頃
高
橋
半
右
衛
門
田
部
左
次
兵
衛
と
い
へ
る
人
會
津
順
禮
の
」」（
70

オ
）

と
き
参
詣
し
是
を
見
る
に
忍
ひ
す
新
宮
寺
住
職
宥
見
」

法
師
な
と
ゝ
相
か
た
ら
ひ
四
方
信
人
の
助
力
を
加
へ
て
文
」

殊
の
尊
像
は
再
興
せ
り
、
服
部
何
某
は
文
筆
の
達
人
な
る
」
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故
精
か
く
記
て
菩
薩
の
像
中
に
籠
た
り
、
残
り
の
諸
佛
」

を
取
立
る
事
は
中
々
人
力
の
叶
ひ
か
た
か
る
へ
き
を
こ
は
」

そ
も
い
か
な
る
因
縁
そ
、
か
の
高
橋
氏
義
平
一
人
の
念
願
」

に
て
日
夜
心
を
盡
し
住
僧
と
相
は
か
り
十
方
旦
那
を
す
ゝ
」

め
寶
永
四
年
佛
師
勝
茂
を
頼
み
つ
ゐ
に
再
興
成
就
し
」

侍
り
し
ぬ
、
し
か
は
あ
る
に
縁
起
の
目
録
に
有
し
恵
心
僧
都
」」（
70
ウ
）

の
御
作
御
長
一
尺
二
寸
の
弥
陀
い
つ
こ
に
お
は
し
ま
す
や
ら
」

ん
、
行
ゑ
し
ら
す
に
な
り
に
き
、
高
橋
是
の
み
心
に
か
ゝ
り
」

諸
佛
第
一
の
本
地
の
弥
陀
な
く
て
は
い
か
ゝ
有
へ
き
と
思
惟
」

志
近
き
う
ち
に
新
佛
を
一
尺
二
寸
に
と
心
け
せ
け
る
に
有
時
亡
」

母
の
忌
日
に
て
菩
提
所
浄
家
の
大
運
寺
へ
詣
侍
り
し
に
」

住
僧
良
當
上
人
出
て
對
面
し
十
念
事
終
り
て
見
に
」

方
丈
に
見
馴
ぬ
古
き
佛
一
躰
お
は
し
ま
す
、
取
あ
へ
す
高
橋
」

申
尋
は
此
如
来
は
い
つ
こ
よ
り
そ
と
問
ふ
、
上
人
答
て
さ
れ
は
と
」

よ
是
は
元
来
金
田
浄
栄
法
師
の
宅
に
安
置
し
玉
ひ
し
」

に
餘
り
に
尊
と
く
見
ら
さ
せ
玉
ふ
を
●俗

カ

家
に
物
し
て
は
空
」」（
71
オ
）

お
そ
ろ
し
、
後
は
い
か
に
も
の
す
る
と
も
し
は
ら
く
方
丈
」

に
と
て
頼
れ
け
る
に
幸
ま
た
近
き
あ
た
り
の
寺
新
」

佛
あ
ら
た
む
る
の
時
そ
の
う
ち
か
し
て
ん
や
と
い
へ
る
、
い
つ
」

そ
へ
ま
い
ら
せ
た
り
け
れ
は
是
頃
こ
れ
へ
帰
ら
せ
玉
ひ
き
」

御
覽
候
こ
と
く
爰
に
も
方
丈
あ
れ
は
い
つ
か
た
に
も
望
の
」

信
人
あ
ら
は
か
し
ま
い
ら
す
へ
き
な
と
ゝ
語
ら
れ
け
る
」

高
橋
ふ
思
儀
の
思
ひ
を
な
し
立
よ
り
つ
く

〱
拝
み
奉
●る
カ

」

に
疑
ひ
も
な
き
惠
心
の
作
に
て
し
か
も
御
長
一
尺
二
寸
」

あ
り
、
こ
は
そ
も
い
か
な
る
事
そ
と
胸
う
ち
さ
は
き
急
き
」

立
帰
り
彼
の
浄
栄
居
士
の
跡
繼
金
田
市
郎
左
衛
門
か
た
」」（
71
ウ
）

一
行
始
終
し
か

〱
と
語
る
、
こ
と
さ
ら
両
人
は
一
門
の
中
」

な
り
、
市
郎
左
ゑ
門
聞
て
こ
と
の
外
に
欽
喜
し
さ
あ
ら
は
幸
」

ひ
の
事
や
新
宮
へ
寄
進
奉
る
へ
し
、
抑
此
如
来
は
我
」

先
祖
よ
り
段
々
傳
へ
て
其
始
を
し
ら
す
、
し
か
る
に
●

不
鮮
明
、今
カ」

か
ゝ
る
佛
縁
に
逢
て
か
く
寄
附
し
奉
る
も
高
橋
よ
り
両
」

親
并

我
等
迄
も
頓
證
菩
提
を
祈
る
こ
と
こ
そ
嬉
し
」

け
れ
、
か
ゝ
る
結
縁
に
て
子
葉
孫
枝
も
栄
行
末
も
頼
も
」

し
と
て
感
涙
を
催
す
、
昔
善
光
寺
に
て
恵
心
僧
都
」

霊
夢
に
感
て
四
十
八
躰
の
弥
陀
の
尊
像
を
鑄
玉
ふ
」

よ
し
其
一
は
斯
の
所
に
あ
り
と
云
傳
へ
し
に
い
つ
の
時
に
か
失
」」（
72
オ
）

た
り
し
に
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
は
さ
た
●か

カ

な
ら
ね
と
此
の
寺
」

の
縁
起
目
録
候
長
一
尺
二
寸
作
は
恵
心
僧
都
之
、
末
の
」

世
に
も
不
思
義
の
御
事
あ
る
も
の
か
な
、
こ
と
さ
ら
高
橋
」

氏
新
佛
心
掛
時
節
思
ひ
も
よ
ら
す
大
運
寺
に
て
拝
」

み
奉
り
し
事
一
か
た
な
ら
ぬ
妙
え
な
りマ

マ

事
や
と
人
々
」

申
あ
へ
り
、
高
橋
氏
父
の
名
了
故
、
金
田
氏
の
父
の
名
」

は
浄
栄
、
此
両
法
師
若
時
は
三
尺
の
秋
の
霜
を
横
た
へ
」

何
れ
も
俗
性
い
や
し
か
ら
ぬ
人
な
り
し
に
倶
々
に
佛
道
」

に
志
し
深
く
浄
土
の
安
心
を
究
め
中
か
年
の
後
は
精
を
」

し
て
手
に
念
珠
を
放
た
す
日
に
佛
名
怠
ら
す
、
更
に
」」（
72
ウ
）

勝
劣
な
き
後
世
者
に
て
両
眼
両
手
の
こ
と
く
對
の
善
人
な
り
と
」

世
に
沙
汰
せ
り
、
果
し
て
正
念
臨
終
を
と
け
玉
へ
り
、
其
子
又マ

マ達
」

か
く
佛
道
を
信
し
親
の
志
を
継
ぬ
れ
は
孝
心
即
佛
」

心
と
か
や
の
佛
語
に
違
は
す
、
二
世
安
樂
基
也
、
扨
又
高
橋
氏
」

さ
の
み
名
あ
る
冨
の
身
に
も
あ
ら
て
諸
佛
を
再
興
し
昔
」

の
春
に
帰
ら
し
む
る
こ
と
古
人
所
謂
絶
た
る
継
き
廢
」
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た
る
を
お
こ
し
常
人
の
中
々
不
及
所
な
り
、
ま
た
先
の
月
」

高
橋
病
急
に
し
て
眼
花
飛
命
葉
既
に
落
ん
と
其
時
」

醫
師
も
手
を
つ
か
ね
て
千
死
一
生
と
い
へ
り
、
其
時
佛
に
」

向
て
願
け
る
は
我
全
し
命
を
●お

カ

し
む
事
は
あ
ら
●す
カ

」」（
73
オ
）

中
秋
の
末
に
は
我
願
望
み
成
就
す
●
し
其
時
露
と
●消

カ

」

失
る
は
何
の
残
心
か
あ
ら
ん
、
夫
迄
の
命
を
あ
ら
た
し
●
」

頼
し
に
程
な
く
病
も
愈
て
諸
佛
を
こ
ゝ
ろ
の
ま
ゝ
に
納
」

め
奉
れ
り
、
且
又
奇
特
共
有
し
は
神
宮
寺
の
本
尊
に
て
候
は
し
」

ま
す
、
是
も
恵
心
僧
都
の
御
作
に
て
四
十
八
躰
の
其
一
な
り
し
と
」

か
や
、
新
宮
へ
納
め
奉
り
て
弥
勒
寺
の
定
玄
房
法
印
を
頼
み
」

熊
野
の
御
廣
前
に
て
大
般
若
を
轉
讀
し
十
方
旦
那
奉
加
」

の
か
た

〱
を
祈
禱
し
其
家
々
へ
御
札
を
配
る
と
そ
聞
し
、
有
」

か
た
き
志
し
な
り
、
我
輩
拙
く
才
乏
し
て
深
心
を
尽
事
」

あ
た
は
さ
れ
と
も
其
趣
を
大
概
記
し
て
金
田
高
橋
の
」」（
73
ウ
）

願
に
任
せ
聞
所
を
す
こ
し
く
下
書
し
侍
ぬ
、
此
書
中
い
ふ
所
聞
」

こ
と
に
偽
な
し
、
見
る
人
疑
を
生
し
玉
ふ
こ
と
な
か
れ
、
此
所
の
」

住
僧
宥
見
如
来
を
寄
進
せ
し
は
金
田
市
郎
左
ヱ
門
義
重
廣
博
」

●
大
運
寺
の
住
職
は
良
當
上
人
再
興
願
主
は
高
橋
半
右
ヱ
門
」

義
平
佛
工
は
若
松
城
下
勝
茂
な
り
、
仍
而
聞
書
如
件
」

　
　

寶
永
四
丁

亥
年
秋
八
月　

此
所
金
田
高
橋
一
家
之
牌
名
有
之
略
」

又
同
年
諸
佛
再
興
覚
書
有
り
後
々
の
た
め
記
す
事
左
の
如
し
」

　
　
　

覚
書
」

東
奥
熊
野
山
新
宮
は
昔
時
由
緒
の
霊
●跡

カ

な
り
と
い
へ
と
も
御
本
地
の
」

堂
塔
一
度
こ
ほ
れ
落
て
よ
り
参
詣
の
人
も
断
絶
し
●
本
地
垂
跡
の
神
躰

●
●
」」（
74
オ
）

●
空
し
く
廊
閣
の
内
に
朽
、
或
は
み
く
し
落
或
は
御
手
足
落
て
秋
の
●

●
」

の
霞
に
お
か
さ
れ
只
さ
●
に
の
戸
帳
を
い
と
な
む
●
香
花
つ
む
人
も
な

く
た
ま

〱
」

讀
経
の
こ
ゑ
と
聞
し
も
蜂
虻
の
羽
音
に
な
ん
侍
り
け
る
、
予
覚
へ
す
涙

落
て
」

あ
わ
れ
力
を
合
す
る
善
縁
も
か
な
せ
め
て
御
手
足
を
續
奉
る
計
の
修
補

を
も
」

な
さ
は
や
と
思
ひ
別
當
宥
見
に
か
く
と
語
る
、
阿
闍
梨
答
て
破
壊
」

の
堂
舎
を
見
て
修
補
の
心
な
き
は
持
戒
の
人
と
謂
と
も
三
悪
道
に
脱

す
」

●と
な
カ●
ん
仏
門
の
金
言
忘
る
道
義
に
は
侍
ら
ね
と
も
衆
旦
い
つ
と
な
く
旧

例
を
」

背
き
寺
産
日
々
に
喪
ひ
朝
夕
の
煙
も
は
か

〱
し
か
ら
す
、
法
務
我
か

時
に
」

至
て
絶
な
ん
と
す
、
是
を
さ
へ
愁
る
に
足
ら
す
、
如
何
し
て
か
ゝ
る
大

願
に
及
へ
き
」

涙
を
お
さ
へ
て
●申

カ

さ
れ
し
か
は
そ
れ
よ
り
爰
か
し
こ
と
そ
ゝ
の
か
し
侍

れ
と
」」（
74
ウ
）

是
そ
と
頼
拝
施
主
も
侍
ら
さ
り
し
に
佛
の
御
引
合
に
や
、
若
松
」

の
善
者
高
橋
吉
平
田
部
吉
延
順
礼
し
て
元
禄
十
二
の
秋
来
」

り
ぬ
、
幸
に
此
人
々
を
進
て
思
ひ
立
し
事
を
語
り
侍
り
け
れ
は
」

両
●客

カ

此
や
ん
こ
と
な
き
霊
像
の
廃
れ
て
お
は
し
ま
す
を
見
て
我
」

れ
も
い
や
ま
し
信
を
お
こ
し
い
か
て
睨
に
は
見
奉
る
へ
き
と
て
別
」

當
坊
に
も
約
し
て
帰
り
ぬ
、
其
後
文
殊
の
尊
形
猊
座
爰
か
し
こ
よ
り
」

拾
ひ
求
て
両
客
の
許
に
送
り
侍
り
し
に
志
あ
る
人
も
世
を
憚
り
て
」

更
に
勧
化
の
施
主
も
な
く
既
に
其
年
も
暮
な
む
と
す
、
爰
に
」

43



高
橋
吉
平
の
父
了
故
、
氣
異
な
る
夢
の
告
あ
り
て
初
て
此
文
殊
」

の
尊
形
を
●拝

カ

し
き
い
の
思
ひ
を
な
し
て
願
頭
と
成
、
其
●門
葉
カ●
」」（
75
オ
）

●の
カ

人
を
動
て
再
興
な
し
奉
ら
ん
と
す
、
又
大
澤
の
郷
長
次
重
●の
カ

」

氏
●族

カ
并

別
當
宥
見
の
勧
化
に
因
て
修
補
大
概
に
成
り
ぬ
、
折
●節
カ

」

世
に
疱
瘡
を
煩
ふ
て
死
す
る
も
の
幾
人
と
て
又
數
を
し
ら
す
、
然
る

に
」

誰
教
と
は
な
け
れ
と
も
此
文
殊
に
祈
り
奉
れ
は
奇
特
あ
り
と
云
し
」

程
こ
そ
あ
れ
、
霊
不
霊
は
衆
人
の
信
と
不
信
に
よ
る
こ
と
な
れ
は
頓

に
」

利
生
を
得
て
昼
夜
と
な
く
奉
り
つ
た
ふ
、
依
て
彌
勒
寺
に
移
す
、
猶
」

参
詣
の
道
俗
い
や
ま
し
賽
銭
雑
穀
の
餘
澤
多
に
よ
り
御
堂
」

一
宇
を
建
立
し
元
禄
十
三
年
庚

辰
八
月
廿
三
日
再
興
成
就
シ

」

若
松
よ
り
新
宮
に
移
し
奉
る
に
名
残
の
雨
そ
ぼ
ふ
り
少
時
有
」

て
天
晴
南
風
そ
よ
吹
て
送
り
奉
る
様
に
そ
見
え
し
、
道
す
か
ら
」」（
75

ウ
）

賽
銭
●重

り
カ●
て
人
夫
漸
つ
か
れ
日
も
夕
陽
に
傾
き
ぬ
、
然
に
塩
川
」

の
村
老
鎮
守
の
舊
例
を
思
ひ
在
所
の
人
を
語
ら
へ
奉
乃
人
夫
に
代
り

て
」

送
り
奉
り
ぬ
、
是
を
始
と
し
て
遠
田
貝
沼
に
及
ひ
道
す
か
ら
の
邑
郷
橋

を
架
」

路
●を

カ

廣
め
て
新
宮
ま
て
送
り
奉
り
ぬ
、
折
ふ
し
夕
闇
に
送
り
む
か
ふ
」

る
人
夫
参
詣
の
緇
素
明
松
を
と
ほ
し
て
往
来
の
火
塩
川
よ
り
新
宮
」

ま
て
ひ
し
と
續
し
か
は
遠
境
の
人
々
あ
や
し
み
つ
と
に
起
て
問
答
し
か

は
」

文
殊
入
堂
の
こ
と
世
に
廣
く
同
廿
五
日
開
眼
な
り
ぬ
、
導
師
は
弥
勒
寺

の
」

宥
眴
法
印
、
讀
經
の
僧
二
十
八
人
な
り
、
商
人
は
高
麗
橋
に
み
ち

〱

参
詣
の
」

道
俗
は
馬
場
坂
に
み
て
り
、
是
よ
り
し
て
廿
七
日
迄
を
三
日
の
會
式
と

は
成
り
●
」

此
次
に
薬
師
の
尊
像
を
●も

カ

再
興
し
奉
ら
は
や
と
信
心
の
施
主
●を
カ

侍
●
」」

（
76
オ
）

し
●
同
十
五
年
●
大
澤
の
長
次
重
の
弟
重
次
の
母
の
菩
提
の
為
●
●
」

●を
カ

●二
カ

●
施
入
す
、
又
郷
長
の
男
貞
宣
、
其
外
若
松
風
間
氏
藤
倉
安
藤

●氏
を
初
カ

●
●
」

と
し
施
主
多
か
り
け
れ
は
此
趣
を
高
橋
氏
に
告
く
、
吉
平
大
に
悦
て
願

頭
」

と
成
て
門
葉
の
人
且
志
有
る
信
友
を
す
ゝ
め
て
再
興
せ
ん
と
す
、
爰

に
」

沙
●弥

カ

浄
念
と
て
田
原
村
に
侍
り
し
か
語
て
曰
、
我
此
次
て
十
方
を
勧
化

し
」

て
後
の
善
縁
と
な
さ
ん
、
し
か
は
あ
れ
と
何
を
以
て
か
古
記
と
人
に
語

り
」

旧
例
の
空
し
き
こ
と
を
歎
ん
、
答
て
曰
寛
永
年
中
し
は
ら
く
住
僧
絶

て
」

よ
り
旧
記
皆
紛
散
し
て
此
後
又
今
の
昔
を
見
る
か
こ
と
く
な
ら
ん
事

を
」

思
ひ
あ
そ
こ
爰
よ
り
取
集
せ
る
に
虫
の
ね
し
き
に
閉
文
字
も
切
々
に
」

な
れ
り
、
●是

カ

を
あ
つ
め
て
勧
化
の
為
に
綴
り
置
る
一
巻
あ
り
し
」」（
76

ウ
）

か
は
何
れ
●
学
は
さ
れ
は
文
足
ら
す
、
習
は
さ
れ
は
手
顦
顇
し
て
人
に

見
す
へ
き
」
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様
な
し
、
本
よ
り
邊
土
の
習
誰
に
問
ん
も
便
な
く
拙
き
筆
に
ま
か
せ

ぬ
」

此
勧
化
の
趣
を
以
人
に
語
り
助
縁
の
便
と
も
な
し
玉
へ
と
て
渡
し
ぬ
、

是
」

よ
●
浄
念
十
方
衆
旦
を
す
ゝ
め
て
よ
り
鎮
下
二
百
餘
邑
む
か
し
に
」

帰
り
信
仰
日
に
増
り
施
主
も
多
か
り
け
れ
は
薬
師
如
来
を
再
興
」

し
て
も
猶
餘
澤
あ
り
て
十
二
神
将
如
意
輪
観
音
虚
空
藏
地
藏
二
」

躰
力
士
二
躰
大
黒
賓
頭
盧
不
動
の
三
尊
阿
弥
陀
如
来
、
彼
是
二
十
」

五
躰
再
興
頓
に
な
り
ぬ
、
又
新
宮
の
正
都
勧
化
し
て
三
所
の
石
階
」

成
就
せ
り
、
又
大
澤
外
嶋
重
次
熊
野
山
の
額
を
寄
附
●す

カ

今
●又
別
當
カ

●
●
」

實
宥
供
田
を
●
記マ

マ

寺
●
を
増
、
旦
那
中
信
仰
の
深
き
に
よ
れ
り
●
●

●
」」（
77
オ
）※
19

仮
初
●
高
●橋

氏
カ●
を
す
め
て
よ
り
一
滴
巨
海
の
基
と
●か
カ

や
終
●に
大
願
カ

●
●
」

成
就
し
て
今
斯
か
繁
栄
を
見
る
こ
と
い
か
な
る
善
縁
そ
や
、
此
世
●
ら

す
」

あ
り
か
た
く
と
う
と
く
覚
ゆ
、
仰
き
願
わ
く
は
後
も
殿
堂
堅
固
に
し
て

神
力
」

威
光
さ
か
ん
に
諸
佛
の
本
願
む
な
し
か
ら
さ
ら
ん
事
を
」

　
　
　
　
　

寶
永
四
丁

亥
年
九
月
廿
七
日
」

同
年
十
一
月
廿
三
日
駿
州
富
士
山
ノ
腰
足
高
山
焼
出
、
近
国
砂
降
田
」

畠
●大

カ

ニ
損
ス
、
同
時
富
士
八
分
ニ
山
涌
出
、
今
寶
永
山
ト
云
」

同
五
戊

子
年
五
月
新
宮
社
御
修
復
鎮
下
ヨ
リ
役
夫
ヲ
勤
ム
、
宥
見
寂
」※

20同
年
八
月
廿
五
日
新
宮
地
藏
二
尊
内
一
躰
ハ
禪
師
宮
ノ
本
尊
也
、
一
」

躰
ハ
辻
地
藏
也
、
大
黒
賓
頭
盧
力
士
以
上
六
躰
再
興
成
就
、
此
日
入
堂
」」

（
77
ウ
）

開
眼
供
養
、
九
月
十
九
日
新
宮
不
動
三
尊
再
興
成
就
入
堂
、
願
主
浄
念
」

房
、
同
日
三
所
ノ
石
階
成
、
本
願
政
一
田
辺
氏
也

施
主
數
十
人
」

同
六
己

丑
年
正
月
八
日
西
ノ
方
ニ
テ
如
雷
鳴
、
是
肥
前
国
大ツ
ナ
ミ浪
云

云

」

同
●十

一
カ●
月
廿
一
日　

大
五
郎
様
御
誕
生
、
同
年
八
月
廿
五
日
不
動
三
尊

開
」

眼
供
養
」

同
七
庚
寅

年
正
月　

太
守
公　

四
十
二
御
厄
御
祈
禱
於
當
社
修
行
」

二
月
五
日
鎭
下
耶
麻
郡
十
ヶ
組
郷
頭
新
宮
社
會
シ
テ　

太
守
公
奉
祈
御
」

安
全
」

同
八
辛
卯
年
五
月
正
德
ト
改
元
」

正
德
五
乙
未
●阿

カ

弥
陀
カ
池
ノ
堤
成
、
本
願
政
一
是
當
社
鵣
飼
水
●
」」（
78

オ
）

正
德
六
丙
申
年
三
社
鵣
飼
水
鉢
石
舩
成
、
願
主
政
一
」

中
御
門
院　

第
百
十
五
代
」

同
年
享
保
ト
改
元
七
月
」

享
保
三
丁

戌
年
七
月
新
宮
社
御
修
復
有
、
小
奉
行
小
松
金
左
ゑ
門
」

同
年
寶
永
小
判ヒ 形

金
二
朱
ニ
通
用
ノ
御
觸
有
リ
、
大
形
新
金
通
用
ニ
成
」

古
来
一
分
判
ノ
次
第
左
ニ
記
」

慶
長
金
一
分
判
ハ
慶
長
四
年
成
ニ

出
一
匁
二
分
也
、
元
禄
金
ハ
元
禄
」

九
子
年
出
テ
一
匁
二
分
也
、
銀
多
入
テ
位
凶
シ
、
宝
永
金
ハ
宝
永
七
」

寅
年
出
テ
六
分
二
厘
五
毛
ア
リ
、
右
宝
永
金
ハ
元
禄
金
ニ
銀
入
テ
」

焼
崩
ニ
●
テ
銀
を
吹
抜
正
金
ニ
シ
テ
六
粉
二
厘
五
毛
ヲ
一
分
ニ
御
定

通
」」（
78
ウ
）

用
●御

カ

觸
有
●リ
カ

」※
21

同
七
壬

寅
年
御
修
復
止
不
限
當
社
々
僧
付
ノ
社
被
為
止
」

同
八
癸
卯
年
四
月
廿
日
夜
ヨ
リ
廿
一
日
朝
迄
若
松
大
火
」
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同
年
住
僧
實
宥
新
宮
寺
ヲ
建
、
寅
年
ヨ
リ
地
形
築
今
年
建
諸
人
夫
」

慶
德
組
中
ヨ
リ
勤
ム
、
八
月
八
日
ヨ
リ
大
風
雨
、
十
日
夜
大
地
震
大
洪
」

水
、
寛
永
ノ
洪
水
ヨ
リ
髙
キ
事
四
尺
此
時
之
次
第
記
御
池
村
ノ
」

端
西
光
寺
々
内
ニ
舩
ヲ
繋
ク
、
坂
下
塩
川
邑
中
舩
ニ
テ
通
ス
、
新
宮
馬
」

場
坂
中
程
迄
湛
、
掘
出
ノ
下
迄
水
湛
、
東
北
能
力
南
山
三
郷
路
ヲ
限
、

田
」

原
大
木
大
沢
浸
テ
如
湖
、
猪
苗
代
湖
七
尺
湛
戸
口
ノ
橋
流
此
時
●
●山

カ

」

五
十
里
ノ
沼
●
テ
如
奮
、
此
所
天
和
三
●成

カ

●沼
カ

テ
ヨ
リ
四
十
一
年
●水
カ

●
」」

（
79
オ
）

街
道
荒
タ
リ
●シ

カ

ニ
如
舊
年
関
東
絹
川
筋
大
洪
水
、
人
馬
多
溺
死
●
●
」

城
大
破
、
奥
州
越
後
大
洪
水
云

云

」

同
六
辛

丑
年
正
月　

大
膳
大
夫
様　

御
當
厄
御
祈
祷
於
当
社
修
行
」

御
札
献
上
」

同
九
甲

辰
年
十
二
月
楊
梅
桃
李
花
咲
實
ル

、
自
四
月
至
六
月
中
旬
雨
繁
」

自
六
月
中
旬
至
七
月
中
旬
旱
」

同
十
二
丁

未
年
八
月
廿
八
日　

德
千
代
君
新
宮　

御
社
参
」

同
十
四
己

酉
年
八
月
十
五
日
新
宮
鳥
居
建
髙
二
丈
五
尺
笠
木
六
間
也
」

是
往
昔
鎧
召
邨
ノ
東
鳥
居
田
石
場
之
間
尺
を
用
て
建
、
今
乃
地
古
来
の
」

華
表
の
間
●
五
間
有
之
、
本
願
實
宥
法
印
中
條
景
廣
也
、
大
工
棟
梁
●若

カ

」」

（
79
ウ
）

松
南
町
小
林
彦
兵
衛
安
晴
其
外
助
力
衆
棟
木
の
合
口
度
泰
記
之
、
此
日

参
」

詣
群
集
、
又
大
門
左
右
並
木
蛇
夥
出
棟
上
終
と
不
見
」

同
十
五
庚

戌
年
新
宮
三
社
葺
替
成
、
本
願
實
宥
法
印
中
條
度
」

泰
、
此
時
三
社
之
内
殿
御
厨
子
南
北
内
殿
ノ
上
檀
成
、
大
工
繁
右
衛
門
、

鍛
冶
」

彦
七
郎
也
」

同
十
六
年
九
月
十
日　

太
守
君
正
容
公
薨
給
奉
號
」

德
翁
霊
神　

八
月
晦
日
三
社
神
鏡
無
故
倒
有
凶
変
三
所
、
太
守
君
薨
シ

玉

ふ
」

同
●年

カ

實
宥
阿
闍
梨
寺
を
附
二

續
會
秀
一

神
宮
寺
ニ
閑
居
」

同
二
十
乙

卯
年
三
社
差
萱
成
本
願
中
条
度
泰
三
月
●廿
カ

●
●日
カ

●
●
●
」

十
●二

カ

日
迄
ニ
成
●ル
カ

」」（
80
オ
）

同
二
十
一
丙

辰
年
拝
殿
指
萱
始
本
願
中
條
景
廣
父
子
之
二
●月
カ

●
」

三
月
十
四
日
ニ

終
ル

、
文
殊
堂
鐘
橦
堂
ま
て
葺
替
成
ル

、
十
五
日
萱
●供
養
カ●
」

同
年
二
月
十
九
日
阿
闍
梨
實
宥
於
神
宮
寺
、
寂
年
六
十
一
」

同
年
五
月
元
文
ト
改
元
」

櫻
町
院　

第
百
十
六
代
」

元
文
二
丁

巳
年
五
月
自
初
旬
霖
雨
降
續
、
六
月
中
旬
よ
り
雨
風
烈
」

所
々
山
崩
谷
埋
る
事
多
、
六
月
十
五
日
止
雨
御
祈
禱
有
御
守
札
献
上
」

同
廿
一
日
大
風
雨
、
同
日
辰
下
刻
宮
山
自
半
腹
竪
十
間
余
横
南
北
」

十
八
間
抜
崩
、
神
木
十
九
本
倒
る
證
誠
殿
前
、マ

マ

五
尺
余
押
出
本
」

柱
二
本
折
、
其
外
長
押
高
楼
等
悉
破
壊
、
南
宮
前
ヱ
九
尺
余
押
」」（
80
ウ
）

●
●
柱
七
本
折
る
及
大
破
、
雖
然
神
殿
穏
ニ
し
て
幣
束
神
鏡
無
倒
」

社
僧
神
威
ニ

在
る

〱
、
同
廿
二
日
大
風
雨
大
供マ
マ

水
故
不
能
於
凶
変　

官

府
」

達
點
止
す
、
同
廿
三
日
夜
中
よ
り
引
水
、
同
廿
四
日
舩
ニ
て

田
原
ニ

移
り

大

木
大
沢
」

の
間
舩
ニ
て

通
す
、
道
中
洪
水
不
自
在
故
に
木
流
通
り
新
宮
を
辰
上
刻
」

出
起
酉
ノ

下
刻
若
松
着
達　

官
府
此
時
云
、
洪
水
天
文
の
白
鬚
水
よ
り
」

三
尺
下
水
と
云

云

」

同
七
月
二
日
夜
丑
刻
壊
社
、
御
神
躰
北
宮
へ
御
迁
宮
」
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同
三
戊

午
年
壊
社
修
補
希
望
達　

官
府
然
れ
も
御
省
略
●
故
」

●點
カ

止
翌
年
己

未
年
壊
社
修
補
被　

仰
出
」」（
81
オ
）

　
　
　

鎮
守
下
邑
郷
」

　
　
　
　
　

新
宮
庄
々
内
本
庄
三
十
五
村
」

●塩
カ

川　

上
遠
田　

下
遠
田　

第
六
天　

源
太
屋
敷　

太
田　

一
ノ
堰
」

上
高
額　

下
高
額　

清
治
袋　

塚
原　

太
郎
丸　

髙
吉　

菅
井
」

渋
井　

柴
城　

荒
分　

長
尾　

綾
金　

宮
在
家　

松
野
」

慶
德　

堀
出
新
田　

能
力　

萬
力　

鎧
召　

沖　

貝
沼
」

赤
星　

大
澤　

大
木　

田
原　

新
宮　

山
崎　

真
木
」

　
　
　
　
　
　

新
宮
庄
小
布
瀬
郷
二
十
七
村
」

小
布
瀬
原　

川
吉　

川
隅　

下
村　

寺
内　

舩
岡　

木
曽
」

●
野　

舘
原　

三
山
新
田　

上
林　

洲
谷
沢　

早
稲
谷　

堂
山
」」（
81
ウ
）

●舟
カ

●　

中
反　

宮
古　

三
方　

大
谷　

小
土
山　

吹
屋　

西
海
枝
」

萩
野　

利
田　

中
山　

赤
岩　

大
蘆
」

　
　
　
　
　
　

新
宮
庄
野
尻
郷
十
四
ヶ
村
」

井
谷　

八
重
窪　

橋
屋　

戸
中　

橋
立　

柴
崎　

瀧
坂
」

滑
沢　

樟
山　

原　

新
門　

平
明　

漆
窪　

高
目
」

　
　
　
　
　
　

新
宮
庄
奥
川
郷
二
十
ヶ
村
」

大
舩
沢　

小
綱
木　

真
ヶ
沢　

中
町　

新
町　

道
目　

吉
田
」

向
原　

杦
山　

升
岡　

塩
村　

出
戸　

下
町　

中
ヶ
沢
」

山
●浦

カ　

小
山　

梨
平　

宮
野　

小
屋　

極
入
」

　
　
　
　
　
　

東
庄
五
十
九
ヶ
村
」」（
82
オ
）

金
川　

馬
場
新
田　

三
橋　

深
沢　

田
中　

竹
屋　

松
崎
新
●田

カ

」

上
原
新
田　

南
屋
敷　

中
屋
敷　

常
世　

金
森　

上
窪　

下
窪
」

別
府　

二
井
田　

新
井
田
谷
地　

高
木　

下
小
出　

上
利
根
川　

下
利
根

川
」

中
ノ
目　

宮
目　

金
沢　

辻　

雄
国
新
田　

小
沼　

吉
沢
」

舘　

高
柳　

熊
倉　

中
里　

三
城
目　

布
流　

堂
畑
」

上
勝　

下
勝　

西
中
明　

東
中
明　

京
出　

平
林　

稲
村
」

下
臺　

小
田
附　

稲
田　

上
田　

漆　

入
田
附　

中
田
付
」

関
柴　

下
柴　

下
吉　

檜
原　

関
屋　

樟　

上
川
前
」

下
川
前　

大
塩　
●新カ田
十
二
ヶ
村
不
見
之

」※
22

　
　
　
　
　
　

岩
崎
郷
八
ヶ
村
」」（
82
ウ
）

上
岩
崎　

下
岩
崎　

中
村　

天
井
沢　

宇
津
野　

栗
生
沢
」

熱
塩　

水
沢
」

　
　
　
　
　
　

加
納
庄
百
木
郷
三
十
六
ヶ
村
」

小
荒
井　

大
荒
井　

村
松
新
田　

北
原
新
田　

高
畠　

吉
志
田
」

上
三
宮　

下
三
宮　

見
頃　

岩
沢　

細
屋　

譲
屋
」

鷲
田　

下
谷
地　

根
岸　

五
目　

上
野　

針
生
」

赤
崎　

金
屋　

黒
川　

日
中　

野
カ

沢　

百
木
田
中
」

中
川
原　

岩
尾　

山
岩
尾　

半
在
家　

五
分
一　

賢
ケ
谷
」

藤
沢　

沼
平　

背
戸
尻　

板
ノ
沢　

一
ノ
戸　

撫
木
」

以
上
一
百
九
十
九
ケ
村
有
往
古
よ
り
新
宮
鎮
下
二
百
一
邑
と
云
●
」」（
83

オ
）

右
々
内
八
十
年
成
と
の
新
村
多
し
、
し
か
れ
は
此
外
ニ
又
赤
枝
入
倉
西

●連
寺
カ●
」

落
●合

カ

町
屋
を
加
ふ
欤
、
東
は
金
川
を
限
り
と
あ
れ
は
ま
た
違
へ
り
、
後
」

人
の
糺
し
を
待
つ
」」※
23（
83
ウ
）

※
１
宝
庫
本
「
是
ミ
な
其
縁
を
ひ
く
成
へ
し
」

※
２
宝
庫
本
「
神
の
名
高
し
」

※
３
宝
庫
本
「
恋　

ぬ
れ
き
ぬ
を
あ
く
ま
て
着
て
し
会
津
川　

泉
州
堺
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夕
立
恋　

過
た
ら
ぬ
水
に
浮
名
流
し
て　

右
奥

同　

山
鳥
の
お
ろ
の
鏡
の
身
に
し
あ
ら
は

寄
鏡
恋　

隔
る
中
の
影
は
見
ま
し
を　

直
儀
」

※
４
宝
庫
本
「
任
笑
」

※
５
宝
庫
本
「
越
後
海
谷
氏
女　

小
倅
女
」

※
６
宝
庫
本
「
蓬
莱
方
丈
ゑ
い
じ
う
」

※
７
宝
庫
本
「
神
い
ま
す
好
文
木
の
匂
ひ
か
な　

一
竿

梅
に
明
て
心
も
清
し
は
つ
神
楽　

魯
卜
」

※
８
宝
庫
本
「
千
早
振
る
神
の
恵
ミ
の
枝
た
れ
て
か
つ
色
み
す
る
み
き
の
梅
か
枝　

同

雪
中
梅　

折
て
み
は
花
や
分
れ
ん
白
雪
の
降
り
重
な
れ
る
軒
の
梅
か
え　

同

月
前
梅　

春
の
夜
の
月
の
影
添
ふ
梅
の
花
深
き
色
香
を
空
に
し
ら
れ
て　

同
」

※
９
宝
庫
本
「
梅
花　

遠
薫　

咲
花
の
心
を
そ
見
ら
ね
春
風
の
さ
そ
ふ
に
し
る
き
遠
の
梅
か
香

　

同
梅
薫
風　

さ
そ
ひ
来
る
風
に
し
ら
れ
て
軒
近
き
垣
ね
の
よ
そ
の
梅
そ
ゆ
か
し
き

　

同
水
無
月
中
旬
に
詣
て
此
御
神
は
梅
桜
松
を
い
た
ふ
愛
し
給
ふ
と
聞
け
れ
は

香
を
そ
え
し
涼
し
き
風
を
松
梅
の
花
の
桜
木
春
を
忍
ひ
て　

繁
一

か
し
は
手
の
清
め
や
梅
の
初
香　

素
盈

雪
に
青
き
松
の
す
か
た
や
神
心　

為
雲

影
清
し
神
の
鏡
に
梅
の
花　

松
林
」

※
10
宝
庫
本
「
落
城
す
と
旧
記
に
あ
り
時
連
は
」

※
11
宝
庫
本
「
前
に
可
書
落
爰
に
て
す
」

※
12
宝
庫
本
「
稲
荷
山　

不
動
た
い
ら
と
慶
徳
の
間
也
応
永
三
年
玄
翁
禅
師
造
立
し
給
へ
り
年

代
の
部
に
委
し
」

※
13
宝
庫
本
「
八
月
十
八
日
」

※
14
宝
庫
本
「
在
厂
慶
寲
剛
字
高
瀬
小
旦
那
御
子
別
当
吉
原
敬
白
」

※
15
宝
庫
本
「
右
和
談
之
状
証
誠
殿
ノ
内
陣
ノ
神
扉
ノ
内
ニ
張
付
置
リ
無
知
者
然
ル
ニ
寛
文
四

年
春
蒙　

貴
命
友
松
氏
興
参
詣
ア
リ
内
殿
ニ
入
玉
ヒ
御
鎮
坐
ヲ
明
ラ
シ
メ
玉
フ

時
是
不
可
漫
宝
器
ノ
内
ヱ
可
入
置
ト
テ
手
自
剥
シ
渡
シ
玉
ヒ
寛
文
ノ
記
ニ
詳
カ

ナ
リ
」

※
16
宝
庫
本
「
于
時
慶
長
十
九
季
甲
寅
林
鐘
十
五
日
」

※
17
宝
庫
本
「
棟
札
写
脱
漏
而
追
加
ニ
有
リ
」

※
18
宝
庫
本
「
神
体
六
尊
御
鎮
座
坐
シ
キ
是
ハ
何
ノ
尊
是
ハ
何
ノ
尊
ト
一
々
指
教
玉
イ
」

※
19
宝
庫
本
「
増
且
鎮
下
二
百
余
村
の
助
力
を
以
て
護
摩
堂
を
建
ん
と
す
是
皆
衆
旦
信
仰
の
深

き
に
よ
れ
り
過
に
し
元
禄
年
中
」

※
20
宝
庫
本
「
同
五
戊
子
五
月
新
宮
社
御
修
復
鎮
下
ヨ
リ
役
夫
ヲ
勤
ム　

同
月
晦
日
新
宮
寺
宥

見
寂
矣
実
宥
ニ
跡
付
続
」

※
21
宝
庫
本
「
享
保
新
金
ハ
享
保
三
戌
年
出
一
匁
二
粉
有
リ
宝
永
判
ト
同
位
ノ
由
ニ
テ
宝
永
判

ハ
二
朱
ニ
可
通
用
御
触
有
リ
」

※
22
宝
庫
本
「
大
塩　

松
崎
新
田　

馬
場
新
田　

金
川
続
也
」

※
23
宝
庫
本
「
後
の
人
こ
れ
を
糺
し
給
へ
」

※
（
別
筆
）
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菊
池
研
介『
会
津
資
料
叢
書　

第
二
』大
正
六
年
十
一
月（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ

ン　

http://dl.ndl.go.jp/

）

『
喜
多
方
市
史　

第
四
巻　

考
古
・
古
代
・
中
世　

資
料
編
Ⅰ
』平
成
七
年
六
月　

喜
多
方
市
史
編

纂
委
員
会

『
喜
多
方
市
史
資
料
叢
書
―
第
７
集
―
諸
家
文
書
３（
近
世
・
近
代
）○『
新
宮
伝
記
』熊
野
神
社
文
書

（
新
宮
村
）』平
成
二
十
年
三
月　

喜
多
方
市
教
育
委
員
会（
書
誌
情
報
と
し
て
以
下
が
示
さ
れ
て

い
る
。「
四
、
資
料
表
題
の
次
に
以
下
の
も
の
を
示
し
た
。（『
喜
多
方
市
資
料
目
録
』に
よ
る
）[

○
○
○
○
家
文
書（
番
号
）]
整
理
番
号　

部
門　

項
目　

差
出
人
又
は
筆
写　

宛
名　

年
代　

形
成
立　

備
考
」、「[

新
宮
伝
記]　

熊
野
神
社
文
書
６　

Ⅶ-

５　

文
化　

歴
史
・
地
誌　

近
世

　

大
判
竪
帳　

写
本　

G
-f-87　

熊
野
神
社　

諸
家
文
書
Ⅱ
」）

吉
田
東
伍『
大
日
本
地
名
辞
書　

奥
羽　

第
七
巻
』明
治
三
十
九
年
六
月
八
日
初
版　

昭
和
四
十
五

年
三
月
二
十
五
日
増
補
版　

冨
山
房

『
会
津
家
世
実
紀　

第
二
巻
』昭
和
五
十
一
年
三
月　

吉
川
弘
文
館

『
新
編
会
津
風
土
記　

第
三
巻
』平
成
十
三
年
二
月　

歴
史
春
秋
出
版

真
壁
俊
信
氏
校
注『
続
神
道
体
系　

論
説
編　

保
科
正
之（
二
）』平
成
十
四
年
二
月　

神
道
大
系
編

纂
会

白
井
哲
也
氏『
日
本
近
世
地
誌
編
纂
史
研
究
』平
成
十
六
年
二
月　

思
文
閣
出
版

（
注
一
）本
論
で
は
、
菊
池
研
介『
会
津
資
料
叢
書
』以
降
、
平
成
七
年
発
行
の『
喜
多
方
市
史
』に
お

い
て
も『
新
宮
雑
葉
記
』と
統
一
さ
れ
て
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、『
新
宮
雑
葉
記
』

と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

（
注
二
）『
玉
藻
の
草
子
』の
常
在
院
系
統
の
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
、
退
治
さ
れ
た
玉
藻
前
の
体
内
か

ら
出
た
三
種
類
の
宝
物（
仏
舎
利
・
宝
珠
・
赤
白
の
針
）の
う
ち
、
白
い
針
が
三
浦
介
か
ら

源
頼
朝
に
献
上
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
下
野
国
那
須
野
に
て
殺
生
石
を
済
度
し
て
砕
い
た
源

翁
は
旅
を
続
け
、
陸
奥
国
会
津
黒
川
の
満
願
寺
へ
立
ち
寄
る
。
そ
の
寺
は
佐
原
義
連（
三

浦
大
介
義
明
の
息
子
、
三
浦
介
義
澄
の
弟
）の
菩
提
所
で
あ
る
と
語
ら
れ
る
。（
昭
和
女
子

大
学
蔵
絵
巻「
其
後
、
玄
能
和
尚
、
陸
奥
会
津
黒
川
ま
ん
く
は
む
寺
に
居
住
あ
り
と
や
、

寺
は
、
さ
は
ら
の
十
郎
よ
し
つ
ら
の
菩
提
所
と
い
へ
り
」、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
絵
巻

「
そ
の
ゝ
ち
、
け
ん
お
う
お
し
や
う
、
み
ち
の
く
あ
ひ
つ
の
こ
ほ
り
、
く
ろ
川
の
さ
と
ま

ん
く
は
ん
寺
に
き
よ
ち
う
あ
る
と
か
や
、
か
の
寺
は
さ
は
ら
の
十
郎
よ
し
つ
ら
の
ほ
た
い

し
よ
と
云

々

」、
学
習
院
大
学
日
本
語
日
本
文
学
科
研
究
室
蔵
巻
子
本「
け
ん
わ
う
を
し
や
う
、

み
ち
の
く
あ
い
つ
の
こ
ほ
り
、
く
ろ
川
ま
ん
く
わ
ん
し
に
き
よ
ち
う
有
と
か
や
、
彼
寺
は

さ
は
ら
の
十
郎
よ
し
つ
ら
の
ほ
た
ひ
し
よ
と
い
へ
り
」）『
新
編
会
津
風
土
記
』に
お
い
て
は
、

巻
之
六
十
五「
半
在
家
村
」の「
墳
墓
」に「
佐
原
義
連
墓
」、「
古
蹟
」に「
満
願
寺
跡
」と
立
項

さ
れ
て
い
る
。「
佐
原
義
連
墓　

村
南
二
町
ニ
ア
リ
、
義
連
会
津
ヲ
賜
ハ
リ
シ
事
東
鑑
ニ

見
エ
サ
レ
ト
モ
、
文
治
五
年
九
月
奥
州
羽
州
等
ノ
吉
書
始
ノ
条
下
ニ
、
面
面
ノ
賞
不
レ

可
二

勝
テ

計
フ

一

ト
ア
レ
ハ
、
此
時
ナ
ト
賜
ハ
リ
シ
ナ
ル
ヘ
シ
、
サ
レ
ハ
其
子
孫
四
郡
ノ
地
ニ
列

布
シ
、
中
ニ
モ
此
村
ハ
其
孫
三
浦
介
盛
時
カ
領
セ
ル
所
ニ
テ
、
青
山
城
モ
程
近
ケ
レ
ハ
此

地
ニ
葬
リ
シ
ト
見
ユ
、
然
レ
ト
モ
義
連
ノ
卒
年
詳
ナ
ラ
ス
、
東
鑑
ニ
モ
正
治
元
年
五
月
ヨ

リ
後
ハ
其
名
見
エ
ス
、
建
久
四
年
四
月
ノ
条
下
ニ
三
浦
左
衛
門
尉
ア
レ
ト
モ
、
兵
衛
尉
義

村
ヲ
左
衛
門
尉
ト
書
セ
ル
所
ア
レ
ハ
、
義
連
ト
モ
定
カ
タ
［
メ
］シ
、
建
永
二
年
六
月
ニ
和
泉
・

紀
伊
両
国
ノ

守
護
ハ

者
、
佐
原
十
郎
左
衛
門
ノ

尉
義
連
カ

職
也
、
義
連
卒
去
ノ

之
後
未
レ

被
レ

補

セ
二

其
替
ヲ

一

ト
ア
レ
ハ
、
其
間
ニ
卒
セ
シ
ナ
ル
ヘ
シ
天
福
元
年
八
月
ニ
卒
セ
シ
ト
記
セ
ル
者
ア
レ
ト
モ
、
若
其
説
ノ
如
ク

ナ
ラ
ハ
、
イ
カ
テ
東
鑑
ニ
二
十
余
年
前
ニ
卒
去
ノ
後
ト
ハ
記
ス
ヘ
キ

、
側

ニ
五
輪
十
基
ア
リ
、
家
臣
ノ
墓
ナ
リ
ト
云
、
荒
穢
年
久
ク
シ
テ
知
モ
ノ
稀
ナ
リ
シ
カ
、
肥

後
守
正
之
封
ニ
就
テ
後
、
家
臣
ニ
命
シ
テ
封
内
ヲ
巡
ラ
シ
メ
テ
其
事
ヲ
知
リ
、
村
民
一
戸

ニ
米
ヲ
与
テ
コ
レ
ヲ
守
ラ
シ
メ
子
孫
今
ニ
此

墓
ヲ
守
ル

、
且
不
朽
ヲ
図
テ
寛
文
八
年
山
崎
柯
ヲ
シ
テ
碑
文

ヲ
作
ラ
シ
メ
シ
カ
、
其
志
ヲ
卒
ス
シ
テ
逝
ス
、
元
禄
八
年
肥
後
守
正
容
コ
レ
ヲ
建
、
碑
石

高
一
丈
・
広
二
尺
九
寸
余
・
厚
一
尺
八
寸
、
方
跗
高
一
尺
八
寸
・
六
尺
四
面
、
碑
文
如
左

　

…
（
略
・
碑
文
の
写
し
）」、「
満
願
寺
跡　

小
名
阿
寺
沢
ニ
ア
リ
、
何
ノ
頃
廃
セ
シ
ニ

カ
詳
ナ
ラ
ス
、
コ
ノ
辺
リ
ニ
満
願
寺
峠
ト
云
字
ア
リ
此
寺
開
基
宗
旨
詳
ナ
ラ
ネ
ト
モ
、
本
州
白
川
郡
中
寺
常
在
院
ハ
源
翁
ノ
開
基

ニ
テ
、
二
世
大
仙
永
享
元
年
源
翁
カ
伝
ヲ
記
シ
テ
、
永
和
二
年
源
翁
会
津

黒
川
ノ
里
満
願
寺
ニ
移
ル
、
満
願
寺
ハ
佐
原
十
郎
義
連
ノ
菩
提
所
ナ
リ
ト
ア

リ
、
又
今
作
州
勝
山
ノ
三
浦
家
ニ
、
義
連
ノ
法
号
満
願
寺
ト
云
ソ
ノ
遺
跡
ニ
ヤ

」

（
注
三
）渡
辺
直
昌
本
の
珠
盤
に
よ
る
序
文
に
は
、
渡
辺
直
昌
が
こ
の
熊
野
神
社
は「
霊
蹤
」で
あ
る
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の
に「
村
民
悉
知
二

其
由
一

者
鮮
矣
」と
歎
き
、「
或
記
或
文
或
詩
或
賦
及
二

和
歌
三
十
一
字
狂

言
綺
語
等
一

悉
集
作
二

書
一
篇
一

而
為
レ

便
望
下

請
為
二

之
序
一

勧
中

化
于
遠
近
上

」、
そ
こ
で
請

わ
れ
て
序
文
を
執
筆
し
た
と
経
緯
が
語
ら
れ
て
い
る
。
中
条
度
泰
本
の
序
文
に
は「
惜
ヒ

哉

残
簡
ノ

旧-

記
腐
二-

朽
ス

空
ク

匣
底
一
ニ

豈
ニ

不
二
ル

歎
息
一
愚

覧
ル
ニ

レ

之
ヲ

以
二
テ
ス

尽
ク

蚞
蝕
脱
簡
一
ヲ

怱
焉
ト
シ
テ

濺
キ

レ

涙
ヲ

嗚
呼
噫
嘻
斯
ク

弃
擲
セ
ハ

者
今
ノ

之
如
ク

レ

視
ル
カ

レ

昔
ヲ

後
ノ

之
視
ル
コ
ト

レ

今
ヲ

亦
タ

復
タ

如
ト
ケ
ン

レ

此
ノ

矣
令
二
シ
テ

博
覧
ヲ

一

摸
写
シ
テ

而
奉
二-

納
シ

之
一
ヲ

欲
下
ス

使
二
シ
テ

後
人
一
ヲ

覚

二

濫
觴
一
ヲ

永
ク

耀
中
サ
ン
コ
ト
ヲ

三

山
ノ

之
洪
基
上
ヲ

也
」、「
旧
記
」が
朽
ち
て
し
ま
う
こ
と
を
歎
き
、

後
の
人
の
た
め
に
新
宮
熊
野
神
社
の
は
じ
ま
り
を
伝
え
よ
う
と
摸
写
し
て
奉
納
し
た
と
あ

る
。

（
注
四
）友
松
氏
興　

と
も
ま
つ
・
う
じ
お
き　

会
津
藩
家
老
。
元
和
八
年（
一
六
二
二
）三
月
三
日
、

高
知
城
下
に
生
ま
れ
た
。
父
の
名
は
荘
右
衛
門
氏
盛
、
母
は
安
西
八
左
衛
門
の
女
で
。
幼

名
利
益
、
通
称
を
勘
十
郎
と
い
い
、
而
斎
と
号
し
た
。
十
三
歳
の
と
き
に
信
州
高
遠
の
城

主
保
科
正
之
に
仕
え
、
累
進
し
て
禄
高
二
千
石
の
家
老
と
な
っ
た
。
山
崎
闇
斎
に
つ
い
て

宋
儒
学
を
考
究
し
、
大
河
原
養
白
・
荒
井
真
庵
が
会
津
に
藤
樹
学
を
伝
え
る
と
、
進
ん
で

そ
の
講
義
を
聞
い
た
。
神
道
は
吉
川
惟
足
に
、
国
学
歌
道
は
正
親
町
公
通
に
つ
い
て
修
め
、

そ
の
性
は
剛
毅
に
し
て
博
学
、
正
行
の
江
戸
在
勤
中
は
留
守
中
の
藩
の
治
世
を
委
さ
れ
て
、

国
老
の
田
中
土
佐
と
と
も
に
果
断
の
政
治
を
お
こ
な
い
、
そ
の
佳
話
も
多
い
。
山
城
淀

十
万
石
の
城
主
で
あ
り
、
石
州
流
の
茶
人
で
も
あ
る
稲
葉
正
通
は
彼
を
評
し
、「
会
津
の

友
松
は
悍
馬
の
如
し
、
是
れ
を
禦
し
得
る
者
は
正
之
の
み
」と
言
い
、
山
崎
闇
斎
も
ま
た

「
諸
国
の
士
人
で
為
す
あ
る
者
、
方
今
、
天
下
に
共
に
語
る
べ
き
は
土
佐
の
野
中
兼
山
と

会
津
の
友
松
勘
十
郎
に
及
ぶ
も
の
な
し
」と
い
い
、
老
中
酒
井
忠
勝
も「
勘
十
郎
は
言
行
二

な
く
、
古
今
の
名
臣
で
あ
る
」と
評
し
た
。
寛
文（
一
六
六
一
―
）の
頃
、
正
之
の
命
を
受

け
て
領
内
を
巡
見
し
、
山
川
の
地
形
・
土
俗
・
物
産
・
戸
口
・
社
寺
・
古
跡
な
ど
を
調
査

し
、
あ
る
は
古
器
の
銘
・
古
文
書
・
伝
説
な
ど
を
集
め
て『
会
津
風
土
記
』を
編
み
、
同
六

年（
一
六
六
六
）に
完
成
さ
せ
た
。
寛
文
八
年（
一
六
六
八
）に
は
正
之
に「
家
訓
」の
制
定
を

進
言
、
寛
文
十
二
年（
一
六
七
二
）十
二
月
十
八
日
、
正
之
が
死
去
す
る
や
二
千
石
の
禄
を

返
上
し
、
晩
年
は
土
津
神
社
の
建
設
に
力
を
尽
し
た
。
ま
た
同
社
の
永
代
祭
祇
料
の
た
め

に
桧
原
川
よ
り
三
里
余
の
水
を
引
い
て
翁
島
の
北
に
土
田
村
の
開
墾
を
行
い
そ
の
田
畑
を

も
っ
て
祭
祇
料
に
当
て
た
。
こ
れ
が
今
日
の
土
田
堰
で
あ
る
が
、
今
日
の
よ
う
に
測
器
な

ど
の
な
い
時
代
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
夜
間
に
提
燈
を
用
い
、
水
路
の
落
差
を
測
量
し
た

と
い
う
。
そ
の
知
謀
と
努
力
と
は
、
今
も
土
津
神
社
の
東
側
よ
り
磐
梯
山
麓
を
横
切
っ
て

流
れ
る
土
田
用
水
堰
の
そ
の
清
冽
な
流
れ
が
こ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。
氏
興
は
貞
享
四
年

（
一
六
八
七
）二
月
二
十
九
日
、
六
十
六
歳
で
没
し
た
が
、
生
前
す
で
に
子
孫
の
絶
え
る
こ

と
を
覚
悟
し
、
墓
碑
銘
も
自
分
で
作
り
、
そ
の
祭
祇
も
青
木
村
の
人
々
に
依
頼
し
、
そ
の

生
涯
は
誠
実
剛
直
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
神
霊
号
を「
忠
彦
霊
社
」と
い
う
。
墓
は
青
木
善

龍
寺
の
裏
山
、
大
窪
山
の
西
の
峯
頭
に
あ
り
、
そ
の
巨
大
な
墓
碑
に
は「
東
奥
散
士
友
松

氏
興
之
墓
」と
刻
ま
れ
、
傍
に
は
そ
れ
よ
り
ひ
と
周
り
小
さ
な
妻
の
墓
が
並
び
立
っ
て
い

る
。
主
な
著
書
に『
孟
浩
録
』『
土
津
神
言
行
録
』『
見
称
山
由
来
記
』の
ほ
か
、
自
撰
歌
集『
不

学
而
集
』『
氏
興
詠
集
』『
百
首
和
歌
』な
ど
が
あ
る
。『
不
学
而
集
』は
延
宝
七
年（
一
六
七
九
）

の
撰
で
、
和
歌
四
十
首
を
収
め
て
い
る
。『
氏
興
詠
集
』は
貞
享
四
年（
一
六
八
七
）春
二

月
、
病
に
か
か
り
友
人
の
手
を
か
り
て
詠
草
六
十
三
首
を
抄
録
、
正
親
町
公
通
に
呈
し
て

添
削
を
乞
う
た
と
き
の
歌
集
で
あ
り
、『
百
首
和
歌
』も
、
友
人
に
浄
書
し
て
も
ら
っ
た
自

撰
歌
集
で
あ
る
。
…
（
後
略
）　

小
島
一
男
氏『
会
津
人
物
辞
典（
文
人
編
）』歴
史
春
秋
出
版
、

平
成
二
年
十
二
月

（
注
五
）平
成
二
十
七
年
二
月
、
田
嶋
一
夫
氏
の
指
摘
に
よ
る
。

（
注
六
）喜
多
方
市
史
編
纂
委
員
会『
喜
多
方
市
史　

第
四
巻　

考
古
・
古
代
・
中
世
資
料
編
Ⅰ
』平

成
七
年
六
月

（
注
七
）『
福
島
縣
耶
麻
郡
誌
』（
耶
麻
郡
役
所　

復
刻
版
昭
和
五
十
三
年
八
月
二
十
三
日
発
行　

歴
史

春
秋
社
）、「
第
十
九
章　

人
物　

第
三
節　

文
学
者
及
芸
術
家
」に
よ
る
。「
渡
辺
直
昌　

渡
辺
直
昌
は
初
め
河
沼
郡
砂
越
村
に
住
し
後
耶
麻
郡
小
荒
井
村
に
移
り
医
術
を
業
と
せ
り

先
祖
は
嵯
峨
源
氏
に
し
て
北
条
氏
滅
亡
の
後
鎌
倉
を
退
き
会
津
に
下
り
蘆
名
氏
に
仕
ふ
蘆

名
氏
滅
亡
の
後
民
間
に
下
り
医
術
を
業
と
せ
り
直
昌
は
通
称
を
傳
左
衛
門
医
名
を
玄
説
と
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い
ふ
寛
文
七
年
正
月
十
八
日
に
生
る
七
八
歳
の
頃
よ
り
百
人
一
首
三
十
六
歌
選
等
の
歌
書

を
弄
ひ
九
歳
の
時
下
荒
井
村
の
蓮
華
寺
に
学
ひ
十
三
歳
の
時
若
松
の
医
師
岩
田
適
慶
・
同

知
足
の
門
弟
と
な
り
医
術
を
修
め
十
五
歳
よ
り
郭
内
の
歌
人
小
泉
康
定
の
門
に
入
り
て
和

歌
を
学
ひ
又
諸
国
の
和
歌
の
宗
匠
を
訪
ね
て
其
流
を
汲
み
京
都
に
て
は
無
曲
軒
長
伯
・
水

田
長
憐
を
師
と
頼
み
詠
め
る
歌
を
は
御
歌
所
内
大
臣
中
院
通
躬
公
・
武
者
小
路
大
納
言
実

陰
卿
の
覧
に
供
し
感
賞
に
預
り
し
こ
と
あ
り
或
時
は
和
歌
道
を
較
へ
ん
と
て
諸
国
を
行
脚

し
津
々
浦
々
ま
て
尋
ね
行
き
或
時
は
歌
道
修
行
の
為
深
山
幽
谷
を
渉
り
数
年
を
過
せ
り
と

い
ふ
さ
れ
は
和
歌
に
冥
加
あ
り
て
伊
勢
・
鹿
島
・
下
加
茂
等
の
神
社
へ
奉
納
歌
合
の
選
に

当
り
其
外
住
吉
・
須
磨
・
明
石
・
塩
釜
・
江
の
島
等
の
名
所
旧
跡
に
和
歌
を
残
せ
る
も
の

多
し
又
信
仏
の
念
深
く
壮
年
の
時
は
百
万
遍
然
誉
上
人
よ
り
老
て
は
吉
野
比
蘇
寺
朴
道
禅

師
よ
り
血
脈
を
賜
は
り
し
と
い
ふ
彫
刻
又
世
に
勝
れ
若
年
の
頃
籾
の
殻
に
虚
空
蔵
、
框
の

殻
に
七
福
神
を
彫
り
入
れ
柳
津
虚
空
蔵
へ
奉
納
し
時
の
太
守
保
科
正
容
公
の
御
感
じ
預
れ

り
齢
八
十
余
歳
に
至
る
も
耳
目
正
し
く
心
も
衰
へ
す
隣
国
の
和
歌
添
削
に
日
を
送
り
し
か

宝
暦
二
年
正
月
八
十
六
歳
の
高
齢
を
以
て
歿
す
著
書
新
宮
雑
葉
記
等
若
干
あ
り
墓
は
安
勝

寺
に
在
り
て
法
名
を
洗
雲
了
夢
居
士
と
い
ふ
」

（
注
八
）

23
丁
オ

25
丁
ウ

小
山
新
田
条

31
丁
オ

42
丁
ウ

25
丁
ウ

古
舘
条
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１

樋
口
一
葉
な
つ
は
明
治
五
年
三
月
十
五
日
、
太
陽
暦
で
は
五
月
二
日
に
東
京

府
第
二
大
区
小
一
区（
現
千
代
田
区
）内
幸
町
一
番
屋
敷
、
東
京
府
構
内
長
屋
に

て
樋
口
則
義（
四
十
三
歳
）、
た
き（
三
十
八
歳
）の
次
女
と
し
て
生
ま
れ
た
。
明

治
五
年
は
十
二
月
三
日
が
太
陽
暦
の
明
治
六
年
一
月
一
日
に
な
っ
た
年
で
あ
る

が
、
遡
っ
て
太
陽
暦
に
換
算
す
る
と
、
一
月
は
花
袋
、
三
月
は
藤
村
、
五
月
に

は
一
葉
が
誕
生
し
た
年
で
あ
っ
た
。
父
則
義
は
甲
斐
国
山
梨
郡
中
萩
原
村
重
郎

原
の
農
民
樋
口
八
左
衛
門
の
子
で
あ
っ
た
が
、
同
じ
く
中
萩
原
村
青
南
の
古
谷

た
き
と
と
も
に
安
政
四
年
四
月
に
江
戸
に
出
、
以
来
様
々
の
職
業
を
経
て
、
一

葉
の
生
ま
れ
た
時
は
東
京
府
権
小
属
と
い
う
地
位
を
得
て
い
た
。
権
小
属
は
下

級
官
吏
で
、
月
給
二
十
円
程
度
と
考
え
ら
れ
る
。
以
後
則
義
は
中
属
に
な
っ
た

が
、
明
治
九
年
末
に
一
旦
退
職
し
、
十
年
十
月
に
は
警
視
庁
警
視
局
傭
に
な
り
、

明
治
二
十
年
六
月
に
依
願
退
職
す
る
ま
で
十
年
ほ
ど
警
視
庁
に
勤
務
し
た
。
明

治
二
十
年
六
月
に
兄
の
泉
太
郎
が
大
蔵
省
出
納
局
配
賦
課
雇
に
な
っ
た
わ
け
で
、

泉
太
郎
の
月
給
は
八
円
と
伝
え
ら
れ
る
が
則
義
は
小
金
を
貯
め
て
処
々
に
貸
付

し
て
い
た
し
、
兄
は
官
吏
に
な
っ
た
わ
け
で
樋
口
家
の
運
勢
の
頂
点
と
言
え
よ

う
。
泉
太
郎
は
こ
の
時
既
に
肺
結
核
に
侵
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
が
、
三
か

月
ほ
ど
で
休
職
、
そ
の
三
か
月
後
に
亡
く
な
っ
た
。
一
葉
は
そ
の
前
年
、
明
治

十
九
年
、
十
四
歳
で
歌
塾
萩
の
舎
に
入
塾
し
、
明
治
の
才
女
の
仲
間
入
り
を
し

伊　

狩　
　
　

弘

樋
口
一
葉
の
研
究

　
　

―
「
ま
こ
と
の
詩
人
」
の
淵
源
を
考
え
る
―

つ
つ
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
樋
口
家
は
衰
運
の
一
途
を
辿
り
、
明
治
二

十
一
年
、
則
義
は
黒
門
町
の
家
を
売
却
し
樋
口
家
は
以
後
借
家
住
ま
い
と
な
る
。

そ
の
年
に
則
義
の
始
め
た
荷
車
請
負
業
組
合
は
失
敗
し
、
則
義
の
出
資
金
も
戻

ら
な
い
ま
ま
翌
年
二
十
二
年
七
月
に
則
義
は
病
没
し
た
。
周
知
の
よ
う
に
次
男

虎
之
助
は
明
治
十
四
年
に
分
籍
さ
れ
陶
器
の
絵
付
師
成
瀬
誠
至
に
弟
子
入
り
し

て
い
た
の
で
一
葉
一
家
は
母
た
き
、
妹
く
に
の
女
ば
か
り
三
人
と
な
り
、
許
婚

の
は
ず
だ
っ
た
渋
谷
三
郎
か
ら
は
金
銭
的
の
足
許
を
見
ら
れ
た
結
果
婚
約
解
消

を
告
げ
ら
れ
た
。
明
治
二
十
三
年
、
一
葉
は
萩
の
舎
の
内
弟
子
と
な
っ
た
が
、

下
女
の
よ
う
に
扱
わ
れ
、
九
月
に
本
郷
菊
坂
町
に
引
っ
越
し
た
が
も
っ
ぱ
ら
洗

濯
と
針
仕
事
に
よ
っ
て
生
計
を
た
て
る
あ
り
さ
ま
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
明
治

二
十
年
六
月
を
境
に
三
年
余
り
の
う
ち
に
一
葉
は
父
と
兄
と
自
宅
を
失
い
、
家

産
と
生
活
の
糧
を
失
い
、
婚
約
者
を
失
う
と
い
う
憂
き
目
に
遭
う
こ
と
に
な
っ

た
。
十
五
歳
か
ら
十
八
歳
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
間
に
大
き
い
出
来
事
は

萩
の
舎
塾
に
お
い
て
田
辺
花
圃
を
知
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
花
圃
と
文
字
通
り

交
わ
っ
た
接
点
は
一
葉
と
い
う
作
家
を
世
に
出
す
大
き
な
契
機
に
な
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
花
圃
が
明
治
二
十
一
年
六
月
に
逍
遙
の
校
閲
を
得
た
後
に『
藪
の
鶯
』

を
出
版
し
、
三
十
三
円
二
十
銭
の
稿
料
を
得
た
こ
と
が
一
葉
の
小
説
家
へ
の
執

着
心
の
元
に
な
っ
た
の
は
間
違
い
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
当
時
の
三
十
三
円
は
大

体
今
の
三
十
三
万
円
に
相
当
し
、
文
筆
が
生
活
の
手
段
に
な
り
得
る
こ
と
を
実

例
を
以
て
一
葉
に
示
し
た
効
果
は
大
き
い
。『
藪
の
鶯
』と
い
う
小
説
そ
の
も
の

53



は
明
治
の
欧
化
主
義
や
官
僚
主
義
を
否
定
し
、
質
素
倹
約
的
な
日
本
的
女
徳
を

称
揚
し
た
、
花
圃
の
主
張
の
強
く
出
た
も
の
で
、
そ
う
し
た
筆
法
が
災
い
し
て

か
結
局
花
圃
は
作
家
と
し
て
成
功
す
る
と
こ
ろ
ま
で
行
か
な
か
っ
た
。
田
辺
花

圃
龍
子
は
田
辺
太
一
蓮
舟
の
子
に
生
ま
れ
、
明
治
二
十
五
年
十
一
月
、
二
十
五

歳
で『
日
本
人
』の
三
宅
雄
二
郎
雪
嶺
と
結
婚
し
た
。
花
圃
と
一
葉
は
い
ろ
い
ろ

な
意
味
で
関
係
が
深
く
、
滝
藤
満
義
が「
総
じ
て
花
圃
作
品
の
特
徴
は
、
強
烈

な
自
己
主
張
と
教
訓
を
戯
作
調
の
文
体
に
盛
っ
た
、
啓
蒙
主
義
的
な
と
こ
ろ
に

あ
っ
た
。
こ
れ
が
や
が
て
後
輩
の
一
葉
に
水
を
開
け
ら
れ
る
所
以
に
も
な
る
の

だ
が
、
彼
女
が
作
家
一
葉
の
産
婆
役
を
果
し
た
功
績
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
し
、
そ

れ
に
花
圃
初
期
作
品
の
扱
っ
た
テ
ー
マ
や
素
材
、
例
え
ば
利
発
で
古
風
な
娘
の

活
躍
、
筒
井
筒
の
恋
、
家
の
零
落
、
妾
や
玉
の
輿
の
問
題
、
己
が
運
命
や
男
達

へ
の
怨
念
、
夫
婦
の
不
和
等
が
、
い
ず
れ
も
後
年
の
一
葉
小
説
の
主
要
な
そ
れ

に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
も
っ
と
も
両
者
の
作
品
の
結
末
に
明
暗

の
差
が
あ
る
の
は
境
遇
の
し
か
ら
し
め
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う

（
１
）
。」と
述
べ
て
い
る

と
お
り
、
テ
ー
マ
や
素
材
面
で
も
二
人
に
は
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
だ
が
、

滝
藤
の
言
う
よ
う
に
花
圃
は
代
々
与
力
の
田
辺
家
の
出
で
あ
り
、
夫
の
雪
嶺
も

加
賀
藩
儒
医
の
家
柄
で
、
雪
嶺
の
硬
骨
漢
ぶ
り
も
有
名
で
あ
る
。
だ
か
ら
一
葉

と
は
境
遇
に
大
き
な
違
い
が
あ
り
、
明
治
欧
化
主
義
に
非
を
鳴
ら
し
た
点
で
は

一
葉
と
花
圃
に
共
通
の
心
情
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
が
、
花
圃
ら
の
国
粋
主
義

を
陽
と
す
れ
ば
一
葉
の
は
飽
く
迄
陰
性
の
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
一
葉
は

し
か
し
次
第
に
花
圃
を
ラ
イ
バ
ル
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
見
え
て
、
二
十
七

年
二
月
、
下
谷
龍
泉
寺
に
住
ん
で
い
た
時
期
に
中
島
歌
子
か
ら
花
圃
が
家
門
を

開
く
、
和
歌
の
塾
を
主
宰
す
る
こ
と
を
聞
い
て
次
の
よ
う
に『
塵
中
日
記
』に
認

め
た
。二

月
二
日　

年
始
に
出
つ　

き
る
へ
き
も
の
ゝ
塵
ほ
ど
も
残
ら
す　

よ
そ

の
蔵
に
あ
つ
け
た
れ
は
仮
そ
め
に
出
ん
と
す
る
も
の
も
な
し　

邦
子
の
か

ら
う
し
て
背
中
と
前
袖
と
ゑ
り
さ
ま

〲
に
は
ぎ
合
せ
て
羽
を
り
た
に
き

た
ら
ま
し
か
ば
ふ
と
は
は
ぎ
物
と
も
覚
え
ざ
る
様
に
小
袖
一
か
さ
ね
こ
し

ら
へ
出
た
り　

こ
れ
を
き
て
出
る
に
風
ふ
く
ご
と
の
心
づ
か
ひ
も
の
に
似

ず（
中
略
）種
々
か
た
る
師
君
の
も
の
語
に
三
宅
龍
子
ぬ
し
家
門
を
起
し
給

ふ
の
こ
ゝ
ろ
の
よ
し　

さ
る
は
雄
次
郎
君
の
内
政
之
い
と
く
る
し
く
た
ら

す
か
ち
な
る
に
例
之
才
女
の
か
ゝ
る
方
に
お
も
む
く
こ
ゝ
ろ
深
く
か
く
と

は
お
も
ひ
た
ゝ
れ
成
へ
し　

師
は
我
れ
に
も
せ
ち
に
す
ゝ
め
給
ふ　

い
か

て
此
折
過
さ
ず
世
に
名
を
出
し
給
は
ず
や（
以
下
略
）

花
圃
が
歌
門
を
開
く
と
仄
聞
し
た
一
葉
は
雄
次
郎（
雪
嶺
、
雄
次
郎
は
幼
名
）

の
収
入
が
乏
し
い
た
め
に
才
女
花
圃
が
内
助
の
功
を
発
揮
し
よ
う
と
計
画
し
た

の
だ
ろ
う
と
想
像
を
逞
し
く
し
た
。
実
は
花
圃
が
近
所
の
女
学
生
に『
紫
式
部

日
記
』を
教
え
た
の
を
歌
子
に
咎
め
ら
れ
た
の
だ
と
い
う
。
更
に
一
葉
は
田
中

み
の
子
の
許
を
訪
れ
た
時
の
こ
と
を
叙
し
な
が
ら
花
圃
を
か
な
り
厳
し
く
批
判

す
る
。二

十
七
日　

田
中
君
を
牛
込
に
訪
ふ（
中
略
）談
は
中
嶋
の
師
が
上
な
り　

品
行
日
々
に
み
だ
れ
て
吝
い
よ

〱
甚
敷
哥
道
に
尽
す
こ
ゝ
ろ
は
塵
ほ
と

も
見
え
さ
る
に
弟
子
の
ふ
え
な
ん
こ
と
を
こ
れ
求
め
て
我
れ
身
し
り
そ
き

て
よ
り
新
米
の
弟
子
二
十
人
に
あ
ま
り
ぬ　

よ
め
る
歌
は
と
問
へ
ば
こ
ぞ

の
稽
古
納
め
に
哥
合
し
た
る
十
中
の
八
九
は
手
に
は
と
ゝ
の
は
ず
語
格
み

だ
れ
て
哥
と
い
ふ
べ
き
風
情
は
な
し　

坐
に
他
の
大
人
な
か
り
し
こ
そ
よ

け
れ　

な
け
か
は
し
き
お
と
ろ
へ
方
と
聞
ゆ　

田
中
君
な
ど
が
詠
草
一
月

に
も
十
月
に
も
満
ぞ
く
に
直
し
な
ど
与
へ
ら
れ
た
る
事
な
し
と
い
ふ
は
偽

の
み
に
も
あ
ら
さ
る
べ
し　

か
ね
て
我
が
上
に
も
知
る
こ
と
な
れ
ば
か
ゝ

る
中
に
こ
の
有
様
を
知
り
つ
く
し
た
る
龍
子
ぬ
し
か
こ
れ
に
身
を
投
し
て

家
門
を
開
か
ん
と
す
と
聞
こ
そ
お
ほ
ろ
げ
の
か
ん
が
へ
に
は
あ
ら
さ
る
べ

し　

秋
の
紅
葉
の
さ
か
り
は
今
一
時
な
る　

師
が
袖
に
す
が
り
て
我
世
の
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春
を
む
か
へ
ん
と
す
る
の
結
構
此
間
に
か
な
ら
ず
あ
る
べ
し

右
の
よ
う
に
一
葉
は
様
々
に
邪
推
し
て
、「
す
べ
て
て
ん

〲
が
た
き
の
世
」

だ
と
嘆
い
て
い
る
が
、
零
落
の
自
分
の
運
命
を
逆
恨
み
的
に
世
の
中
に
転
嫁
し

て
独
り
よ
が
り
の
憂
さ
晴
ら
し
を
日
記
と
い
う
閉
ざ
さ
れ
た
世
界
で
謳
歌
し
て

い
る
の
で
、
児
戯
的
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
二
十
二
歳
の
娘
の
心
の
奥
に
こ
の
よ

う
な
情
念
が
満
ち
て
い
た
、
そ
の
こ
と
は
一
葉
文
学
の
成
立
と
性
質
を
考
え
る

上
で
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
田
中
み
の
子
も
家
門
を
開
く
よ
う
な
こ
と
を
言
っ

て
い
る
こ
と
を
受
け
て「
此
人
も
と
よ
り
汚
濁
の
外
に
た
ち
て
す
み
渡
り
た
る

こ
ゝ
ろ
な
ら
ぬ
は
し
れ
と
お
も
て
清
く
し
て
う
ら
に
け
が
れ
を
か
く
す
龍
子
な

と
の
に
く
ゝ
い
や
し
き
に
よ
し
け
が
れ
は
け
が
れ
と
し
て
多
数
の
す
て
た
る
此

人
に
せ
め
て
は
哥
道
に
す
ゝ
む
方
だ
け
を
は
げ
ま
さ
ん
と
て
也　

右
も
に
こ
れ

り
左
も
に
ご
れ
り　

師
も
龍
子
も
此
人
も
何
れ
に
ご
り
の
う
ち
な
る
を
あ
れ
を

す
て
ゝ
こ
れ
を
た
す
く
る
は
時
の
よ
は
き
を
見
る
に
し
の
び
ず　

人
は
た
の
ま

ぬ
義
を
お
こ
し
而
我
れ
か
ら
苦
悶
に
身
を
な
や
ま
す
我
か
浅
は
か
さ
あ
は
れ
む

に
た
え
た
り
」と
、
随
分
な
八
つ
当
た
り
的
誹
謗
で
あ
る
。
が
、
繰
り
返
す
よ

う
だ
が「
お
も
て
清
く
し
て
う
ら
に
け
が
れ
を
か
く
す
」と
い
う
よ
う
に
一
葉
が

世
の
中
一
般
を
諦
視
し
た
、
そ
の
僻
見
が
一
葉
文
学
を
成
立
さ
せ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
な
っ
た
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
独
り
よ
が
り
の
子
供
じ
み

た
邪
推
は
一
葉
日
記
に
散
見
さ
れ
、
一
葉
と
い
う
作
家
の
裏
面
本
性
が
露
呈
し

た
よ
う
に
も
捉
え
ら
れ
よ
う
が
、
既
述
し
た
と
お
り
一
葉
の
運
命
は
十
五
歳
を

境
に
大
き
く
暗
転
し
、
少
女
時
代
に
あ
っ
た
も
の
を
次
々
に
失
い
、
丸
裸
同
然

に
な
る
。
下
谷
龍
泉
寺
で
商
売
を
始
め
て
か
ら
は
僅
か
に
残
っ
た
プ
ラ
イ
ド
ま

で
も
捨
て
、
裸
一
貫
の
肝
が
据
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
我
は
も
と
よ
り
う
き

よ
に
捨
て
物
の
一
身
」と
い
う
言
葉
も
引
用
し
た
二
月
二
十
七
日
の
日
記
中
に

あ
る
。
勿
論
こ
う
し
た
大
時
代
が
か
っ
た
開
き
直
り
、
粋
が
り
は
落
ち
ぶ
れ
は

て
た
自
分
の
自
己
劇
化
、
自
己
粉
飾
で
し
か
な
く
、
結
局
は
自
己
満
足
以
外
の

何
物
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
が
、
そ
の
よ
う
な
自
己
粉
飾
的
主
体
を
仮
構
し
た
れ

ば
こ
そ
、
穿
ち
と
僻
目
の
よ
う
な
一
葉
文
学
の
主
題
が
稀
有
な
古
典
的
美
意
識

を
保
っ
て
現
前
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
辺

は
後
に
回
す
が
、
萩
の
舎
の
中
島
歌
子
と
と
も
に
三
宅
花
圃
は
世
の
中
の
実
相

を
一
葉
に
示
し
た
教
材
の
よ
う
な
存
在
で
、
そ
れ
が
真
の
実
相
で
あ
る
か
は
さ

て
お
い
て
一
葉
文
学
成
立
に
と
っ
て
重
要
な
契
機
で
あ
っ
た
。

さ
て
樋
口
一
葉
と
い
う
女
性
・
作
家
は
存
命
の
時
か
ら
何
か
し
ら
謎
め
い
た

魅
力
や
偶
像
的
神
秘
性
の
よ
う
な
雰
囲
気
、
オ
ー
ラ
を
持
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

一
葉
自
身
が
日
記
を
見
て
も
分
か
る
と
お
り
、
自
己
劇
化
し
た
い
性
情
の
人
で

も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
そ
れ
は
一
葉
が
女
性
だ
っ
た
か
ら
、

女
性
ら
し
い
女
性
だ
っ
た
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
細
々
し
た
心
情
の
綾
を

操
る
が
如
き
陰
日
向
の
あ
る
女
性
、
時
に
は
饒
舌
で
あ
り
、
時
に
は
じ
っ
と
下

を
見
て
頭
も
上
げ
ず
、
そ
れ
で
い
て
相
手
の
一
寸
し
た
特
徴
を
見
逃
さ
ず
値
踏

み
で
も
す
る
よ
う
に
神
経
の
棘
を
研
い
で
い
る
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
で
な

け
れ
ば
、
日
記
に
見
ら
れ
る
壮
士
ま
が
い
の
大
言
壮
語
に
よ
っ
て
む
す
ぶ
一
葉

像
と
、
一
葉
に
直
接
会
っ
た
人
た
ち
の
、
例
え
ば
御
殿
女
中
の
よ
う
だ
っ
た
と

い
っ
た
桃
水
の
評
な
ど
か
ら
考
え
ら
れ
る
一
葉
像
と
が
余
り
に
違
い
過
ぎ
る
。

『
文
学
界
』の
仲
間
で
面
識
の
あ
っ
た
藤
村
は
後
に
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

近
頃
は
種い

ろ

々い
ろ

な
方
面
に
偶ア
イ
コ
ノ
ク
ラ
ス
ト

像
破
壊
者
が
起
つ
て
来
た
。
美
術
界
が
左さ

う様

だ
し
、
劇
界
が
左
様
だ
。
新
派
の
婦
人
が
し
き
り
に
一
葉
破
壊
を
企
て
ゝ

居
る
の
も
、
矢や

張は
り

そ
れ
だ
。

一
葉
の
破
壊
が
始
ま
つ
た
の
は
、
あ
の
日
記
が
公
に
さ
れ
て
か
ら
の
こ

と
だ
。
も
し
一
葉
に
す
ぐ
れ
た
處
が
あ
る
な
ら
、
そ
れ
は
破
壊
さ
れ
た
後

で
も
す
ぐ
れ
た
も
の
に
相
違
な
い
。
あ
た
か
も
好
く
出
来
た
城
は
、
残
つ

た
後
の
城
址
と
し
て
も
好
い
や
う
な
も
の
だ
。

一
葉
はThinker

と
し
て
特
色
の
あ
る
人
で
は
無
か
つ
た
。
一
葉
の
日
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記
を
公
に
し
た
こ
と
は
、
彼
女
の
艱
難
な
生
涯
と
幾
多
の
興
味
あ
る
挿
話

と
を
展
げ
て
見
せ
た
に
は
相
違
な
い
が
、
一
面
に
於
て
は
彼
女
の
最
も
不

得
手
な
と
こ
ろ
を
併
せ
開
放
し
た
趣
が
あ
る
。
芸
術
と
は
何
ぞ
や
。
恋
愛

と
は
何
ぞ
や
。
そ
れ
ら
の
問
題
を
思
考
す
る
上
に
は
今
日
の
婦
人
は
幾
倍

か
の
有
利
な
位
置
に
立
つ
て
居
る
。
偶
像
破
壊
者
は
そ
の
弱
点
に
乗
じ
て

起
つ
て
来
た
。（
中
略
）

破
壊
さ
れ
た
後
の
一
葉
に
は
何
が
残
る
だ
ら
う
。
大
音
寺
前
の
活
画
は

後
に
成
つ
て
見
て
も
矢
張
好
い
に
相
違
な
い
。
当
時
の
文
学
の
空
気
の
中

で
、
あ
れ
だ
け
自
分
の
創
作
を
日
常
生
活
に
近
づ
け
た
こ
と
や
、
あ
の
才

気
の
あ
る
風
俗
の
観
察
や
、
女
と
し
て
の
激
情
な
ぞ
は
一
葉
の
価
値
を
定

め
さ
せ
る
も
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

正
直
に
言
へ
ば
、
私
は
女
と
し
て
の
一
葉
を
あ
ま
り
好
ま
な
か
つ
た
。

あ
れ
ほ
ど
サ
ツ
パ
リ
し
た
人
で
あ
つ
た
に
も
関
ら
ず
私
に
は
女
と
い
ふ
も

の
を
全
く
ヌ
キ
に
し
て
一
葉
を
考
へ
る
こ
と
は
出
来
な
か
つ
た
。
一
葉
の

日
記
を
見
る
と
、
彼
女
の
方
で
も
亦
た
私
に
は
殆
ん
ど
交
渉
の
無
か
つ
た

こ
と
が
分
る
。
け
れ
ど
も
女
と
し
て
の
彼
女
を
私
が
好
ま
な
か
つ
た
か
ら

と
言
つ
て
、
そ
れ
が
彼
女
に
は
何
の
関
り
も
無
い
こ
と
だ
。
彼
女
も
亦
た

私
の
尊
敬
す
る
友
人
の
中
で
も
好
ん
だ
人
も
あ
る
し
、
好
ま
な
か
つ
た
人

も
あ
る

（
２
）
。

藤
村
の
言
う「
女
と
し
て
の
一
葉
」は
、
所
謂
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
と
か
ボ
ラ
プ

チ
ュ
ア
ス
と
か
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
微
妙
に
陰
日
向
の
あ
る
、
自
分
の
世
界

に
閉
じ
籠
り
が
ち
な
性
質
を
言
う
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
藤
村
は
別
の
文
章
で
は

「
女
史
の
会
話
は
、
機
知
、
冷
嘲
、
同
情
相
交
つ
て
、
殆
ん
ど
応
接
す
る
に
遑

が
な
い
位
で
あ
つ
た
。
ま
た
多
少
物
を
誇
大
に
す
る
や
う
な
癖
が
あ
つ
た
。
世

間
に
苦
労
し
た
人
だ
け
あ
つ
て
談
話
の
間
に
も
、
人
の
為
に
嘆
き
、
自
己
を
嘲

り
、
冷
熱
並
び
到
る
と
い
ふ
趣
が
あ
つ
た

（
３
）
。」と
述
べ
て
い
る
。
才
走
っ
た
機
知

の
女
性
一
葉
と「
女
と
し
て
の
一
葉
」は
、
同
じ
一
葉
像
を
結
ぶ
も
の
で
あ
ろ
う

か
。藤

村
の
友
人
の
馬
場
孤
蝶
は
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

何
時
で
あ
つ
た
か
、
相
馬
さ
ん
が
一
葉
論
を
な
さ
れ
て
、
一
葉
は
前
代

の
女
の
最
後
の
女
で
あ
つ
た
と
云
ふ
様
な
事
を
言
は
れ
た
、
と
思
ふ
。
日

記
で
見
る
と
さ
う
云
ふ
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
。
い
や
そ
れ
ば
か
り
で
は

無
い
。
飽
く
ま
で
女
性
ら
し
い
所
が
諸
処
に
認
め
ら
れ
る
所
謂
盾
の
両
面

を
見
る
事
が
出
来
な
い
の
が
先
づ
並
の
女
の
本
性
な
の
だ
が
、
さ
う
云

ふ
如
何
に
も
女
ら
し
い
処
が
日
記
に
は
沢
山
あ
る
。
男
で
あ
つ
て
見
れ

ば
、
人
に
対
し
て
も
物
に
対
し
て
も
自
分
の
方
か
ら
ば
か
り
は
判
断
し
な

い
。
是
々
の
事
を
あ
る
人
が
言
ひ
或
は
話
し
た
が
、
自
分
に
は
斯
う
云
ふ

風
に
思
へ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
た
ゞ
自
分
が
さ
う
思
ふ
の
み
で
向
ふ
の

人
の
心
持
な
り
或
は
そ
の
事
件
そ
の
も
の
な
り
は
自
分
の
思
ふ
の
と
は
反

対
の
事
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
云
ふ
風
に
立
脚
地
を
変
へ
て
考
へ
直
し
て

見
る
余
裕
が
あ
る
の
だ
が
、
婦
人
に
な
る
と
さ
う
云
ふ
余
裕
は
余
り
無
い
。

一
葉
の
日
記
に
は
つ
ま
り
主
張
一
点
張
り
で
物
を
見
た
り
解
釈
し
た
り
し

て
行
か
う
と
す
る
女
の
狭
い
所
が
如
何
に
も
よ
く
出
て
居
る
。
そ
れ
が
私

共
に
と
つ
て
は
非
常
に
面
白
い
所
だ
と
思
ふ
。
事
実
を
知
つ
て
居
る
私
な

ど
か
ら
見
る
と
、
明
ら
か
に
一
葉
が
誤
解
し
て
居
る
部
分
が
は
つ
き
り
と

分
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
廿
九
年
の
事
か
と
思
ふ
の
だ
が
、
戸
川
秋
骨

と
平
田
禿
木
の
二
人
が
或
る
雨
の
降
る
日
に
一
葉
の
家
を
訪
ね
た
。
一
葉

は
忙
し
か
つ
た
の
で
居
留
守
を
つ
か
つ
た
。
す
る
と
二
人
は
着
物
が
余
り

濡
れ
て
居
る
か
ら
乾
か
し
た
い
、
と
云
ふ
の
で
座
敷
を
借
り
て
少
し
居
た
。

一
葉
は
そ
の
間
奥
の
方
で
隠
れ
て
居
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
日
の
所
に
は
、

居
留
守
だ
と
疑
つ
て
上
つ
て
来
て
家
探
し
同
様
な
事
を
し
た
、
と
憤
つ
て

書
い
て
あ
る
。
秋
骨
禿
木
の
両
君
が
、
居
る
と
知
り
な
が
ら
上
つ
て
人
を
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困
ら
せ
る
と
云
ふ
様
な
人
で
な
い
事
は
、
両
君
を
知
つ
て
居
る
人
々
は
何

人
も
保
証
す
る
所
で
あ
ら
う
と
思
ふ
の
だ
が
、
一
葉
の
方
で
は
直
ぐ
に
両

君
に
悪
意
が
あ
つ
た
と
断
定
し
て
、
憤
つ
て
居
る
所
が
如
何
に
も
面
白

い
。
面
と
向
つ
て
話
し
た
処
で
私
に
見
え
た
一
葉
は
、
そ
ん
な
場
合
に
は

笑
つ
て
書
き
さ
う
な
も
の
で
あ
る
ん
だ
が
、
さ
う
で
な
い
処
が
余
程
面
白

い
。
も
つ
と
も
一
葉
が
さ
う
思
ふ
ま
で
に
は
、
前
に
は
親
し
か
つ
た
二
人

の
人
に
対
し
て
誤
解
に
誤
解
を
重
ね
て
多
少
の
悪
感
を
持
つ
て
居
つ
た
の

で
、
さ
う
云
ふ
見
方
を
す
る
様
に
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、
私
か
ら
見
る
と

そ
の
誤
解
の
径
路
が
如
何
に
も
女
ら
し
く
、
又
当
時
の
芸
術
家
気
質
の
若

い
人
々
の
心
持
を
一
葉
は
理
解
し
兼
ね
た
と
云
ふ
所
が
、
明
ら
か
に
認
め

ら
れ
る
。
一
葉
は
戸
川
君
な
ど
を
大
分
誤
解
し
て
居
る
、
同
情
を
求
め
る

と
云
ふ
様
な
場
合
を
直
ぐ
に
恋
愛
と
解
釈
し
て
居
る
。（
中
略
）さ
う
云
ふ

所
か
ら
見
る
と
一
葉
は
如
何
に
も
僻
む
だ
婦
人
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の

僻
み
方
が
真
正
面
の
僻
み
方
で
私
に
は
心
持
が
悪
く
な
い
。
如
何
に
も
女

ら
し
い
単
純
な
僻
み
方
だ

（
４
）
。

孤
蝶
が
紹
介
し
た
相
馬
御
風
の「
樋
口
一
葉
論

（
５
）
」は
前
年
の『
早
稲
田
文
学
』に

書
い
た
も
の
で
、
御
風
は
論
の
末
尾
に「
現
在
如
実
の
人
間
生
活
、
殊
に
女
性

と
し
て
の
人
間
生
活
に
は
、
過
去
の
文
学
史
上
に
於
て
は
一
葉
位
深
刻
に
考
へ

も
し
、
観
も
し
た
人
は
少
な
い
。
併
し
又
そ
れ
と
同
時
に
自
然
と
か
、
自
然
と

人
間
の
関
係
と
か
、
神
と
か
仏
と
か
さ
う
云
つ
た
風
の
、
云
は
ゞ
人
間
そ
の
も

の
ゝ
本
体
的
存
在
問
題
に
つ
い
て
、
一
葉
位
考
へ
な
か
つ
た
人
は
少
な
い
や
う

に
思
ふ
。
一
葉
の
観
た
人
生
は
、
た
ゞ
人
間
と
人
間
と
の
存
在
関
係
に
外
な
ら

な
か
つ
た
。」と
述
べ
て
、
御
風
は
一
葉
が
形
而
上
的
世
界
に
無
関
心
無
意
識
で

た
だ
現
実
の
、
と
り
わ
け
女
の
運
命
に
の
み
素
材
も
関
心
も
極
限
さ
れ
て
い
た

と
言
う
。
そ
れ
は
一
葉
の
短
い
人
生
の
後
半
半
分
が
、
殆
ど
金
銭
的
尽
瘁
に
終

始
し
、
病
気
に
も
祟
ら
れ
な
が
ら
辛
う
じ
て
か
弱
い
女
の
意
気
地
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
形
而
上
的
思
惟
に
至
ら
な
か
っ
た
の
は
当
然
と

言
え
る
。
さ
ら
に
御
風
は
次
の
よ
う
に
一
葉
論
を
締
め
く
く
っ
た
。

一
葉
の
悲
哀
は
、
あ
ら
ゆ
る
日
本
の
女
の
悲
哀
の
権
化
で
あ
つ
た
。
彼

は
此
の
限
り
な
き
悲
哀
を
担
つ
て
、「
人
の
声
も
聞
え
な
い
、
物
の
音
も

し
な
い
、
静
か
な
、
静
か
な
、
自
分
の
心
も
何
も
ぼ
う
つ
と
し
て
物
思
ひ

の
な
い
」境
へ
と
去
つ
た
。
そ
こ
に
は
神
も
な
か
つ
た
。
仏
も
な
か
つ
た
。

た
ゞ
一
様
に
灰
色
の
霧
に
包
ま
れ
た
、
荒
漠
限
り
な
い
滅
亡
の
世
界
で
あ

つ
た
。

一
葉
は
や
は
り
旧
い
日
本
の
最
後
の
女
で
あ
つ
た
。
彼
は
又
最
後
の
江

戸
の
女
で
あ
つ
た
。

御
風
の
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
は
、
一
葉
が
個
人
意
識
に
目
覚
め
ぬ
封
建
的
な

婦
人
で
、
家
や
家
族
と
一
心
同
体
に
結
ば
れ
て
い
る
女
で
あ
っ
た
と
い
う
意
味

で
あ
ろ
う
。
一
葉
の
時
代
は
社
会
通
念
的
に
男
尊
女
卑
で
あ
り
、
民
法
な
ど
の

法
律
上
も
女
性
の
権
利
は
低
か
っ
た
こ
と
か
ら
女
三
人
の
家
を
保
持
す
る
こ
と

は
容
易
な
こ
と
で
は
な
く
、
金
銭
面
だ
け
で
な
く
他
人
か
ら
侮
ら
れ
ぬ
よ
う
に

す
る
た
め
に
一
葉
は
自
然
と
意
固
地
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

日
記
に
も
度
々
金
銭
な
ど
に
関
係
し
て
他
人
を
謗
り
罵
る
場
面
が
あ
る
が
、
母

や
妹
を
助
け
て
家
を
守
ろ
う
と
す
る
余
り
、
他
人
に
対
す
る
度
を
越
し
た
悪
罵

に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
明
治
中
期
の
日
本
は
弱
者
や
没
落
者
を
救
済
出
来
る
ほ

ど
の
社
会
力
や
包
容
力
は
な
く
、
む
し
ろ
弱
者
の
犠
牲
の
上
に
近
代
化
を
進
め

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
藤
村
の『
家
』や『
夜
明
け
前
』を
見
て
も
分
か
る
が
、
明

治
の
近
代
化
の
波
は
封
建
社
会
的
な
固
定
し
た
穏
や
か
な
人
間
関
係
を
壊
し
な

が
ら
進
ん
だ
の
で
あ
る
。
馬
籠
と
妻
籠
の
島
崎
家
と
木
曽
福
島
の
高
瀬
家
の
没

落
の
上
に
藤
村
の
近
代
文
学
が
成
立
し
た
こ
と
も
そ
う
し
た
時
勢
の
象
徴
の
一

つ
と
言
え
よ
う
。
御
風
は
糸
魚
川
の
旧
家
の
出
身
で
糸
魚
川
に
隠
棲
し
て
か
ら

良
寛
研
究
に
打
ち
込
ん
だ
人
で
あ
る
か
ら
、
一
葉
の
文
学
が
余
り
に
市
井
的
な
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人
情
悲
劇
に
終
始
し
て
い
る
こ
と
が
物
足
り
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

で
は
一
葉
は
ど
の
よ
う
な
女
性
作
家
だ
っ
た
の
か
、
文
学
史
的
に
も
人
物
的

に
も
そ
れ
ほ
ど
に
謎
め
い
た
不
可
解
な
作
家
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
関
良
一
が

六
十
年
前
に
ま
と
め
た
も
の

（
６
）
を
参
考
に
す
る
と
、
関
は
、「
こ
れ
ま
で
の
一
葉

観
は
、
基
本
的
に
は
、
Ⓐ
抒
情
詩
人
風
に
、
芸
術
派
の
作
家
と
み
る
型
、
Ⓑ
虚

無
的
な
リ
ア
リ
ス
ト
と
み
る
型
、
Ⓒ
文
明
批
評
家
肌
の
、
人
生
派
の
作
家
と

み
る
型
」と
さ
ら
に「
Ⓓ
古
風
な
、
前
近
代
的
な
、
い
わ
ゆ
るlast w

om
an of 

old Japan

と
み
る
型
と
、
そ
の
逆
に
、
Ⓔ
進
歩
的
な
女
性
の
先
駆
者
と
み
る

型
」が
あ
る
。
そ
し
て「
一
葉
の
人
柄
を
、
Ⓕ
下
町
風
の
お
て
ん
ば
な
、
し
た
た

か
も
の
と
み
る
型
と
、
Ⓖ
士
族
の
娘
ら
し
い
、
し
と
や
か
な
山
の
手
風
の
お
嬢

さ
ん
タ
イ
プ
と
み
る
型
」も
あ
る
よ
う
だ
。
こ
の
中
で
Ⓐ
は
露
伴
・
緑
雨
・
鷗

外
の「
三
人
冗
語
」の『
た
け
く
ら
べ
』評
が
最
初
の
ピ
ー
ク
で
、
鷗
外
の「
ま
こ

と
の
詩
人
」評
価
が
そ
の
代
表
で
、
孤
蝶
の
一
葉
評
価
は
そ
れ
に
続
く
も
の
で

あ
る
と
い
う
。
が
、
緑
雨
は
そ
こ
か
ら
除
か
れ
る
。
そ
う
し
た「
ま
こ
と
の
詩

人
」的
な
評
価
は
大
正
文
壇
に
於
い
て
一
葉
天
才
の
評
価
が
定
ま
る
に
つ
れ
国

文
学
者
た
ち
に
受
け
継
が
れ
、
本
間
久
雄
、
湯
地
孝
、
塩
田
良
平
に
流
れ
て
い

る
の
だ
と
言
う
。
Ⓑ
の
評
価
は
緑
雨
に
端
を
発
す
る
よ
う
で
、
関
に
よ
れ
ば
緑

雨
は
抒
情
詩
人
的
な
一
葉
と
一
葉
文
学
の
裏
面
に
潜
む「「
う
ら
み
」・「
憤
り
」・

ペ
シ
ミ
ズ
ム
―
あ
る
い
は
、
ほ
と
ん
ど
肉
感
的
と
い
う
べ
き
女
の
生
理
の
よ
う

な
も
の
を
発
見
し
た
、
す
く
な
く
と
も
発
見
し
か
か
っ
た
」の
だ
と
言
う
。
そ

れ
を
継
承
し
た
の
は
和
田
芳
恵
の
一
葉
研
究
で
、
和
田
は
厭
世
的
だ
が
た
く
ま

し
い
実
生
活
者
で
リ
ア
リ
ス
ト
と
し
て
一
葉
を
捉
え
た
の
で
は
な
い
か
と
関
は

考
え
る
。
Ⓒ
の
一
葉
観
は『
青
年
文
』の
田
岡
嶺
雲
辺
り
に
発
す
る
。
横
山
源
之

助
が
晩
年
の
一
葉
を
二
葉
亭
に
紹
介
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
重
視
す
る
と
こ
ろ

か
ら
発
し
て
、
一
葉
に
は「
文
明
批
評
家
的
傾
向
が
あ
り
、
さ
ら
に
す
す
ん
で

現
実
を
改
革
し
よ
う
と
す
る
実
行
家
と
し
て
の
素
志
」も
あ
っ
た
と
関
は
一
時

は
考
え
て
い
た
が
、
次
第
に
Ⓐ
Ⓑ
へ
移
行
し
て
き
た
と
言
う
。
Ⓓ
は
既
に
見
た

と
お
り
御
風
の
見
解
で
、
平
林
た
い
子
あ
た
り
に
通
ず
る
。
Ⓔ
は
Ⓓ
に
対
す
る

ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
で「
一
葉
は
近
代
の
自
我
な
り
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
な
り
に
目

覚
め
た
女
性
で
あ
る
と
論
ず
る
と
こ
ろ
に
、
多
少
の
あ
ぶ
な
さ
を
と
も
な
っ
た

魅
力
」が
あ
り
、
和
田
芳
恵
や
長
谷
川
泉
な
ど
が
や
や
同
調
し
か
け
た
が
、
関

自
身
は
こ
の
見
方
に
た
い
し
て
相
当
消
極
的
で
あ
る
。
Ⓕ
を
強
く
打
ち
出
し
た

の
は
後
述
す
る
三
宅
花
圃
で
、
Ⓖ
の
見
方
は
花
圃
へ
の
反
対
の
立
場
を
と
っ
た

一
葉
の
親
友
伊
藤
夏
子
で
あ
っ
た
。
関
の
考
え
で
は
花
圃
の
方
に
分
が
あ
る
と

見
て
い
る
。
そ
し
て
Ⓖ
に
見
せ
か
け
た
張
本
人
は
一
葉
自
身
で
、
男
性
作
家
に

示
し
た
一
葉
の
保
護
色
と
い
う
か
擬
態
的
な
像
が
流
布
し
た
け
れ
ど
も
、
実
像

は
花
圃
の
辛
辣
な
見
方
が
よ
り
妥
当
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
関
の
見
解
で
あ
る
。

関
は
次
に
Ⓓ
Ⓔ
の
問
題
に
関
連
し
て
一
葉
の
文
学
史
的
位
置
づ
け
は
、
勝
本
清

一
郎
の
説（「
一
葉
・
わ
れ
は
女
な
り
け
る
も
の
を
」『
自
由
婦
人
』昭
和
23
・
８

～
９
）を
有
力
と
し
、
一
葉
文
学
は「
紅
葉
・
露
伴
を
中
心
と
す
る
元
禄
文
学
復

興
の
延
長
線
と
、「
文
学
界
」の
初
期
浪
漫
主
義
と
の
中
間
に
あ
っ
た
」と
い
う

勝
本
説
に
加
え
て
、「
桃
水
は
も
と
よ
り
、
浪
六
な
ど
と
い
う
、
も
う
ひ
と
つ

通
俗
的
な
文
学
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
て
よ
い
」と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
見
て

来
る
と
一
葉
と
い
う
女
性
像
も
文
学
の
位
置
付
け
も
杳
と
し
て
い
て
何
処
に
真

相
が
あ
る
の
か
実
に
分
か
り
に
く
い
。
一
葉
は
そ
れ
ほ
ど
分
か
ら
な
い
作
家
な

の
か
と
い
う
疑
問
が
逆
に
湧
き
出
し
て
く
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
一
葉
の
生
涯
と
文
学
を
彼
女
の
十
五
歳
以
降
の
喪
失
的
人

生
と
僻
み
と
い
う
観
点
か
ら
論
究
し
た
い
。
周
囲
に
居
た
作
家
・
友
人
や
、
学

者
ま
で
含
め
た
多
く
の
人
々
か
ら
見
た
多
様
な
一
葉
像
と
い
う
点
で
は
、
喪
失

の
人
一
葉
の
自
己
韜
晦
、m

ystification

す
る
一
葉
、
神
秘
化
す
る
一
葉
と
い

う
面
か
ら
考
え
、
そ
の
よ
う
な
様
々
の
作
用
が
輻
輳
増
幅
し
て
一
葉legend

の
よ
う
な
も
の
が
次
第
に
出
来
上
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
仮
定
に
立
っ
て
、
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一
葉
レ
ジ
ェ
ン
ド
の
解
析
を
試
み
た
い
と
思
う
。
但
し
喪
失
は
一
葉
自
身
の
喪

失
的
人
生
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
明
治
日
本
の
近
代
化
に
よ
る
喪
失
若
し
く
は

疎
外
と
い
う
大
き
な
枠
組
み
の
問
題
と
し
て
措
定
出
来
る
。
さ
ら
に
一
葉
は
小

説
の
大
道
具
小
道
具
に
し
ば
し
ば
子
供
を
用
い
た
。
一
葉
に
と
っ
て
子
供
と
は

何
か
。
む
ろ
ん
そ
れ
は
一
葉
の
子
供
時
代
が
発
想
の
母
体
で
あ
ろ
う
が
、
一
葉

に
と
っ
て
子
供
と
は
永
遠
に
喪
失
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
或

は
子
供
だ
け
で
な
く
、
人
間
一
般
と
置
き
換
え
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

子
供
は
成
長
す
る
に
従
い
子
供
時
代
の
美
し
さ
や
大
き
な
希
望
、
総
じ
て
穢
れ

な
い
時
空
を
喪
失
し
、
遂
に
は
汚
穢
に
塗
れ
た
薄
汚
い
大
人
に
成
り
果
て
て
行

く
、
そ
れ
は
本
当
な
ら
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
自
分
を
疎
外
す
る
こ
と
に
他
な

ら
な
い
、
と
い
っ
た
一
葉
の
喪
失
観
ま
た
は
疎
外
観
的
諦
観
が
根
本
と
な
っ
て

一
葉
の
美
し
く
哀
れ
な
文
学
作
品
が
結
晶
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
十
五
歳

か
ら
の
一
葉
が
自
然
に
身
に
つ
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
て
そ
こ
へ
行
く
前
に

一
葉
の
文
体
と
い
う
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
は
是
非
必
要
に
思
え
る
。

２

樋
口
一
葉
の
文
体
と
文
学
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
明
治
時
代
の
女
性
の

文
章
は
、
概
し
て
雅
文
、
擬
古
文
で
、
封
建
時
代
以
来
の
文
語
文
体
を
引
き
ず

っ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
に
関
し
て
、
平
田
由
美

（
７
）
は
、「
森
有
礼
文
部
大
臣
の
名

に
よ
る
懸
賞
論
文
募
集
に
お
い
て
一
等
賞
を
得
た
中
川
小
十
郎
、
正
木
政
吉

の「
男
女
ノ
文
体
ヲ
一
ニ
ス
ル
方
法
」（『
大
日
本
教
育
会
雑
誌
』明
治
21
年
３
月
、

４
月
、
引
用
者
注
）で
は
、
言
文
一
致
文
体
の
採
用
こ
そ
が
良
策
で
あ
る
と
主

張
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
懸
賞
論
文
が
機
縁
と
な
っ
て
、
中
川
、
正
木
の
両
人
が

「
答
案
論
文
の
趣
旨
で
あ
つ
た
言
文
一
致
の
文
体
を
世
に
拡
め
ん
と
欲
し
て
夙

に
文
章
家
を
以
て
我
々
が
認
め
て
ゐ
た
山
田〔
美
妙
〕氏
を
引
き
入
れ
て
」（
中
川

小
十
郎「「
い
ら
つ
め
」と
言
文
一
致（
上
）」〈『
立
命
館
文
学
』昭
和
９
年
６
月
〉引

用
者
注
）発
行
し
た
の
が
、
女
性
向
け
文
芸
雑
誌
と
し
て
名
を
馳
せ
る
こ
と
に

な
る『
い
ら
つ
め
』で
あ
る
。
女
が
言
文
一
致
体
を
獲
得
す
る
こ
と
の
困
難
さ
と
、

こ
の
雑
誌
が
そ
の
こ
と
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
と
に
つ
い
て
は
第
四
章
に
詳

述
す
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
雅
文
体
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
文
を
談は

な
し話
の
や

う
に
認
」め
た
投
書
募
集
に
対
し
て
思
い
の
丈
を
等
身
大
の
形
で
表
現
し
え
た

す
ぐ
れ
て
有
声
的
な
こ
と
ば
が
、
近
代
国
民
国
家
の「
国
語
」と
し
て
の
言
文
一

致
体
制
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
手
紙
を
は
じ
め
と
す
る
女
性
の

書
き
物
が
言
文
一
致
体
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
ず
っ
と
遅
く
、

日
露
戦
争
後
の
こ
と
で
あ
る
。」と
言
う
。
平
田
は
注
の
中
で『
そ
れ
か
ら
』の
梅

子
の
手
紙
を
引
く
。『
蒲
団
』の「
四
」に
は
芳
子
か
ら
時
雄
に
宛
て
て「
言
文
一

致
で
、
す
ら
す
ら
と
此
上
な
い
達
筆
」の
手
紙
が
届
く
。
恋
人
の
田
中
が
六
時

に
新
橋
に
到
着
す
る
と
い
う
報
せ
で
、「
先
生

―
実
は
御
相
談
に
上
り
度
い

と
存
じ
ま
し
た
が
、
余
り
急
で
し
た
も
の
で
し
た
か
ら
、
独
断
で
実
行
致
し
ま

し
た
。」と
始
ま
る
。
作
中
時
間
を
花
袋
の
年
譜
に
照
ら
す
と
、
明
治
三
十
八
年

九
月
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
も
か
く
女
性
が
普
通
に
言
文
一
致
体
を
書
く
よ

う
に
な
る
の
は
明
治
の
後
半
で
あ
ろ
う
。
が
、
一
葉
の
時
代
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

文
章
の
試
み
が
為
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
花
圃
・
紫
琴
・
賤
子
ら
の
文
章
を
見

れ
ば
分
か
る
。
そ
こ
に
言
及
す
る
前
に
森
鷗
外
の『
た
け
く
ら
べ
』評
は
よ
く
知

ら
れ
る
も
の
だ
が
、「
ま
こ
と
の
詩
人
」と
い
う
一
葉
評
価
の
元
を
な
す
も
の
で

あ
る
か
ら
引
用
し
た
い
。

第
二
の
ひ
い
き
。
兎
い
は
ん
角
い
は
ん
と
思
ひ
居
た
り
し
こ
と
も
、
そ
の

言
葉
こ
そ
同
じ
か
ら
ね
、
先
づ
前
席
の
人
の
無
碍
自
在
な
る
弁
才
も
て
て

演
べ
尽
さ
れ
た
る
心
地
す
れ
ば
、
わ
れ
は
口
を
杜
い
で
も
止
む
べ
き
か
な

れ
ど
、
さ
て
は
ま
た
余
り
に
残
惜
し
か
る
ぺ
し
。
大
音
寺
前
と
は
そ
も

〱
い
か
な
る
処
な
る
ぞ
。
い
ふ
ま
で
も
な
く
売
色
を
業
と
す
る
も
の
ゝ
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余
を
享
く
る
を
辱
と
せ
ざ
る
人
の
群
り
住
め
る
俗
の
俗
な
る
境
な
り
。
さ

れ
ば
縦
令
よ
び
声
ば
か
り
に
も
せ
よ
、
自
然
派
横
行
す
と
聞
ゆ
る
今
の
文

壇
の
作
家
の
一
人
と
し
て
、
こ
の
作
者
が
そ
の
物
語
の
世
界
を
こ
ゝ
に
択

み
た
る
も
別
段
不
思
議
な
る
こ
と
な
か
ら
む
。
唯

〲
不
思
議
な
る
は
、

こ
の
境
に
出
没
す
る
人
物
の
ゾ
ラ
、
イ
プ
セ
ン
等
の
写
し
慣
れ
、
所
謂
自

然
派
の
極
力
模
倣
す
る
、
人
の
形
し
た
る
畜
類
な
ら
で
、
吾
人
と
共
に
笑

ひ
共
に
哭
す
べ
き
ま
こ
と
の
人
間
な
る
こ
と
な
り
。
わ
れ
は
作
者
が
捕
へ

来
り
た
る
原
材
と
そ
の
出
し
た
る
詩
趣
と
を
較
べ
見
て
、
此
人
の
筆
の
下

に
は
、
灰
を
撒
き
て
花
を
開
か
す
る
手
段
あ
る
を
知
り
得
た
り
。
わ
れ
は

縦
令
世
の
人
に
一
葉
崇
拝
の
嘲
を
受
け
ん
ま
で
も
、
此
人
に
ま
こ
と
の
詩

人
と
い
ふ
称
を
お
く
る
こ
と
を
惜
し
ま
ざ
る
な
り
。
且
個
人
的
特
色
あ
る

人
物
を
写
す
は
、
或
る
類
型
の
人
物
を
写
す
よ
り
難
く
、
或
る
境
遇
の

M
ilieu

に
於
け
る
個
人
を
写
す
は
、
ひ
と
り
立
ち
て
特
色
あ
る
個
人
を
写

す
よ
り
更
に
難
し
。
た
け
競
出
で
ゝ
復
た
大
音
寺
前
な
し
と
も
い
ふ
べ
き

ま
で
、
彼
地
の「
ロ
カ
ア
ル
、
コ
ロ
リ
ツ
ト
」を
描
写
し
て
何
の
窘
迫
せ
る

筆
痕
を
も
止
め
ざ
る
こ
の
作
者
は
、
ま
こ
と
に
得
易
か
ら
ざ
る
才
女
な
る

か
な
。（『
め
さ
ま
し
草
』明
治
29
・
４
、）

鷗
外
は
、「
此
人
の
筆
」に
か
か
る
と「
人
間
の
形
し
た
る
畜
類
」ま
で
が「
ま

こ
と
の
人
間
」の
よ
う
に
描
か
れ
る
、
巧
緻
の
筆
さ
ば
き
に
驚
嘆
し
て
、
い
か

に
も
詩
人
の
才
覚
が
あ
る
と
称
賛
し
て
い
る
の
で
、
小
説
が
リ
ア
ル
に
現
実
を

描
い
て
い
て
、
文
学
的
な
構
想
、
主
題
と
内
容
の
深
さ
、
プ
ロ
ッ
ト
展
開
の
妙

な
ど
が
優
れ
て
い
る
と
の
総
合
的
な
作
品
の
質
に
言
及
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
大
音
寺
前
は
売
春
業
の
余
得
に
与
る
こ
と
を
恥
辱
と
感
じ
な
い
人
達
の

住
処
で
、「
俗
の
俗
」の
場
所
で
あ
る
が
、
そ
の
人
た
ち
に
何
ら
か
の
人
間
的
な

同
情
や
愛
情
を
も
っ
て
創
作
さ
れ
て
い
る
と
も
言
っ
て
は
い
な
い
。
そ
も
そ
も

『
た
け
く
ら
べ
』の
登
場
人
物
は
殆
ど
子
供
か
ら
大
人
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
子
供

で
、
直
接
に
売
春
業
者
の
余
得
に
与
る
者
で
は
な
い
。『
た
け
く
ら
べ
』に
は
遊

女
や
亡
八
な
ど
は
間
接
的
に
し
か
出
て
こ
な
い
。
要
す
る
に
一
葉
は「
ロ
カ
ア

ル
、
コ
ロ
リ
ツ
ト
」を
背
景
に
子
供
の
世
界
を
淡
く
描
い
た
の
で
あ
り
、
吉
原

遊
郭
の
実
態
を
描
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
筆
さ
ば
き
、
雅
文
体
の

優
美
な
筆
致
が
一
葉
作
品
の
勘
所
な
の
で
、
口
語
文
に
置
き
換
え
て
し
ま
う
と

そ
の
持
ち
味
は
減
殺
さ
れ
る
質
の
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
葉
は
本
格
的
な
日
記
や
小
説
を
書
き
始
め
た
明
治
二
十
四
年
の
春
、
十
九

歳
の
時
か
ら
日
記
は
雅
文
、
擬
古
文
に
一
貫
し
、
小
説
は
地
の
文
は
雅
文
で
会

話
は
文
語
文
的
と
口
語
的
と
使
い
分
け
を
し
て
い
る
。
が
全
体
的
に
は
雅
文
体

と
言
っ
て
よ
く
、
明
治
中
期
の
言
文
一
致
の
趨
勢
や
花
圃
や
逍
遙
の
欧
化
主
義

的
傾
向
に
は
同
調
し
な
か
っ
た
。

一
葉
の
文
章
は
、
日
記『
若
葉
か
げ
』（
明
治
24
年
４
月
）で
見
る
と
、
次
の
よ

う
で
あ
る
。

卯
月
十
一
日　

吉
田
か
と
り
子
ぬ
し
の
澄
田
河
の
家
に
、
花
見
の
宴
に
招

か
る
ゝ
日
也　

友
な
る
人
々
は
、
師
の
君
の
が
り
つ
ど
ひ
て
共
に
行
給
ふ

も
お
は
し
き　

お
の
れ
は
、
妹
の
た
れ
こ
め
の
み
居
て
春
の
風
に
も
あ
た

ら
ぬ
か
う
れ
た
け
れ
ば
い
て
や
と
も
に
な
と
そ
ゝ
の
か
し
て
誘
ひ
出
ぬ　

花
く
も
り
と
か
い
ふ
ら
ん
や
う
に
少
し
空
打
霞
み
て
日
の
か
け
の
け
さ
や

か
な
ら
ぬ
も
い
と
よ
し　

上
野
の
岡
は
さ
か
り
過
ぬ
と
か
聞
つ
れ
と
花
は

盛
り
に
月
は
く
ま
な
き
を
の
み
愛
る
も
の
か
は　

い
で
や
そ
の
散
か
た
の

木
か
げ
こ
そ
を
か
し
か
ら
め
と
い
へ
は
な
ら
ひ
か
岡
の
法
師
の
ま
ね
ひ
に

や
と
い
も
う
と
な
る
人
は
打
ゑ
み
ぬ　

さ
す
が
に
面
な
く
て
得
い
わマ

マ

す
成

ぬ
る
も
を
か
し　

我
す
む
家
よ
り
上
野
の
岡
は
遠
き
ほ
と
に
て
も
な
か
り

け
れ
は
ま
た
朝
露
の
し
け
き
ほ
と
に
来
に
け
り　

聞
け
ん
や
う
に
も
あ
ら

す
清
水
の
御
堂
の
辺
り
こ
そ
大
方
う
つ
ろ
ひ
た
れ
と
権
現
の
御
社
の
右
手

の
方
な
ど
若
木
な
か
ら
ま
た
さ
か
り
也
き　

さ
と
吹
風
の
ひ
や
ゝ
か
な
る
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に
ぬ
れ
た
る
花
ひ
ら
の
ふ
ゝ
き
と
斗
散
み
た
る
ゝ
は
い
と
を
か
し
く
て
お

ほ
ふ
斗
の
袖
も
か
な（「
大
ぞ
ら
に
お
ほ
ふ
ば
か
り
の
袖
も
が
な
春
さ
く
花

を
風
に
ま
か
せ
じ
」『
後
撰
集
』引
用
者
注
）と
い
は
ま
ほ
し
け
れ
と
例
の
と

笑
は
れ
ん
か
う
し
ろ
め
た
く
て
や
み
ぬ　

澄
田
川
に
も
心
の
い
そ
け
は
を

し
き
木
か
け
た
ち
は
な
れ
て
車
坂
下
る
ほ
と
こ
ゝ
は
父
君
世
に
い
給
ひ
し

頃
花
の
折
と
し
な
れ
は
い
つ
も
い
つ
も
お
の
れ
ら
と
も
な
ひ
給
ひ
て
朝
夕

立
な
ら
し
給
し
所
よ
と
ゆ
く
り
な
く
妹
の
か
た
る
を
き
け
は
む
か
し
の
春

も
お
も
か
け
に
う
か
ふ
心
地
し
て

山
桜
こ
と
し
も
に
ほ
ふ
花
か
け
に

ち
り
て
か
へ
ら
ぬ
君
を
こ
そ
思
へ

心
細
し
や
な
と
い
ふ
ま
ゝ
に
朝
露
な
ら
ね
と
二
人
の
そ
て
は
ぬ
れ
渡
り
ぬ

　

山
下
と
い
ふ
所
よ
き
り
て
む
か
し
住
け
ん
宿（
徒
町
３
丁
目
33
、
引
用

者
注
、
現
在
の
東
上
野
二
丁
目
、
上
野
駅
の
東
南
の
辺
り
）の
わ
た
り
過

る
ほ
と
よ
の
移
り
行
さ
ま
こ
そ
し
る
け
れ

こ
の
よ
う
に
日
記
は
、
地
の
文
も
会
話
も
共
に
雅
文
体
で
、『
更
級
日
記
』や

『
徒
然
草
』を
思
わ
せ
、
内
容
も
桜
の
散
る
様
子
に
亡
き
父
親
の
思
い
を
重
ね
た

古
め
か
し
い
も
の
で
あ
る
。

二
年
三
か
月
ほ
ど
経
っ
た
日
記
、
下
谷
区
龍
泉
寺
町
へ
転
居
し
た
直
後
の

『
塵
之
中
』（
明
治
26
年
７
月
25
日
）を
見
る
。

落
ふ
れ
て
そ
て
に
涙
の
か
ゝ
る
と
き
人
の
心
の
奥
ぞ
知
ら
る
ゝ
と
は
げ
に

い
ひ
け
る
言
葉
哉　

た
ら
ぬ
こ
と
な
き
其
む
か
し
は
人
は
た
れ
も
た
れ
も

情
ふ
か
き
も
の　

世
は
い
つ
と
て
か
は
り
な
き
も
の
と
の
み
思
ひ
て
け
る

よ　

人
世
之
行
路
難
は
人
情
反
ふ
く
の
間
に
あ
る
こ
そ
い
み
し
け
れ　

父

兄
よ
に
お
は
し
ま
し
け
る
昔
し
の
人
も
こ
ゝ
に
か
く
落
は
ふ
れ
ぬ
る
今
日

の
人
も
見
る
め
に
何
れ
か
は
り
も
覚
え
さ
れ
ど
心
ざ
ま
の
い
ろ
い
ろ
を
み

れ
ば
浮
世
さ
な
が
ら
う
つ
ろ
ひ
ぬ
る
様
に
こ
そ
お
ぼ
ゆ
れ

右
の
よ
う
に
一
葉
は
人
情
の
移
ろ
い
や
す
さ
を
嘆
い
て
い
る
よ
う
だ
が
、
じ

つ
は
そ
の
よ
う
に
世
の
中
を
見
る
自
分
と
い
う
殻
に
入
る
こ
と
で
あ
る
種
の
自

己
防
衛
、
つ
ま
り
自
分
の
陣
地
に
逃
げ
込
む
た
め
の
防
御
線
を
い
ろ
い
ろ
に
張

り
巡
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
二
十
歳
を
少
し
越
し
た
だ
け
の
女
性
に
こ
の
よ

う
に
巧
妙
な
自
意
識
の
盾
を
作
ら
せ
た
の
が
明
治
初
中
期
の
日
本
だ
っ
た
と
言

え
な
い
だ
ろ
う
か
。

亡
く
な
る
少
し
前
、
最
後
に
近
い
日
記『
み
づ
の
上
日
記
』（
明
治
29
年
７
月

20
日
）を
見
る
。　
　

七
月
二
十
日　

雨
風
お
ひ
た
ゝ
し　

午
後
二
時
こ
ろ
計
ら
す
三
木
君
幸
田

君
を
伴
ひ
来
る　

は
し
め
て
逢
ひ
参
ら
す　

我
れ
は
幸
田
露
伴
と
名
の
ら

る
ゝ
に
有
さ
ま
つ
く
つ
く
う
ち
守
れ
は
色
白
く
胸
の
あ
た
り
赤
く
丈
は
ひ

く
ゝ
し
て
よ
く
こ
え
た
り
物
い
ふ
声
に
重
み
あ
り　

ひ
く
ゝ
し
つ
み
て
い

と
静
か
に
か
た
る　

め
さ
ま
し
草
に
小
説
な
ら
す
と
も
よ
し
何
か
書
き
も

の
寄
せ
ら
れ
た
し　

こ
を
は
頼
み
に
来
つ
る
な
り
と
い
ふ
、

七
月
二
十
日
午
後
二
時
頃
に
三
木
竹
二
が
露
伴
を
連
れ
て
来
て
、『
め
さ
ま

し
草
』に
寄
稿
す
る
よ
う
に
、
そ
し
て
合
作
小
説
の
相
談
な
ど
、
三
時
間
も
長

居
し
た
。
一
葉
は
そ
の
内
容
を
か
な
り
詳
し
く
日
記
に
記
し
た
。
翌
々
日
は
緑

雨
が
来
て
、『
め
さ
ま
し
草
』に
参
加
す
る
の
は
や
め
る
方
が
い
い
と
忠
告
し
、

そ
こ
で
日
記
は
終
わ
っ
た
。

以
上
、
日
記
の
中
か
ら
三
件
を
引
い
た
が
、
小
説
の
方
は
構
成
意
識
が
先
に

立
っ
て
筆
勢
は
穏
や
か
に
抑
制
さ
れ
て
い
る
が
、
日
記
は
一
葉
の
感
情
が
露
骨

に
表
れ
て
い
る
部
分
も
あ
っ
て
、
一
葉
の
肉
声
に
触
れ
る
感
じ
す
ら
あ
る
。
が
、

文
体
は
決
し
て
擬
古
文
の
枠
を
出
な
い
。
頑
な
な
ま
で
に
擬
古
文
体
の
様
式
を

守
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
葉
の
ポ
ー
ズ
と
い
う
か
、
一
葉
が
短
い
一
生
の
間
に

貧
苦
と
病
気
と
世
間
の
逆
風
と
に
抗
う
た
め
に
取
っ
た
最
後
の
砦
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
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田
山
花
袋
は『
近
代
の
小
説
』（
大
正
12
年
２
月
）の
中
で
次
の
よ
う
に
回
想
し

て
述
べ
て
い
る
。

さ
う
言
へ
ば
、
此
頃『
一
葉
全
集
』が
縮
刷
に
な
つ
た
。
私
は
そ
れ
を
も

う
一
度
読
ん
で
見
た
。
か
の
女
な
ど
は
、
近
松
、
西
鶴
、
そ
れ
か
ら
ず
つ

と
つ
ゞ
い
た
雅
俗
折
衷
体
の
最
後
の
も
の
で
あ
る
や
う
な
感
じ
が
し
た
。

あ
そ
こ
で
あ
ゝ
し
た
文
章
を
書
く
も
の
は
絶
え
た
。
さ
う
思
ふ
と
、
一
葉

女
史
そ
の
人
が
、
は
つ
き
り
あ
の
時
代
の

―
明
治
二
十
七
八
年
頃
の
女

を
代
表
し
て
ゐ
る
や
う
な
気
が
し
た
。『
た
け
く
ら
べ
』『
行
く
雲
』『
濁
江
』

な
ど
を『
め
ざ
ま
し
草
』の
大
家
の
連
中
の
中
で
、
露
伴
が
一
番
多
く
推
称

し
た
の
も
成
ほ
ど
と
点
頭
か
れ
た
。
こ
と
に
、
あ
の
日
記
を
和
文
で
書
い

て
ゐ
る
な
ど
も
、
十
分
に
そ
の
人
の
教
養
の
何
物
で
あ
る
か
を
示
す
に
足

る
と
私
は
思
ふ
。（
六
）

一
葉
の
短
か
い
一
生
も
、
明
治
文
壇
で
は
特
異
な
こ
と
ゝ
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
つ
た
。
私
は
幸
に
し
て
か
、
不
幸
に
し
て
か
、
一
葉
に
は
逢
つ

た
こ
と
は
な
か
つ
た
。
し
か
し
、
あ
な
が
ち
縁
故
の
な
い
こ
と
は
な
い
の

で
あ
つ
た
。
私
が
一
番
始
め
に『
都
の
花
』に『
新
桜
川
』と
い
ふ
作
を
発
表

し
た
時
、
か
の
女
も『
う
も
れ
木
』と
い
ふ
作
を
花
圃
女
史
の
紹
介
つ
き
で

始
め
て
そ
こ
に
出
し
て
ゐ
た
。『
都
の
花
』の
当
時
の
編
輯
人
で
あ
つ
た
藤

本
藤
陰
を
私
が
始
め
て
神
田
の
仲
猿
楽
町
に
訪
ね
た
時
、
藤
陰
氏
が『
面

白
い
女
の
作
家
が
出
ま
し
た
な
…
…
田
辺
さ
ん
か
ら
の
紹
介
で
す
が
、
め

づ
ら
し
く
男
ら
し
い
作
家
で
す
…
…
。
女
と
は
思
へ
な
い
く
ら
ゐ
し
つ
か

り
し
た
文
章
で
す
』と
言
つ
た
こ
と
を
今
で
も
私
は
覚
え
て
ゐ
る
。

当
時
の
新
興
文
学
の
芽
と
し
て
は
、
か
の
女
は
決
し
て
新
し
い
と
は
言

ふ
こ
と
は
出
来
な
か
つ
た
。
そ
の
教
養
も
全
く
お
嬢
さ
ん
風
と
言
つ
て
好

か
つ
た
。
か
の
女
は
矢
張
歌
の
会
に
出
て
老
人
な
ど
に
交
つ
て
歌
を
詠
ん

だ
り
し
た
も
の
ゝ
一
人
で
あ
つ
た
。
恐
ら
く
か
の
女
に
し
て
、
も
う
少
し

そ
の
周
囲
に
新
し
い
グ
ル
ウ
プ
を
持
つ
て
ゐ
た
な
ら
ば
、
も
う
少
し
新
し

い
方
に
出
て
来
る
こ
と
も
出
来
た
で
あ
ら
う
が
、
桃
水
な
ど
を
そ
の
師
に

し
た
ゝ
め
か
、
そ
れ
と
も
ま
た
、
あ
ゝ
し
た
古
い
文
体
に
興
味
を
持
つ
や

う
な
気
分
で
あ
つ
た
の
か
、
あ
ゝ
し
た
若
い
心
を
あ
の
古
い
文
体
の
中
に

埋
め
尽
し
て
了
つ
た
の
は
惜
し
い
や
う
な
気
が
し
た
。（
中
略
）

そ
れ
に
、
不
思
議
な
こ
と
に
は
、
あ
の
時
代
に
な
つ
て
も
、
あ
ゝ
し
た

雅
俗
折
衷
の
文
体
が
か
な
り
に
当
時
に
勢
力
を
持
つ
て
ゐ
た
と
い
ふ
こ
と

で
あ
つ
た
。
そ
れ
は
ま
さ
か
に
あ
の
文
体
が
将
来
の
文
体
に
な
る
と
は
思

ひ
も
し
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
け
れ
ど
も
、
露
伴
が
書
き
、
一
葉
が
書
き
、

緑
雨
が
書
き
、
後
に
は
鷗
外
す
ら
物
好
き
に
あ
の
真
似
を
し
て
、『
染
ち

が
へ
』な
ど
ゝ
い
ふ
の
を
書
い
た
く
ら
ゐ
で
あ
る
か
ら
、
あ
ゝ
し
た
文
体

も
か
な
り
に
当
時
に
持
て
囃
さ
れ
た
に
は
相
違
な
か
つ
た
。
し
か
し
国
木

田
独
歩
な
ど
は
、
そ
の
頃
か
ら
、
さ
う
し
た
文
体
の
不
自
由
な
の
を
説
き
、

何
う
し
て
あ
の
若
い
一
葉
が
あ
ゝ
し
た
文
体
に
頼
つ
た
か
と
訝
つ
て
ゐ
た
。

花
袋
の『
新
桜
川
』は
明
治
二
十
五
年
十
一
月
の『
都
の
花
』に
載
せ
た
も
の
で
、

謡
曲
の「
桜
川
」を
翻
案
と
し
た
も
の
、「
常
陸
国
真
壁
町
に
、
高
山
新
蔵
と
い

へ
る
一
人
の
男
あ
り
け
り
。」と
書
き
始
め
る
文
語
文
体
で
あ
る
。
一
葉『
う
も

れ
木
』は「
描
き
出
だ
す
や
一
穂
の
筆
さ
き
に
、
五
百
羅
漢
十
六
善
神
、
空
に
楼

閣
を
か
ま
へ
、
思
ひ
を
廻
廊
に
め
ぐ
ら
し
」と
い
っ
た
露
伴
風
の
文
体
、
構
想

の
物
語
で
あ
っ
た
。
文
体
も
小
説
の
中
身
も
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
っ
た
明
治

中
期
に
お
い
て
、
一
葉
は
何
を
吸
収
し
ど
の
よ
う
な
文
学
を
目
指
し
た
の
か
。

花
袋
の
言
う
よ
う
に「
新
し
い
グ
ル
ウ
プ
」が
近
く
に
あ
れ
ば
よ
り
新
し
い
方
向

に
進
め
た
か
も
し
れ
な
い
、
し
か
し
一
葉
は
創
刊
時
か
ら『
文
学
界
』の
同
人
的

位
置
に
居
た
わ
け
で
、
花
袋
が『
文
学
界
』に
接
触
す
る
一
年
半
も
前
に
天
知
や

禿
木
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
新
し
い
思
潮
に
全
く
遠
か
っ
た
と
は
言
え

な
い
。
花
袋
が
独
歩
と
交
友
し
た
の
は
明
治
二
十
九
年
十
一
月
十
二
日
に
玉
茗
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と
訪
ね
た
の
が
最
初
で
、
独
歩
の
作
っ
た「
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
」を
食
べ
た
こ
と
が

『
東
京
の
三
十
年
』に
書
い
て
あ
る
。
そ
れ
は
一
葉
の
死
の
十
一
日
前
で
あ
る
か

ら
、
独
歩
が
一
葉
の
文
体
に
つ
い
て
語
っ
た
の
は
一
葉
の
死
後
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
と
も
か
く
独
歩
も
花
袋
も
藤
村
も
明
治
中
期
に
は
文
語
文
体
で
は
あ
る
が
、

一
葉
の
よ
う
な
雅
文
体
で
は
な
か
っ
た
。
で
は
一
葉
は
や
は
り
和
歌
の
稽
古
の

よ
う
な
古
風
な
お
嬢
さ
ん
芸
を
身
に
付
け
た
け
れ
ど
も
、
小
説
に
関
し
て
は
花

圃
に
倣
っ
て
原
稿
料
を
得
た
い
が
た
め
に
書
い
た
が
、
特
に
新
文
学
を
開
拓
す

る
よ
う
な
意
気
込
み
は
な
か
っ
た
。
文
壇
に
参
加
す
る
と
い
う
気
持
ち
も
希
薄

だ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
し
た
点
に
触
れ
て
、
塩
田
良
平
は
一

葉
が
桃
水
に
会
い
に
行
っ
た
頃
、
ど
の
程
度
桃
水
の
作
品
を
読
ん
で
い
た
か
不

明
で
あ
り
、
桃
水
の
芸
術
に
理
解
が
あ
っ
た
か
も
分
か
ら
ぬ
。
一
葉
の
家
で
は

当
時『
朝
日
新
聞
』を
と
っ
て
い
な
か
っ
た
。
桃
水
に
弟
子
入
り
し
た
後
、
朝
日

を
借
覧
し
た
よ
う
だ
と
推
測
し
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

（
８
）
。

で
あ
る
か
ら
、
桃
水
の
連
載
小
説
は
あ
ま
り
読
ん
で
は
ゐ
な
い
ら
し
く
、

初
対
面
の
日
に「
君
が
著
作
の
小
説
四
五
冊
」を
借
り
て
ゐ
る
く
ら
ゐ
で
あ

る
。
又
当
時
の
一
葉
の
現
文
壇
に
関
す
る
知
識
は
う
す
く
、
紅
露
を
は
じ

め
と
し
て
新
進
作
家
の
も
の
は
わ
ざ
わ
ざ
買
ふ
資
力
は
な
か
つ
た
と
し
て

も
、
余
り
借
り
て
も
見
て
ゐ
な
か
つ
た
ら
し
い
。（
一
葉
が
文
壇
人
に
注

意
し
出
し
た
の
は
桃
水
と
知
合
い
、
更
に
自
分
が
書
き
出
し
て
か
ら
の
こ

と
で
あ
る
）彼
女
の
文
学
修
業
は
、
そ
れ
ま
で
は
あ
く
ま
で
歌
道
修
業
で

あ
り
、
従
つ
て
勉
強
も
古
典
が
中
心
で
あ
つ
た
こ
と
は
免
れ
な
い
。

従
つ
て
一
葉
が
桃
水
に
近
づ
か
う
と
し
た
こ
と
は
一
に
文
学
の
手
ほ
ど

き
を
受
け
よ
う
た
め
で
あ
り
、
も
つ
と
打
算
的
に
考
へ
れ
ば
姉
弟
子
の
田

辺
龍
子
の
や
う
に
早
く
作
品
を
商
品
化
し
た
い
た
め
で
あ
つ
た
と
考
へ
て

も
さ
ほ
ど
失
当
で
は
な
い
。
も
し
一
葉
が
も
つ
と
小
説
を
読
み
文
壇
の
動

き
を
知
つ
て
ゐ
た
な
ら
ば
、
抬
頭
し
て
き
た
新
進
作
家
に
近
づ
き
、
戯
作

系
統
の
桃
水
を
選
ば
な
か
つ
た
か
も
知
れ
な
い
と
も
い
へ
る
。

塩
田
は
か
く
述
べ
る
が
、
明
治
二
十
五
年
前
後
の
文
壇
を
眺
め
る
時
、
や
は

り
紅
露
逍
鷗
が
中
心
で
緑
雨
、
浪
六
が
そ
の
周
辺
に
居
る
と
い
っ
た
状
態
で
あ

る
。
そ
の
中
で
桃
水
の『
胡
沙
吹
く
風
』が『
東
京
朝
日
』に
明
治
二
十
四
年
十
月

か
ら
約
半
年
間
連
載
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
戯
作
的
と
は
言
っ
て
も
一

葉
が
桃
水
に
師
事
し
た
の
は
、
桃
水
の
小
説
を
読
ん
で
い
た
か
い
な
い
か
に
関

係
な
く
、
さ
ほ
ど
間
違
っ
て
は
い
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
問
題
は
桃
水
に
師
事

し
て
一
年
余
り
で
例
の
野
々
宮
菊
子
の
嫉
妬
心
な
ど
に
よ
っ
て
桃
水
と
絶
交
し
、

さ
し
た
る
指
導
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
で
は
一
葉
の
所
謂
奇
蹟
の

十
四
か
月
を
為
し
た
も
の
は
図
書
館
通
い
な
ど
の
独
学
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う

か
（
９
）
。幸

田
露
伴
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る（

（1
（

。

一
葉
の
作
は
、
西
鶴
を
彼
女
が
読
ん
で
、
西
鶴
の
自
由
大
胆
さ
の
影
響

を
受
け
彼
女
の
平
安
朝
文
学
以
来
の
文
学
の
殻
か
ら
釈
放
さ
れ
た
時
か
ら

其
光
り
を
放
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。
其
の
以
前
、
即
ち
学
校
教
育
、
和
歌

和
文
の
先
生
の
教
育
の
桎
梏
の
内
に
在
つ
た
間
の
も
の
は
、
そ
れ
等
の
教

養
が
矢
張
り
一
葉
の
為
に
大
な
る
力
に
な
つ
た
に
は
疑
ひ
無
い
が
、
所
謂

習
作
時
代
に
属
し
て
、
観
る
可
き
も
の
は
乏
し
い
。

露
伴
の
言
う「
西
鶴
の
自
由
大
胆
さ
」が
一
葉
を
ど
の
よ
う
に
変
え
た
の
か
が

は
っ
き
り
し
な
い
が
、
文
体
や
小
説
の
結
構
な
ど
は
初
期
か
ら
晩
年
ま
で
そ
う

変
わ
っ
て
は
い
な
い
と
も
思
え
る
。
た
だ
、
晩
年
に
至
っ
て
は
緑
雨
の
言
う

「
冷
笑
」が
社
会
の
裏
側
の
事
情
を
多
少
と
も
僻
み
っ
ぽ
く
描
き
出
し
、
貧
者
弱

者
の
目
を
通
し
て
見
る
世
の
中
の
実
相
と
し
て
の
文
学
が
優
艶
な
筆
致
で
描
き

出
さ
れ
た
。
そ
こ
に
一
葉
独
特
の
優
美
で
哀
切
極
ま
る
市
井
文
学
が
生
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。

明
治
二
十
年
代
の
文
体
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た
か
は
難
し
い
問
題
だ
が
、
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一
葉
が
作
家
に
立
つ
き
っ
か
け
と
な
っ
た
三
宅
花
圃
の『
藪
の
鶯
』（
明
治
21
年

６
月
）は
、

男「
ア
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
。
此
ツ
ー
、
レ
デ
ー
ス
は
。
パ
ア
ト
ナ
ア
計
お
好
で
僕

な
ん
ぞ
と
を
ど
つ
て
は
。
夜
会
に
来
た
や
う
な
お
心
持
が
遊
ば
さ
ぬ
と
い

ふ
の
だ
か
ら
。

甲
女「
う
そ
。
う
そ
計
。
さ
う
ぢ
や
厶ご

ざ

り
升ま
せ

ん
け
れ
ど
も
。
あ
な
た
と
を

ど
る
と
や
た
ら
に
お
引
張
回
し
遊
ば
す
も
の
で
す
か
ら
…
…
あ
の
目
が

ま
は
る
や
う
で
厶
り
ま
す
ん
で
。
其
お
こ
と
わ
り
を
申
上
た
の
で
す
ワ
。

（
中
略
）

と
互
に
か
た
ら
ふ
こ
の
二ふ

た
り嬢
は
。
数
多
群
衆
し
た
る
貴
嬢
中
に
て
水
ぎ
は

の
た
ち
た
る
人
物
。
先
細
か
に
評
せ
ん
に
は
。
一
人
は
二
八
計
に
し
て
色

白
く
目
大
き
く
。
丹
花
の
唇
は
厳
格
に
ふ
さ
ぎ
た
れ
ど
も
た
け
か
ら
ず
。

右
の
よ
う
に
男
女
の
会
話
で
始
ま
っ
て
い
て
、
逍
遙
の『
当
世
書
生
気
質
』を

模
し
た
筆
致
で
あ
る
。

こ
れ
を
同
じ
よ
う
に
男
女
の
会
話
で
始
ま
る『
に
ご
り
え
』（『
文
芸
倶
楽
部
』

明
治
28
・
９
）と
比
べ
て
み
る
と
違
い
は
明
瞭
で
あ
る
。

お
い
木
村
さ
ん
信
さ
ん
寄
つ
て
お
出
よ
、
お
寄
り
と
い
つ
た
ら
寄
つ
て

も
宜
い
で
は
な
い
か
、
又
素
通
り
で
二
葉
や
へ
行
く
気
だ
ら
う
、
押
か
け

て
行
つ
て
引
ず
つ
て
来
る
か
ら
さ
う
思
ひ
な
、
ほ
ん
と
に
お
湯ぶ

う

な
ら
帰
り

に
屹
度
よ
つ
て
お
呉
れ
よ
、
嘘
つ
吐
き
だ
か
ら
何
を
言
ふ
か
知
れ
や
し
な

い
と
店
先
に
立
つ
て
馴
染
ら
し
き
突
か
け
下
駄
の
男
を
と
ら
へ
て
小
言
を

い
ふ
や
う
な
物
の
言
ひ
ぶ
り
、
腹
も
立
た
ず
か
言
訳
し
な
が
ら
後の

ち刻
に
後

刻
に
と
行
過
る
あ
と
を
、
一ち

よ
つ
と寸
舌
打
し
な
が
ら
見
送
つ
て（
以
下
略
）

『
藪
の
鶯
』と
近
い
時
期
に
発
表
さ
れ
た
若
松
賤
子『
小
公
子
』（
明
治
23
年
８

月
～
25
年
１
月
、『
女
学
雑
誌
』）は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

セ
ド
リ
ツ
ク
に
は
誰
も
云
ふ
て
聞
か
せ
る
人
が
有
ま
せ
ん
か
つ
た
か
ら
、

何
も
知
ら
な
い
で
ゐ
た
の
で
し
た
。
お
と
つ
さ
ん
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
だ
つ

た
と
云
ふ
こ
と
丈
は
、
お
つ
か
さ
ん
に
聞
ゐ
て
、
知
つ
て
ゐ
ま
し
た
が
、

お
と
つ
さ
ん
の
歿
し
た
の
は
、
極
く
少ち

さ
い
う
ち
で
し
た
か
ら
、
よ
く
記

憶
し
て
居
ま
せ
ん
で
、
た
ゞ
大
き
な
人
で
、
眼
が
浅
黄
色
で
、
頬
髯
が
長

く
つ
て
、
時
々
肩
へ
乗
せ
て
坐
敷
中
を
連
れ
廻
ら
れ
た
こ
と
の
面
白
か
つ

た
こ
と
丈
し
か
、
ハ
ツ
キ
リ
と
は
記お

ぼ
え憶
て
ゐ
ま
せ
ん
か
つ
た
。

キ
リ
ス
ト
教
系
の『
女
学
雑
誌
』は
萩
の
舎
で
和
歌
を
学
ぶ
一
葉
と
は
無
縁
で

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
も
う
一
人
福
田
英
子
・
中
島
湘
烟
と
と
も
に
明
治
民
権

派
女
性
の
代
表
清
水
紫
琴「
こ
わ
れ
指
環
」（
明
治
24
年
１
月
、『
女
学
雑
誌
』）は

次
の
よ
う
で
あ
る
。

あ
な
た
は
私
の
こ
の
指
環
の
玉
が
抜
け
て
お
り
ま
す
の
が
お
気
に
か
か

る
の
、
そ
り
や
ア
あ
な
た
の
お
つ
し
や
る
通
り
、
こ
ん
な
に
こ
わ
れ
た
ま

ん
ま
で
は
め
て
お
り
ま
す
の
は
、
あ
ん
ま
り
見
つ
と
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
、
何
な
り
と
も
は
め
か
へ
れ
ば
、
宜
し
い
の
で
…
…
で
す
が
私
の
為

に
は
こ
の
指
環
の
こ
わ
れ
た
の
が
記
念
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
ど
う
し
て
も

こ
れ
を
は
め
か
へ
る
事
が
出
来
な
い
の
で
す
。
あ
あ
月
日
の
経
つ
は
誠
に

早
い
も
の
で
こ
の
指
環
を
こ
わ
し
て
か
ら
、
も
は
や
二
年
越
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
て
見
る
と
花
圃
、
賤
子
、
紫
琴
そ
れ
ぞ
れ
に
近
代
的
文
章
を
工
夫
し

て
い
る
の
が
分
る
。
対
す
る
に
一
葉
に
相
似
す
る
と
こ
ろ
の
田
澤
稲
舟
の『
し

ろ
ば
ら
』（
明
治
28
年
12
月
、『
文
芸
倶
楽
部
』）は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。

神
田
川
の
流
に
沿
う
て
、
門
の
柳
の
糸
細
く
長
く
風
に
靡
き
て
、
御
神
燈

の
影
く
ら
き
待
合
菊
の
や
の
奥
座
敷
、
六
畳
一
間
を
小
意
気
に
作
り
て
、

床
に
は
蜀
山
の
讃
し
た
る
鳥
文
斎
が
遊
女
の
横
物
、
真
偽
は
知
ら
ね
ど
楊

柳
観
音
の
置
物
さ
す
が
に
取
り
合
せ
を
か
し
く
、
あ
ま
り
の
事
と
い
は
れ

を
き
け
ば
、
な
び
け
と
い
ふ
な
ぞ
な
ぞ
、
い
か
さ
ま
商
売
柄
に
は
あ
り
う

ち
の
は
な
し
。
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一
葉
よ
り
年
少
で
、
明
治
二
十
五
年
に
尾
崎
紅
葉
に
弟
子
入
り
し
た
北
田
薄

氷
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。『
黒
眼
鏡
』（
明
治
28
年
12
月
、『
文
芸
倶
楽
部
』）の
書

き
出
し
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

日
中
は
熱
さ
に
萎
れ
て
見
え
し
庭
の
草
木
も
、
夕
方
の
打
水
に
い
と
涼
し

く
も
風
情
変
れ
る
心
地
よ
さ
。
庭
下
駄
軽
く
音
た
て
ゝ
、
娘
の
お
秀
は
立

出
で
ぬ
。
見
れ
ば
今
を
湯
上
り
と
覚
し
く
、
薄
化
粧
し
た
る
顔
は
桜
色
に

染
ま
り
て
、
房
々
と
濃
き
頭か

み髪
を
品
よ
き
高
髷
に
結
び
、
夏
は
誰
し
も
好

ま
し
き
淡あ

つ
さ
り白
し
た
る
中
形
の
浴
衣
に
、
友
仙
縮
緬
の
帯
配う
つ
り合
よ
く
団
扇
片

手
に
四あ

た
り方
を
眺
む
る
姿
の
美
し
さ
は
、
之
を
何
に
か
譬
ふ
べ
き
。

こ
の
よ
う
に
並
べ
て
見
る
と
、
一
葉
・
稲
舟
・
薄
氷
は
や
は
り
擬
古
文
、
雅

文
の
古
め
か
し
い
文
体
で
あ
る
。
強
い
て
言
え
ば
一
葉
晩
年
の
文
章
は『
に
ご

り
え
』冒
頭
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
躍
動
感
臨
場
感
が
あ
り
、
現
場
を
見

て
い
る
一
葉
の
呼ブ

レ
ス吸
が
伝
わ
る
よ
う
な
力
強
さ
衝
迫
感
が
あ
り
、
擬
古
文
体
と

雖
も
一
葉
独
特
の
完
成
を
見
せ
て
い
る
の
が
著
し
い
特
徴
と
い
え
る
。
同
時
代

の
紅
葉
が
文
章
に
凝
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
が
、
例
え
ば『
三
人
妻
』（
明

治
25
年
３
月
～
５
月
、『
読
売
新
聞
』）の
書
き
出
し「
あ
る
や
う
で
無
い
も
の
を

金か

ね銭
と
て
、
天
下
の
人
の
寐
言
に
ま
で
い
う
て
欲
し
が
ら
ざ
る
は
な
し
。
信
に

此
金
銭
の
獲
難
き
こ
と
の
不
思
議
さ
は
、
鉄
を
吸
ふ
に
は
奇
妙
、
磁
石
と
い
ふ

神し
ん
つ
う
り
き

通
力
あ
る
に
、
此
は
何ど
う

し
た
も
の
と
、
金
時
計
買
ふ
人
の
後
に
、
過す
ぎ
が
て難
に
立

て
る
納
豆
売
の
独つ

ぶ
や
き語
道も
つ
と
も理
の
至
な
り
。」は
、
洒
落
気
は
あ
っ
て
も
や
は
り
戯
作

の
域
を
出
な
い
。『
多
情
多
恨
』（
明
治
29
年
２
月
、『
読
売
新
聞
』）で
は「
鷲
見

柳
之
助
は
其
妻
を
亡
つ
て
は
や
二ふ

た
な
ぬ
か

七
日
に
な
る
。
去
る
者
は
日ひ
ゞ

に
疎
し
で
あ
る

が
、
彼
は
此
十
四
日
を
ば
未
だ
昨
日
の
や
う
に
想
つ
て
ゐ
る
、
時
と
し
て
は
、

今
朝
の
や
う
に
も
想
ふ
。
余
り
思
ひ
窮つ

め
て
は
、
未
だ
生
き
て
ゐ
る
や
う
に
も

想
つ
て
ゐ
る
。」と
言
文
一
致
体
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
話
の
中
の
鷲
見
柳
之
助

の
亡
妻
へ
の
恋
着
、
友
人
の
妻
お
種
と
の
恋
の
よ
う
な
恋
で
な
い
よ
う
な
愛
着

も
面
白
い
が
、
た
と
え
ば『
に
ご
り
え
』の
お
力
・
源
七
の
貧
窮
者
の
運
命
悲
劇

愛
、『
十
三
夜
』の
お
関
・
録
之
助
の
不
遇
無
力
者
の
負
の
連
鎖
愛
と
い
っ
た
一

葉
の
冷
笑
性
の
滲
ん
だ
情
話
か
ら
見
る
と
イ
ン
パ
ク
ト
が
弱
い
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
葉
の
小
説
は
や
は
り
雅
文
体
を
基
礎
と
し
た
古
風
な
筆
致
に
そ
の

本
領
が
あ
る
の
で
、
言
文
一
致
や
西
洋
風
の
外
来
語
を
交
え
た
よ
う
な
近
代
的

な
装
い
は
古
い
人
情
話
の
風
合
い
に
そ
ぐ
わ
ず
、
む
し
ろ
興
趣
を
殺
ぐ
も
の
で

し
か
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
、
樋
口
苓
子
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る（

（1
（

。

一
葉
の
文
学
を
決
定
す
る
も
の
に
文
章
の
修
辞
法
が
あ
る
。

初
期
作
品
の
平
安
朝
、
元
禄
の
擬
古
文
を
、
一
葉
独
自
の
女
性
ら
し
い

感
覚
的
観
察
と
描
写
に
よ
る
、
繊
細
で
美
し
い
文
学
と
し
て
再
現
し
た
の

も
、
一
葉
生
来
の
素
質
と
共
に
諸
種
の
経
験
、
そ
し
て
少
女
時
代
か
ら
の

古
典
教
養
と
一
方
な
ら
ぬ
努
力
の
成
果
で
、
ど
の
要
素
一
つ
欠
け
て
も
傑

作
の
誕
生
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
、
そ
の
小
説
に
は
源

氏
物
語
を
始
め
と
し
て
王
朝
物
語
、
近
世
の
雅
俗
折
衷
の
文
体
が
み
ら
れ

る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
一
葉
の
日
記
に
は
枕
草
子
、
徒
然
草
の
影
響
が

強
く
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る

右
の
所
説
は
概
ね
妥
当
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
和
田
繁
二
郎
は
下
の
よ

う
に
論
じ
て
い
る（

（1
（

。

一
葉
は「
闇
桜
」（
明
治
二
五
年
三
月
）以
前
に
は
、
比
較
的
彼
女
の
実
生

活
に
密
着
し
た
と
見
ら
れ
る
習
作
を
試
み
、
か
つ
文
体
も
擬
古
的
で
は
な

か
っ
た
。
そ
れ
が
徐
々
に
、
悲
劇
的
な
物
語
世
界
に
移
行
し
、「
闇
桜
」を

処
女
発
表
作
と
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
文
体
も
擬
古
文
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
基
本
的
に
、
こ
れ
ま
で
の
女
流
作
家
の
よ
う
に
、
新

し
い
教
養
が
な
く
、
新
し
い
思
想
が
胚
胎
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ

て
い
る
と
見
て
よ
い
と
思
う
。
花
圃
の『
藪
の
鶯
』に
触
発
さ
れ
て
小
説
を

志
し
た
と
い
う
が
、『
藪
の
鶯
』の
も
つ
理
想
主
義
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
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っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
局
、
彼
女
は
、
前
時
代
的
な「
英
雄
豪
傑
の
伝
、

任
侠
義
人
の
行
為
」に
あ
こ
が
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ま
た
王
朝
物
語
的
な

感
傷
へ
つ
な
が
る
文
学
的
世
界
に
、
さ
ら
に
江
戸
末
期
の
戯
作
類
の
興
趣

に
イ
ン
タ
レ
ス
ト
を
感
じ
る
女
性
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
二
三
の

男
性
と
の
接
触
に
よ
り
、
な
か
ん
ず
く
桃
水
に
対
す
る
恋
情
の
実
体
験
に

よ
り
、
男
女
の
感
傷
的
な
情
調
の
世
界
に
没
入
す
る
に
至
っ
た
も
の
と
見

ら
れ
る
。
そ
の
舞
台
の
設
定
も
、
義
理
人
情
を
基
本
と
す
る
旧
時
代
的
な

も
の
で
、〈
家
〉へ
の
認
識
も
必
ず
し
も
現
実
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

（
中
略
）

結
局
、
一
葉
は
そ
れ
以
前
の
女
流
の
抱
懐
し
て
い
た
よ
う
な
新
し
い
教

養
や
思
想
を
も
つ
こ
と
な
く
、
作
品
の
面
で
、
女
性
の
生
き
る
道
を
探
り
、

ま
た
問
題
を
提
起
す
る
よ
う
な
作
品
を
も
の
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
そ
の
反
面
、
み
ず
か
ら
の
実
生
活
の
不
如
意
か
ら
、
現
実
へ
の
注

目
を
深
め
、
女
性
の
置
か
れ
て
い
る
立
場
を
も
直
視
す
る
に
至
っ
た
。
ま

た
、
そ
の
現
実
の
な
か
か
ら
、
理
想
ら
し
い
も
の
も
ま
さ
ぐ
る
よ
う
に
な

り
、
明
確
な
主
義
主
張
と
ま
で
は
ゆ
か
な
く
て
も
、
何
ら
か
の
視
点
に
立

っ
て
、
現
状
を
提
示
す
る
と
い
う
、
リ
ア
リ
ズ
ム
の
作
家
と
し
て
名
を
あ

げ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
現
状
の
提
示
で
あ
っ
た
た
め
に
、
女
性
の

悲
劇
を
ど
の
よ
う
に
提
示
し
て
い
る
の
か
を
疑
わ
せ
る
よ
う
な
面
も
な
く

は
な
い
が
、
当
代
で
は
、
そ
う
い
う
リ
ア
ル
な
提
示
だ
け
で
も
十
分
に
存

在
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
も
の
と
思
う
。

一
葉
を「
リ
ア
リ
ズ
ム
の
作
家
」と
捉
え
た
り
一
葉
作
を「
リ
ア
ル
な
提
示
」と

捉
え
た
り
す
る
の
は
少
し
躊
躇
わ
れ
る
が
、『
に
ご
り
え
』を
深
刻
小
説
の
中
に

含
め
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
全
く
見
当
違
い
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
一
葉
は

桃
水
と
の
恋
愛
に
よ
っ
て「
男
女
の
感
傷
的
な
情
調
の
世
界
」に
導
か
れ
た
ば
か

り
で
な
く
、
や
は
り
人
生
の
半
ば
に
大
き
な
暗
転
が
あ
り
、
普
通
の
女
性
が
し

な
く
て
も
い
よ
う
な
辛
酸
を
嘗
め
た
。
利
発
で
自
意
識
の
強
い
少
女
が
成
長
す

る
過
渡
期
に
世
の
中
の
裏
面
、
真
の
裏
面
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
一
葉
に
と
っ

て
十
分
裏
面
で
あ
る
よ
う
な
世
の
中
の
真
実
を
知
っ
た
た
め
に
世
の
裏
側
を
衝

く
よ
う
な
、
所
謂
冷
笑
的
な
ス
タ
ン
ス
、
自
己
韜
晦
の
ポ
ー
ズ
を
体
得
し
た
の

で
は
な
い
か
。
こ
の
辺
に
関
し
て
は
先
述
の
関
良
一
も
多
少
触
れ
て
い
た
三
宅

花
圃
の
辛
辣
な
見
方
が
参
考
に
な
ろ
う（

（1
（

。
そ
の
皮
肉
な
批
評
は
お
そ
ら
く
意
地

悪
さ
の
表
れ
と
か
一
葉
へ
の
対
抗
意
識
な
ど
で
は
な
く
、
旧
幕
臣
の
娘
で
あ
り

な
が
ら
様
々
の
苦
労
を
経
験
し
、
政
教
社
の
雪
嶺
は
定
職
を
持
た
な
い
国
粋
主

義
思
想
家
で
貧
苦
な
ど
は
全
く
気
に
し
な
か
っ
た
。
花
圃
も
雪
嶺
と
同
じ
く
世

事
に
無
頓
着
で
、「
結
婚
の
翌
日
に
は
も
う
執
達
吏
に
攻
め
ら
れ
た（

（1
（

」と
い
っ
た

家
計
の
破
綻
も
平
気
だ
っ
た
人
で
あ
る
か
ら
、
何
の
含
む
処
も
な
く
見
た
ま
ま

感
じ
た
ま
ま
を
述
べ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

私
が
夏
子（
一
葉
女
史
）を
初
め
て
見
た
の
は
、
歌
子
先
生
の
処
で
し
た

―
中
島
歌
子
で
す
。（
中
略
）「
今
ま
で
知
ら
な
い
人
だ
が
…
…
新
し
く

来
た
の
か
し
ら
」な
ど
と
思
ひ
な
が
ら
見
て
ゐ
ま
す
と
、
髪
な
ど
を
恁か

う

―
変
つ
た
結
び
方
に
し
て
、（
一
つ
は
髪
が
薄
か
つ
た
か
ら
で
せ
う
が
）

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
起た

ち
ゐ
ふ
る
ま
ひ

居
挙
動
も
何
と
な
く
変
つ
て
ゐ
て
、
ぢ
き
に「
元

禄
風
」と
い
ふ
様
な
感
じ
が
起
り
ま
し
た
。「
ま
あ
祇
園
の
お
梶（
江
戸
中

期
祇
園
の
八
坂
神
社
付
近
の
茶
屋
の
主
人
で
歌
才
の
あ
っ
た
女
、
引
用
者

注
）と
で
も
言
ひ
た
い
や
う
な
人
だ
」と
思
つ
て
を
り
ま
す（
以
下
略
）

十
四
五
歳
か
ら
歌
子
先
生
の
世
話
に
な
つ
て
、
塾
に
居
た
り
又
家
か
ら

通
つ
た
り
し
て
居
ま
し
た
が
、
其
初
は
家
は
品
川
の
方
。
後
に
父
を
失
ひ
、

住
居
も
転
じ
ま
し
た
。
最
う
頻
り
に
作
を
す
る
頃
は
根ね

づ津
に
居
り
ま
し
た

の
で
、
其そ

こ家
が
も
と
銘
酒
屋
を
し
た
家
で
し
た
。
傑
作「
に
ご
り
江
」の
お

力
は
直
ぐ
隣
り
の
銘
酒
屋
の
女
で
、
そ
れ
を
モ
デ
ル
に
し
た
も
の
で
す
。

家
は
銘
酒
屋
が
か
り
で
御
座
い
ま
せ
う
。
そ
れ
に
女
ば
か
り
の
世し

よ
た
い帯
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―
男
の
兄
弟
も
あ
り
ま
し
た
が
厄や
く
ざ雑
で
勘
当
の
姿
で
し
た
か
ら
、
母
親

と
夏
子
と
国
ち
や
ん
と
い
ふ
妹
と
三
人
き
り
の
女
世
帯
。
そ
れ
に
夏
ち
や

ん
が
お
世
辞
が
よ
く
て
、
宛ま

る
で然
待
合
の
お
神か
み
さ
ん様
の
や
う
だ
な
ど
と
申
さ
れ

た
位
で
し
た
か
ら
自
然
行
き
善
い
も
の
と
見
え
ま
し
て
、
始
終
男
の
書
生

が
遊
び
に
行
つ
て
居
り
ま
し
た
。（
中
略
）

さ
う
美き

れ
い麗
な
、
と
い
ふ
程
の
人
で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
け
れ
ど
お

世せ

じ辞
の
実
に
い
ゝ
こ
と
、
そ
れ
は
最
も
人
を
逸そ
ら

さ
な
い

―
客
待あ
し
ら
ひ遇
の
実

に
上
手
な
人
で
し
た
、
抜
け
目
の
な
い
、
気
の
お
け
な
い
、
ま
あ
下
町
風

と
言
つ
た
様
で
、
何
か
恁
う
人
に
摺
り
付
く
や
う
に
し
て
物
を
言
ふ
、
と

い
つ
た
風
で
し
た
。（
中
略
）

随
分
苦
し
い
生
活
を
致
し
た
の
で
、
そ
れ
を
考
へ
る
と
可か

あ
い
さ
う

哀
相
な
思
お
も
ひ
に

堪
え
ま
せ
ん
。
も
う
少
し
生
活
に
苦
し
ま
せ
な
か
つ
た
ら
、
如あ

彼ゝ
夭
折

（
二
十
五
歳
歿
）も
致
さ
な
か
つ
た
で
せ
う
し
最
つ
と
ま
だ
暢
び
て
ゆ
け
ま

し
た
ら
う
に
と
真ほ

ん

に
可
哀
相
に
存
じ
ま
す
。
店
に
荒
物
を
並
べ
て
売
り
ま

し
た
の
で
、
根
津
か
ら
ま
だ
夜
明
前

―
真
暗
な
内
に
家
を
出
て
、
神
田

の
田
町
ま
で
買
出
し
に
行
つ
て
、
帰
つ
て
来
る
頃
は
既も

う
午
前
十
時
に
な

る
、
と
い
ふ
様
な
事
を
よ
く
致
し
た
さ
う
で
す
。
さ
う
し
て
疲
れ
た
身
体

で
又
考
へ
た
り
筆
を
執
つ
た
り
致
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

か
う
し
た
逆
境
の
人
で
し
た
か
ら
、
妙
に
僻
ん
だ
感
情
を
持
つ
て
居
り

ま
し
た
。
歌
子
先
生
の
処
に
居
つ
た
頃
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
の
人
の
事
を
い

ろ
い
ろ
に
申
し
て
を
り
ま
し
た
。
例
の
皮
肉
な
観
察
は
宜
し
う
ご
ざ
い
ま

す
が
、
中
に
は
誤
解
や
僻
み
に
思
は
れ
る
事
も
少
な
く
な
い
の
で
す
。
先

生
に
対
し
て
も
同
様
で
、
先
生
の
方
で
は
そ
れ
は
善
く
し
て
や
る
の
で
す

が
、
何
う
も
そ
れ
に
不
足
で
し
た
。（
中
略
）

け
れ
ど
も
一
方
か
ら
考
へ
ま
す
と
、
か
う
い
ふ
僻
ん
だ
感
情
が
却
つ
て

作
の
上
に
は
善
か
つ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
拗す

ね
た
僻
ん
だ
感
情
や
観

察
が
、
あ
の
小
説
に
は
総
て
に
見
え
て
居
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
が
又
あ
の

人
の
作
の
傑
れ
た
所
で
す
。
さ
す
れ
ば
僻
ん
だ
感
情
や
観
察
力
を
作
つ
た

逆
境
も
、
強
ち
呪
ふ
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
固
よ
り

生う
ま
れ
つ
き
来
の
天
才
が
主お
も

で
御
座
い
ま
し
た
ら
う
が
…
…　

花
圃
は
物
に
拘
ら
な
い
性
質
で
あ
っ
た
が
、
先
の
三
宅
美
代
子
に
よ
る
と
忘

れ
っ
ぽ
い
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
多
少
の
思
い
違
い
は
あ
る
よ
う
だ
。「
銘
酒
屋

が
か
り
」は
少
し
お
か
し
い
。
が
実
際
は
大
体
花
圃
の
言
う
通
り
だ
っ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
伊
東（
田
辺
）な
つ
子
は
花
圃
と
は
か
な
り
異
な
る
、
控
え
目

な
一
葉
像
を
描
出
し
て
い
る（

（1
（

。
平
民
組
三
人
の
仲
間
意
識
に
よ
る
欲
目
と
も
言

え
る
が
、
他
方
は
自
分
を
幾
通
り
に
も
演
技
仮
装
で
き
る
一
葉
の
身
の
こ
な
し

に
欺
罔
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
こ
で
花
圃
の
言
う
僻
み
を
考
え
て
み
た
い
。
僻
む
、
僻
み
、
僻
目
な
ど
と

い
う
と
歪
ん
だ
性
質
と
一
般
的
に
は
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
物
事
を
素
直
に
受
け

取
ら
ず
、
歪
め
て
考
え
る
性
質
で
あ
る
。
し
か
し
一
葉
の
場
合
は
様
々
な
も
の

を
喪
失
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
れ
ま
で
抱
い
て
い
た
俗
念
や
幻
想
か
ら
目
覚
め
、

視
野
が
狭
い
、
即
ち
未
熟
で
狭
量
で
は
あ
っ
て
も
彼
女
な
り
に
新
た
な
透
徹
し

た
目
を
獲
得
し
た
事
に
よ
っ
て
、
普
通
の
人
の
目
に
は
見
え
な
い
真
相
が
見
え

だ
し
た
。
そ
れ
を
僻
み
と
言
え
ば
言
え
る
だ
ろ
う
。
花
圃
の
言
う「
拗
ね
た
僻

ん
だ
感
情
や
観
察
」が
そ
れ
で
あ
る
。
僻
み
的
で
は
あ
る
が
、
一
葉
は
次
第
に

モ
ノ
が
見
え
て
来
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
遊
女
や
私
娼
の
よ
う
な
最
底
辺
の
卑

し
い
女
に
一
片
の
真
心
が
あ
り
、
龍
泉
寺
町
の「
か
た
ゐ
乞
食
な
ど
様
の
人
」

（『
塵
中
日
記
』明
治
二
十
六
年
十
一
月
十
五
日
）に
も
真
心
が
あ
る
と
い
っ
た
僻

目
、
奥
様
と
言
わ
れ
る
女
に
も
裏
が
あ
る
と
い
っ
た
僻
み
で
あ
る
。
世
の
中
の

そ
う
し
た
裏
の
真
相
は
近
代
化
の
波
の
な
か
で
起
き
て
来
た
こ
と
で
、
社
会
の

組
織
化
、
西
欧
化
や
金
力
主
義
の
横
行
と
い
っ
た
諸
事
情
に
よ
っ
て
齎
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
一
葉
は
そ
こ
ま
で
看
破
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
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え
喪
失
の
美
学
と
い
う
日
本
文
学
の
伝
統
的
な
曖
昧
な
抒
情
性
に
流
し
込
ん
だ

き
ら
い
は
あ
る
。
し
か
し
見
方
に
よ
っ
て
は
近
代
の
闇
に
切
り
込
ん
だ
と
も
言

え
る
。

３

一
葉
は
日
記
を
書
き
始
め
た
明
治
二
十
四
年
年
四
月
か
ら
晩
年
、
亡
く
な
る

少
し
前
の
二
十
九
年
年
七
月
ま
で
ほ
ぼ
同
じ
文
体
を
貫
い
た
。
先
述
の
樋
口
苓

子
は
、
一
葉
の
文
章
に
枕
草
子
の
影
響
の
強
い
こ
と
を
論
じ
て
い
る
が
、
小
説
、

日
記
と
も
に
独
特
の
雅
文
体
を
書
き
と
お
し
た
一
葉
の
書
く
こ
と
の
ス
タ
ン
ス

は
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
一
葉
の
生
涯
と
文
学
の
根
本
が
、
両
親
の
庇
護
の
も

と
で
夢
や
希
望
の
あ
っ
た
利
発
な
少
女
時
代
か
ら
一
転
し
て
そ
れ
ら
を
悉
く
無

く
し
て
行
っ
た
喪
失
感
に
あ
る
こ
と
は
確
実
の
よ
う
に
思
え
る
。
明
治
時
代
と

い
う
す
べ
て
が
新
し
く
伸
び
て
行
く
時
代
に
あ
っ
て
、
時
代
の
裏
側
に
閉
塞
さ

れ
た
一
葉
一
家
は
す
べ
て
を
失
っ
て
行
く
。
表
側
の
明
る
い
世
界
に
対
し
、
一

葉
の
陥
っ
た
世
界
は
裏
、
陰
の
世
界
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
一
葉
に
擬
古
文
体

を
強
制
し
た
真
因
で
は
な
か
っ
た
か
。
古
め
か
し
い
文
体
に
固
執
す
る
こ
と
が
、

せ
め
て
も
一
葉
の
時
代
へ
の
レ
ジ
ス
ト
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
擬
古

文
が
依
然
と
し
て
主
流
で
あ
つ
た
明
治
中
期
と
は
言
え
、
雅
文
に
固
執
し
た
よ

う
な
一
葉
の
文
体
は
紫
琴
、
花
圃
、
賤
子
ら
に
比
べ
る
と
あ
ま
り
に
保
守
的
古

典
的
で
あ
っ
た
。
概
括
す
る
に
、
父
兄
を
亡
く
し
、
金
銭
や
家
を
無
く
し
、
許

嫁
を
無
く
し
プ
ラ
イ
ド
を
も
擲
っ
た
一
葉
に
お
い
て
、
喪
失
に
よ
る
目
覚
め
が

文
学
の
根
底
を
作
っ
た
と
言
え
よ
う
。
喪
失
と
は
日
常
に
埋
没
し
た
生
活
か
ら

目
覚
め
る
こ
と
、
曇
っ
て
い
た
目
が
目
覚
め
る
こ
と
、
そ
の
結
果
、
あ
る
意
味

で
花
圃
の
言
う
僻
み
の
よ
う
な
直
観
が
生
れ
る
。
一
葉
が
ど
こ
ま
で
そ
れ
を
意

識
し
て
い
た
か
は
不
明
だ
が
、
僻
み
、
僻
目
は
物
事
を
素
直
に
受
け
取
ら
な
い
、

歪
め
て
受
け
取
る
こ
と
で
あ
る
が
、
僻
み
が
世
の
実
相
を
照
ら
し
出
す
こ
と
も

一
面
は
正
し
い
。
一
葉
の
場
合
、
喪
失
感
の
生
ん
だ
こ
の
僻
み
が
文
学
的
切
り

口
を
作
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
自
己
劇
化
、
自
己
粉
飾
の
作
用
を
文
章
化
す
る
際

に
最
も
適
し
た
の
が
雅
文
体
で
あ
つ
た
と
云
え
よ
う
。
更
に
時
代
に
対
す
る
呪

詛
の
よ
う
な
感
情
も
物
語
を
生
み
出
す
力
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
葉
が
ど

ち
ら
か
と
言
え
ば
古
め
か
し
い
世
界
、
例
え
ば
祭
り
に
集
う
子
供
達
、
子
供
は

一
葉
の
子
供
時
代
と
重
な
る
永
遠
の
喪
失
者
な
の
だ
ろ
う
し
、
子
供
の
時
空
と

い
う
ユ
ー
ト
ピ
ア
は
文
字
通
り
ど
こ
に
も
無
い
永
遠
の
喪
失
で
あ
ろ
う
。
或
は

十
三
夜
の
月
見
団
子
や
大
晦
日
な
ど
に
文
学
的
要
素
を
見
出
し
た
の
も
、
因
襲

や
迷
信
、
節
句
や
行
事
な
ど
の
無
意
味
な
賑
わ
い
に
近
代
社
会
の
失
っ
た
人
情

や
共
同
体
的
共
生
意
識
を
感
じ
取
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
古
い
世
界
は

じ
つ
は
封
建
時
代
の
桎
梏
や
制
約
が
人
を
搦
め
て
い
て
、
自
由
も
個
人
も
な
い

と
は
言
え
、
近
代
主
義
の
制
度
や
金
銭
主
義
に
よ
っ
て
侵
さ
れ
な
い
人
情
や
身

分
の
固
定
的
世
界
に
安
住
出
来
た
時
代
で
あ
つ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で

は
発
展
も
変
化
も
皆
無
に
等
し
い
け
れ
ど
も
リ
ジ
ッ
ド
な
共
同
体
社
会
が
温
和

低
水
準
に
持
続
し
て
い
た
。
一
葉
は
明
治
近
代
を
生
き
つ
つ
も
そ
の
日
向
と
日

影
と
を
実
感
す
る
こ
と
で
時
代
か
ら
取
り
残
さ
れ
蹂
躙
さ
れ
る
旧
社
会
の
怨
嗟

と
泣
訴
を
美
文
に
結
晶
さ
せ
る
芸
を
体
得
し
た
。
逆
か
ら
言
う
と
一
葉
を
追
い

詰
め
た
明
治
近
代
に
対
置
す
る
も
の
と
し
て
、
貧
者
の
人
情
社
会
を
持
っ
て
来

る
し
か
な
か
っ
た
。『
十
三
夜
』の
お
関
と
高
坂
録
之
助
が
幼
馴
染
の
淡
い
恋
心

に
浸
っ
て
い
た
時
期
、
そ
こ
に
は
既
に
近
代
化
の
荒
波
が
近
づ
い
て
い
た
の
だ

ろ
う
が
、
少
年
少
女
は
ま
だ
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
が
、
お
関
が
ま
だ「
十
七

の
御
正
月
」で
あ
る
か
ら
満
年
齢
で
い
う
と
十
五
歳
で
し
か
な
い
少
女
を「
奏
任

の
聟
」と
な
る
原
田
勇
が
通
り
す
が
り
に
見
初
め
、
荒
波
が
人
を
さ
ら
う
よ
う

に
お
関
を
奪
い
取
っ
た
。
や
が
て
可
愛
い
玩
具
に
飽
き
た
原
田
は
獲
物
を
嬲
る

よ
う
に
お
関
を
苛
む
、
と
い
う
の
は
一
葉
の
穿
っ
た
社
会
解
釈
、
洞
察
で
あ
っ
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た
わ
け
だ
が
、
そ
の
こ
と
を
お
関
が
父
に
愁
訴
し
て
も
、
父
親
は「
百
年
の
運
」

を
取
り
逃
が
す
わ
け
に
は
い
か
ぬ
と
い
っ
て
お
関
を
家
に
戻
す
。
父
斎
藤
主
計

は
、
お
関
の
訴
え
を
聞
い
て
、
原
田
家
対
斎
藤
家
の
対
等
の
家
と
し
て
の
対
決

の
構
図
を
取
り
得
な
い
。
斎
藤
家
の
父
で
あ
る

3

3

3

と
い
う
権
威
は
明
治
時
代
の
機

能
社
会
に
は
通
用
し
な
い
こ
と
を
斎
藤
主
計
は
知
っ
て
い
る
し
、
一
葉
は
斎
藤

主
計
一
家
と
高
坂
録
之
助
一
家
の
負
の
連
鎖
を
時
代
の
陰
画
の
よ
う
に
描
い
た
。

貧
者
の
人
情
は
薄
暗
い
十
三
夜
の
月
夜
に
、
齊
藤
の
父
母
の
涙
、
録
之
助
の
人

力
車
と
と
も
に
哀
愁
と
な
っ
て
消
え
た
。
斎
藤
家
は
原
田
の
贔
屓
に
よ
っ
て
弟

亥
之
助
が
昼
間
は
役
所
の
小
間
使
い
、
夜
は
夜
学
に
行
き
、
将
来
は
安
心
と
い

っ
た
見
方
も
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
明
治
以
後
の
官
僚
社
会
に
対

し
て
余
り
に
楽
観
的
な
見
解
で
、
明
治
以
後
の
近
代
日
本
は
い
ろ
い
ろ
の「
閥
」

の
社
会
だ
っ
た
の
で
、「
閥
」か
ら
漏
れ
た
人
々
は
簡
単
に
排
斥
蹂
躙
さ
れ
る
の

だ
。
蛇
足
だ
が
、
田
山
花
袋
の
兄
実
弥
登
な
ど
は
い
い
例
で
、
岡
谷
繁
実
の
後

ろ
盾
を
得
て
職
を
得
た
け
れ
ど
も
、
官
僚
組
織
の
争
い
が
起
き
る
と
塵
芥
の
よ

う
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

一
葉
は
、
明
治
と
い
う
時
代
や
世
界
と
日
本
と
い
う
構
図
に
つ
い
て
そ
の
よ

う
な
本
質
的
な
意
味
を
洞
見
す
る
こ
と
は
到
底
出
来
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
日

記
に
も
時
々
時
代
が
か
っ
た
大
言
壮
語
が
見
ら
れ
る
が
、
英
雄
豪
傑
に
憧
れ
た

子
供
じ
み
た
夢
の
続
き
で
し
か
な
い
。
が
、
近
代
の
意
味
な
ど
の
巨
大
で
深
遠

な
問
題
の
本
質
が
二
十
歳
を
過
ぎ
た
ば
か
り
の
女
性
に
分
か
る
は
ず
も
な
い
の

で
、
そ
こ
に
一
葉
の
怨
情
と
艶
麗
の
憂
悶
が
胚
胎
し
、
さ
ら
に
和
歌
的
抒
情
が

加
わ
っ
て
一
葉
の
詩
精
神
を
醸
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
大
き
な
希
望
と

希
望
の
崩
落
・
喪
失
、
意
地
・
矜
持
と
鬱
屈
と
憂
悶
、
古
典
教
養
と
現
実
の
落

差
、
そ
の
よ
う
な
も
の
が
総
合
し
て
一
葉
の
奇
妙
に
美
し
く
、
閉
じ
ら
れ
た
詩

の
世
界
を
作
っ
た
。
近
代
小
説
と
し
て
見
る
場
合
、
そ
こ
に
は
社
会
性
自
立
性

内
面
性
が
あ
ま
り
存
在
せ
ず
、
時
代
劇
や
草
双
紙
の
よ
う
な
運
命
悲
劇
に
終
始

し
て
い
る
き
ら
い
は
あ
る
。
し
か
し
美
し
い
文
体
の
効
果
と
相
俟
っ
て
一
葉
文

学
は
明
治
近
代
の
陰
画
か
影
絵
の
よ
う
な
儚
い
美
学
を
達
成
し
た
。
贅
言
す
れ

ば
近
代
に
於
け
る
喪
失
の
問
題
は
近
代
文
学
の
根
底
に
横
た
わ
る
問
題
で
、
封

建
時
代
的
共
同
性
や
定
型
的
人
生
の
喪
失
、
身
分
と
地
位
の
喪
失
、
文
人
墨
客

的
風
流
の
喪
失
等
々
の
問
題
は
様
々
に
変
形
し
つ
つ
文
学
の
主
題
に
な
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

（
１
）　

滝
藤
満
義「
田
辺
花
圃
」（『
樋
口
一
葉
事
典
』お
う
ふ
う
、
平
成
８
）参
照
。

（
２
）　

島
崎
藤
村「
偶
像
の
破
壊
」（『
文
章
世
界
』大
正
１
・
12
、『
後
の
新
片
町
よ
り
』に
収
録
）参

照
。

（
３
）　

島
崎
藤
村「
一
葉
女
史
に
就
い
て
」（『
中
央
公
論
』明
治
40
・
５
）参
照
。

（
４
）　

馬
場
孤
蝶「
日
記
を
通
し
て
観
た
る
樋
口
一
葉
」（『
早
稲
田
文
学
』明
治
44
・
12
、
引
用
は
明

治
文
学
全
集『
樋
口
一
葉
集
』に
よ
る
）

（
５
）　

相
馬
御
風「
樋
口
一
葉
論
」（『
早
稲
田
文
学
』明
治
43
・
１
、
引
用
は
明
治
文
学
全
集
）参
照
。

（
６
）　

関
良
一「
一
葉
観
の
問
題
」（『
樋
口
一
葉　

考
証
と
試
論
』有
精
堂
出
版
、
昭
和
45
・
10
、
初

出
は『
金
城
国
文
』昭
和
31
・
10
）参
照
。

（
７
）　

平
田
由
美『
女
性
表
現
の
明
治
史
』（
平
成
11
、
岩
波
）参
照
。

（
８
）　

塩
田
良
平「
桃
水
側
か
ら
見
た
一
葉
」（
昭
和
31
年
６
月
、『
一
葉
全
集
』７
、
筑
摩
書
房
、
引

用
は
明
治
文
学
全
集
）参
照
。

（
９
）　

参
考
ま
で
に
、
半
井
桃
水『
業
平
竹
』（
明
治
23
年
９
月
）を
引
用
す
る
。

（
祐すけ
つ
ね経
）ハ
テ
合
点
の
行
か
ぬ
、
今
小
林
が
吹すい
き
よ挙
に
て
呼
出
し
た
る
二
人
の
者
、
誰
や
ら
に

似
た
ハ
似
た
ハ（
十
郎
）似
た
と
ハ（
五
郎
）誰
に（
十
、
五
）似
ま
し
た
な（
祐
経
）オ
ヽ
サ
我わが

一いつ
け家
の
因
み
あ
る
河
津
の
三
郎
祐
泰
に（
十
、
五
）何
と
…
…
（
中
略
）
…
…

幕
府
盛とき
世よ
の
頃
寺
社
奉
行
を
勤
め
た
る
松
平
兵
部
少せう
い
ふ輔
と
云
へ
る
ハ
禄
高
十
余
万
石
を
領

し
当
時
権き
り
も
の

勢
家
と
し
て
持
囃
さ
れ
し
が
殊
に
其
奥
方
綾
羽
の
前
は
文
学
武
術
の
諸
道
に
達

し
て
才
知
も
又
凡よの
つ
ね常
な
ら
ず
男
勝
り
と
聞
え
た
り
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（
10
）　

幸
田
露
伴「
樋
口
一
葉
」（『
改
造
』昭
和
２
・
２
、
引
用
は『
た
け
く
ら
べ
』作
品
論
集
）参
照
。

（
11
）　

樋
口
苓
子「
一
葉
日
記
と
枕
草
子
」（『
明
治
大
正
文
学
研
究
』昭
和
31
年
４
月
）

（
12
）　

和
田
繁
二
郎『
明
治
前
期
女
流
文
学
論
―
樋
口
一
葉
と
そ
の
前
後
―
』（
桜
楓
社
、
平
成
元
）

（
13
）　

三
宅
花
圃「
女
文
豪
が
活
躍
の
面
影（
一
葉
女
史
が
事
ど
も
）」（『
女
学
世
界
』明
治
41
年
７

月
）

（
14
）　

三
宅
美
代
子「
花
圃
の
こ
と
ど
も
」（「
明
治
文
学
全
集
月
報
19
」昭
和
41
年
８
月
、
筑
摩
書

房
）参
照
。

（
15
）　

田
辺
夏
子「
わ
が
友
樋
口
一
葉
の
こ
と
」（『
婦
人
朝
日
』昭
和
16
年
９
月
）『
一
葉
の
憶
ひ
出
』

（
昭
和
25
年
１
月
、
潮
鳴
会
発
行
）但
し
引
用
は『
一
葉
の
憶
ひ
出《
新
修
版
》』（
日
本
図
書

セ
ン
タ
ー
、
昭
和
59
年
）に
よ
る
。
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中
原
中
也
の
詩
の
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
先
行
研
究
で
述

べ
ら
れ
て
き
た
が
、
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
の
が
そ
の
音
楽
性
の
豊
か
さ
に
つ

い
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
七
五
・
五
七
調
等
の
整
っ
た
韻
律
の
詩
が
多
い
こ
と
や
、

リ
フ
レ
イ
ン
の
多
用
、
独
特
な
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
使
用
と
い
っ
た
特
徴
に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
一
方
で
、
リ
ズ
ム
の
流
れ
を
突
然
崩
す
よ
う
な
破
調
や
転
調
を
採
り
入

れ
て
い
る
点
も
中
也
詩
の
ス
タ
イ
ル
の
一
つ
の
特
徴
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
こ
と
が
詩
の
完
成
度
を
下
げ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
む
し
ろ
中
也
詩
の
魅

力
の
一
つ
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
転
調
や
破
調
を
含
ん
だ
定

型
詩
と
い
う
ス
タ
イ
ル
の
形
成
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

こ
の
中
也
独
自
の
詩
の
ス
タ
イ
ル
は
、
中
也
自
身
が
詩
の
出
発
点
と
位
置
づ

け
る「
朝
の
歌
」か
ら
既
に
み
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
た
め
、
第
一
章
で
は
短
歌
を

制
作
し
て
い
た
少
年
時
代
か
ら
ダ
ダ
イ
ズ
ム
と
の
遭
遇
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら

「
朝
の
歌
」へ
至
る
ま
で
の
歩
み
を
辿
っ
た
。
中
也
は
短
歌
を
嗜
ん
で
い
た
両
親

の
も
と
に
自
身
も
短
歌
を
作
り
始
め
た
が
、
や
が
て
文
学
に
傾
倒
す
る
あ
ま
り

中
学
を
落
第
し
、
一
人
京
都
へ
移
る
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
で
ダ
ダ
イ
ズ
ム
を
知

っ
た
中
也
は
、
自
身
も
ダ
ダ
的
な
詩
を
書
き
始
め
る
。
た
だ
し
、
日
本
の
ダ
ダ

イ
ズ
ム
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
異
な
り
、
芸
術
運
動
と
し
て
広
く
浸
透
し
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
。
中
也
が
衝
撃
を
受
け
た『
ダ
ダ
イ
ス
ト
新
吉
の
詩
』（
中
央
美

術
社　

一
九
二
三
・
二
）の
著
者
で
あ
る
高
橋
新
吉
も
ダ
ダ
詩
の
視
覚
性
に
ま

鈴　

木　

こ
ず
え

修
士
論
文
題
目
及
び
内
容
の
要
旨

中
原
中
也
の
詩
の
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て

ず
惹
か
れ
た
と
言
い
、
後
に
ダ
ダ
か
ら
離
れ
て
い
る
。
中
也
が
ダ
ダ
イ
ズ
ム
に

傾
倒
し
た
の
も
、
主
張
に
共
感
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
堅
苦
し
い
家
庭
や
短
歌

の
体
系
化
さ
れ
た
美
的
秩
序
か
ら
解
放
さ
れ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
た
め
で
あ

ろ
う
。
中
也
の
ダ
ダ
詩
は
破
壊
の
要
素
が
弱
か
っ
た
が
、
既
成
概
念
を
崩
そ
う

と
す
る
ダ
ダ
イ
ズ
ム
に
中
也
は
あ
る
種
の
純
粋
性
を
見
出
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
、
後
年
の〈
名
辞
以
前
の
世
界
〉へ
の
希
求
へ
と
繋
が
る
も
の

が
感
じ
ら
れ
る
。

ダ
ダ
的
な
詩
か
ら「
朝
の
歌
」の
よ
う
な
端
正
な
詩
へ
と
至
る
き
っ
か
け
に
な

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
象
徴
詩
の
影
響
で
あ
る
。
こ
れ
は
劇
的

な
変
化
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
中
也
の
ダ
ダ
詩
は
ダ
ダ
イ
ズ
ム
の
作

品
と
し
て
は
破
壊
の
要
素
が
少
な
く
、
中
也
が
筆
写
し
て
い
た
ラ
ン
ボ
ー
の

「
酔
ひ
ど
れ
船
」の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
象
徴
詩
と
全
く
質
の
異
な
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
章
で
は
、
形
式
と
韻
律
の
定
型
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。「
朝
の
歌
」以

降
、
中
也
は
形
式
や
韻
律
の
整
っ
た
作
品
を
多
く
制
作
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

形
式
面
で
は「
朝
の
歌
」を
は
じ
め
と
し
て
ソ
ネ
ッ
ト
を
頻
繁
に
使
用
し
て
お
り
、

行
分
け
が
全
く
さ
れ
て
い
な
い
詩
篇
は
少
な
い
。
同
時
期
で
ソ
ネ
ッ
ト
を
多
く

用
い
た
詩
人
に
は
他
に
立
原
道
造
が
い
た
。
し
か
し
、
立
原
の
多
く
の
ソ
ネ
ッ

ト
に
は
テ
ー
マ
的
に
も
視
覚
的
に
も
一
貫
し
た
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
中
也

の
ソ
ネ
ッ
ト
は
内
容
も
視
覚
性
も
作
品
毎
に
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
中
也
は
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初
期
に
ソ
ネ
ッ
ト
を
多
く
書
い
て
お
り
、
ダ
ダ
か
ら
離
れ
よ
う
と
す
る
時
期
に
、

定
型
を
用
い
る
こ
と
で
新
た
な
詩
を
模
索
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。
中
也
自
身
が
散
文
で
書
く
と
い
つ
ま
で
も
詩
が
完
成
し
な
い
と
語
っ
た

と
い
う
回
想
も
残
さ
れ
て
い
る
た
め
、
う
た
い
た
い
こ
と
を
詩
に
昇
華
す
る
た

め
の
枠
組
み
と
し
て
定
型
が
必
要
と
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

音
数
律
に
関
し
て
は
、
中
也
は
ダ
ダ
か
ら
離
れ
る
時
期
に
五
七
調
を
主
調
と

し
た
作
品
を
多
く
書
い
て
い
た
が
、
や
が
て
七
五
調
を
用
い
る
こ
と
が
多
く
な

り
、
後
年
に
は
七
七
調
の
作
品
も
多
く
書
か
れ
た
。
し
か
し
、
た
と
え
主
調
と

な
っ
て
い
な
く
て
も
、
こ
れ
ら
の
韻
律
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
作
品
が
中
也
詩
に

は
多
い
。
こ
の
こ
と
に
は
、
ま
ず
少
年
時
の
作
歌
の
経
験
が
影
響
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
短
歌
を
作
る
際
に
、
文
語
と
口
語
を
混
用
す
る
こ
と
で
韻
律
を

調
整
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
作
品
が
あ
り
、
作
歌
を
通
し
て
こ
の
詩
法
を
身
に

付
け
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
宮
沢
賢
治
や
北
原
白
秋
と
い
っ
た
他

詩
人
か
ら
の
影
響
も
指
摘
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

伝
統
的
な
韻
律
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
中
也
は
激
し
い
感
情
を
詩
に
昇
華

す
る
こ
と
が
で
き
、
し
ば
し
ば
道
化
調
と
言
わ
れ
る
歪
な
リ
ズ
ム
を
生
み
出
す

こ
と
に
も
成
功
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
中
也
は
詩
を「
う
た
」

と
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が
芸
術
論
か
ら
伺
え
、
こ
う
し
た
伝
統
的
な
韻
律
の
使

用
も
こ
の
詩
観
が
根
源
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
章
で
は
、
中
也
詩
の
音
楽
性
を
形
成
す
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
オ
ノ
マ

ト
ペ
と
リ
フ
レ
イ
ン
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
中
也
は
自
ら
独
創
的
な
オ
ノ
マ
ト

ペ
を
つ
く
り
出
す
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
既
存
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
通
常
と
は
異
な

る
対
象
に
用
い
た
り
、
リ
ズ
ム
や
視
覚
的
効
果
を
生
み
出
し
た
り
す
る
な
ど
し

て
使
い
こ
な
し
て
い
た
。
中
也
の
少
年
時
の
作
文
に
は
、
こ
う
し
た
後
年
に
繋

が
る
よ
う
な
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
使
用
が
既
に
見
ら
れ
、
そ
の
後
他
作
品
の
影
響
な

ど
も
受
け
る
中
で
自
身
の
詩
法
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
は
対
象
と
な
る
も
の
の
手
触
り
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
中
也
は
新
た
に
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
つ
く
り
出
す
こ

と
で
、
自
身
の
芸
術
観
に
お
け
る〈
名
辞
以
前
の
世
界
〉か
ら
言
葉
を
自
ら
の
手

で
掴
も
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

リ
フ
レ
イ
ン
は
、
繰
り
返
す
こ
と
で
イ
メ
ー
ジ
を
増
幅
さ
せ
る
こ
と
の
ほ
か
、

視
覚
的
・
聴
覚
的
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
た
。
ま
た
、
初
連
と
最
終

連
が
同
一
で
あ
る
も
の
、
冒
頭
の
詩
句
と
最
終
連
の
詩
句
が
同
一
あ
る
い
は
類

似
で
あ
る
循
環
構
造
の
作
品
も
複
数
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
繰
り
返
し
の
リ

ズ
ム
や
循
環
構
造
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
詩
は
歌
の
性
質
を
帯
び
て
く
る
。

中
也
は
民
謡
や
童
謡
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
時
期
が
あ
り
、
西
洋
音
楽
を
愛
好

し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
音
楽
へ
の
志
向
が
、
繰
り
返
し
の
リ
ズ
ム
を
多
用
す

る
こ
と
の
根
源
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
章
で
は
、
転
調
・
破
調
と
い
う
詩
法
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
第
三

章
ま
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
中
也
詩
に
は
伝
統
的
な
形
式
や
韻
律
、
オ
ノ
マ

ト
ペ
や
リ
フ
レ
イ
ン
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
音
楽
性
の
高
い
も
の
が
多
か
っ
た
。

そ
の
一
方
で
転
調
・
破
調
を
取
り
入
れ
、
部
分
的
に
リ
ズ
ム
が
崩
さ
れ
た
作
品

も
多
く
あ
る
。
韻
律
が
途
中
で
切
り
替
わ
っ
た
り
一
部
だ
け
異
な
っ
て
い
た
り

す
る
も
の
も
あ
る
が
、
文
体
を
切
り
替
え
る
か
た
ち
で
の
転
調
・
破
調
が
な
さ

れ
た
作
品
も
あ
る
。
ま
た
、
視
覚
的
な
変
化
に
よ
る
も
の
も
多
い
。
こ
の
詩
法

の
形
成
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
、
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の

は
ダ
ダ
イ
ズ
ム
で
あ
る
。
文
体
の
切
り
替
え
に
よ
る
転
調
・
破
調
が
あ
る
詩
と

関
連
し
て
、
中
也
の
ダ
ダ
的
な
詩
に
も
常
体
と
敬
体
が
混
用
さ
れ
た
も
の
が
あ

り
、
こ
れ
は
高
橋
新
吉
の
ダ
ダ
詩
に
も
見
ら
れ
る
詩
法
な
の
で
あ
る
。

中
也
の
詩
の
出
発
点
と
位
置
づ
け
ら
れ
る「
朝
の
歌
」は
転
調
・
破
調
を
含
む

五
七
調
文
語
詩
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
ダ
ダ
詩
に
も
転
調
が
取
り
入
れ
ら
れ

た
作
品
が
存
在
し
た
。
た
だ
し
中
也
の
少
年
時
代
の
短
歌
に
も
字
余
り
が
多
く
、
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一
三
歳
の
時
に
は
破
格
語
法
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
を
後
年
中
也
が
書
き
記
し

て
お
り
、
こ
の
頃
か
ら
破
格
的
な
も
の
へ
の
同
調
を
感
じ
て
い
た
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
。「
朝
の
歌
」を
は
じ
め
と
す
る
ダ
ダ
か
ら
離
れ
て
い
く
時
期
の
作
品

に
、「
朝
の
歌
」同
様
の
五
七
調
主
体
の
詩
篇
が
い
く
つ
か
存
在
し
た
が
、
そ
れ

ら
の
作
品
の
ほ
と
ん
ど
に
転
調
・
破
調
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
、

ダ
ダ
か
ら
脱
却
し
よ
う
と
す
る
際
に
五
七
調
の
整
っ
た
形
式
の
作
品
を
試
み
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
時
に
転
調
・
破
調
と
い
う
詩
法
の
試
み
も
な
さ
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

中
也
の
詩
に
表
出
さ
れ
る
転
調
・
破
調
の
根
源
に
は
、
一
八
歳
の
時
の
恋
人

と
の
別
れ
や
周
囲
と
の
絶
え
ざ
る
衝
突
と
い
っ
た
、
私
生
活
に
お
け
る
衝
撃
や

動
揺
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
中
也
は
転
調
・
破
調
を
自
在
に
使
い

こ
な
し
て
い
て
も
、
形
式
的
に
は
ソ
ネ
ッ
ト
な
ど
整
っ
た
も
の
を
後
年
ま
で
使

っ
て
い
た
。
作
品
空
間
を
確
実
に
保
ち
な
が
ら
も
、
韻
律
や
形
式
が
完
全
に
整

え
ら
れ
た
詩
で
は
伝
え
き
れ
な
い
、
う
た
お
う
と
す
る
内
容
の
生
々
し
い
手
触

り
を
転
調
・
破
調
に
よ
っ
て
残
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

伝
統
的
な
形
式
や
韻
律
が
使
わ
れ
る
こ
と
の
多
い
中
也
詩
に
お
い
て
、
突
然

の
リ
ズ
ム
の
切
り
替
え
や
異
な
る
文
体
の
挿
入
な
ど
は
歪
な
印
象
を
与
え
る
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
端
正
な
芸
術
作
品
と
し
て
完
結
す

る
こ
と
な
く
、
複
雑
な
陰
影
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
中
也
は

ソ
ネ
ッ
ト
や
五
七
調
・
七
五
調
等
の
音
数
律
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
や
リ
フ
レ
イ
ン
に

よ
っ
て
詩
と
し
て
の
枠
組
み
や〈
う
た
〉の
響
き
を
与
え
、
転
調
・
破
調
と
い
う

詩
法
を
用
い
る
こ
と
で
、
そ
れ
だ
け
で
は
伝
え
き
れ
な
い
生
の
感
触
を
表
出
し

よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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禁
忌
は
文
学
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
ち
得
る
の
か
。
そ
れ
が
本
稿

の
骨
子
と
な
る
問
い
で
あ
る
。

禁
忌
に
つ
い
て
意
識
し
た
と
き
、
わ
た
し
た
ち
は
い
か
に
自
分
が
さ
ま
ざ
ま

な
禁
止
に
と
り
囲
ま
れ
な
が
ら
日
々
を
営
ん
で
い
る
か
を
自
覚
す
る
だ
ろ
う
。

禁
忌
は
規
範
の
一
位
相
と
し
て
わ
た
し
た
ち
の
発
言
や
行
為
を
抑
制
す
る
不
文

律
と
い
え
る
。
そ
し
て
不
文
律
で
あ
る
禁
忌
は
ひ
と
を
外
面（
禁
令
）だ
け
で
な

く
内
面（
忌
避
意
識
）か
ら
も
抑
制
す
る
。
そ
れ
は
文
学
の
場
に
お
い
て
も
例
外

で
は
な
い
。
語
り
手
や
歌
い
手
の
禁
忌
意
識
は
説
話
や
歌
の
あ
り
か
た
に
作
用

し
、
作
品
世
界
の
秩
序
や
登
場
人
物
の
言
動
に
も
反
映
す
る
。
し
た
が
っ
て
文

学
に
お
け
る
禁
忌
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
現
実
世
界
の
禁
忌
が
作
品
世
界
に
あ

ら
わ
れ
る
禁
忌
と
か
か
わ
っ
て
ど
の
よ
う
な
語
り
や
歌
を
生
み
出
す
の
か
、
禁

忌
が
ど
の
よ
う
に
文
学
を〝
現
実
を
超
え
て
い
く
も
の
〟と
し
て
成
立
さ
せ
得
る

の
か
を
明
ら
か
に
す
る
意
義
を
も
つ
だ
ろ
う
。

さ
て
、
本
稿
で
は
冒
頭
の
問
い
を
解
明
す
る
べ
く『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』

「
風
土
記
」『
万
葉
集
』を
主
な
考
察
対
象
と
し
、
全
四
章
構
成
で
論
を
進
め
た
。

特
に
古
代
文
学
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
日
本
文
学
の
源
流
と
も
い
え
る
古
代
文

学
に
お
け
る
禁
忌
の
あ
り
よ
う
を
探
る
こ
と
が
、
ひ
い
て
は
日
本
文
化
に
通
底

す
る
禁
忌
の
あ
り
よ
う
を
探
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

以
下
に
各
章
の
概
略
を
記
し
、
本
稿
の
要
旨
と
す
る
。

鈴　

木　
　
　

翠

修
士
論
文
題
目
及
び
内
容
の
要
旨

「
古
代
文
学
に
お
け
る
禁
忌
」　

要
旨

「
禁
忌
」と
い
う
語
は
現
在
、
原
義
を〝
は
っ
き
り
印
を
つ
け
ら
れ
る
・
く
ぎ

ら
れ
る
〟と
す
る
ポ
リ
ネ
シ
ア
語「
タ
ブ
ー
（taboo,tapu

）」の
訳
語
と
さ
れ
る
。

学
術
語
の「
タ
ブ
ー
」と
は
、
異
常（
＝
神
聖
性
、
不
浄
性
、
危
険
性
、
非
日
常

性
な
ど
を
帯
び
た
言
動
や
事
物
）と
正
常（
＝
俗
性
、
清
浄
性
、
安
全
性
、
日
常

性
な
ど
を
帯
び
た
言
動
や
事
物
）と
を
明
確
に
区
別
し
、
互
い
の
接
近
や
接
触

を
禁
じ
る
こ
と
で
超
自
然
的
な
災
難
を
避
け
る
禁
制
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
の
概
念
に
対
応
す
る「
禁
忌
」の
概
念
は
本
来
古
代
中
国
で
成
立
し
た
も
の

で
、
中
国
に
お
い
て
は〝
神
に
よ
る
吉
事
を
受
け
、
凶
事
を
避
け
る
た
め
に
忌

避
す
る
べ
き
も
の
ご
と
〟を
指
し
た
。
こ
の「
禁
忌
」と
い
う
語
と
概
念
が
日
本

の
知
識
層
に
伝
わ
っ
た
の
は
八
世
紀
以
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
注
意
す

る
べ
き
は
知
識
層
に
属
さ
な
い
当
時
の
日
本
人
が
こ
の
概
念
に
見
合
う
概
念
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
た
の
か
、
も
し
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
の
な
ら
ば
そ
れ
は
ど
う

い
っ
た
概
念
か
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
結
論
か
ら
い
え
ば
、
当
時
の
日
本
人

は「
禁
忌
」の
概
念
に
相
当
し
得
る「
イ
ミ
」と
い
う
独
自
の
概
念
を
持
ち
合
わ
せ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
異
常
な
も
の
に
か
か
わ
る
こ
と
で
生
じ
る
超
自
然
的

な
災
い
へ
の
イ
ミ（
忌
避
）は
異
常
な
も
の
に
対
す
る〝
～
し
て
は
い
け
な
い
〟と

い
っ
た
厳
格
な
禁
制
、
す
な
わ
ち
禁
忌

0

0

を
生
み
出
す
こ
と
に
な
り
、
こ
の
禁
忌

は
は
じ
め
個
人
の
態
度
に
あ
ら
わ
れ
、
や
が
て
共
同
体
内
に
伝
播
し
共
有
さ
れ

て
い
く
。
そ
し
て
禁
忌
が
共
同
体
の
規
範
に
な
る
と
と
も
に
、
禁
忌
の
侵
犯
は

「
ツ
ミ
」と
し
て
も
受
け
止
め
ら
れ
た
。
ツ
ミ
は
異
常
性（
特
に
聖
性
）を
帯
び
た
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も
の
に
対
す
る
侵
犯
行
為
、
も
し
く
は
共
同
体
の
秩
序
を
破
壊
す
る
行
為
の
こ

と
を
い
い
、「
ケ
ガ
レ
」と
い
っ
た
異
常
性（
不
浄
性
）と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い

る
。
こ
の
ツ
ミ
の
脱
却
に
は「
ハ
ラ
ヘ
」と
い
う
宗
教
的
か
つ
社
会
的
儀
礼
が
必

要
で
あ
っ
た
。（
序
章
）

こ
の
禁
忌
お
よ
び
ツ
ミ
を
内
包
し
た
説
話
や
歌
を
古
代
文
学
に
求
め
て
み
る

と
、
決
し
て
少
な
く
な
い
数
の
事
例
が
散
見
さ
れ
る
。
そ
の
事
例
が
ど
う
い
っ

た
禁
忌
意
識
の
上
に
あ
る
の
か
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
は『
記
』仲

哀
条
に
み
ら
れ
る「
罪
の
類
」、
す
な
わ
ち「
生
剥
・
逆
剥
・
あ
離
・
溝
埋
・
屎

戸
・
上
通
下
通
婚
・
馬
婚
・
牛
婚
・
鶏
婚
・
犬
婚
」を
古
代
に
お
け
る
原
始
的

な
ツ
ミ
と
し
て
指
針
に
し
た
。
こ
れ
ら
の
ツ
ミ
は
お
よ
そ
①
身
体
損
壊
の
禁
忌

（
生
剥
・
逆
剥
）、
②
稲
作
妨
害
の
禁
忌（
あ
離
・
溝
埋
）、
③
斎
場
冒
涜
の
禁
忌

（
屎
戸
）、
④
性
に
ま
つ
わ
る
禁
忌（
上
通
下
通
婚
・
馬
婚
・
牛
婚
・
鶏
婚
・
犬

婚
）と
い
っ
た
四
つ
に
大
別
で
き
る
。
④
の
範
疇
に
は
恋
愛
の
禁
忌（
人
目
人
言

の
禁
忌
、
人
妻
と
の
恋
愛
の
禁
忌
）お
よ
び
姦
淫
の
禁
忌（
近
親
姦
の
禁
忌
、
采

女
・
斎
宮
・
尼
と
の
姦
淫
の
禁
忌
）が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
禁

忌
意
識
に
起
因
す
る
禁
忌
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
①
～
④
の
範
疇
に
属
さ
な
い
事
例
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
忌
避
観

念
に
も
と
づ
い
て
特
定
の
事
物
や
言
動
を
禁
忌
と
し
て
い
る
の
か
を
検
討
し

便
宜
上
分
類
し
て
み
る
と
、
お
よ
そ（
1
）こ
と
ば
の
禁
忌
、（
2
）方
位
の
禁

忌
、（
3
）死
の
禁
忌
、（
4
）見
る
な
の
禁
忌（
視
覚
の
禁
忌
）、（
5
）神
お
よ
び

神
聖
な
る
も
の
に
対
す
る
禁
忌
、（
6
）食
の
禁
忌
、（
7
）夜
に
ま
つ
わ
る
禁
忌

と
い
う
よ
う
に
分
類
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
禁
忌
は
、（
1
）は
こ
と
ば
や
名
前
の

呪
力
へ
の
お
そ
れ
、（
2
）は
東
の
方
位
に
か
か
わ
る
ア
マ
テ
ラ
ス
へ
の
お
そ
れ
、

（
3
）は
死
へ
の
お
そ
れ
、（
4
）は
真
実
の
姿
を
見
る
・
見
ら
れ
る
こ
と
へ
の
お

そ
れ
、（
5
）は
神
に
由
来
す
る
異
常
性（
聖
性
）へ
の
お
そ
れ
、（
6
）は
家
畜
殺

害
に
よ
る
ケ
ガ
レ
発
生
や
食
物
の
呪
力
に
よ
る
負
の
状
態
へ
の
感
染
に
対
す
る

お
そ
れ
、（
7
）は
視
界
の
き
か
な
い（
＝
人
間
の
手
の
及
ば
な
い
）闇
と
い
う
空

間
へ
の
お
そ
れ
か
ら
く
る
も
の
で
あ
っ
た
。（
二
章
）

こ
の
よ
う
な
種
々
の
禁
忌
は
、
散
文
形
式
の
文
学（
説
話
）お
よ
び
韻
文
形
式

の
文
学（
歌
謡
）の
ど
ち
ら
に
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
説
話
に
お
け

る
禁
忌
は
必
ず
そ
の「
侵
犯
」と「
侵
犯
の
結
果
」を
と
も
な
う
形
で
語
ら
れ
て
お

り
、
侵
犯
の
結
果
は
お
お
よ
そ
侵
犯
し
た
側（
侵
犯
者
、
ま
た
は
侵
犯
者
が
属

す
る
共
同
体
）に
と
っ
て
の
ど
う
し
よ
う
も
な
い
不
慮
の
事
態
や
死
を
含
む
破

滅
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
語
り
か
た
は
ひ
と
つ
の
話
型
と
し
て
成
立
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
記
紀
お
よ
び「
風
土
記
」の
説
話
で
語
ら
れ
る
禁
忌
は
、
天
皇
が

王
権
を
保
持
す
る
正
当
性
の
裏
付
け
、
王
権
争
い
に
お
け
る
敗
者
側
も
し
く
は

天
皇
に
よ
る
統
治
に
お
け
る
不
穏
分
子
の
排
斥
の
原
因
、
神
の
も
つ
威
力
の
強

調
と
い
っ
た
役
割
を
担
わ
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
禁
忌
侵
犯
に
至
る
者
の
心
理

に
つ
い
て
叙
述
す
る
こ
と
は
、
ひ
と
の
内
面
に
わ
き
上
が
る
感
情
が
い
か
に
抑

制
し
が
た
い
強
烈
さ
を
も
つ
も
の
で
あ
る
か
を
語
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

次
に『
万
葉
集
』筆
録
の
歌
に
お
い
て
、
禁
忌
は
恋
歌
の
内
に
よ
ま
れ
る
こ
と

が
ひ
と
き
わ
多
い
。
恋
歌
に
お
け
る
禁
忌
は
恋
の
重
大
な
障
害
と
し
て
、
一
方

で
は
逢
瀬
や
関
係
の
発
展
が
ま
ま
な
ら
な
い
煩
悶
や
嘆
き
な
ど
を
あ
ら
わ
し
、

一
方
で
は
そ
の
抑
圧
を
凌
駕
し
よ
う
と
す
る
想
い
の
激
し
さ
を
あ
ら
わ
す
。
禁

忌
を
よ
み
こ
む
こ
と
で
も
た
ら
さ
れ
る
切
実
な
情
緒
は
、
歌
垣
や
饗
宴
と
い
っ

た
社
交
的
な
場
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
、
そ
の
要
請
は
や
が
て

〝
禁
じ
ら
れ
た
恋
の
相
手
と
し
て
の
人
妻
〟と
い
っ
た
モ
チ
ー
フ
を
創
出
す
る
こ

と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。（
三
章
）

以
上
の
よ
う
な
古
代
文
学
上
の
語
り
や
歌
に
み
ら
れ
る
禁
忌
の
あ
り
よ
う
は
、

そ
の
文
学
を
享
受
し
て
い
た
古
代
の
人
び
と
の
禁
忌
に
対
す
る
意
識
の
あ
り
よ
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う
を
照
ら
し
だ
す
。
そ
の
あ
り
よ
う
は
少
な
か
ら
ず
現
代
の
わ
た
し
た
ち
に
も

重
な
る
も
の
で
あ
る
。
古
代
文
学
を
通
し
て
日
本
人
の
禁
忌
に
対
す
る
意
識
の

源
流
を
探
る
こ
と
は
、
日
本
人
と
し
て
の
ひ
と
つ
の
人
間
的
真
実
を
探
る
こ
と

に
つ
な
が
り
、
禁
忌
の
文
学
性
と
は
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
垣
間
見
え
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
古
代
か
ら
現
代
に
一
貫
し
て
存
在
す
る
禁
忌
を
通
し
て
考

え
て
み
る
な
ら
ば
、
例
と
し
て「
近
親
姦
の
禁
忌（
イ
ン
セ
ス
ト
・
タ
ブ
ー
）」が

あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
禁
忌
は
、
養
老
律
の
制
定（
七
五
七
）か
ら
旧
法
の
制
定

（
一
八
八
九
）ま
で
文
律
に
お
い
て
も
明
確
に
禁
じ
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。

養
老
律
は
唐
律
を
継
受
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
養
老
律
に
お
け
る
近
親

姦
の
禁
止
は
父
祖
の
妻
妾
を
対
象
に
し
た
規
定
で
あ
り
、
唐
律
に
比
べ
て
明
ら

か
に
狭
い
規
定
範
囲
か
つ
軽
い
罪
刑
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
縦
軸
の
近
親

姦
の
禁
止
は
、『
記
』仲
哀
条
お
よ
び『
延
喜
式
』祝
詞「
六
月
晦
大
祓
」か
ら
も
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
の
ツ
ミ
に
は
親
子
関
係
に
代
表
さ
れ
る
縦
軸
の

人
間
関
係
が
共
同
体
の
秩
序
を
成
立
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
忌
避
意

識
が
は
た
ら
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
親
子
関
係
と
い
っ
た
縦
軸
の
関
係
に
男

女
の
性
行
為
と
い
う
横
軸
の
関
係
を
介
入
さ
せ
る
こ
と
で
親
子
関
係
、
ひ
い
て

は
共
同
体
の
秩
序
を
破
壊
す
る
こ
と
へ
の
忌
避
意
識
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
ツ

ミ
の
根
底
に
は
常
に
共
同
体
的
な
抑
圧
と
個
人
の
情
動
と
の
相
克
が
あ
る
だ
ろ

う
。
人
び
と
が「
大
祓
」と
い
う
国
家
儀
礼
で
あ
ら
ゆ
る
ツ
ミ
の
消
滅
を
求
め
た

の
も
、
抗
い
が
た
い
情
動
に
起
因
す
る
ツ
ミ
が
ひ
と
が
誰
か
と
と
も
に
い
き
る

こ
と
を
阻
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
い
う
祈
り
で
あ
り
決
意
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

ま
た
、
近
親
姦
と
い
っ
た
場
合
、
親
子
関
係
と
い
っ
た
縦
軸
の
近
親
姦
も
あ

れ
ば
兄
弟
姉
妹
間
に
お
け
る
横
軸
の
近
親
姦
も
あ
る
は
ず
だ
が
、
兄
弟
姉
妹
間

の
近
親
姦
を
ツ
ミ
と
す
る
直
接
的
な
言
及
は
古
典
文
学
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

こ
れ
は
、
記
紀
に
み
ら
れ
る
天
皇
の
系
譜
記
事
や
軽
太
子
の
説
話
を
見
る
限
り
、

異
母
の
兄
弟
姉
妹
間
で
の
婚
姻
を
認
め
る
一
方
、
同
母
の
兄
弟
姉
妹
間
の
婚
姻

を
禁
忌
と
し
て
い
た
事
情
に
よ
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
差
異
は
、
古
代

の
婚
姻
形
態
で
あ
る
招
婿
婚
が
妻
方
同
居
に
も
と
づ
く
生
母
中
心
の
強
い
親
族

意
識（
＝
近
親
姦
に
お
け
る
近
親

0

0

の
意
識
）を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
と
か
か
わ
っ
て

い
よ
う
。
生
母
が
同
じ
兄
弟
姉
妹
の
間
に
は
強
い
紐
帯
が
育
ま
れ
、
こ
の
紐
帯

は
オ
ナ
リ
神
信
仰
や
ヒ
メ
ヒ
コ
制
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
中
央
集
権
国

家
の
設
立
と
と
も
に
こ
の
ヒ
メ
ヒ
コ
制
は
排
斥
さ
れ
て
い
く
が
、
人
び
と
の
意

識
の
お
く
か
に
同
母
の
兄
弟
姉
妹
間
の
紐
帯
の
強
さ
は
底
流
し
づ
づ
け
た
。
そ

の
こ
と
は
こ
の
紐
帯
を
下
敷
き
に
し
た
説
話
や
歌
か
ら
も
察
せ
ら
れ
、
記
紀
に

み
ら
れ
る
同
母
兄
妹
姦
の
説
話
、
す
な
わ
ち
軽
太
子
の
説
話
が
語
ら
れ
る
基
盤

も
こ
こ
に
あ
る
だ
ろ
う
。
軽
太
子
の
悲
恋
伝
承
部
分
の
語
り
か
た
に
お
い
て

『
記
』と『
紀
』に
は
無
視
で
き
な
い
ち
が
い
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
同
母
兄
妹
姦
に

つ
い
て『
記
』が
同
母
の
兄
弟
姉
妹
の
紐
帯
の
極
致
で
あ
る
こ
と
を
重
点
的
に
語

ろ
う
と
す
る
こ
と
に
対
し
、『
紀
』は
政
治
的
な
重
要
人
物
で
あ
る
軽
太
子
が
起

こ
し
た
国
家
的
事
件
と
し
て
語
ろ
う
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
相
違

は
禁
忌
侵
犯
の
結
果
の
あ
り
よ
う
に
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。『
紀
』は
、

皇
太
子
で
あ
る
軽
太
子
を
罰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
政
治
的
判
断
に
も

と
づ
き
軽
大
郎
女
を
流
刑
に
し
た
と
語
り
、
共
同
体
に
災
い
を
も
た
ら
す
ツ
ミ

を
流
す
ハ
ラ
ヘ
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
一
方『
記
』は
軽
太
子
の
流
刑
地
で
の
兄

妹
心
中
を
語
り
、
同
母
兄
妹
の
紐
帯
に
根
ざ
し
た
恋
情
を
認
め
な
い
世
の
秩
序

か
ら
兄
妹
を
解
放
す
る
と
い
っ
た
意
味
を
ツ
ミ
の
ハ
ラ
ヘ
に
重
ね
合
わ
せ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
ひ
と
が
ひ
と
で
あ
る
が
ゆ
え
に
禁
忌
を
犯
し
て
し
ま
う
こ
と
へ

の
甘
受
が
文
学
へ
の
昇
華
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
現
実
に
お
い
て
は
禁
忌
侵
犯
と
し
か
い
い
よ
う
の
な
い
事
柄
を「
語

る
」も
し
く
は「
歌
う
」こ
と
は
、
そ
の
事
柄
に
か
か
わ
る
ひ
と
の
こ
こ
ろ
の
あ

り
よ
う
を
添
え
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
事
柄
か
ら
ひ
と
つ
の
人
間
的
真
実
を
見
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出
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
禁
忌
が〝
現
実
を
超

え
て
い
く
〟文
学
の
場
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
こ
と
の
意
義
の
一
端
が
う
か
が
え

る
。（
終
章
）
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　KJK1は好きなアイドルをきっかけにバラエティー番組や雑誌を活用した学習ストラテジーを使用

しており、KJK2は試験で高得点を取ることが学習ストラテジーになっていることが明らかになった。

またカタカナ語に対する意識も異なり、カタカナ語の習得と学習ストラテジーが必ずしも一致するも

のではないことが明らかになった。同じ学習環境下においても、個々の学習スタイルによって学習ス

トラテジーの使用が異なる結果となったが、それがその学習者にとって役に立つものであれば、その

学習者にとって有効な学習ストラテジーと言えるのではないだろうか。

4.　日本語教育への指導の提言と今後の課題

　カタカナ語の指導をするにあたって求められることは、指導する側である教師が日本語におけるカ

タカナ語の増加やその使用状況について把握し、今後避けては通れないということを十分理解するこ

とである。まず学習者の意識の観点から、学習者がカタカナ語に対して興味を持ち、役に立つと実感

できるようなカタカナ語指導を心がけることが重要である。そのためには学習者の興味をひき、必要

な情報や知識が得られる教材を使用することが効果的だと思われる。また、多様な学習ストラテジー

を提示することも大切である。学習ストラテジーは個人の学習スタイルや環境などによって異なるが、

外部の働きかけによって改善できるものであり、海外で学んでいても学習者であっても楽しくカタカ

ナ語を習得するきっかけすることができる。そのため、学習者が意図的に学習ストラテジーを使用で

きるようサポートを行うことはもちろんのこと、より多くの学習に対するカタカナ語の学習ストラテ

ジーのパターンを明らかにすることを今後の課題としたい。

注釈

　　　　　　　　　　　　
1　「学習者が知識を効果的に構築しようとする際に用いる方策・手段・及び自らの学習能力を促進さ

せる操作」また、「学習をより効果的に、また楽しく行えるようにするための学習者自らの創意・工

夫」のことを指す（伊東 1994，p.98）。
2　自身の言語能力の足りないところを補うストラテジー。
3　目標言語の母語話者の友だちを作ったり、その言語を話すためのサークル活動などに参加したり

といったストラテジー。
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　一方、正答率の低かった語はJJKとKJKともに（1） 長音記号が２つ以上含まれる語と（2） 特殊拍が

複数含まれる語で、長音を始めとする特殊拍が複数含まれている語であった。

　JJKとKJKのグループ間で環境による有意差があるかどうかをχ二乗検定で分析した結果、（11）、 

（23）が10%水準で（10）、 （20）、 （24）が5%水準ですべての問題においてJJKの正答率が有意に高いこ

とが確認され、日本で学習する方が多くの場合に誤答が減り正答率が高いことが統計的に証明された。

つまり、学習環境がカタカナ語習得に大きな影響を与えていると思われる。

3.　フォローアップ・インタビュー調査

　カタカナ語がよく書け、よく聞ける学習者はどのような学習ストラテジーを使っているのか、環境

により使用している学習ストラテジーに違いがあるのかなど、カタカナ語の学習を促進する要因を明

らかにすべく、質問紙調査の結果で正答率が高かったJJK ２名とKJK ２名から任意４名を対象にフォ

ローアップ・インタビュー調査を行った。

表2　グループ別正答率下位5位
JJK KJK

誤答率
順位

問題及び正答
正答率N=30
（正答率）

誤答率
順位

問題及び正答
正答率N=30
（正答率）

1 （9）セーター 5（16.7%） 1 （12）シャンプー 4（13.3%）
2 （12）シャンプー 10（33.3%） 2 （11）エスカレーター 5（16.7%）
3 （11）エスカレーター 12（40.0%） 3 （9）セーター 6（20.0%）
3 （13）サービスセンター 12（40.0%） 4 （13）サービスセンター 8（26.7%）
4 （15）コーナー 14（46.7%） 5 （14）キャッシュカード 10（33.3%）
5 （14）キャッシュカード 15（50.0%）

インタビュアー
番号

実施日
正答数

（正答率）
学習歴 性別

JJK1 2015/ 8/ 1 23（ 92.0%） ３年 男
JJK2 2015/ 8/ 4 24（ 96.0%） ９年 男
KJK1 2015/ 9/16 22（ 91.7%） ６年 女
KJK2 2015/ 9/16 25（100.0%） ６年 女

3.2.　フォローアップ・インタビュー調査の結果と考察

　成績上位群の４名のうち３名はカタカナ語の日本語化規則を利用して長音の有無を類推しているこ

とがわかった。従って、カタカナ語の日本語化規則を習得することで、高得点へと繋がったと思われ

る。また、学習ストラテジーについては４名全員が異なった学習ストラテジーを使用していることが

明らかとなった。JJK1は社会的ストラテジー 2が高く、日本人や日本社会に積極的に接していること

が動機づけになっており、一方のJJK2は知らない言葉をメモするなど補償ストラテジー 3を積極的に

使っていることがわかった。

（10）



能性が推測される。また、教材によっては「コンピューター」としている教材もあれば「コンピュータ」

としている教材もあり、表記にゆれが見られる語もあった。

2.　調査概要

　日本で学ぶ韓国人日本語学習者（以下、JJK）と韓国で学ぶ韓国人日本語学習者（以下、KJK）の学習

者を対象に学習環境とカタカナ語の習得との関係を明らかにするため、質問紙調査を実施した。調査

協力者は東北大学に留学しているJJK31名と韓国の大眞大学校で日本語専攻をしているKJK35名であ

る。実際には66名を対象に調査を行ったが、このうち６名はカタカナ語の表記において20問（全25

問）以上が空欄であったため、分析から除いた。　

　質問紙調査で出題した調査語は『初級みんなの日本語』（スリーエーネットワーク）のⅠ・Ⅱからカ

タカナ語を選出し、大平（1995）、松崎（1999）畑・山下（2011）を参考にして韓国人学習者が音声誤

用を起こしやすいといわれている（1）長音記号が２つ以上含まれる語、（2） 特殊拍が複数含まれる語、

（3）日本独自の和製外来語、（4）非外来語でカタカナ表記されたもの、（5）原音［f］を含む語の５項目

設定した。

2.2.　質問紙調査の結果と考察

　JJKとKJKのそれぞれでのグループで正答率の高かった語は（3）日本独自の和製外来語や（4）非外来

語でカタカナ表記されたものが多いことがわかった。また、こうした語は韓国人学習者の苦手な長音

が含まれていない語が多いため、正答率が高かったと思われる。さらに韓国語の外来語の中には「カ

ラオケ」などの日本語のカタカナ語から借用した語が多く存在することも正答率が高かった要因だと

考えられる。

表1　グループ別正答率上位５位
JJK KJK

正答率
順位

問題番号及び正答
正答数N=30
（正答数）

正答率
順位

問題番号及び正答
正答数N=30
（正答数）

1 （20）マンション 29（97.7%） 1 （3）カラオケ 28（93.3%）
2 （1）コンビニ 28（93.3%） 2 （18）アルバイト 27（90.0%）
2 （4）マンガ 28（93.3%） 3 （5）アニメ 26（86.7%）
2 （18）アルバイト 28（93.3%） 4 （20）マンション 25（83.3%）
3 （5）アニメ 27（90.0%） 4 （25）ナイフ 25（83.3%）
4 （16）ドイツ 26（86.7%） 5 （1）コンビニ 23（76.7%）
4 （25）ナイフ 26（86.7%） 5 （4）マンガ 23（76.7%）
5 （6）パンダ 25（83.3%） 5 （6）パンダ 23（76.7%）
5 （22）インスタントラーメン 25（83.3%） 5 （16）ドイツ 23（76.7%）
5 （24）フロント 25（83.3%）
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安田　佳奈枝

はじめに

　本論文は、韓国人母語話者のカタカナ語の習得と学習ストラテジー 1の関係性を分析し、カタカナ

語習得上における問題点を見出すと同時に、広くカタカナ語の習得状況を把握することで日本語教育

におけるカタカナ語教育の一助となることを目指すものである。

　日本語と韓国語は語順が同じであることや、中国語から入ってきた漢語（韓国語では漢字語）を使用

している点から非常に似た言語とされている。また、韓国にも外来語が存在するため、韓国人母語話

者にとって日本語の外来語の習得は容易であると予想される。しかし日本語と韓国語では音韻規則、

音韻構造が異なるため同じ言語から取り入れたのにも関わらず発音や意味が異なる場合が多い。その

ため、専門分野を学びに来る韓国人日本語学習者（以下、韓国人学習者）にとって専門用語としてよく

使われるカタカナ語の習得は深刻な問題の一つである。そうした中で、日本（JFS）と韓国（JFL）の異

なる環境で日本語を学んでいる韓国人学習者を対象にカタカナ語における習得状況と学習ストラジー

の関連性について明らかにすることが本論文の目的である。

　本論文の具体的な内容は①日カタカナ語の習得の困難点と日本語教材を分析する、②学習環境とカ

タカナ語の習得との関係を明らかにする、③カタカナ語の習得と学習ストラテジーの関連を調べる、

④カタカナ語の指導法や教材への提言を行う、の四点である。なお、②は質問紙調査、③はフォロー

アップ・インタビュー調査の結果をまとめることとする。

1.　教材分析

　助川（1993）と戸田（1999）によると日本語学習者の特殊拍（長音、促音、撥音）には問題があると指

摘されており、その中でも特に長音に関する知覚が困難であるとされている。長音に関しては、韓

国人学習者においても習得が困難であると報告がされている（馬瀬・中東 1998, 姜 2006,　畑・山下 

2011等）。

　カタカナ語にはこうした特殊拍が多く含まれているため、カタカナ語学習を目的として作られた教

材2冊と総合日本語教材の２冊、計４冊の教材を対象に特殊拍の出現数や教材で扱われているカタカ

ナ語の内容について分析を行った。分析項目は①長音、②促音、③濁音、④半濁音、⑤撥音、⑥拗音

の６つである。

　その結果、４つの教材中３つの教材で長音の出現頻度が最も高いことが明らかとなった。日本語学

習者にとって長音の習得が困難であるとされているのにも関わらず、このように長音の出現数が最も

高いというのは意外な結果であったと同時に出現数が多いが故に長音の習得が十分にできていない可

韓国人日本語学習者におけるカタカナ語の習得と学習ストラテジー

修士論文題目及び内容の要旨
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メン神官団の庇護をうけながら、彼女がファラオとして長くエジプトの地を治められたものだと考え

る。
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神であると公言していること、アメン神が第18王朝においてとても信仰の篤い国家神であること、

そのアメン神を祀っているのがアメン神官団である、ということから言える。

そして、理由の二つ目は第18王朝において力を持っていたそのアメン神官団に関係している者た

ちの存在である。アメン神官団の「アメン」とは第18王朝から国家神として信仰されていた神である

が、第18王朝に入るまではただの地方神でしかなく、あまり信仰を集めていなかったとされている。

では何故そのアメン神が国家神にまでなるまでの信仰を集めることが出来たのであろうか。

それは、第二中間期・第15・16王朝（前1795 ～ 1550年頃）に出現した「ヒクソス」の存在が大きい。

ヒクソス2とは「異国からの支配者」という意味である。この意味からもわかるが、当時は異国の者が

ファラオとして君臨していた。この事は、エジプト史における最初の異民族支配であり、後世には恥

ずべき暗黒時代として語り継がれていた。

第17王朝（前1650 ～ 1550年頃）になると、異民族支配からの脱却とエジプト人による国土再統一

を目標にして、ヒクソスに反抗する姿勢をとるようになってくる。そして、第18王朝の創始者であ

るアハメス王（イアフメス１世）が見事ヒクソスとの争いに終止符を打ち、エジプトに王権を回復させ

ることに成功したのである。そのヒクソスとの戦いの際に、加護を願い、祈りを捧げたのがアメン神

であり、第18王朝を一貫として信仰される神になったのだ。

このようにして国家神にまでなり篤く信仰されたアメン神を祀っているアメン神官団は王の代行と

して国の祭事を執り行う権限を委任していた。しかし実際に遺された役人たちの碑文を見てみるとア

メン神官団に関係している者の碑文がないのに対し、ハトシェプスト治下には４人も遺されている。

しかもアメン神官団の長であるアメン大司祭のHAPUSENEBの碑文も遺されている。このことからハ

トシェプストが、アメン神はもちろんだが、神殿や寺院を建築しアメン神官団を手厚く擁護したこと

を示していると考えられる。何故そのようなことをしたのかと言えば、信仰を盛り上げればエジプト

の地はますます豊かになると考えられただろうし、アメン神官団からも支援を受けられるからではな

いだろうか。そして、彼女がファラオとして長くエジプトの地を治めるために、まずアメン神官団を

手中に治め、アメン神官団の庇護をうけながら、アメン神官団も儀式を遂行するためのミルラや神殿

への寄進を受け巨大化できるとともに、ハトシェプストへ尽力していたのではないか。

以上の二つの理由をまとめると、一つ目は「プント国との交易」でありそれが、彼女が長期にわたっ

て統治することの出来た理由である。古代エジプトでとても重宝されていたミルラという香料が採れ

る神の国、プントとの交易を第12王朝から見て約400年ぶりに復活させ、またそのプント（ミルラの

庭園）をエジプト国内に造った功績が一番の大きな理由であると考えられる。二つ目は「アメン神官団

をバックにいた事」である。アメン神官団は第18王朝では、国家神であるアメン神を祀っている神官

たちであるだけではなく、王の代行として国の祭事を執り行う権限を持っていた。王の代行を任せら

れるほど強大な力をもっていた彼らを、バックにつけ支えられながら、長期にわたって統治をしたの

ではないだろうか。碑文でも、アメン神（アメン神官団）に関係するものたちを遺し、寄進するために

神殿等を建てていることがわかっている。また、碑文からその神殿等はプント国との交易で得た特産

品を用いて建設していることも気付く。プント国との交易は、それだけでも歴代のファラオたちをも

成し遂げられなかったことさえある功績であるが、それだけではくアメン神官団をも手中に治め、ア
2　彼らは一般にシリア・パレスチナ地方に起源を持つ雑多な人々の集団であったと考えられている。
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古代エジプト第18王朝第５代の女王、ハトシェプスト（前1479 ～ 1425年頃）は、古代エジプト史

上数少ない女性のファラオである。女性がファラオとして即位した例は数例あるが、男性後継者がい

なかった、子供がいなかった、死んでしまった、など仕方がなく王位を継いだものであると考えられる。

ハトシェプストは、夫であり先代ファラオのトトメス２世（前1492-1479年頃）の間には王女をも

うけていたが、王子はいなかった。そのためトトメス２世の死後は、庶出のトトメス３世が王位を継

承し、ハトシェプストが摂政となったのである。しかし彼女は、自らも「王」と称し、約20年間もエ

ジプトの地を統治していた。何故ハトシェプトは長期にわたって統治することが出来たのであろうか。

その理由は二つあると私は考えている。

まずは、この疑問に答えるべくハトシェプスト以前にもファラオとして君臨していた女性たちに焦

点を当てて、彼女たちが何故王位を得たのか、統治期間はどれぐらいであったのかを先行研究を参考

にまとめる。

そして、彼女がファラオとして遺した功績でもっとも偉大とされているのが、彼女の治世９年目に

行われたプント国との交易である。これが一つ目の理由として考えている。

プントは「神の国」と呼ばれ、主に没薬（ミルラ）を求め交易をしていたと考えられる。ミルラは、神

官たちが執り行う儀式やミイラ作りにも必要不可欠で、香料や薬としても使っており古代エジプトの

人々によってはなくてはならない大切なものであった。

第５王朝、第６王朝、第11王朝、第12王朝のファラオたちもプントと交流を持っており、碑文に

もそのこと遺している。しかし第13王朝から第18王朝までプントに関する記述の碑文が遺されてい

ないことを見てみると、どうやらプントへと赴けない、プントからもエジプトに来られない事態が発

生していたのだろうと推測できる。その事態が何かまではわからないが1、ハトシェプストは第12王

朝から見て約400年も隔てられたプントとの交流を復活させた女王ということになる。

しかし、その重要なミルラが豊富にあるプントに簡単に行けるかと言えばそうではなく、行くため

にはそれなりの資金や人材、期間、船の造船等が必要であるし、時期によって砂漠には「砂の民」と呼

ばれる山賊のような敵も居たとされているため、プントへ行くのは一苦労であったと言える。

このようにプントへ行き、交易を成功させることのできたファラオとして賛辞を送られているので、

そのことだけ見てもプントとの交易を成功させたことが彼女の長期にわたっての統治に貢献している

と言える。

しかし、プントとの交易を成功させたことだけが主ではなく、プントとの交易の背景にはアメン神

官団の存在もある。それは彼女がファラオとして相応しい後継者であると主張するために父がアメン

修士論文題目及び内容の要旨

何故ハトシェプストは
長期にわたって統治することが出来たのか

古川　春香

1　第13王朝から第17王朝まで、ヒクソスの異民族支配が入るため、エジプト独自の文化や習慣が途絶えてしまったせいかもしれない。
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することが推測された。ASD傾向との関連を調べるには縦断的なデータ集めが必要であると考えられ

る。次に、愛着スタイルの変数を挿入し、愛着スタイルの個人差の観点からASD傾向と自尊感情得点

との関連について検討した。その結果、ASD傾向と、各愛着スタイル得点に依存して自尊感情得点の

変容することが示された。このことから、ASD傾向が愛着スタイルの個人差に影響を及ぼし得る可能

性が推測された。発達障害を持つ者の自尊感情形成において安定した愛着を持つことが重要であるこ

とが示唆された。

本研究の対象者は健常大学生（女子）であったため、学生の特徴が強く反映されていることが推測さ

れる。したがって、本研究の知見は、定型発達者を対象にしたASD傾向と自尊感情の観点において適

用できるものであることに限界がある。今後は、対象者を男女比が一致するようにデータを集める。

また、面接法を用いた質的な観点からもデータを収集することで、ASD傾向、自尊感情の関連につい

て、より詳細な検討が出来ると考える。
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近年、我が国においては、「発達障害者支援法」（厚生労働省，2015）などにみられるように自閉症

スペクトラム児・者への支援の必要性が教育・福祉・医療の現場で急務となっている。そこで、本

研究では、精神的健康と愛着に焦点を当てて発達障害と自尊感情の関連性を検討することを目的と

した。研究１（予備研究）では、青年期の学生が自覚している自閉症スペクトラム（Autistic Spectrum 

Disorder（s），以下「ASD」とする）傾向を有する学生と「自尊感情」の関連を調べた。また「ASD傾向」

と「自尊感情」に及ぼす影響を検討した。仙台市内の大学に在学する19歳から20歳の女子学生180名

を調査対象に若林（2004）自閉症スペクトラム指数（AQ）日本語版 50項目・山本・松井・山成（1982）、

自尊感情尺度 10項目・いじめ体験期に関する質問　３項目・中川・大坊（1985）一般健康調査票（GHQ）

28項目版・草田・岡堂（1993）家族機能測定尺度15項目・岡田（1999）友人関係尺度50項目で構成さ

れる質問紙を実施した。その結果、ASD傾向が高いほど自尊感情が低くなり、精神的健康状態が悪い

ことが明らかになった。研究１における仮説①（ASD傾向が高い人は、自尊感情が低くい。） ②（ASD傾

向が高い人は、精神の健康を損なっている。）は支持された。一方、研究１では家族機能との関連がな

いことからASD傾向は先天的な特徴であり、その特徴を有する者が自尊感情や精神的健康を低下させ

やすいことが推測された。診断の有無に関わらず、ASD傾向者には適切な支援や配慮が重要である事

が示唆された。

研究２（本研究）では研究１の結果と比較して、各得点の状況による変化ついて検討することを第

１の目的とした。またASD傾向と自尊感情の関連について、より内省に注目するため、愛着スタイル

の観点から研究することを第２の目的とした。仙台市内の大学に在学する18歳から21歳の女子学生

212名を調査対象に若林（2004）自閉症スペクトラム指数（AQ）日本語版 50項目・山本・松井・山成

（1982）、自尊感情尺度 10項目・中川・大坊（1985）一般健康調査票（GHQ）28項目版・戸田（1988）

内的作業モデル尺度18項目で構成される質問紙を実施した。その結果、ASD傾向と自尊感情の関連

について、ASD傾向が高くなるにつれて自尊感情得点が低くなることが分かった。ASD傾向の高い者

（AQ≧26）の方が、ASD傾向の低い者（AQ≦25）よりも自尊感情得点が低くなった。特に、下位因子

の社会スキル・コミュニケーションとの関連が明らかになった。研究１と一致する結果であった。こ

の結果より、他者との関係を築く際に様々な困難さを抱く結果になるため自尊感情低下との影響が大

きいと推測された。診断の有無に関わらず、ASD傾向者には適切な支援や配慮が重要である事が示唆

された。また、自尊感情とGHQの関連について、自尊感情得点が高くなるにつれてGHQの得点が低

くなる（精神的に良好な状態）ことが分かった。この結果より、自尊感情を高めることは日常の精神的

健康の回復を支えることが重要であると考えられる。一方、研究１ではASD傾向とGHQの関連が見ら

れていたが、本研究ではほぼ見られなかった。これより、GHQ得点は一定の時期の個人状態に影響

修士論文題目及び内容の要旨

青年期における自閉症スペクトラム傾向と自尊感情について
―愛着の関連から―
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高い学生ほど抑うつ傾向が低いことが明らかになり、開示の内容によって抑うつとの関連が異なるこ

とが示唆された。本研究の限界として、性的側面の開示が、震災の影響を受けての抑うつに関連して

いるかについては疑問が残る。今後の課題として、自己開示の内容についてさらなる検討が必要であ

り、適切な尺度を用い、再度調査を行うことが必要であると考える。今後、継続的にデータを取るこ

とで、自己開示が抑うつに及ぼす影響について説明することができるのではないかと考えられる。
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現在、東日本大震災から５年が経とうとしている。しかし、余震や集中豪雨などの自然災害などが

続き、被災者は安心を得ることができず、日々生活のストレスを受け続けている状況にある。藤森

（1998）は、コミュニティ全体を崩壊させ、生命の危機や家族の死をともなう深刻な喪失体験をもた

らす中心的災害は、被災者の精神健康に長期的影響を及ぼすと述べている。阪神・淡路大震災（1995）

の例でも加藤・岩井（2000）が、約４年が経った時点で被災者のPTSD診断を受ける人が１割弱認めら

れたことを明らかにしている。今回の震災以降もPTSDや抑うつ、その診断基準に満たないまでも、

援助を受けず、抱え込んでしまう被災者の存在があり、例にもれず東日本大震災に対する支援も長期

的なものが必要であることが予想される。東日本大震災による被害は非常に広範囲に及んでおり、被

害や被災体験は個人によって異なる。このことが被災者の悩みを話せない要因の一つとなっていると

考えられる。さらにこれからは被害の差だけではなく、震災からの時間経過から派生する問題も予想

される。時間経過の中で被災者と非被災者間、また被災者同士の間であっても生活や環境に格差が生

じ、今後ますます被災者が声をあげにくくなっていくことが考えられる。

声をあげない被災者の問題は顕著化しにくい。また多くの被災者が自身のトラウマを特定しがたく、

ストレス反応を保有しているにもかかわらずその自覚が難しい現実がある（小谷，2014）。そのよう

な状況下では、専門家による支援だけではなくそれぞれが抱える心理的問題を、それぞれ身を置くコ

ミュニティや対人関係の中で対処していくことも求められる。本研究はまず４年半が経過した時点で

の現在の大学生のPTSD・抑うつの割合を明らかにするとともに日常の対人関係の中でどれほど対処

できているかの指標として、「自己開示」を取り上げ、「PTSD傾向」「抑うつ傾向」との関連について検

討することとした。

IES-Rによって測定されたPTSDの結果は全体で92％が低群、８％が高群であることが明らかにな

り、171名中、13名がPTSDの疑いがあることがわかった。

次に、BDI-IIによって測定された抑うつの結果は極軽度60％、軽度22％、中度16％、重度２％で

あった。先行研究での大学生の抑うつ得点平均値、また分布は、西山・坂井（2009）、山崎・村松（2014）

の過去比較的高い値を報告している先行研究とほぼ一致していた。しかし、本研究の沿岸部群と内陸

部/被害なし群の抑うつ得点の比較では、内陸/被害なし群と沿岸部群では有意な差が見られ、沿岸部

群での抑うつ傾向が高いことが明らかになった。沿岸部群の得点分布は中度・重度を合わせると32

％となり、先行研究より約10％～ 15％ほど高い得点を示した。内陸部/被害なし群との比較では、

約３倍もの差があることが示された。

日常で行われ自己開示とPTSD傾向との関連については直接の関与は薄いものであることが示唆さ

れた。抑うつ傾向との関連は自己開示の「性的側面」でのみ確認され、また性的側面を開示する程度が

修士論文題目及び内容の要旨

PTSD ／抑うつ傾向と自己開示との関連の検討
―東日本大震災から４年半時点での被災大学生を対象として―

浅野　尋

（1）
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